










































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●前回のあらすじ




　時は西暦２１２７年。人類は滅亡の危機に瀕ひんしていた。

　汚染物質を撒まき散ちらす寄生生物、胞子獣ベノムスダームは地球を席せつ巻けん、かつて数百億を超えた人類は、総人口一千万人にまで減少。絶対的な管理社会を構築し、辛かろうじて命脈を保たもつのみ。

　彼らの拠点は極東・旧日本列島の地底都市、人類再生機構・凰おう花か。

　そして、絶望的な戦いを続ける社会の要、人類の守護者たる部隊こそ──《名無しネームレス》。

　抹消体質と呼ばれる魔法原因物質除去能力を持つ《騎士殺しの騎士マーナガルム》、白しろ銀がね冬とう真まを中心に集った勇者達たちは、華々しい軍功に背を向け、見返りすら求めることなく人類守護と地上奪還の責務を果たすべく戦う、歴戦の戦士だ。

　表沙汰になれば閉鎖社会の秩序を覆すような秘密を守り、人知れず戦い続ける秘密部隊──その一員たる冬真は、最前線での軍役の途中、汚染物質の底から赤ん坊を発見する。

　彼によって『白銀雪ゆき奈な』と名付けられた女の子はすくすくと成長し──。

　一切その素性、正体のわからぬままに強く、美しく育ち、十四歳の誕生日を迎えた。

　成長した愛まな娘むすめは尊敬する父の背を追い、人類最高峰・Ｓランクの魔法騎士候補生となる。

　その圧倒的な力に魅ひかれ、手を伸ばすいくつもの人影。

　統括生徒会長、グラン・マリアの傘下、直属騎士団《ヘブンリー・ロウズ》への勧誘を入学式の場で断った雪奈は、全市民の注目を浴びてしまい──。

　トラブルから救ったことをきっかけに知り合ったアレイナ・スクロヴェーニを友人にし、反発心から突っかかってきた赤髪の令嬢セリカ・ヴェルミオーネを圧倒。

　さらに正体不明のクラスメイト、黒黒黒くろみつ黒くろ子こを仲間に迎え、トラブル続きながら楽しい学生生活をスタートさせていく。だが、その裏には大いなる陰謀が隠されていた。

　──人類滅亡を推進するカルト組織《エデンの蛇へび》。

　彼女たちの休日を狙った最悪のテロ、《第13区画動乱》によって芽生えかけた友情は踏みにじられ、雪奈は友人になったばかりのセリカ・ヴェルミオーネを失う。

　ただ犠牲になったのではない。秘匿された機構の闇に触れる、最悪の形で……！

「誰にも言えねえわな。胞子獣と魔法騎士ガルムに、大した差なんざねえってことは」

　錬れん素そによる浸食、汚染を受けた生物は、それが知性なきものなら胞子獣と呼ばれる。

　だが、意志により錬素を従える者は、魔法騎士となるのだ。

　致命傷を受けたセリカ・ヴェルミオーネは最悪レベルの胞子獣、[image: ]れん獄ごく蝶ちようへと変異。

　冬真によって倒されたものの、雪奈をはじめとする人々の心に深い傷を残し──。

「見ていてちょうだい。アタシの──アタシたちの戦争カツコイイところをね」

　セリカを亡き者とした《エデンの蛇》への復ふく讐しゆうを果たすべく、冬真、カチュア、ロンメルの三人──《名無し》の精鋭たちが出撃する──。





●《オールドジャンク》制圧戦




　腐敗したオイルの臭においが漂う廃はい墟きよに、点々とドラム缶の焚たき火びが燃えている。

　人類再生機構・凰おう花か、最深区画ロータス・ボトムの最外周。超硬ポリマーで塗り固められた卵状の洞窟は、凰花の前身である地底大空洞が発見、地底都市開発初期に掘削されたものだ。

『全領域スキャン完了。……ひでえなこりゃ、あちこちに不法居住者の生命反応があるぞ。大気組成は、驚け、検査フィルターが汚染物質で虹色になっちまうレベルだぜ』

『……地上の廃都ほどじゃないにせよ、よく生きてるわね、こんなトコで』

『まっとうな人間の住むところじゃねえからな。誰も文句言わねーけど死にまくってるよ。登録されてねえから公式の人口統計に載らないだけだ』

　何らかの要因──兵役義務を忌避した脱走兵、手配中の犯罪者など。

　公式の戸籍から削除され、人権を喪失したならず者どもは、廃油を満たしたドラム缶に火を放ち、脂やに臭くさい煙にまみれながらも、しょぼくれた顔つきで暖をとる。

　やせ細った子供、老いた老人、狂犬のような男……。

　多種多様な顔を無人偵察ドローンの視界で確保すると、白しろ銀がね冬とう真まはそれを高く飛ばした。

　銀のトンボに似た有翼偵察機は、エンピツ一本ほどの大きさに偵察特化型の魔法騎器デバイスを組み込み、撮影した光学情報、魔法探査データ、地形の詳細を共有してくる。

　瓦が礫れきの中に埋もれたいくつもの看板。

　旧時代の破壊された装甲板にペンキで殴り書きされた「強制撤去反対」だの、「同胞を保護せよ」などの政治的主張は、隔離地域に出入りしている保護団体のものだ。

『もともとはここを拠点に岩盤を掘り広げて、居住区画を今の三倍くらいに拡張する計画だったらしい。だがまあ、大戦のゴタゴタで中止になっちまってな』

『それでこのゴミ溜だめの誕生？　……《オールドジャンク》とはよく言ったもんだわ』

　通信回線から届く飄ひよう々ひようとした声に、間髪入れず女の声が答える。

『ま、それだけじゃねえけどな。今みたいな資源リサイクル設備が稼働する前、閉鎖生態系を維持する最大のコストはゴミ処理だ。だもんで、後回しにして置いといた……』

　宿題って奴やつは後回しにしたら絶対やらねーのにな、と自嘲して。

『結果、汚染ゴミ数百万トンが詰まったドデカい卵の誕生だ。管理を嫌った活動家やら、犯罪者やら、脱走兵やらが隔壁を破って潜り込み、ゴミの山を原始的な方法で再生しちゃ、闇資源として売りさばいてささやかなカネにしてる、っつーワケ』

『犯罪組織の温床、闇経済の中心。……手の届かない不可侵、いや……不可触地帯か』

　冬真はつぶやきながら、ドローンから得た地図情報を統合。

　自身の魔法騎器で三次元立体地図化した画像が、ワイヤフレーム状のホログラフとして、空中に投影される。それはまるで、淡い光で作られた針金の卵のようだった。

『それで、目標は発見できましたか？　ロンメル先輩』

『お前俺を誰だと思ってんの？　偵察、暗殺、破壊工作、なんでもできるスーパー工兵。それが俺、ロンメル・スチュワートだぜ。……今共有する、検討してくれ』

　彼は冬とう真まの学生時代の先輩、そして数多あまたの戦場を駆け抜けた相棒とも言える熟練兵だ。

　ランクこそＤと低いものの、乏しい地力を卓越した術式の構成力と応用で何倍にもし、力に頼らない緻密な技術によって多大な貢献を果たしてきた男でもある。

（……あの悪い癖さえなければ、最高の戦友なんだがな、先輩は）

　渋い顔立ちに無ぶ精しよう髭ひげが目立つ、旧ヨーロッパ地方を源流とする『白はく麗れい種しゆ』の男。

　黙って立っていれば映画俳優と見まごうばかりのいい男、だが──。

『瓦が礫れきに偽装してるけど旧大戦期の移動要塞だな、ありゃ。陸戦空母とも言われるヤツだ。破棄されて斜めに突き刺さってるのを修復して、動力を再起動したんだろ』

『……旧アラブ方面からの脱出に使われたものか。貴重な歴史的資料のはずですが』

『歴史は食えねえし、予算突っ込んで直したところで使うアテもねえかんな。だからって、カルト宗教の総本部にされちまうなんざ、草葉の陰で英霊が泣いてるぜ』

　瓦礫の山から斜めに伸びる船体、数十メートルはあろうかという千切れた無限軌道。

　それはかつて魔法騎士たちを乗せ、砂漠地帯を蹂じゆう躙りんしていた巨大兵器の残骸。今やその船体は無数の十字架や神を讃たたえる文句が殴り書きされ、布を被かぶった信徒に守られている。

『ほとんどはただのザコだが、何人か騎士が混じってらぁ。……お、あいつ知ってるぜ？　マリオン・グレイシー、四十七歳、未婚。光聖クレリツクのＢランク、戦死報告が出てる』

『……知人だったんですか？』

『いや、イイ女だったんで覚えてた。大好物なんだよな、あーゆーだらしないおっぱい』

　潜伏しつつ超望遠のスナイパー・ライフルで索敵するロンメルからの追加情報が届く。

　元魔法騎士の位置が赤く示され、冬真は戻ってきた無人偵察ドローンを指に止まらせて回収しながら、空中に投影された地図にそれを追記していく。

『……その趣味は理解できませんが、貴重な情報に感謝を』

『なんでだよ。男なら誰でも好きだろうが！　実戦経験豊富な奥様、お姉様。これ以上に信頼できるモンもねーだろ』

『最低にもほどがあるわね。女をそういう目でしか見られないの、アンタは……！』

　苛いら立だちを含んだ女が割り込んでくると、フフンとロンメルは軽く笑った。

『心配しなくてもおめーにゃ手を出さねえって。そんな目でも見ない、約束するよ』

『……そこまで心配しているわけじゃないけど、やけに素直ね？』

『おめーが予約済みなのはそうだが、それ以上に新品未開封なんざ趣味じゃねーよ。いつまで経たっても熟れやしねえ。そのデカ乳をたわわに垂らしてから出直してくれ』

『テロリストの次は、セクハラ野郎の討伐ね……！　骨も残さず吹っ飛ばしてやるから、そこ動くんじゃないわよ!!』

　静かな殺気を込めた女に、ふう……と軽く息をつきながら、冬とう真まは声をかける。

『落ち着け、カチュア。先輩はからかってるだけだ、いつものことだろう？』

『……それは、そうだけど。今この状況、わかってるの!?　サイテー……！』

『余裕を失っているのは自分だ、という可能性も検討した方がいい。自己診断するべきだ。セリカの仇かたきを討ちたいのなら、憎しみで照準を狂わせるような真ま似ねはするな』

『……ッ』

　人間は余裕を失い、激げき昂こうした時あらゆる行動の精度を欠く。

　ロンメルの戯たわ言ごとはいつものことだ。それに対する反応が、いつもの冷ややかな無視や辛しん辣らつな反論ではなく、苛いら立だちに任せた罵倒である時点で、冬真はその兆候を見破っていた。

『……少しキレかけてたみたいね。ごめんなさい』

『謝る必要はない。怒ってもかまわない。ただし、冷静に怒れ。俺たちに求められるのは単純な暴力ではない。正確に悪性腫瘍を切除する医師の手しゆ技ぎだ』

『ええ。……わかってる。冷静に、ね。冷静にあとで一発ブン殴るわ、それでチャラよ』

『おー、怖っ。ま、しっかり殴られてやるからさ。……死ぬなよ、カチュア』

『……当然でしょ。通信、終わり』

　プツッ──……と、余韻を残して通信が切れる。

　作戦開始まで別の場所で待機している戦友、カチュア・ヴェルミオーネ。

《[image: ]しやく髪はつの竜りゆう姫き》と呼ばれるＡランク魔法騎士。彼女の姪めいセリカの死は未いまだ記憶に新しい。しかし彼女の目に情けない哀かなしみは窺うかがえない。ただ復ふく讐しゆうを果たす、強い意志が燃えている。

『テロ首謀者の行動記録を片っ端から当たって、抹消されたエレベータ駅の乗降ログを全復元してまで見つけたアジトだ……キッチリ丸焼きにしねーとな』

『その役目は、大量破壊が得意なカチュアに任せるしかない。……それはわかりますが、セクシャルな方向以外でリラックスさせる方法はないんですか、先輩？』

『ないこともねーけど、それは俺よりお前が言った方がいいからな。今度メシでも誘えよ。落ち込んでる女は落としやすいぞ、この際だからくっついたらどーだ？』

『接触はするつもりですが。任務終了後、慰労の席くらいは労務管理として当然かと』

『……そういうんじゃねーよ、朴念仁。まあ、それがお前のキャラだけどな』

　はて、とロンメルの意図を読み切れずに首を捻ひねると、彼から新たな情報が届く。

『作戦開始まであと30秒。……なあ、冬真。《ＥＯＣ》って何だろうな？』

『何らかの略語だと推測しますが、詳しい情報はありません』

『だよな。……連中の崇あがめてる神様かね？　あんな目立つとこに書いてあるんじゃ──』

　それは折れ曲がった陸上空母、その甲板に真っ赤なペンキで書かれた文句。

　十字架に見立てているのだろう。折れた鉄骨を組み合わせた横棒を裏に支えた鉄十字の廃船は、まるで巨大な墓標のようで──転々と光る警戒の炎に炙あぶられ赤く光っている。

（ＥＯＣ……軍の記録にもない単語だが詳細は不明。やはり、調査には……）

　現地調査が、必要だ。

　カチ、カチ……と音をたてて、脳裏に描いたデジタルな数字が変化していく。

　５、４、３。作戦開始までの秒数をカウントするそれを眺めながら、冬とう真まは潜伏場所の瓦が礫れきから身を起こすと、闇に乗じてしなやかに駆け、暗い空に佇たたずむ墓標に迫る。

　地底都市とはいえ、動力の制限された区画でない限り、その光は太陽に劣らない。だが、中央の管理を外れ、永遠の夜に沈んだこの街で、闇に紛れた彼を止める者はなかった。

「おお──[image: ]れん獄ごく蝶ちようよ、我らが聖女よ、なぜ墜おちたもうたのか!!」

「ミサだ。聖せいなるミサを捧ささげ、我らの嘆きを地上の神々にお伝えせよ……！」

　焚たき火びを囲む信徒たちが、原始時代の祭さい祀しのように火を囲んで踊る中。

　彼らの影を音もなく擦り抜け、脳裏のカウントが『０』を刻んだ瞬間！




『作戦開始。やれ、カチュア!!』

『待ちくたびれたわ……！』




　叫びと共に、闇に閉ざされた天井に太陽が産まれる。

　それは巨大な炎の塊。灼しやく熱ねつに変換された錬れん素そによって構築された炎の魔竜──！




「────咆ほう哮こうせよ、《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》ッ!!」




　通信回線を越えて届く、怒りの肉声。

　炎と共に現れた美しい女のボディライン。

　出現した火か焔えんが凝縮し、ルビー色の装甲へと変換され、女の靴をガッシリと支える。

　絶対的な『熱』の顕現。宝石を思わせる魔力の結晶に彩られた機体は、竜騎ドラグナーと呼ばれる魔法騎士のみが顕あらわすことのできる移動ユニット──。

「仇かたきは討つわよ、セリカ。……見ていなさい」

　姪めいから受け継いだリボンで結び、二つ分けにした髪を後ろへ流す。

　ルビーのように光沢のある、透き通った『[image: ]しやく髪はつ』が輝き、その強い眼光が目標を照準。

　竜退治の逸話を刻む聖遺物から転写インストールされた情報が、魔法騎器デバイスの記述に従って女の肢体をスーツに包む。それこそ魔法騎士の象徴、現代魔法の主力兵器──錬核武装！




「跡形もなく……燃え尽きろッ!!」




　炎の竜に乗った女騎士、カチュア・ヴェルミオーネの絶叫により、神話が顕現する。

　伝説にのみ記された現象、『竜は炎を吐く』という虚構。だがそれは現代魔法によって現実に再現され、津波のような火か焔えんの奔流が、陸上空母の残骸を巨大な松明たいまつに変えた。

　あちこちに蓄えられた廃油、燃料のたぐいが次々に燃える。

　一瞬にして膨張した爆炎混じりの黒煙が空気を震わせ、巨大すぎる音が衝撃波となり、閉鎖空間の瓦が礫れきをたやすく吹き飛ばす中、影のような男だけが、駆けてゆく。




『目標、《エデンの蛇へび》本拠地。これより……制圧を、開始する』




　淡々とした声が通信回線に乗り、炎の墓標へと白しろ銀がね冬とう真まは乗り込んで行った。





●慈悲なき報復者アベンジヤー




「──敵襲、敵襲、敵襲!!　魔法騎士、至急迎撃に当たれ!!」

「ぎゃあああああああああああああああああああああ!!　火が、火がああ!!」

「たすけっ……！　げほ、えほっ……！　走れ……！　おいてかないでぇぇぇ！」

　斜めに傾かしいだ陸上空母が炎上し、身を守る術すべなき邪教の信徒が火だるまと化す。

　火竜を模したカチュアの飛翔盤ボードから次々放たれる灼しやく熱ねつのブレスは、地上の除染作業にも使われる《焼却》式を持続型に改変したもの──じわじわと延焼する、焼しよう夷い術式だ。

（へばりつくように燃える『消えない』炎……報復のつもりか、カチュア？）

《エデンの蛇》本拠地。陸上空母の残骸はジャンク品の装甲と重ね掛けされた防御式によって厳重に守られており、術式で破壊するには極めて困難だ。

　カチュアの狙いはあえてその護まもりを無視し、中で暮らしているカルト信者たちの殲せん滅めつ。

　装甲を貫ぬく必要などない。本拠地を包む灼熱のヴェールを剥はがせなければ、熱伝導により内部の温度は十分ほどで百度を超え、蒸し風呂どころかオーブンと化す。

（……あの、《第13区画動乱》のように）

　無防備な都市内部に炎属のステージ５胞子獣ベノムスダームを解き放ち、隔離された街区のすべてを、圧倒的な熱量で蒸し焼きにしたテロリストの手口を、カチュアはそのまま返したのだ。

『カチュア』

『何？　……まさか残酷すぎる、なんて言うんじゃないでしょうね？』

　その硬い声音からカチュアの内心を察し、冬とう真まは間髪入れずに返した。

『違う。その方法では一般信徒はともかく、属性式でガードできる騎士は除去できない』

『……だから？』

『迎撃が来るぞ。式を維持しつつ反撃、制空権を確保しろ』

　素っ気ない警告に、通信越しのカチュアは拍子抜けしたようだった。

『了解。……それだけ？』

　何かを期待するような、すがるような、そんな声に──。

『止めてもらいたいのか。復ふく讐しゆうなどやめろと、非人道的だと言ってほしいのか？』

『……っ！』

『ぶれるな。戦場で自分を疑う奴やつは、死ぬぞ』

　実行者の感情と命令に矛盾はない。カルトの殲せん滅めつは評議会に認可を受けた命令である。

　故にカチュアに罪はない。ヒトとしての彼女が報復を、虐殺を罪とするのなら。

『その罪は、指揮官である俺が担う。──執行しろ、カチュア。これは命令だ』

『ちょっ……！』

　通信を打ち切るとほぼ同時に、悲鳴のような音をあげて巨大な鉄骨が軋きしみだす。

　錆さびついた機関が始動。陸上空母の炉心に火が入り、復旧した動力によって一部の機構が蘇よみがえる。巨大質量を浮遊させる超大出力のホバー噴射と千切れたキャタピラが空転する。

　……ガゴン、ガゴン!!

　音をたてて空母の側面にせり出してきた魔法騎器デバイスは、冬真には見慣れた代物だ。

『対空用攻弾術式Ⅳ型。錬れん素そ徹甲術式40㎜核の車載用収束具か……。廃棄された戦車か、砲台からリサイクルしたか？　なるほど、当たれば竜騎ドラグナーすら墜おとせる』

『専用の術式をセットした収束杖ロツドを四本重ねて、魔法騎士をバッテリー代わりに弾を吐く。まあ四つも稼働してりゃ、強烈な弾幕を張れるわな。テロ屋の装備にしちゃ贅ぜい沢たくだ』

『先輩。潰せますか？』

『任せとけ。前の時は、あんま役に立てなかったしな──』

　四本の角を生やした金属の瘤こぶ。分厚い装甲に守られた魔法騎士が空を埋め尽くすほどの弾幕を空にバラ撒まく防衛兵器が……稼働している分だけでも──四基。

　だが通信回線の向こうで、ロンメル・スチュワートは慌てない。

　冬真にはありありと想像できる。今この瞬間、自分ですら発見できない場所に隠れて、無ぶ精しよう髭ひげの熟練兵が構えた、旧時代の遺物そのものとしか思えない武器を。

『どいつもこいつも頭ン中ファンタジーなんだよ、魔法騎士テロリスト』

　プッと通信に混じる音は、くわえていたハッカパイプを吐き出したか。

『今時穴倉にポンコツ担いで閉じこもるなんざ、時代遅れもいいとこだっての……！』

　近代の魔法騎士戦において、戦車をはじめとする大型兵器が使われない理由。

　それは──純粋に、無意味だからだ。

『何十トンの装甲板より、聖遺物を核にした錬核武装が勝る。人類の歴史は牙きばの歴史だ。火薬と城塞、戦車と塹ざん壕ごう、陣地と核兵器。常に勝つのは攻める側……っと！』

　魔法騎士を配備した陸上空母のような兵器が廃れた理由は、まさしくそれだ。

　惑星に刻まれた歴史、逸話、伝説を錬れん素そに刻み、その圧倒的な情報量を以もつてあらゆる攻撃を防ぐ錬核武装に対し、単なる質量でしかない兵器はあまりにも脆もろい。

　だからこそ重装甲の兵器は、錬核武装をまとった魔法騎士に主力の座を奪われ──。

　腹はら這ばいになったロンメルが抱えた武器は、その廃れた時代の化石とも言うべき品だ。

　男の身長ほどもある長い銃身。特徴的な箱型の弾倉を持ち、三脚で支えられているのは、ボーイズ対戦車ライフル。１９３０年代より伝わるスチュワート家伝来の骨こつ董とう品ひん。

『銃は杖つえに勝てないってか？　……はっ、思い知れや、幻想フアンタジー!!』

　ガコン、と重々しい音をたててボルトが弾丸を送り込む。

　標的を求めて旋回する魔法騎器デバイスのひとつに照準を定め、男は引き金を引いた。

　──ドムッッ!!

　重苦しい煙、轟ごう音おん。発射された弾丸は狙い誤あやまたず、陸上空母の側面に現れた金属の瘤こぶに着弾するや、あろうことか幾重にも包まれた装甲、防御式を──。

『人間殺すのなんざ、指先程度の鉛弾がありゃ……十分だぜ？』

　皮肉げな通信。魔法騎器の杖先に展開していた魔法陣が色を失い、消えていく。

　魔法騎士が殺された証あかし──。錬核武装ほどではないにせよ、文字通りの鉄壁に守られていたはずの騎士が、あろうことか壁に一寸ちよつとの傷もつけることなく殺害されたのだ。

　ミステリで言う密室殺人に等しい奇跡を実現させたトリックを、冬とう真まは思い出す。

（転移弾。……相変わらず最悪の対人兵器だ）

　魔法騎士、胞子獣ベノムスダーム、錬素を操るモノ同士の戦いは、情報量の力比べとも言える。

　相手より多くの錬素を集め、演算により収束し、形を作って先に叩たたきつけた方が勝つ。錬素を含まない物理攻撃などは論外だ、いくら撃っても騎士の護まもりは突破できない。

『移動用術式の攻撃的応用。……錬核武装や防御式に触れた瞬間、物理弾に直接刻印した転移式が発動、障壁をすり抜ける。Ｄランクでも演算可能な、《騎士殺し》……！』

『先祖伝来のこいつは、工業製品でありながら世界大戦を潜くぐり抜ぬけた錬素を宿す骨董品だ。当時の弾丸を使い、ナノフォントでＧＢギガバイト級術式を刻印する分手間はかかるが……まあ』

　ニヤリと笑った伊だ達て男おとこの気配が、ゾッとするほど恐ろしい。

『──初見で対応できた奴やつは、テメエ以外いねえよ、冬真』

　魔法騎士としてのロンメルは、Ｄランク。

　位階は機巧マシーナリー。錬れん素そを物質的に応用することを得意とし、補助騎具アーテイフアクトの生成に長たける。

　言わば工兵、整備兵。前線勤務の魔法騎士の支援職として非戦闘員扱いが殆ほとんどだ。

　しかし、この男は違う。乏しい錬素をただ一点、防御式の透過にのみ注つぎこみ、殺傷力は骨こつ董とう品ひんめいた家伝の銃がもつ本来のそれに託す、固有の戦術あるかぎり……！

『……二度とごめんですよ。先輩だけは、敵に回したくないですね』

『そりゃこっちも同じだよ、相棒。ま、気が合うってことで、いいこった！』

　防御式さえなければ対戦車ライフルの前に、人体など豆腐と変わりない。

　錬素のみで形成され、実体を持たない攻弾術式に慣れた近代魔法騎士は、銃を知らない。彼らにとって引き金を引いて弾丸を放つ武器は『杖つえ』なのだから。

（普通の攻弾術式であれば、透過式で防御を貫いたところで大したことはない。魔法騎士に備わった錬素への耐性、および装備の抵抗に減衰されてしまう──）

　錬素で編まれた仮想の弾丸は、より情報量の多い騎士の肉体や装備に弾はじかれる。

　だが、実体弾は違う。超音速の質量とエネルギーは、人体を粉砕するに十分で。

　転移した銃弾は装甲の中で無数に跳ね、哀れな騎士を肉塊に変えたのだ……！

（欠点と言えば、弾丸の誘導に錬素を使えない分、直接照準に頼るしかない。視界の悪い中、下手をすれば数百メートル、１キロ近く離れた標的を狙い撃つ……か）

　この魔法全盛の世界でそれができる。

　ロンメル・スチュワートはまさしく世界最高の狙撃手であり、当てることさえできれば、冬とう真ますらも殺せるやもしれない──《必殺のＤランク》だ。

（通常の対人、騎士戦ならこうはいくまいが……この状況はこの上なく、『刺さる』！）

　増幅術式を駆使し、超音速で疾駆する高ランク騎士にとって、弾丸なぞあまりに遅い。たやすく避よけられ狙撃位置を特定され、強大な魔法による反撃で壊滅するのみだ。

（だが、奴やつらは誤あやまった選択をした。……機動力を活いかさず、装甲に籠った）

　守りを固めた亀かめならば、それを撃ち抜くことなどロンメルにとって造作もない。

　ロンメルの狙撃が次々と放たれ、対空魔法騎器デバイスを沈黙させていき……！。

『次々行くぜ。対空魔法騎器は全部潰す。上がってくる雑ざ魚こは頼むぜ、カチュア！』

『了解。……空は、奴らになんか渡さない』

　たとえ偽りの空であろうとも、それを征するのは──《[image: ]しやく髪はつの竜りゆう姫き》以外、ありえない。

　陸上空母の砲座が闇雲に炎の弾丸を乱射。赤い光が花火のように降り注ぐ中、どこの国のものとも知れぬ、カルト宗教らしい僧衣をまとった男たちが空母の甲板に現れた。

『例の魔法騎士どもだ。教団幹部、いわゆる司祭って奴だな。全員地上勤務からの脱走兵、平均ランクＡ。……となりゃまあ、航空迎撃はテキスト通り……！』

『数を出しての、優勢確保でしょうね』

　ロンメルと冬真の指摘通り──術式による飛行能力を持たない者が手を結び、輪を作る。

　その位階は光聖クレリツク、そして凶魔ネクロ。

　光と闇、死と生命を司つかさどり相反する属性に別れた二つの魔法円から、光と影が出現する！

「──《召喚式》《儀式呪文》《群雲召喚》《軍団：妖精ミニオン・フエアリー》！」

「──《召喚式》《儀式呪文》《群雲召喚》《軍団：妖魔ミニオン・インプ》！」

　動物に錬れん素そが浸食し、変化したものが胞子獣ベノムスダームであるならば──。

　ヒトが古い幻想に基づき、術式プログラムに従って錬素に生物を模した形を与えることがある。

　機巧マシーナリーはゴーレム。光聖は妖精、凶魔は悪魔。錬素を用いて召喚される使い魔は瞬く間に数を増し、それこそ群雲のように広がってカチュアに迫る。

（どれも雑ざ魚こだ。一匹あたりの攻撃力、防御力は５００もない。だが……！）

　何百何千と生み出されれば、無視できない火力となる。

　事実群れなす使い魔に圧おされ、カチュアの飛翔盤ボードがわずかに距離をとる。甲板から射程が外れた隙を突き、飛行能力を持つ司祭、Ａランク魔法騎士たちが離陸する！

「今だ、竜騎ドラグナー発進！　ＧＯ、ＧＯ……ぐはっ!?」

『おー、当たった当たった。しかしこいつら、テロリストにしちゃ対応が早いな！』

　ガチャッ、と通信回線にボルトアクションの音が響く。

　防御式を貫通する転移弾の直撃を受け、甲板にいた司祭のひとりが倒れた。拳こぶし大の穴を胸に開けられた無残な屍しかばねに、屈強なテロリストすら顔色をなくす。

「なっ……！　狙撃、だと!?　どこからだ、どこから撃ってきた!?」

「見えない、見えなかった、バカな!!　Ｓランクの俊影シヤドウが隠いん蔽ぺいでもしているのか!?」

「いい！　竜騎は急ぎ発進しろ、飛んでしまえば狙撃など当たらん!!」

　慌てふためく僧侶の叫びを観察しながら、冬とう真まは彼らの防衛体制を測る。

『奇襲から三分以内に防空体制を整えるあたり、早い。前線の防衛基地とほぼ同等か』

『ああ、練度は正規軍レベルってか？　──ほらみろ、飛んでくぞ!!』

　ゴウッ……!!

　量産型の飛翔盤、サーフ・ボードのような流線型の板に乗った僧兵が雲を曳ひく。

『推定攻撃力、２０００。防御力、１０００。敏びん捷しようは高めで１２００ってとこだな。前線防空兵の標準、量産品の錬核武装、量産品の飛翔盤でＡランクなら可もなく不可もなくってとこか？』

　ロンメルの評価は的確だ。陸戦空母を飛び立った３人の竜騎、そのスペックは高い。

　ランクＡといえば軍の中でもエース級、Ｓのような例外を除けばトップクラス。実戦を経験し空戦技術を磨いた者なら、脱走兵とはいえ侮っていい相手ではない。

　──ギュ……ンッ!!

　超音速のループ。光を曳きながら飛ぶカチュア、それを追う三騎は、縦に横に宙返りを繰り返しながら徐々に互いの距離を詰め、撃墜のチャンスを窺うかがっている。

　さらに後を追う使い魔の群れ。のろのろとしているが、集団に巻き込まれればたちまち撃墜されるだろう。空戦は明らかに、圧倒的不利な状況に見えた。

『どうするよ、冬とう真ま。ぶっちゃけ連中、数字だけならカチュアちゃんより上だぜ？』

『問題ありません。むしろ半端に優位を取るより、安心だ』

　数的優位も個々の能力差も、カチュア・ヴェルミオーネには関係ない。

『カチュアは勝ちますよ、先輩。──《逆境》に在ってこそ、彼女は輝きますから』

　信頼をこめた冬真の言葉に、超音速の姫騎士は──。

『……言ってくれるじゃない。あの、バカ……！』

　ぶわり、と衝撃波に近い風圧にも負けず、灼しやく熱ねつの輝きを放つ髪が舞う。

　火竜を模した飛翔盤ボードに触れた靴が、彼女の意志を伝えて赤く光る。

　竜が咆ほえ、翼を広げて黒煙渦巻く洞窟の空を掴み、急激なブレーキをかける！

　──ギュアッ!!

「!?」

「しまっ……!!」

　空気が焼ける擦過音。魔法障壁に擦れた空気が赤く輝き、追尾していた三人は急減速についていけず、一気に彼女を抜き去って──無防備な背中を晒さらしてしまう。

　飛翔盤が煌きらめき、背面に防御式を展開する。Ｇに負けず、コンマ数秒に満たない時間でその判断ができるのは、彼らが熟練した兵士である証拠と言えた。

　これまでの攻防でお互い、だいたいの数字は察している。司祭たちとカチュアの性能はほぼ互角、あるいはカチュアが若干劣る。背を向けたとて一撃には耐えられる！

　──そんな希望は。

『数字なんて、ただの飾り。……変動させる手段はいくらでもあるのよ？』

　悪魔のような、怒れる竜のようなカチュアの微笑ほほえみに、打ち砕かれた。

　灼しやく髪はつそよぐうなじ、滑らかな首筋に、掌てのひらに握り込んだモノを押し当て……ブシュッ、と圧縮空気の音と共に、空になったアンプルを投げ捨てながら、カチュアは咆える！

「《裏技》もなしにあんたらみたいなクソカルトに喧けん嘩か売るわけないでしょ。バーカ!!」

「なっ……!!」

　大仰な装束の中で、竜騎ドラグナー達たちが恐れ、おののくのが視みえた。

　脳が加速している。カチュア・ヴェルミオーネという人間の感覚が暴走し、無数の光が目の奥で弾はじけるような気がした。それは正規の魔法騎士なら絶対に行わない裏の邪法。

「──《超血加速ハイブラツド・アクセル》!!」

　血液ドーピング、というものがある。

　自らの血液を事前に抜き、競技直前に戻すことで酸素を運搬する血小板を増やし、運動能力を向上させる『見えない』薬物。カチュアが行っているのは、魔法時代の裏技だ。

　カチュア自身の血液を抜き、かつて冬とう真まが開発した術式──尿や体内の老廃物を錬れん素そ化し緊急時に使用する──を応用、錬素に変換する。

　減った血液を注つぎ足たし、何度も繰り返せば。

　膨大な錬素を蓄えた血液が完成し、それを体内に戻すことでランクを１段階引き上げる。

　保有錬素を倍加させ、およそ消費しきるまでの10分間のみＳランクに達する……！

「砕け散れ……《爆砕波ダム・ブーム》ッ!!」

　深紅の聖剣が唸うなり、空を焦がす炎の波が彼女を中心に広がっていく！

　無数の小爆発が連鎖する。妖魔が、妖精が、彼女を追ってきた軍団のすべてが炎の属性に吹き飛ばされ、爆発と共に錬素へ還元、焼却されたのだ。

「……うわあああぁぁぁあああぁぁぁぁあああぁぁぁぁぁ!!」

　追いすがり、追い抜いてしまった三騎の末路は、悲惨と言うしかない。

　二騎は背後に迫る灼しやく熱ねつの津波に飛翔盤ボードが転覆、真正面から炎に呑のまれ、転がりながら炭と化して粉々になり、黒い空に飛び散り消えた。

　一騎のみが卓越した飛翔盤の制御によって辛かろうじて波を乗りこなしたものの、あまりに膨大な錬素を受けた飛翔盤はジリジリと焦げ、耐え切れずに空中で分解していく。




「さよなら、テロリスト」

「ひっ……!!」




　地獄に、墜おちなさい。

　苛烈な言葉を冥府の土産に、最後の竜騎ドラグナーは墜落し──。

　激突の轟ごう音おんと共に、《エデンの蛇へび》はその航空戦力をすべて失った。





　　　　†






　──空戦の決着を待つことなく、白しろ銀がね冬真は炎の渦に突入する。

　焼しよう夷い式に焼かれ続ける陸戦空母のただ中にあり、その軍服には焦げひとつ現れない。

　あらゆる錬素、あらゆる情報はその男に触れることさえできないのだから……！

（《裏技》を使ったのなら、カチュアに敗北はない）

　あれは常人に耐えられるものではない。普通の騎士が同じことをすれば、急激に増えた錬素を扱い切れず、臓器を内部崩壊させて死ぬのがオチだ。

（本来Ｓランクの器を持つカチュアだからこそ、あれができる。とはいえ……）

　負担は負担だろう。作戦後、十分な休憩と補給を申請しなければならない。

　最愛の姪めい、セリカを失った心の傷もある。何か効率的な慰い撫ぶの方法はないだろうか？　同僚の心理ストレスを軽減する方法を、ありあまる脳内演算の１％を割いて計算しながら、男はまるでショッピングモールを歩くかのように炎の地獄を闊かつ歩ぽしていく。

　──抵抗は、苛烈だった。

　次々と出現する狂信者たち。属性式を展開して身を守りながら、あるいは皮膚を焼かれながらも強引に自前の錬れん素そを攻撃に回して呪じゆ詛そや術弾を放ってくる、が。

『……止まらない!!　止まらない!!　あいつは、振り向きさえしない!!』

『誰か、止めろ!!　あいつを、止めろ!!　大司教様の座に近づけるな!!』

『隔壁が、ヌルリと──ばかな、コンニャクみたいに、斬られ……!!』

『術式が効かない!!　反則だ、あんなの、反則だ!!　おお……あぁ……神よ!!』

　カルトの狂信者さえ己おのが信仰を疑う、それは異常事態であった。

　あらゆる抵抗を涼風のごとくいなし、白しろ銀がね冬とう真まは閉鎖された本拠地を駆け巡り、証拠となり得る情報や物資を確保していく。一見すると錬核武装すらまとっていない、ほぼ生身に軍服のみのラフな姿で、右腕のみを無骨な装甲に包み、棒切れのような剣を手にして。

　だが、折れない。曲がらない。

　迅速に最短距離を突き進んでいく。壁も床も天井もおかまいなしだ。

　切れ味がとてもよさそうには見えない四角い刃やいば、ぞんざいに溶接された握りの剣が、軽々とかつて戦場を支配した陸上空母の内部を切り刻み、一直線に突き進む。

「永遠を喰くらえ──《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》」

　神聖なる漆黒が、世界から廃棄された虚無の記憶が結実した錬核。

　それは断罪の刃、彼のみが扱える錬核武装。名もなき歴史の闇が凝縮したそれめがけ、脱走兵たちは身を以もつて侵攻を阻止すべく、次々と襲いかかってくる。

　だが、すべては無駄だった。

　強固な黒曜石状の地属性式に身を包んだ武傑ブレイドの手練も。

　無数の死せる霊魂を束ねて叩たたきつけてきたＡランク凶魔ネクロも。

　薬物を投与され狂化した信者どもに不死と見まごう治癒力を与える光聖クレリツクの術者も。

　瞬く間に叩たたき潰つぶし、無残な血溜だまりに変えて冬真は進む。本拠地を包む灼しやく熱ねつに、屍しかばねは即火葬され、瞬く間に水分を失って縮み、祈るような姿勢で焦げてゆく。

「……お前は、何者だ。いったい、いったい……!!」

「単なる掃除係だ。人類管理機構にわだかまる、古びた汚れを排除するためのな」

「愚か者!!　それだけの力を持ちながら、なぜ旧態依然とした権力者どもを妄信する!?　人類は衰退し、錬素に侵されし新生命が芽吹く地球再生の時が来ているというのに!!」

　本拠地の最奥部。二重、三重の結界式により守られた自室に、それはいた。

　飾りをゴテゴテとつけた服は、大昔のアーカイブから発掘した法王のコピー品だろう。

　この本拠地に詰めている《エデンの蛇へび》司祭級術者では最高位の人物──ただひとり、今生き残っている男を前に、冬とう真まはいささかも動じることなく答えを返す。
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「簡単だ。──その方が、ましだからだよ」

「な……!?」

「旧態依然とし、古びて壊れかけた統治機構でも。俺や娘が生きる場を維持できるのは、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいであってお前達たちではない。地球を大人しく明け渡して早く全滅しましょう、などと言う自殺願望は俺にはない。最期の瞬間まで、生き足あ掻がくだけだ」

「わがままな……自分勝手な。地球が、どうなってもいいと言うのか!?」

「それは俺の管轄外だ。……娘と地球、どちらかを選べと言うなら迷わず娘を選ぶが」

「か……ぁ……!?」

　呆あきれてものも言えないとばかりに顔を青黒く染める司祭に近寄り、胸倉を掴つかむ。

　するとその瞬間を狙っていたかのように、司祭は術式を解放する……！

「腐り果てて死ねぃ!!　《感染腐敗コラプシヨン》!!」

　黒く邪悪な霊気が司祭の全身から膨れ上がり、闇の触手となって冬真を狙う。

　凶魔ネクロ位階の者が使う、対人用殺人術式のひとつ。

　肉体を腐敗させ、細胞を壊え死しさせる死の呪文は、常人が受ければ全身に青黒い斑紋を浮かべて苦しみ抜きながら死に至る、文字通りの『呪い』そのものだった。

「死ね、死ね、死ねぃ!!　偏狭なる背教者め、地獄に落ちるがいい!!」

　ぎゃははははははは……と、狂ったような笑いが火の海に響く。もはや司祭は自ら脱出することすら忘れて、一矢報いた達成感と甘美な勝利に酔っているようだ。

　だが……！

「術式に頼りすぎだ。最期の殺人ぐらい、自分の手で試みたらどうだ？」

「げ……!?」

　黒い呪いにまとわりつかれながら、冬とう真まは司祭の前に平然と立っている。

　それどころではない。その身に触れようと呪いが接近したとたん、その黒い力がまるで見えざる何かに拭き取られたかのように、ザッとそよいで消えていく……！

「ば……馬ば鹿かな!!　馬鹿な、絶対魔法防御!?　いや、それでは説明がつかん!!　何だ……なんだ貴様は!!　ありえん、反則だ、ずるではないか、こんな、こんな!!」

　一切の錬れん素そを受け付けない。

　あらゆる情報にぶれず、染まらず、揺らぐことのない絶対領域──抹消体質。

「ない……ない！　ない！　何もない!!　貴様は何だ!!　何だというのだ!!　人か、神か、悪魔か、こんな、こんな、『何もない』が、生きて動くゼロが、ここにいるだと!?」

「さあな。俺にもわからん。だが、強いて言うなら俺は親だ。守るべきものを持ち、その健全な成長を見守るために存在している。それだけで、俺はただのゼロではない」

　──未来へつながる。

「１につながる、ゼロだ。他の存在を破壊し、死に追いやって強制的にゼロへ追いやる、お前達たちテロリストとは一線を画する存在だ。理解したか？」

　ふるふると司祭は首を振る。もう何もわからぬ、とでも言うように。

　その怯おびえきった眼め、恐怖に染まった顔に、もはや抵抗の余力はなく……。

「最後にひとつ聞く。《ＥＯＣ》とは、何者だ？」

「……我ら、《エデンの蛇へび》の主。檻おりに閉じ込められし人類の解放者。この世の救世主！」

「もう少し具体的な情報は無いのか。抽象的に過ぎる、崇拝の対象か？」

「わかるまい。貴様のごとき即物的な存在にはな。《ＥＯＣ》は無限、どこにでも在る。抑圧されしあらゆる人間の心にな。──貴様にとて、決して消せぬと知れ!!」

　唾つばを吐きながら、司祭は喚わめき……。

「死ね、死ね、死ね、死ね、死ね!!　消え失うせろおぉぉぉおぉぉぉぉっ!!」

「っ……!!」

　再び炸さく裂れつした腐敗の邪気が、冬真を──いや、司祭自身を包み込む。

　足が、手が、腹が、全身の皮膚が黒く変色し、ぼろぼろに崩れて腐りゆく。

　不快な邪気を片手で祓はらいながら、冬真は自決した司教の屍しかばねを床に捨てる。

　周囲の熱に炙あぶられ焦げはじめる骸むくろを眺め、冬真は軍帽の庇ひさしをずらしながら、呟つぶやいた。




『人類に月桂樹ローリエの祝福を。──制圧、完了』




　作戦終了を告げる宣言をしながら、彼は炎に消えるカルトの本拠を見渡した。

（……《ＥＯＣ》とやらの正体は不明のまま。倒した司祭もこの本拠地の指導者であっても、宗教そのものの指導者かどうかは疑問が残るな）

　今後の捜査は必須だろう。わずか一千万人を支えるゆりかご、人類再生機構は脆もろい。

　たかが数十、数百の裏切りによって破綻しかねないほどに。

　その運命を陰で自分が握り、支えている。

　それは負担ではない。誇りであり、喜びでさえある。何な故ぜなら……。

（──今、帰るぞ。雪ゆき奈な）

　愛まな娘むすめの面影を閉じた瞼まぶたに浮かべながら、冬とう真まは軍靴を返す。

　この夜、《エデンの蛇へび》地下教会は壊滅。Ａランクを中心とした脱走兵十数名を含む、多大な反逆者を消去、管理社会の秩序と平穏を取り戻す、大きな一手となった。





●帰るべき場所へ




「……では、よろしくお願いします。ウッドマン准将」

　通話を終えた端末をしまうと、白しろ銀がね冬真は連れ立って歩く仲間に視線を送る。

「手配は終わった。手て筈はず通り、軍の処理部隊が後の捜査は引き受けてくれるそうだ」

「おう。悪いな、連絡そっちに任せちまって」

「かまいませんよ。准将も快く引き受けてくれました。少々、愚痴は言われましたが」

　着崩れたミリタリー風の私服をまとったロンメルに、タイトなスーツのカチュア。それに職業不詳の冬真を加えた三人は、深夜０時を超えた無人の居住ブロックを歩く。

（ほんの隔壁数枚と岩盤を隔てた向こうで、戦争が起きていたなどと──誰も知らない）

　人類再生機構・凰おう花かの居住ブロックは広い。

　個人スペースを十分に確保し、内部での食料や酸素の自給自足に必要な設備など、最低限の設備だけでもかなりの容積を必要とするため、ブロック同士の間隔は空いている。

　戦闘終了からおよそ二時間。時計は深夜０時を過ぎ、錬核武装を解除し、すすだらけの軍服から私服に着替えた三人は、軽くシャワーを浴びただけでここへ戻ってきていた。

「愚痴ねえ……何だって？　ここまで聞こえるぐらいでけえ声で騒いでたけどよ」

「『よくやったと言いたいところだが、派手にやりすぎではないかね!?』……と」

　梅干を大量に含んだようなウッドマン准将の渋い顔がたやすく想像できる。

『ああ、マスコミが叩たたくぞ……。あのゴミ溜だめは人道主義者どもが配給チケットをドヤ顔で配りおる絶好の点数稼ぎポイントだ。丸ごと焼き払ったなんぞと知れたら……！』

　人類再生機構・凰おう花かは表向き、世界各氏族を代表する評議員による民主制だ。

　故に、権力機構のチェック機能としてある程度権力と離れた報道機関が必要となる。

　だが、長引く戦争、成果の出ない苦行は、マスコミに厭えん戦せん感情を植え付け──

「准将も大変ね。《エデンの蛇へび》みたいな敗北主義者に加えて、マスコミまで！」

「ま、成果も進捗も見えず、ただ続いている戦争に嫌気が差すってのはわかるけどな」

　憤ふん懣まんやるかたない様子でヒールを鳴らすカチュア。

　対するロンメルは端末をとり、タイムラインに表示されるニュースを確認していた。

「正直、厭戦主義は今の多数派である東亜種を中心に蔓まん延えんしつつある。……連中の主張は、地上との連絡を全部断って凰花に引っ込んでりゃ、戦争は終わるんだとさ」

「難しいでしょう。准将……参謀本部の分析も、俺の結論もその点で一致しています」

　ヒトは、希望なくしては生きられない。

　時として衣食住以上に、未来への展望は人心の安定に不可欠だ。

「現在、人類再生機構は数多あまたの民族、文化を抱え、しかもテロの恐怖に怯おびえている。この状況で地上奪還の大義を失えば、それこそ最悪の事態になるぞ……！」

　ヨーロッパ方面からの難民である白はく麗れい種しゆと、本来アジア地域に住んでいた東亜種。

　それに他国や地域からの脱出者を加え、これらは複雑な派閥を築いている。

　現在こそ各民族の代表である十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの支配を受け入れているが……。

「『地上奪還、人類再生のため協力せよ』。凰花の完成と共に交わされた古い契約のみが、辛かろうじて人類再生機構を支えている。それが消えれば……」

「密ひそかに眠ってた民族同士の対立が激化するわ。最悪、内戦も覚悟するべきでしょうね」

「それだけは避けるべきだ。機構の、そして我々の生活を維持するためにも……」

「オンオフの切り替えが肝心っスよね？　おかえりなさいっス、セ[image: ][image: ]ンパイッ♪」

　唐突に、四人目の声が聞こえた。

　白しろ銀がね家の居住ブロック、その入口にあたる玄関パネルにさしかかった瞬間。

　圧縮空気の抜ける音。その場に現れた少女──表向きは娘、雪ゆき奈なの同級生にして友人。

　裏の身分は、人類再生のため働く特殊部隊、《名無しネームレス》の護衛兼監視員。

「黒黒黒くろみつ黒くろ子こ。……どうしたんだ、その恰かつ好こうは？」

「いや～、パジャマパーティーって名目で強引に乗り込んだもんっスから♪　このくらいハジケてないと、ユッキーも偽装だと見破っちゃうかもですし？」

「確かに、雪奈の護衛と監視の交代を頼みはしたが……」

　大きな黒猫の着ぐるみパジャマを着て、『がお～♪』とあどけない笑顔を見せる。

　年相応の仕草が可愛かわいらしい十五歳の少女に、わずかに心慰められて、冬とう真まは微笑ほほえむ。

「気を遣ってくれたのか。……ありがとう、助かる」

「ま、ほんの半日足らずっスけどね？　でもヤバいっスよ、雪ゆき奈なちゃん」

「……どういうことだ？」

「このカッコで登場した時。一緒にご飯食べた時も、お菓子つまんで駄だ弁べってる時も……。今までにないくらい、よく笑ったんスよ。あの、クールな箱入り娘が」

「……！」

　ぽやぽやとした無表情、場に流されないマイペースさが白しろ銀がね雪奈の個性だ。

　つい先日まで父親と閉鎖された居住ブロックに籠り、友達のひとりも作ろうとせずに、冬真のみを見続けていた。そんな彼女が、押しかけてきた『友達』と仲良く遊ぶ。

　それは、成長と言えるのかもしれない。だが……。

（違う。セリカを、大事な親友を失った今の、雪奈は──）

　澱おりのような不安が、冬真の胸に沈んでいく。

「テロリスト殲せん滅めつは最優先課題っスから、仕方ないっスけど……ホントは放っておいちゃ駄目な時っスよ、センパイ？」

　言葉がグサリと心臓を貫く。胃袋が冷たくキュッと掴つかまれたように縮む。

　黒くろ子こに返事を返すのも忘れ、玄関パネルを操作してロックを解除。靴を脱ぎ捨てて中へ飛び込む。

　不安感に急せかされた足が廊下を蹴り、雪奈のもとへ突っ走りながら。

（……俺は、馬ば鹿かだ）

　どうしても外せない任務とはいえ、最善の手を尽くしたとはいえ……足りなかった。

　小学校と中学校では雪奈を学校に通わせてやれなかった。当然、友達などできるはずもなかった。病院での感染進行の経過観察が不可欠だったし、圧倒的すぎる才能ゆえにまだ精神が未熟な子供たちの中に交ぜれば、怯おびえられ、理不尽なイジメの対象となり、雪奈の精神安定上大きな問題をきたすと判断したからだ。

　だがそれは大人の事情に過ぎない。

（ようやく、手に入れた──初めて一緒に遊びに出かけた……そんな、あたりまえの関係を築けた。そんな『友達』を亡くしたんだ。どれだけ、傷ついているか……！）

　表向きは平気な顔をして、取り繕っていたからといって。

　安心していいはずがない。

　黒子単独ではケアが不足していた？　いや、そういう問題ではない。




　──こんな時、父親が傍そばにいてやらなくてどうする！




「雪ゆき奈な。……雪奈、すまない。眠っているのか……？」

　こんこん、と軽くノックをしてから、ロックを解除。

　娘の部屋へ入ってみると、黒くろ子こが持ち込んだのだろう。火薬のにおいが残るクラッカー、食べ終えたケーキ皿に残るバタークリーム、ジャンクな味付けのされたカードフード……。

　そんなものが散らばる、女の子らしさに欠けた無味乾燥な部屋。

　何度言っても可愛かわいらしいインテリアなどには興味を示さず、基礎設定のまま変更しようとしない部屋に、たったひとつだけあるプライベートの香りは、学習机の写真立てだ。

　赤ん坊の頃から毎年一枚ずつ、記念に撮影した父娘おやこの写真。家の中庭を背景に二人並び、徐々に背丈が近づいてくる様子がわかるそれの、もっとも新しいものは……。

「……これは……」

　伏せられた写真立てを、起こしてみる。

　透明なポリマーに封じられた画像データは、カフェで無表情のまま首を傾かしげる雪奈。

　突然シャッターを切られたせいだろう、大慌てのアレイナは頬ほおにクリームをつけて硬直、画面の右半分は無む理り矢や理り飛び込んだ黒子の笑顔とピースサインで埋まっている。

　中心にいる雪奈の左隣にいる、どこか借りて来た猫のように小さく、おとなしく──。

　緊張した面持ちの赤髪の少女、セリカ・ヴェルミオーネ。

「……っ！」

　寝室に、雪奈の姿はない。

　ベッドの中は空っぽで、収納スペースにはわずかな私物があるきりだ。

　居住ブロックの外？　ありえない。中庭やリビング？　可能性はある。だがこの場合、娘の行動パターンを考えれば、最も可能性が高いのは別の場所だ。

　そっと、遺影となった写真をふたたび伏せる。そのまま冬とう真まは娘の部屋を後にすると、ほど近い自分の部屋へ向かい、暗闇に包まれた部屋に明かりをともす。

「……んぅ……。おとー、しゃま……？」

「雪奈。……良かった、ここにいたのか……」

　黒子が持ち込んだものだろう。

　大きな三毛猫のぬいぐるみパジャマを身につけ、首には鈴のアクセサリまでつけた娘。いつもの寝ぼけまなこで、冬真の枕を抱きしめながら頬ずりするように眠っている。

（無事で、良かった……）

　冷静に考えれば、ほんの半日ばかり目を離しただけだ。

　徹底的な世話が必要な赤ん坊でもない。そこまで心配するのは過保護の領域だろう。

　だが、そうだと頭で理解できていても……。眠る娘の頬に光るもの、わずかに腫れた瞼まぶたの痛々しさに、寂しい想おもいをさせた罪悪感が、冬真の胸を締めつける。

「おかえり、なしゃい……。よかった……。おとうさまは……生きて、ましゅ」
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　高ランク、人類最高峰の錬れん素そ量を誇る魔法騎士である雪ゆき奈なは、旧時代のコンピュータを遥はるかに上回る演算力と思考力を誇る。だが、そのスペックを維持するためには錬素による神経の加速が不可欠であり──眠り、意識をシャットダウンすると、それは停止する。

　つまり、寝起きがひどく悪いのだ。休眠した脳が立ち上がるまでの間、幼児なみの思考力しか発揮できなくなってしまう娘に、冬とう真まはそっと歩み寄る。

「ああ。生きて……帰って来たよ、雪奈。いいから、そのまま眠りなさい」

「ふぁい……。いっしょに、ねてくらさい……。らめ、れしゅ……か……？」

「俺もそうしたい。だが、いくらか他にやることも残っている。すまない」

「……こわい……」

　きゅっ、と赤ん坊のように弱々しく、髪に触れた冬真の手を握る雪奈。

「ねむるのが、こわい……。もし、わたしも……おきられなく、なったら……」

　ほんわかとした寝顔、だがそれでも隠し切れない恐怖を、冬真は悟った。

「……せりかしゃん、みたいに……ずっと……ひとりは、いや…………！」

「……大丈夫だ。そんなことは、絶対にしない。させるものか」

　テロリストによって汚染され、巨大な隔壁により閉鎖されたゴーストタウンと第一魔法騎士学園の区画との境にある英霊墓地カタコンベで眠り続ける友人。

　アレイナに修復され、綺き麗れいな姿のまま棺ひつぎ代わりの冷却カプセルに入れられたセリカの骸むくろに別れを告げた時のトラウマは、やはり強く……どうしようもなく。

「すまない。雪ゆき奈な。……すまない」

「……おとー、しゃま……」

　誰が、痛みをわかってやれるだろう。育ての親とはいえ、不可能と言える。

　父親は何でもできると慕ってくれていた。自分が必ず友達を救うと信じてくれた。

　そんな雪奈の信頼を裏切り、セリカ・ヴェルミオーネを葬ったのは、冬とう真まだ。

（俺の絶技は、《救済》ではなく《消滅》だ）

　無力感に唇くちびるを噛かむ。錬れん素そを消し去り、あらゆる干渉を排除し、敵を消し去る異能。

　なるほどそれは最強だ。ただし、『引き算の』最強だ。何かを排除することはできても、増やすことなどできはしない。壊せても創れない、それが自分の限界なのだ。

（偉そうなことを言っていても、このザマか。……情けない、父親失格だな）

　無む垢くな信頼を向けてくる寝ぼけまなこが、あまりに辛つらかった。だがそんな自分の意志に気づいたのか、雪奈はさしのべた冬真の手をとり、そっと頬ほおをすりよせて。

「だいじょうぶ……おとーしゃまは、わたしが……ぜったい、まもる……から……」

　安心したせいだろうか。それきり手を握ったまま、雪奈は健やかに寝入ってしまった。

　そっと握られたままの手を外す。部屋を出てロックをかけ、廊下に出ると。

「……情けない」

　背にした扉に体重を預け、もたれながら心底、心の痛みを吐き出した。

　父が絶対ではないと知った娘は、これまでとは違う方向に進もうとしている。

　守られるのではなく、自分で父親を守ろうとして──。

（地底学園都市、統括生徒会長グラン・マリアの騎士団。……《ヘブンリー・ロウズ》）

　入学式で雪奈が家族との時間を重視するという名目で、入団を断った組織。

　それは一部警察的な自治権をもつ自警団であり、全員がＡランク以上の学生で構成され、グラン・マリア本人を含め二十一人ものＳランク魔法騎士を擁する、未来の軍司令部。

（あそこに入るということは派閥入りの証あかし……近い未来に訪れる、グラン・マリア体制における立場を約束されるに等しい。雪奈の評価にはプラスだろう）

　実権を握るまで早くて五年、長くて十年。それが《裏》の人事評価が下した結論だ。

　変革を望む若い世代には特に支持率が高く、学園都市の生徒たちはほぼ潜在的な彼女のシンパだ。

（このまま順当に行けば、将来人類再生機構の舵かじを握るのは彼女だ。……となれば、その派閥に雪奈が属し、人類の剣となるのは自然な流れ──いつかは俺たち《名無しネームレス》の指揮すら雪奈が執ることになるかもしれない）

　それは、歓迎すべき話だ。愛する娘の命令を受け、娘のため、人類のため戦える。

　しかし、諸もろ手てを挙げて歓迎するにはいささか不安を感じるのも、また事実だった。

（グラン・マリアの影響は、大きすぎる。最悪の場合保守派との対立が深刻化し、軍内部での世代間政争に発展しかねない。……だが、上層部にそれほどの危機感はあるまい）

　冬とう真まの懸念は、そこだ。人間は、三人集まれば派閥を作る。

　社会性をもつ生物である以上それは避けられない本能。グラン・マリアは次代の指導者と目されてはいるが、現時点では学生に過ぎず、上層部はその存在を軽視している。

　──が、本当にそれでいいのだろうか？

（絶滅も間近な危機的状況に、派閥争いをするほど愚か者にも見えないが──）

　グラン・マリアは聡そう明めいな人物だ、との印象を冬真は得ている。

　それは表に流通しているメディアから得た人物像のみならず、そのプライベートまでも含めた《裏》の人事評定、内部監査報告にまで目を通した結論だ。

　彼女なら自分を異端視する軍の保守派閥ともうまく折衝を重ね、人類再生機構をうまく存続させていけるだろう。あたかもローマ元老院を手玉にとった英雄カエサルのごとく。

（……それでは、例えがまずい。か？）

　英雄カエサルは、いずれ元老院を潰し、独裁官になってしまうのだから。

　だがその可能性を認識しているのは、冬真をはじめほんの数名しかおらず──。

「……『先日の誘いを、お受けします』……」

　ドアにもたれたまま、冬真は端末を操作する。

　情報が足りないのなら調査するしかない。

　統括生徒会長グラン・マリアとその私兵集団、《ヘヴンリー・ロウズ》の内偵。彼らの思想や目的をもう一度洗い直し、娘を預けることができるかを再確認する。

　形式文で飾った美辞麗句を最近交換したとあるアドレス──『天てん上じよう院いん春はる斗と』へ送信。

　以前、ＰＰＡ総会で顔を合わせたグラン・マリアの右腕たる騎士に宛てた通信文は。

「グラン・マリアの『お茶会』か。……さて、鬼が出るか蛇が出るか」

　裏の目的を秘め、魔法騎士学園の支配者のもとへ赴く、その連絡だった。





　　　　†






「よう、勝手にやってるぜ。……ついでに食材も借りたけど、かまわねーだろ？」

「かまいませんが……我が家のようなくつろぎぶりですね、先輩」

　メールのやりとりを済ませ、リビングルームへ向かうと、ほのかな酒が薫る。

　甘味料入り子供用ジュースに、医療用、消毒用のアルコールを少々加え、軽くステア。

　飲酒が一般的ではないこの時代における、悪い大人の楽しみとでも言うべき代用酒ミステルは、旧時代のブドウ果汁とアルコールを混ぜたものとほぼ同じである。

「お酒！　いいっスね～、ちょっと飲ませてくださいよ、ロンメルパイセン！」

「あのな、ガキが生意気言ってんじゃねーの。お前はこっち、ジュース飲んでろ！」

「ぶーぶー！　お酒がいいですー！　でも、薬用アルコールとか飲んで平気なんスか？　昔は失明した人がいたとか、中毒で死者が出たとか聞いたことあるっスけど」

「そりゃ昔の話だ。物資不足の時代は工業用メタノールで代用酒を作る奴やつもいたけどよ、こいつは混ぜ物なしの純エタノール、ごく少量なら悪酔いくらいはしても毒はねえよ」

　もちろん、旧時代に花開いた文化の結晶たる本物の『酒』に、味わいは遠く及ばない。

　だが、そんな粗末な代用品を男は洒落しやれたグラスに注つぎ、氷を浮かべて楽しむ。それは、自分たちに許された『酒』がこれしかないということを知っているからだ。

「お前も知ってんだろ、黒くろ子こよ。世の中の連中は天然物をありがたがるが……そりゃあ、無意識のうちに食材に含まれた錬れん素そを感じて、取り込んでるからだ」

　錬素の本質は情報である。肉、野菜といった自然物質にも含まれているが、人間の手で加工がなされるたびに錬素量は増え、『歴史』という情報により強化されていく。

「なるほど、短期的にゃあ悪くねえよ。むしろ上位の魔法騎士連中にとっちゃ、伝統的なメシや酒を通して錬素を増強すりゃ戦力が増す、必須のモンだからな」

「……だが、それはある意味、諸刃の剣でもある」

　ロンメルが作り、グラス三つに分けて注いだ代用酒のひとつを取り、冬とう真まは言う。

「錬素の増大は、制御の困難さに拍車をかける。幼いころから自然食で錬素を増やした、高ランクの魔法騎士ほど死亡時の暴走──胞子獣ベノムスダーム化による危険が大きい」

「だから、っスか？　冷蔵庫の中身、見せてもらったっスけど。この家、ほとんどカードフードと合成食ばっかで、普通の家にもひとつはある天然食材がほぼ皆無っスよね」

「ああ。自給自足の観点からも正しい。居住ユニットで生産可能な合成食、カードフードはほぼ徹底的に錬素を排除しているからな」

　だが、それでは満足できないのが、人間という生き物の性さがだ。

「本来は、ストレス緩和のために解禁した自然食、自由食だけど……。今じゃほとんど、娯楽のために消費されてるわ。裏の目的を知ってる者なんて、ごく一部よ」

　最後のグラスをつまみ、両掌てのひらで転がしながら、カチュアはリスのようにそれを飲む。

「おかげで、うちの屋敷に保存されてる天然ワインとか、全部宝の持ち腐れよ。毎年毎年、伝統だからって居住ブロックの容量割いて、ブドウ育てて仕込んでるのにね」

「皮肉なものだ。……歴史を作り生きてきた人類が、歴史に滅ぼされようとしている」

　軽くグラスを掲げ、冬真は唇くちびるを湿らせた。

　荒々しいアルコール、刺とげ々とげしささえ感じる刺激。ケミカルな味わいの子供ジュースとの相性は最悪で、とても美う味まいものではないが……こんな気分の時は、悪くない。

「泊まっていきますか、先輩。そこのソファでよければ使ってください」

「おー、悪ぃな。帰るのも面倒だからそうさせてもらうわ。カチュアちゃんもどうよ？」

「……いい。そんなふうに、楽しむ気分じゃないもの」

　グラスをぐっと空にすると、ほのかに赤みがさした頬ほおを振り、カチュアは席を立つ。

「私、帰るわ。……帰って寝る。何もかも、忘れたい気分なの……」

「いかんぞー、上手なストレスのヌキ方も大人の条件だ。いいから休んでけって」

「……ふざけたこと言わないで！　だいたい何人も押しかけたら家主に迷惑でしょ！」

　じろりとこちらを睨にらむカチュアの視線に、冬とう真まはパキッとカードフードをひとかじり。

「いや、特に迷惑ではないな。この居住ブロックは家族用で、本来４～５人の居住が可能なスペックがある。ソファで眠るのが嫌なら、予備の客間を使うといい」

「だってよ。おとなしく休んでけ。……たまにゃあ、さ」

　どこか寂しげな笑みを浮かべ、ロンメルはソファに向けてあごをしゃくった。

「傍そばにいねえと、伝わらねえものってのはあるもんだ。そうだろ、お二人さん？」

「……そう、かもね」

「肯定します。チームワークの醸成には、コミュニケーションが必要ですから」

　映画俳優めいたセクシーなウィンクを向けるロンメルに、しぶしぶ頷うなずくカチュア。

　驚くほど素直にすとん、と、カチュアは小さな尻をソファに沈め、冬真の隣に腰かけた。

「んじゃ、しめやかにやろうや。作戦成功と、……セリカちゃんの、追悼に」

　乾杯、ではなく、献杯。

　三人の大人とひとりの少女を加えた、名もなき兵士たちの通夜ぶるまい。

　静かに始まったそれは、和やかな空気のもと続いていく。黒くろ子こはカチュアを気遣ったのだろう、進学以前の中学校での出来事を面白おかしく語り、ロンメルが茶々を入れる。

　冬真は主に聞き役だ。それでも時折自分で話題を出すのに対し、隣のカチュアは沈黙し、ただ黙々とグラスを少しずつ、だがそれなりに早いペースで空にしていく。

「あ、じゃあ皆さんの学生時代について教えて欲しいっスねー。そーとー、ハチャメチャやらかしたとか？　今もなお伝説として残ってるらしーですよ、一部！」

「伝説って……。ま、いろいろやらかしたけどなあ。入学早々女子寮に住む羽目になった野郎とか、当時はあった魔法騎士のランキング戦に乗り込んで無双したＤランクとか」

「……30代のベテラン、負傷退役兵の教官に手を出して危うく憲兵に捕まりかけた人も、伝説に加えておいたほうがいいと思いますが。勇者としか言いようがありませんでした」

「ああ。……いい女だったなー。俺の初恋だったんだぜ？　聞きたい？」

「控えめに言っても超絶聞きたいっスねー！　恋バナは女の子のエネルギーっス♪」

「そんなものかしら……。言っておくけどそいつの話は、もっとドロドロしてるわよ？　教官が本気になっちゃって、ストーカー化したあげく暴走したのが始まりだから」

「愛の重い女だったな。そこが可愛かわいかったぜ？」

「……タフっすねー、ロンメルパイセン……。ぱないっス……」

　他た愛あいない会話を重ね、リラックスしはじめた空気が──。

「で、結局テロリストのボスは始末できたんスか？」

「司教とか呼ばれてた野郎は冬とう真まが仕留めた。けど、マジのボスかどうかは確証がねえ」

　──長くは続かず、仕事の話が始まるのは、四人に共通する性さがだろう。

「本部から回収できた情報だと、かなりの人数の管理外児童、登録のねえ子供が少年兵として育てられてたはず……だがお前ら、ひとりでも見たか？」

「まさか。見てたら報告してるわよ。……戦場で子供なんて、悪夢の中でも最悪だもの」

「同感だ。解除不能の洗脳式で認識を縛る類の少年兵など、消耗前提の捨て駒こま扱いにしかできないはずだが……それなら、真っ先に迎撃に出すはずだが、それもなかった」

「てことは、そもそもいなかった、ってことか。……別の施設に移送でもしたのかね？」

　カラン、とグラスに浮かんだ氷を揺らしながら、ロンメルは渋い顔で天井を仰ぐ。

「連中の御本尊らしい《ＥＯＣ》とやらの正体もわかんねえ。壊滅させた本部からできるだけデータは漁あさったが、目新しいもんはなかったしな。幹部を逮捕できりゃ良かったが」

「……自害されてしまいましたからね。それはこちらの失策でした」

「しゃーねえよ。掃除屋に警察の真ま似ね事ごとはできねえさ。……だいたい、逮捕と言っても、そう単純な話じゃ済まんしな」

「……どういうことっスか？」

「ぴんとこねえか、まー、だろうな……。連中を逮捕したとして、行く先は隔離ブロックの軍刑務所だろ。んで、そこには連中の御ご同どう類るい、社会のはみだし者がゾロゾロいる」

　宗教は、追い詰められた者たちの福音だ。

　それも先のない犯罪者、受刑者たちとなれば熱狂の度合いは凄すさまじく──。

「昔、カルト宗教の幹部をとっ捕まえて軍刑務所にブチ込んだら、半年ばかりで看守までシンパにして反乱紛まがいの暴動をカマされたことがあるんだよ。マジで始末に負えねえ」

「煽動者アジテーター──っスか」

「他人の心理掌握に長たけた奴やつらだな。兵士の士気を高めてくれっから、味方にひとりいると頼りになるんだが……敵に回すとクソ面倒な連中だ」

「洗脳じみた術式を編み出した凶魔ネクロや俊影シヤドウのたぐいですね。敵に使われると厄介この上ない」

「だな。対人戦じゃ、高ステータスでブンドドするだけの高ランク騎士なんざ楽なもんだ。この手の術式特化型は始末に負えねえ」

　愚痴るロンメルと受ける冬真、ふたりの言葉には深い実感がこもっており。

「知ってるっスよ。……《第13区画動乱》の教主も、そんな感じだったんで」

「ああ。あの手の敵の対処法は、迅速な索敵と速攻だ。術式が発動する前に所在を発見、最速で潰すしかない。見逃せば致命的なダメージを受ける」

　何気ない冬とう真まの一言に、ふっと黒くろ子こは視線を落とした。

「それを、ウチができてたら……」

「……よしなさい。たら、ればを考えたって、何にもならないわ」

　悔しさを滲にじませる黒子を、叱りつけるようにカチュアは言った。

「確かに、アンタは力及ばなかったかもしれない。けどね……それを言うなら、アンタをそこへ配置したアタシ達たちだって同じことよ。誰が悪い、なんて話じゃないわ」

　それは理性的な言葉だった。

　カチュア・ヴェルミオーネは炎の姫騎士、その心は炎のごとく激しい。

　だが、長い戦歴が教えてくれる。怒りも、憎しみも、やるせない気持ちも……。

　決して戦友へ向けるべきではないという、シンプルな事実だ。

「だから、あの子を亡くしたのは、アタシのミスよ。傍そばにいられなかった、守れなかった、それはアンタが背負うことじゃない。……この痛みはアタシのもの。誰にも渡さないわ」

　酔いが回ったのだろう。薄化粧の頬ほおにもわかる、アルコールの赤みがさしている。

　だが、その眼めは真剣なままだ。ちっとも酔えず、傷ついた心は血を流し続けて──。

「……ごめんなさい。少し酔ったみたいね。冬真、庭に出てもいいかしら？」

「かまわない。開錠キーは今送る、鍵かぎに触れれば開くはずだ」

「ありがと。……気を悪くしないで、続けて？」

　ふらりとソファを立ち、リビングから続く透明ポリマーの扉を抜け、中庭へ出ていく。

　そんなカチュアの背中を見送る冬真の脇腹を、つんつんとロンメルの肘ひじが突いた。

『行ってやれ』

『……了解』

　言葉に出さないアイコンタクト。

　視線を合わせ、軽く顎をしゃくった仕草で先輩の意志を察した冬真は、そのままソファを立ち、すまなそうな顔で小さくなっている黒子の隣をすり抜けて……。

「何度も言うが。……罪はない。誰も責めない。だから」

　責めるのは己のみ。こればかりは、誰に慰められたとしても消えない。

　友達を死なせてしまったという呵か責しやくは、冬真にも覚えがある。地上での前線勤務の中で、数えきれないほど味わった無力感。強大な力を持ちながら、守れなかった辛つらさ。

「……慣れろ、新兵。そして、乗り越えるんだ。その方法は、先輩が教えてくれる」

「だな。ま、アテにしていいぜ？　オトナの恋愛と人殺しは、俺の得意分野だ」

「ブッソーな話っスね。……けど、心強いっス」

　黒猫パジャマの少女を軽く撫なでてから、冬真は中庭へ歩み出る。

　庭、といっても土は限られた面積にしかない。大半は植物生産用の水耕栽培プラントで、食料資源の生産に有用なものが、管理ＡＩによって自動的に育てられている。

　チョロチョロと水の流れる音がする。雨あま樋どいのように張り巡らされた半筒形のレールに、さまざまな植物が植えられて、流れる水を吸いながら育っているのだ。

　そんな植物のひとつに触れ、瑞みず々みずしい葉を弄びながら──。

「ついてこなくて、いいわよ。……アタシは、大丈夫なんだから」

「そうか。だが、いさせてもらう。かまわないか？」

「……ダメよ」

「そうか。だが、拒否する」

「いい性格してるわね、アンタ。……無遠慮で、朴念仁で、ダメ男のくせに」

「よく言われる。俺は人の心がわかっていない、と。そうだろう、自分でも理解している。だが、それでも親しい人間が傷ついているのを放置できるほど、冷たくはなれない」

　迷惑だろうか、と恐れながら。

　クールな面持ちの内心で、白しろ銀がね冬とう真まは誰よりもおっかなびっくり──。

「だから今、俺はここにいるべきだと思った。お前は拒否しても、それは嘘うそだと感じた。もし俺の勘違いなら、謝罪して立ち去る。……どうだろう？」

「……口に出さなきゃいい男なのに。言っちゃうから野や暮ぼなのよ、アンタは……」

　酒のせいだろう。どこか弛し緩かんした、気け怠だるい仕草でカチュアは言った。

　そっと指先を胸元にやり、シャツの襟えりを開く。豊かな胸を解放し、息を深くつきながら。

「……たら、ればを言うなら、もっと先。あれからずっと、考えてたわ」

「セリカのことか？」

「ええ。皮肉よね。尊敬する両親が反逆者だった。その秘密を知らせないために、アタシはあの子が継ぐべき錬核武装を奪った。これを手にすれば、すべて知られてしまうから」

　錬核武装は、使い手の記憶を宿す。

　それもまた武装の歴史の１ページとして重ね、より強大な存在となるために──。

　だからこそ、不都合な真実を宿す武装も存在し──《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》の前の持ち主が人類に反逆し、カチュアの手で倒された実の姉であるという事実は隠いん蔽ぺいされた。

「けど、間違いだったのかもしれない。……真実を話して、これを渡していればあの日、あの子は助かったんじゃないかって。ずっと思うのよ、あれから、ずっと……」

　強く引き結んだ唇くちびる。奥歯が軋きしるほど噛かみしめて、カチュアは。

「……後悔？　するに決まってるじゃない。私が死んであの子が生き返るなら喜んで死ぬ。けど、それはできない。だから、泥を噛んでも生き続けるしかないじゃない……!!」

　痛みを抱えて生き続ける。……それが、カチュアの選択だった。

　血を吐くような告白を黙って受け止める冬真に、彼女はそっと近づき……。首に手を回し、体重を預けるようにもたれながら、その耳たぶに唇を寄せる。

「《[image: ]龍焔聖剣ゲオルギウス》は──きっと、呪われているわ」

　冬とう真まの返事を待たず、痛切な言葉がさらに続く。

「聖人ゲオルギウスは竜を退治し、異端の村に教えを伝えた……。けれど彼は異教徒の王に捕えられ、凄惨な拷問を受けた末に、斬首にされて殉教者になった」

「結果、その名は永遠となった。歴史に刻まれ、現在も人類を守護している」

「ええ。立派な伝説よね。……知ってる？　異教徒の王にはお妃きさきがいたのよ。彼女は拷問を受けても耐え抜くゲオルギウスに感動し、自ら改宗を望んだと言うわ」

　それは、聖者の伝説のひとつ。

　最も身近な妃までもが異教に転んだという怒りから、王は彼女を処刑し──その血で、聖者は彼女の魂を祝福し、天国への道を約束して、自らも後に処刑された。




「姉さんは死んだわ。改宗を望んだ妃のように、アタシとは違う何かを信じて」




「アタシは、姉さんを殺したわ。怒り狂った王のように、アタシと違うものになったあの人を」




「そしてアタシは、その罪を知られたくないばかりに……最も大事な家族さえ、殺したのよ」




　それは、聖者の血にまみれた歴史の呪いか。

　カチュアがそう疑うほどに、その運命は過酷で──聖者ならぬ者には、重すぎる。

「セリカは希望だった。あの子が大きくなったら、すべてを話すつもりだった!!」

「……だが、それは」

「ええ。あの子はきっと怒るわ。アタシを責めて、罰を与えるでしょう。二度と会えない、そうなるかもしれない。けどそれは……正当な怒りで、アタシが本当に欲しいもの」

　罪を犯した、と思ってしまう。

　たとえ相手がテロリストであろうと、人類を滅ぼさんとした裏切者でも。

　血の繋つながった姉を手にかけたという真実の重荷は、カチュアを今も苛さいなんでいるのだ。

「《罰》をくれるはずだった。そうなればアタシは、きっと自由になれた。家をあの子に、すべてを渡して、アンタと……ううん、人類のためにこの命を捨てる覚悟ができた」

　そのはず、だったのに。

「あの子が、セリカが、先に逝くなんて。《帰き蝶ちよう焔えん刃じん》の錬核も残さずに消えちゃったのは、アタシへの当てつけなのかしら」

「[image: ]れん獄ごく蝶ちようの死骸からも周辺一帯を探しても、それらしき物は見つからなかったな……」

　錬核武装さえ残っていれば、セリカとの思い出を反はん芻すうできたのに。

　それはまるで、母親の記憶を継がせてくれなかったことへの復ふく讐しゆうのようで──。

　当然、セリカにそんな気持ちはないだろう。

　しかし自分を責め、傷つけたいカチュアにとっては、そうとしか思えないはずで。

「復讐も、あっという間に終わっちゃった。なんなのよ、あのカルトども。うちの大事な姪めいを奪っておいて、なんの手応えもなく一瞬で壊滅するなんて……ふざけてるの？　弱いクソ虫なら、最初から表に出てくるんじゃないわよ!!」

「カチュア……」

　冷静な大人の仮面が剥はがれている。学生時代のように感情を剥むき出しにして、カチュアは真っ赤になった目で冬とう真まにすがる。

「どうしたらいいの。アタシは、これから、どうしたらいいのよぉ……っ！」

「……すまない」

　カチュアを抱きとめ、涙ぐむ彼女の背中を軽く叩たたきながら、冬真は答える。

「俺には、わからない。俺もまた、自分の生き方がわからない人間だ」

　娘の雪ゆき奈なを拾うまでの間、冬真は自分が機械ではないかと疑ってさえいた。

　驚くほど感情が動かなかった。欲望もなく、望むものがなかった。人類存続のため戦うことにためらわなかったのも、執着のなさの裏返し──大切なものなき故でしかない。

　だが、あの幼い命を得てから、それは変わった。自分なくしては生きられないものを、本当の意味で命を守るということの尊さを、雪奈に教わるまで。

「もし俺が雪奈を喪うしなったら、きっとお前と同じように迷う。答えを出せる自信すらない」

「『あの子』が死んだときは、その傷は雪奈ちゃんが埋めてくれたのよね。じゃあ、もし次があったら──アンタの絶望と共に、いよいよ世界も終わりかしら」

「それは違う。今の俺は、当時とは違うからな」

　雪奈を拾い、大切だと感じたことで。娘に接することで、冬真は変わった。

　カチュアやロンメルに対するモヤモヤとした親しみや、感情の正体──白しろ銀がね冬真という機構は、雪奈を基準にすることでそれを識しった。

「俺は、お前を愛している、カチュア」

「なっ……」

「お前を、先輩を、黒くろ子こを、この世界を、人類を愛している。だからこそ俺は雪奈を守り、社会を存続させるために戦っている」

「……口説き文句としては、サイテーよ。バカ」

　ぐっ、と強く抱きしめられる。言葉もなく、声を殺して、冬真の肩に顔を埋うずめて。

　カチュアは泣いていた。その吐息と涙の熱さを感じつつ、黙って彼女を支える。

「うぅ……あぁっ……!!　セリカ……セリカ……せり、かぁ……っ!!」

　さまざまな想おもいの混じった涙を、冬真だけが聞いていて。

（二度と、誰にも）

　力強くその背を抱きとめて、冬とう真まは誓う。

（同じ想おもいは、させない）

　これから始まる戦い、ひとりの大人として子供たちを守らんと。

　カチュアのような想いを、苦しみを誰にも担わせない、と……。




「……戦うわ。明日から。でも、今日だけは……泣かせてくれる？」

「涸かれるまで泣け。そのために、俺がいる」




　二人は、恋人のように。あるいは寄る辺なき二本の葦あしのように。

　互いを支え合いながら、じっと──設定された夜が明けるまで、そのままでいた。
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●聖女との茶会




「……まさか、即日返事が来るとは思わなかったな。雪ゆき奈な、緊張していないか？」

「大丈夫です、お父様。……雪奈は、やる気まんまん……です、よ？」

　ロータス・ボトム第一魔法騎士学園総合校舎のすぐ隣──統括生徒会本部ビル。

　遥はるか彼方かなたに見える天井、青空のホログラフ。空にかかった雲に頂点が霞かすむほど高い高層建築は、旧日本の行政庁舎である新しん宿じゆく・東京都庁ビルを模したものだ。

　ふたつの巨塔が並ぶ独特の建物は、魔法と科学の融合した最先端建築物にあふれた周囲に比べるといかにも古ぼけて見え、朽ちかけた古代ギリシアの神殿めいた雰囲気を醸す。

（ある意味、グラン・マリアには似合いの建物だ）

　統括生徒会長たる身分は、単なる学園の指導者というだけではない。

　教師、生徒、そして研究者や商業施設、娯楽施設、生産施設などに従事する者も含めておよそ人口三百万人、現存する人類のおよそ３分の１の生活を担う行政の長なのだ。

　その立場は世が世なら一国の王──首都を治める知事、閣僚クラスと言える。

「とはいえ、身分的にはまだ学生だからな。その政策や行政命令はすべて十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの裁定を受け、認可されたものだけが実施されることになっている」

　若く経験の浅い人材がミスを犯すことを防止する、当然の決まりだろう。

　かつてのリソースが有り余っていた時代と違い、衰退した現人類に失敗から学ばせる程の余裕はない。故に、ある意味統括生徒会長は評議会の紐ひもつきとも言える。

（だからか？　上層部の危機感が薄いのは。彼女の任期中、彼女の打ち出した政策のうち、評議会が却下した政策案は数百にのぼる。その間、トラブルは一切発生していない）

　評議会に忠実な優等生、模範的な学生指導者──そうとしか判断できないからだ。

　グラン・マリアは第一魔法騎士学園入学以来、初年度で統括生徒会長になり、三年目。

　あまりの優秀さ故に任期の延長を重ね、異例とも言える長期政権を続けている。そして、彼女が自ら集めた学区内の治安を担う私兵集団こそ《ヘブンリー・ロウズ》である。

（学内の風紀粛清を主業務とする『白はく蓮れん』と、最深区画内ロータス・ボトムの軍警察を統括する『黒こく蓮れん』。……学生とは言え高ランク騎士を揃そろえた、銃後では最大級の軍事勢力だ）

　ウッドマン准将率いる後方部隊がいるとはいえ、その大半は負傷や病気、年齢を理由に退役が間近な老兵や傷病兵である。経験不足とはいえ若く優れた魔法騎士には敵かなうまい。

「『白蓮』と『黒蓮』、どちらの所属になるかは不明だが……雪奈ならどちらも問題なく勤まるだろう。とはいえ、今日はあくまで交流のためのお茶会だそうだが」

「そこまで話が……進むのでしょうか？」

「性急すぎる変化が嫌なら言ってくれ。俺から止やめさせる」

　何気なく言った冬とう真まに、むっ、と雪奈は美しい頬ほおをぷくりと膨らませた。

「むっ……。そんなこと、ないです。雪ゆき奈なは、大人なので……へーきです」

「そうか？　……なら、いいんだが。俺としては、少々心配だ」

　雪奈の能力を疑うわけではない。だがそれはそれとして親として、目の届かないところへ行くのは恐ろしい。万が一、億が一、失う可能性があるとしたら──

（厄介なものだ。これが、『恐怖』というものなのだろうか？）

　自嘲を唇くちびるに刻んで、冬とう真まは想おもう。

　学生時代の修羅じみた修行の日々に、後の地獄の最前線勤務で、幾度も死を覚悟した。

　だが、その時の感情と今胸に突き刺さっているこの感覚は、同じようでまったく違う。

「お父様も、怖い……ですか？」

「ああ。怖い。俺自身の生命が停止するのは嫌だが、それだけだ。しかし、お前が苦境に陥るところを想像すると──俺には干渉できない苦衷にあることを、考えるだけで」

　親バカ、としか言いようがない。だが、それは否定できない素直な感情で。

「正直、胸が痛む。だが……これは俺達たち父娘おやこが乗り越えねばならない問題でもある」

「はい。……雪奈も、つらいです。こわいです。けど、それでも……」

　キッと、古ぼけた遺跡じみた高層建築を眩まぶしく見上げて、雪奈は制服の襟えりを正す。

「……雪奈がしっかりしてないと、お父様も、お友達も、守れないとわかりましたから」

「だから、行くのか。……《ヘブンリー・ロウズ》に」

「はい。……さ、行きましょう。お父様……」

　雪奈に軽く袖そでを引かれ、冬真は制服姿の生徒たちで埋もれる本部ビルに足を踏み入れた。

　集中力を増すためだろう、微かすかなアロマが香り花が飾られた、どこか女性らしい優雅な雰囲気のメインホールに足を踏み入れると、総合案内カウンターへ足を運ぶ。

「いらっしゃいませ。統括生徒会本部庁舎に何のご用でしょう？」

「グラン・マリアに面会を希望する。アポイントは取ってあるはずだ」

「！　……承りました。少々お待ちください！」

　その名を出した瞬間、受付嬢の背筋がピンと張る。

　大人びて見えるが彼女も学生、どこかチラチラと好奇心を隠しきれない様子で冬真を、そして父親と腕を組みながらえへん、と胸を張っている雪奈の様子を窺うかがいつつ。

「……面会希望のお客様がお見えです。ええ、はい。……承りました」

　通話状態の端末をそっと置くと、受付嬢はすっと手で奥まったあたりを指し示した。

「統括生徒会長がお待ちです。中央エレベータより、空中庭園へお進みください──」





　　　　†






「わぁ……っ」

　エレベータを降りると、そこはまさに別天地だった。

　雪ゆき奈なが珍しく笑みを浮かべ、冬とう真まの腕から離れて『土』を踏む。

　この閉鎖環境ではほとんどお目にかかれないモノ──統括生徒会庁舎ビルの屋上部分、その全面に土を敷き、植物を植え清らかな水を湛たたえる池まで作り上げた箱庭。

「……侘わびている、と言うのだろう。こうした自然美は」

　旧アジア圏に存在した、古く歴史あるものを愛めでるという文化的な感覚。

　華やかさを重視するアレンジフラワーと違うアジア圏の『生け花』──。

　その極意は作為を消すことにある。自然に、ありのままのように違う種類の植物を生け、かつ美しくなるよう空間や配置を計算しつくして、ひとつの『空間』を演出するのだ。

「遺伝子保存館のブース内でしかお目にかかれないような草花、昆虫……。池のほとりの東あずま屋やは、恐らく数百年単位の歴史をもつ文化財だ。よくも、ここまで……」

　作為を一切感じさせず、かつ根底に作り手の明確な表現意図が読み取れる。

　この空中庭園は、まさに超一級の芸術家に作庭されたものだ。それも旧時代の侘び寂さび、安あ土づち桃もも山やま時代の茶室文化に精通した人材による、現代的なアレンジも加えられていた。

「そう、なのですか？　紙と木と草でできた、とても古く脆もろそうな建物なのに……」

「だからこそ、だ。これほどの歴史ある建物となれば、屋根に葺ふかれた萱かや一本にすら錬れん素そが宿る。錬核武装の触媒とまではいかないが……」

　天然物の食事などと同様、ただこの庭でくつろぐだけで体内の錬素が活性化するだろう。茶の一杯も点たてたなら、錬素を使い切った騎士すら回復できるのではないか。

（これは──数す奇き者ものの、要塞だ）

　文化によって武装した補給施設。ここならば錬素総量の限界を突破した訓練も可能だろう。魔法騎士の軍団の駐在地として、これほどふさわしい場所もそうはない。

（錬素の残留という問題に、目をつぶればだが……）

　魔法騎士を密ひそかに蝕むしばむ錬素蓄積。

　短期的には魔力の増幅と強化を促すが、長期的には寿命を縮める危険な行いと言える。




　が、今の問題はそれではなく──。




「参ったな。……まさか文字通りの『茶会』とは思わなかった。礼を失したか？」

「？　……雪奈やお父様に、何か不作法があったのでしょうか？」

「これほどの庭に招き、あの東屋……茶室に招かれるのだとしたら正式な茶席だ。ならば、本来は制服ではなく和装にするべきだったが……」

　事前の連絡がなかったな、と言いかけたとき。

「ご心配なく。今日のお茶会は、堅苦しくない身内の席ですもの。この季節、野の点だても風雅なものですけれど──本日の趣向は、アフタヌーン・ティーといたしました」

「……今、どこから……！」

　庭園の木陰から現れた人物に、雪ゆき奈なが目を見張る。

　すみずみにまで目を配っていた彼女に気づかせることなく、そこに立っていた人物。




「ようこそいらっしゃいました、白しろ銀がね冬とう真ま様。

　そして雪奈様……いえ、雪奈ちゃん。そう呼んでもかまわないかしら？」




　栗くり色いろの髪の白はく麗れい種しゆ──統括生徒会長当代、グラン・マリア。

　制服の襟えり元に階級章とパーソナルマーク。刻まれた九く曜よう巴ともえ紋もんは多重属性を示す証あかし。

　最深区画ロータス・ボトムの実質的最高指導者たる傑物が、丁重に父娘おやこを出迎えていた。





　　　　†






「入隊の検討だけでも望外の喜びだというのに、わざわざお訪ねくださるだなんて……。さあ、遠慮せずにどうぞ召し上がって。お茶もお菓子もたくさんありますよ？」

「いただきます。……もくもくもく……ん……おい、しい……？」

「ふふふ、素敵でしょう？　そのスコーンは本場英国式に焼き、付けあわせのクリームは遺伝子保存館の乳牛より頂いた朝搾りから作ったばかり、とても滑らかですわ」

　見る者を圧倒する日本庭園からほんの数歩の距離に、薔ば薇らの花園が存在した。

「西洋と東洋。まったく相反する文化を、これほど間近で融和させるとはな……」

　明確な境界線があるわけではない。

　何の変哲もない庭石ひとつを隔てただけで──ガラリと庭は装いを変えていた。

「長方形の屋上スペースに対角線を引き、斜めに区切った西と東。旧時代はヘリポートとして使われていた部分をこう使うとは、名のある芸術家の仕事ですか？」

「まあ、そこまで深く『読んで』頂けると嬉うれしく、照れてしまいますね」

　世間話をするように、片手を頬ほおに当てながら楚そ々そとした微笑ほほえみ。

「このお庭はすべて、わたくし自身の創意によるものです。庭石から植木まで選び、時には手ずから植えたもの……お気に召したなら、幸いです。ふふっ」

　東洋風の庭園が静けさ、侘わびた美しさを求めるなら──この洋式庭園はまさに華。

　見事に咲き誇る薔薇の花園を中心に、色とりどりの季節の花が咲き乱れる中、純白のテーブルを置いて紅茶と菓子をつまめば、まさに英国貴族の午後だ。

　そのすべてを演出したのが、グラン・マリアだとは。

「……大したものだ。あなたの才覚は、古美術の分野にまで及ぶのですね」

「いえいえ。元々は旧時代の文化を再現する名目で再建された庁舎ですが──魔法騎士は飛行術式を使う方が多く、ヘリポートは不要で空いておりましたから」

「それでこれほどの庭を？　……失礼ですが、かなり費用がかかったのでは」

「いえ。わたくしの願いは、このお庭に集う騎士たちが古きよきものに触れ、この戦争の意味を──命をかけて守るべきものの存在を、改めて知って頂くことでしたから」

　非の打ちどころのない笑みを浮かべ、グラン・マリアはカップを軽く弾はじき。

「そのことをみなさまにお話ししたところ……家伝の茶器や東あずま屋や、庭木に庭石、保存中の種苗に至るまで提供してくださいました。いわば、未来を願うご厚意の賜たま物ものですね」

　キンッ……！　と、金属質の音をたてる見事な磁器を手に笑む顔の、優雅な圧力。

　それを受け、冬とう真まは社交的な笑みを崩さぬまま、内心その異様さに舌を巻いた。

（カチュアの家のような、貴族家に伝わる家財を出させたのか？　強制ではなく、あくまで厚意として……。どんな洗脳系の術式を使っても、そんな真ま似ねはできまいに）

　魔法騎士を輩出する貴族家にとって、来歴を伝える家宝は値のつけられない財産だ。

　過去、不足する錬核武装製造のため評議会が供出を呼びかけた事例があったが、貴族家のほぼすべてが結託し、抗議声明を発表して声明を撤回させたことさえある。

　それをやってのけたと、事もなげに語る──。

　グラン・マリアという政治の怪物、その隠れた権勢の凄すさまじさよ。

「お茶に、手をつけておられないようですが……お口に合いませんか？　冬真さま」

「いや、結構です。正直、貧乏舌なものでね。天然茶葉の濃さは口に合わない」

「そうですか。……ではせめて、白さ湯ゆなど差し上げなさい」

　にこにこと微笑ほほえむ統括生徒会長の脇に控えているのは、物静かな仕草のメイドだ。

　その古風な制服はカチュアの屋敷などで見慣れているが、それをまとう者の静かな殺気、準戦闘態勢とすら言える錬れん素その活性化は、見過ごしておけるものではなかった。

（……見事に隠いん蔽ぺいしているが、この出力はＳランクか。おそらくは、セリカよりも格上。雪ゆき奈なには当然足元にも及ばないが……技能はあちらが上か）

　メイド服の襟えり元にある階級章からすれば、第一魔法騎士学園の三年生。

　年度末には卒業し、正式な軍務につくのだろう。大人びた顔立ち、つんと澄ました様子は騎士というより気位の高い名家の使用人、あるいは女王に仕える侍女のようだ。

「……どうぞ」

　カップに注つがれる白湯をひとくち含む。……それだけで、舌が震えた。

「グラン・マリアも人が悪い。……お湯からして、これですか」

「お父様……何か、気になりますか？　雪奈には、ただのお湯に見えます」

「その通り、ただのお湯だ。ただし、人類再生機構の上水道から汲くんだものじゃない。消毒、殺菌などの目的で添加される薬品が混じっていない……自然保護区画から直接？」

「ええ。深度１０００メートルの岩盤から染み出た天然水です。水道の水質も決して悪くありませんけれど、水にこだわらねばせっかくの茶葉も活いきませんから……」

　人類再生機構の上水道に施された処置は、単なる浄水ではない。

　水に含まれる惑星の自然錬れん素そ、水分子に溶け込んだ不可視の情報を削除するものだ。

　それすらも取り払い、この庁舎で用いられている水がすべてこれに置き換えられているとしたら。……自然に蓄積する錬素量は、恐ろしいものになるだろう。

（単なる、美食家か？　いや、そう判断するのは早計だ）

　そんな想おもいを表に出すことなく、冬とう真まはわずかに口をつけたカップを置く。

　するとその瞬間を待っていたかのように、グラン・マリアは雪ゆき奈なに話しかける。

「ところが、そのあまりよろしくないお水すら口にできない人がいます。雪奈さんはご存じですか？　最低限の食料すら与えられない子供たちのことを……！」

「……そんな。そんなことが、あるんですか？　お父様……！」

　驚いて訊きいてくる雪奈に、冬真は表情を動かすことなく答える。

「あるにはあるが、極めて稀まれなケースだ。人類再生機構のベーシックインカムは、正規の市民ＩＤを持っていれば平等に支給される。それ以外といえば……」

「犯罪者、脱走兵、それだけならば自業自得でしょう。ですが、人類再生機構の管理外で生まれた子……戸籍なき子供たちの存在を、ご存じではありませんか？」

　知っている。が、それは茶会の話題としてはいささか陰惨に過ぎるものだ。

「何らかの理由で、管理が放棄されたブロックに住む不法居住者の間に生まれた子供……。いわゆる、管理外児童ですか」

「やはりご存じでしたか。正式なニュースにはあまり載らない情報ですけれど……？」

「主婦というものは噂うわさ話ばなしが好きなものです。自分は主『夫』ではありますが、噂話を小耳に挟む機会はありますよ。逃亡中の犯罪者などから生まれた管理外の人口がある、と」

　人類再生機構・凰おう花かは日本の地下に眠る、列島級地下大空洞を開発したものだ。

　外壁部分とその外には開発が中断されたり、居住に適さなくなった番外地が多くある。

　そうした場所に逃げ込んだ管理外の住民。犯罪者や脱走兵が出会い、子をなし……密ひそかに増えつつあるのは、一般には公開されない《裏》の社会問題だった。

「そうした子供たちの大きなコミュニティは、いくつもの番外地に別れて存在します。中でも、特に大きなものが──《オールドジャンク》にありました」

　痛ましげに、哀かなしげに。心底犠牲となった人々を悼むように、グラン・マリアは言う。

「おーるど、じゃんく……ですか？　聞いたことが、ありません」

「人類再生機構の公式地図には、あえて記載されていない部分が多いのです、雪奈さん。その管理外エリアのひとつが《オールドジャンク》……昨日、軍の対テロ作戦によって、管理外児童の養育も行っていたとある宗教施設が爆撃、破壊されました」

　嘘うそは言っていないな、と冬とう真まは想おもう。

（《エデンの蛇へび》の本部施設内には管理外児童の育成施設もあった。解除不能の洗脳術式で意識を縛った少年兵、自爆戦術も含んだテロ要員として、だが……）

　襲撃後に押収した資料の中から発見したそれらの情報を、冬真は頭に入れている。

　十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいにも今頃報告が回っているだろう。しかし詳しい情報は秘匿されており、よほどの軍高官でもなければ入手も閲覧もできないはずだ。

「失礼ですが、その情報をどこで？　──今朝のニュースには出ていませんでしたが」

「このような立場におりますと、自然と耳に入ります。特にお預かりしている幕僚、我が《ヘヴンリー・ロウズ》の方々の多くは軍高官の子弟ですから……」

　情報は抜き放題、というわけだ。

　人の口に戸は立てられない。家族との語らいの中で、機密事項を漏らすことなど……。

　情報リテラシーの低い老人世代には珍しくもない。

「ともあれ、番外地に住まう不幸な方々も貴重な人類、同胞とわたくしは考えます」

「……でも、悪いことをしたから、逃げているのでは？　犯罪者、なのでは……？」

「で、あれば正式な法の裁きを受けるべきですし、犯罪者の親から生まれたからといって罪なき子をも同罪とする、というのはいささか野蛮と言わざるを得ないでしょう」

　首を傾かしげた雪ゆき奈なの疑問に、丁寧にグラン・マリアは答え──。

「わたくしは、そのような子供たちを救いたい。軍を動かし、手をさしのべて救済し、その中で素質ある者は我が学園に迎え入れたいと常々思っていました。ですが……！」

　言い、彼女は目尻を擦こする。まぶたに薄くにじみ出た涙を、隠すように。

「……その祈りも虚むなしく、軍の介入という最悪の事態を迎えてしまいました。大勢の人々が貴重な命を落とし、絶滅のカウントダウンを進めてしまったのです……」

　グラン・マリアの涙に虚飾はない。

　彼女は心底悲しみ、死を悼み、涙している。演技だとしたら主演女優賞ものだ。

　しかし、その完璧すぎる感情の発露にも動じることなく、冬真は失言を指摘する。

「それは、軍上層部への批判。……そう受け止めてよろしいですか？　グラン・マリア」

「いいえ。先の《第13区画動乱》の件もあります。哀かなしいことですが、対テロの活動を咎とがめることはできません。しかし、わたくしは何度でも声を上げましょう」

　──他に方法はなかったのか？　と。

「わたくしは汚れています。上層部の対テロ政策、虐殺とも言える治安維持活動を認め、より優れた代案も出せない以上、自分だけが特別だなどとは言えません」

　グラン・マリアは自らの汚れを認めながら……なお、抗あらがう。

「ですが、現実を認めることと、それをよしとすることはまた別でしょう。今日の犠牲は取り返せずとも、明日の犠牲を防ぐことに全力を尽くす。それがわたくしの役目です」

　自分だけが清廉潔白な存在だ、などと浅い主張をするわけではない。

　上層部の行動を弾劾し、かつ自分も共犯者と認めることで、過ちを潔く認める改革者、との印象を周囲に与えている。事実、雪ゆき奈なは驚くほど素直にそれを受け入れていた。

「……あなたは、悪くないのでは？　間違えたのなら、謝って次から直せと……。雪奈は、お父様にそう教わりました。そういうこと……ですよね？」

「ありがとう、雪奈ちゃん。優しいですね……お父様の教育の賜たま物ものでしょうか」

「はい。……お父様は、すごいです。雪奈の、一番の……最高の、先生ですから」

「まあ、素敵。今度、お父様のお話をもっと聞かせてくださいますか？」

「……それは、まだちょっと、早いです……。もっと、仲良く、なってからなら……」

「ふふふ、ではその時を楽しみに。約束ですよ？」

「……はい。……約束、です」

　微笑ほほえむグラン・マリア、指切りをしながら照れてはにかむ雪奈。

　その打ち解けた様子を見た時、冬とう真まの全神経が警告を発した。

（グラン・マリア……彼女は、危険だ）

　術式を一切使っていない。心理操作も魅了も洗脳も使っていない。

　嘘うそは一切言っていない。真実の側面を切り取って印象を操作し、さらに父親を──雪奈が慕う冬真を持ち上げ、巧みに心へ滑り込む。距離を縮める詐欺師の手管だ。
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（政策決定には評議会の認可が必要なこと。私的な軍事力の保有も、しょせん学生レベル。そう判断して彼女に対する警戒心を持たない上層部の判断は、あまりに甘い……！）

　自分自身で判断できない？　それが何の枷かせになろう。

　この希代の『人たらし』ならば、洗脳などの手段を使わずとも、評議員たち自身の判断でグラン・マリアのために政治を動かしかねない。

（なるほど、首輪がついているように見える。だが賢すぎる犬は、鎖をたやすく抜ける。簡単には御せんだろう、この手の──《喋しやべる猛毒》は）

　一切会話してはいけない存在、というものを冬とう真まは知っている。

　何気ない会話だけで敵意を消し、するりするりとすべるように心に入り込む。

（息吹は毒で言葉は刃やいば。何より厄介なことに、武力では決して排除できない──）

　違う世界、政治というステージで荒れ狂う、討伐不能の怪物なのだ。

「管理外児童は貴重な人口であり、救われるべき同胞だと、わたくしは思います」

　温ぬるくなったカップの紅茶をすっと飲み干し、グラン・マリアはじっと二人を見つめる。

「単に罪人として断じ排除するのではなく、話し合いによる更生と人類社会への融和こそ、本来政治が目指すべき道ではないでしょうか？　そう提案し、実現できなかったわたくし自身の無力さに、歯がゆく、情けなく……弁解の言葉もありません」

　ですが、とグラン・マリアは言葉を切ると、テーブルに身を乗り出す。

「白しろ銀がね雪ゆき奈なさん。あなただけが、そんなわたくしの、ただひとつの希望です……！」

「え……っ？」

　雪奈の手をとり、そっと自らの頬ほおに押し当てて。

「Ｓランクにしてステータス最高記録保持者。人類の最高傑作とさえ言えるあなたは……。世界を救う聖女。ジャンヌ・ダルクとなれる逸材なのですから……！」

「待ってください、グラン・マリア。いささか、飛躍しすぎでは？」

　雪奈の手を握って熱いまなざしを向ける生徒会長に、冬真は割って入る。

「もともとこの席は、娘の《ヘブンリー・ロウズ》入隊と、その後の進路を考えるためのものだと認識しています。……世界の救済に、どう結びつくと？」

「申し訳ありません、少々飛躍しすぎてしまいましたね。……ですが、冬真様。あなたはあなたのお子さんの素質を、いささか過小評価しすぎなのではありませんか？」

　それは耳から突き刺さり、心を蝕むしばむ。

「雪奈さんはすでに己の足で立ち、敵と戦う覚悟を決めたひとかどの戦士。それなのに、あなたはまるで子供扱いではありませんか。違いますか、雪奈さん？」

「……そう、かもしれません。お父様にとって、雪奈はまだ、子供……」

　小さくつぶやいて、雪奈は冬真の顔を見るが。

「そんなことない、ですよ？　お父様……雪奈は、お父様のためだったら──」

　すぐに、むん、とかわいらしく胸を張り、力こぶをつくる真ま似ねをしてみせた。

「──世界だって、救ってみせます」

　理想という名の、希望という名の──猛毒。

（これは、攻撃だ）

　冬とう真まはそう確信する。

　親離れを促し、雪ゆき奈なを冬真から引き離し、奪いとるための舌戦。

　この『茶会』はそのために用意されたステージであり、社交、外交戦の舞台なのだ。

（雪奈の願いは純粋。否定はだめだ。本人の希望を拒絶するのは、悪手だろう）

　それは反発と不信の種を植えるがごとき手筋。グラン・マリアはその反応すら予想して罠わなを張っているだろう。世界を救うことなどできない、やらなくてもいい、よせと冬真が止めれば、それを子供扱いの証拠として、雪奈に独立を焚たきつける流れだ。

　なら、この筋は……別の側面で受ける他ない。

「……そうか。なら、ぜひやってみるといい、雪奈」

「はい。……お父様、雪奈は……頑張り、ます。セリカちゃんの、分まで……」

「やはり、それを気にしていたのか。……無理もない、大切な友達だったものな」

　雪奈を否定しない。肯定し、だがそこに必要な分だけ楔くさびを打ち込む。

「こんな言い方はしたくないが……万が一にも、セリカ嬢のようにお前を失うかと思うと、俺は……耐えられそうにない。せめて卒業するまでは、危険を避けてほしいくらいだ」

「お父様……お父様に心配をかけたくは、ない……です。でも……」

　娘の身を案じ、将来を心配する想おもいに嘘うそはない。

　事実、真正面からその言葉を受け止めた雪奈の瞳ひとみに動揺が走り、心がぶれるのが見えた。

「危険はありませんよ。それはお約束いたしますわ、冬真さま」

　だが、敵もさるもの──。即座に反撃の一手を返す。

「わたくしが考えているのは、雪奈さんを中心とするＳランク魔法騎士の独立部隊です。人類史上最高のスーパーエースとなり得る素質をもつ彼女を中心とした新世代の活躍は、軍上層部を占める保守派の方々の目を醒さます、貴重なきっかけとなるでしょう」

「独立部隊……か。物騒な話だ、そもそも正式な軍籍もない学生が部隊ごっこをするにも、具体的にはどのような活動をするというのですか？」

「まずはこの最深区画ロータス・ボトムの治安改善、対テロ活動から実績を積むべきでしょう」

　明確に、グラン・マリアはビジョンを語る。

　興味を持ったらしく見上げる雪奈にわかるよう、自分を選ばせるためのアピール。

「その後はＳランクのみしか成し得ない高難度の任務──高ステージ胞子獣ベノムスダームの討伐を含む、地上作戦参加を考えています。若い世代の実力を、ご老人方にお見せし……！」

　……パンッ!!

「ひゃ!?」

　グラン・マリアが打った柏かしわ手でに、驚いた雪ゆき奈なの背筋がピョコリと伸びる。

　そんな可愛かわいらしい仕草に見入ることもできず、冬とう真まはあえて反論せずに見守った。

「将来的には我々学生による最深区画ロータス・ボトムの自治確立。先日の事件のような突然の胞子獣ベノムスダーム出現にも対応できるように、自分達たちの命を自分で守り、将来を選ぶ権利を持つ、新体制を作りたいと考えております。……いかがでしょうか？」

「なるほど。……あなたが生徒思いの、いい指導者であることは確かなようだ」

「お褒め頂き、光栄です。では、雪奈さんをわたくしにお預け頂けるのですね？」

「いいや。──今の発言、Ｓランク騎士の独占による特定集団への利益誘導だ。人類再生機構全体の利益を損なう、反逆寸前の言動に感じる。その点、どうお考えか？」

　その言葉に、グラン・マリア本人ではなく周囲の方が過敏に反応した。

　控えていたメイドの殺気が増す。エプロンドレスに隠した何かに指を添え、事あらば即こちらを攻撃できる態勢をとっていた。雪奈はそんなメイドの動きを察し──。

「お父様は、雪奈がお守りします。変なことは、しないでください」

「ふふ、大丈夫ですよ、雪奈ちゃん。冬真さんも、悪い冗談は止やめてください。ね？」

　にこやかに言い、グラン・マリアは場の淀よどみをかき消すように、ひらひら手を振った。

「専業主夫であり、軍関係者ではない冬真さんの私人としての立場を信頼し、わたくしは今の構想をお話いたしました。とはいえ、すべてが実現するとは考えていませんよ？」

「……つまり、落としどころは他にあると？」

「ええ。現実的には、Ｓランク騎士を集めた学徒部隊による社会貢献、職業体験代わりの簡単な後方任務参加などで実績を上げ、評議会への発言力を増すのがせいぜいでしょう」

　グラン・マリアの任期は今年で最後だ。

　第一魔法騎士学園を卒業し、その後の進路は当然軍に所属するだろう。

　となれば、数年単位での活動が必要となる特別部隊の編制や任務の実行において、直接指導できる立場ではなくなる。

「わたくしの引退後、雪奈さんにはその座を継いで頂けるのではないかと考えています。……その時、Ｓランク学徒部隊案は必ずや、彼女の将来に役立つでしょう」

「どうかな。あなたの言葉を上層部に報告すれば、引退は早まるのでは」

「それをなさる方ではないでしょう？　わたくしは軍上層部に反乱しようなどと考えてはいません。ただ、ほんの少し後輩のために何かを残したいだけなのですから」

　破滅の道は、善意で舗装されているという。

　グラン・マリア、この政治的怪物の本質はそれ──《善なるもの》だ。

　圧倒的な善意、良かれと思っての行動。

　今、この瞬間さえ自分の善性を信じて、迷うことなくその道を歩もうとしている。

（予想以上に、危うい……）

　オーバーＳランクとでも言うべき雪ゆき奈なの力。

　無敵の剣を手に入れた正義の女神が、どのような刃やいばを振るうのか。

（予想がつかん。危険すぎる。入隊そのものを止めたいところだが……）

「あの、お父様。雪奈は、戦い、たい……です」

「決意は……固いのか？」

「はい。お父様と雪奈が平和に暮らせる、理想の世界のために……セリカさんが目指した、立派な魔法騎士に……なりたい、です。だから、ここで……」

　精一杯の言葉。口下手な娘が、自分の想おもいを伝えようと、自分の言葉で話している。

　それだけでも胸が熱くなる気がした、が──。

「《ヘブンリー・ロウズ》で、働きたいです。……許して、くれますか？」

「…………」

　しばし返事ができず、冬とう真まはしばし沈黙した。

　グラン・マリアに信頼がおけない以上、雪奈をそのまま預けるわけにはいかない。

「お前ひとりを預けるのは不安だ。アレイナ嬢や黒くろ子こを誘ってはどうだ？」

「それが、できれば……心強い、です。けど……」

　ちらりと雪奈が視線を送る。するとそれを受け、統括生徒会長は紅茶をひとくち。

「残念ですが、《ヘブンリー・ロウズ》に所属できるのは最低Ａランクの魔法騎士のみ。雪奈さんのチームメイトの方々の出力では、お断りするしかありません」

「そういうものなのか？　多少の融通は利きそうなものだが」

「わたくしが直じかに命じれば、もちろん可能です。ですがトップの意志で特別な便宜を図る、というのは組織の公平性を欠きますから、あまり望ましくはありません」

　また、と言葉を切り、グラン・マリアはいかにも申し訳なさそうに冬真を見た。

「Ｄランク、しかも適性なしとして軍役を免除された冬真さんのような方も、入隊はお断りするしかありません。実力の問題ではなく、あくまでルールの問題として」

　その言葉に乗せた含みに、冬真は片眉まゆを釣り上げた。

「お父様は、雪奈より……強いです。それでも、ですか？」

「ええ。知恵や技術でランク差を覆す技術……雪奈さんが入学以前から非常に高度な戦闘技術を体得しているのは、お父様の教育の成果だと認識しています」

　手にした端末に、ここ最近雪奈が起こした騒ぎ──入学式の『ダイハチ』撃退、セリカとの初対面と決闘騒ぎ、一蹴しての完全勝利などの記録が表示されている。

　情報が漏れるのは当然だ。《ヘヴンリー・ロウズ》は学園内の警備すべてを担当する、警察に等しい自警団である。監視カメラの映像も戦闘ログも、合法的に得られる。

　その上で、雪奈の戦闘技術は素人のそれではなく、特定の師がいる正規のものであると分析し、その出所は冬とう真まだと見破ったのだろう。……さらに。

「《ヘブンリー・ロウズ》……その名は薔薇ローズならぬ、法ロウ」

　そっと庭園を彩る薔ば薇らの花を指し、すまなそうに目を伏せるジェスチャーまでして。

「騎士たる資格を持たない、わたくし達たち魔法騎士が守るべき文民たる方を強権的に抜ばつ擢てきし、かつＳランク騎士と共に立たせたとしたら、それを見た人々はどう感じるでしょうか？」

「ひいきの引き倒し、派閥人事……そんなところでしょうか」

「ええ。それは大きな軽蔑と、拭えぬ悪評を雪ゆき奈なさんの将来に与えることになるでしょう。わたくしとしては、他ならぬ雪奈さんのために、それは避けたいと考えています」

　さらにグラン・マリアはじっと冬真に目を合わせ、きっぱりと言う。

「また、雪奈さんの将来的な自立のためにも、職場ではお父様から距離を置いた方がよいのではないでしょうか？　父娘おやこの時間は家庭で十分とれるよう配慮しますので」

「……そう、ですよね。それで、じゅうぶん……の、はず。です……」

　しょぼんと明らかに意気消沈し、肩を落とす雪奈。

　次のリアクションを、冬真は容易に想像できる。甘えん坊だが、雪奈は芯の強い子だ。

　与えられた課題は、どれほど困難だろうと乗り越えてみせる克己心を持っている。

　つまりこの場合、巧みに刷り込まれた課題とは『親離れ』であり。

「それに、いつかは、地上に出て。お父様とも離れ離れになって、働く……です」

「雪奈。……無理はしなくていいんだぞ。お前は、まだ……」

「子供じゃ、ないです。雪奈は、大人に……。お父様や、セリカさん……お友達を、今度こそ守れるような、立派な人に、ならなくちゃ。いけないん、ですから……！」

　言い、雪奈は涙のにじむ顔を上げ、想おもいを振り払うように冬真を見る。

「だから、平気です。……ダメ、ですか？　お父様……」

　場の視線が冬真に集中する。期待をこめた雪奈の視線、はらはらと行方を見守っているグラン・マリア、澄ましているがどこか軽蔑をこめたメイドのそれを受けながら。

「ダメだ。急激な環境の変化は、大きなストレスを産む。保護者として許可できない」

「まあ……。娘さんの下した決断を、勇気を、拒否なさるのですか？」

「そうは言ってない。雪奈の考えを俺も尊重したいと願っている。だから、あなたの言葉を借りるなら、落としどころを探ろうと思う。……グラン・マリア、この庁舎には非軍属、書類整理や身の回りの作業をする一般職員も多く在籍していると思うが」

「ええ。雑務をすべて騎士に委ねるわけにはいきませんから。よもや……？」

「ああ。どんな仕事でも喜んでやろう。非戦闘員だが、雪奈の傍そばで働かせてほしい」

「そうですか……！」

　なぜか嬉うれしげに、グラン・マリアは豊かな胸の前で掌てのひらを打ち鳴らした。

「すばらしい家族愛ですね……。問題を抱えた父と娘が、それらを克服するべく努力し、歩み寄ろうとしている。統括生徒会長として、協力しないわけにはいきません」

「……何か、いい考えが……あるの、ですか？」

　どこか不安げな雪ゆき奈なに対し、あくまで明るく生徒会長は結論を述べる。

「でしたら──わたくし、そして騎士団の専属執事として働くのはいかがでしょうか？」

「……い、いいんですか？　それは、ひいきとか、特別扱いには……？」

「騎士に抜ばつ擢てき、ならばそうでしょうが、もともと事務職員などには騎士団所属生徒の親族をよく雇用しておりますし……まず、問題ないでしょう。とてもいい考えですわ！」

　言うなりグラン・マリアは端末を操作。

　業務内容や給与が書かれた資料と契約書を冬とう真まの端末に送り、胸ポケットに挿していた万年筆型のタッチペンを抜くと、ペン先をくるりと回して柄を冬真に差し出した。

「業務内容はわたくしや《ヘヴンリー・ロウズ》所属騎士の身の回りの世話、この茶室や庭の維持管理、書類整理など。報酬は規定の料金に各種手当をつけましょう」

「……異存は、ない。よろしく頼む」

　差し出されたペンで、端末に電子署名を記す。すると……。

「あの……お父様。ひとつだけ……いい、ですか？」

「どうかしたのか、雪奈。すまないな、俺のわがままで、強引についてきて」

「いいんです。むしろ、その、あの……っ……」

　耳まで赤くなり、雪奈はテーブルにうつむきながら、ごくごく小さな声で言う。

「本当は、ひとりは……怖かった、です。だから……ありがとう、ございます……です」

「いいさ。俺も、お前が心配でしかたなかったからな」

　安あん堵どした雪奈の微笑ほほえみを間近に見ると、幸せな気持ちがこみ上げてくる。

　この笑顔を、守る。汚い大人になどさせはしない。

　少なくともその力を利用する輩やから、卑劣な策謀を巡らす者だとしたら……証拠を握り次第、たとえ人類総人口の３分の１を監督する統括生徒会長であろうとも、逃がすまい。

《名無しネームレス》の剣は、そのためにあるのだから──

「では、明日からさっそく研修を受けて頂きますね。雪奈さんは《ヘブンリー・ロウズ》、冬真さんは執事の実務ということで……ソーニャ。教育役、お願いしますね？」

「はい、グラン・マリア様」

　控えていたメイドが声をかけられ、低く声を発する。

　冷たく凍えるような眼めが、鋭い視線が突き刺さるようだ。

　端整な顔立ちのメイドは、明らかに冬真を快く思ってはいない。新参者として当然とも思えるのだが、最後に彼女がつぶやいた言葉が、嫌に耳に残った。




「我が騎士道にかけて。月桂樹ローリエの冠を、この男に──」





●閲兵式典と不穏な《日常》




　──キュゥゥ───────────ンッ………!!




　怪鳥の鳴くような音をたて、雲ひとつない青空に無人機が舞う。

　ホログラフの蒼そう穹きゆうにたなびく飛行機雲。旧時代のドローン技術に感覚同調・意識連結の術式を組み込んで《使い魔》化した無人機は、報道官たちの眼めとなって地上を睨にらむ。

　ここは第一魔法騎士学園・総合演習場。

　兵器に匹敵する攻撃範囲を誇る魔法騎士たちが存分に力を奮えるよう確保された広大なスペースに、白亜と黒衣の甲かつ冑ちゆうと騎士装束をまとった魔法騎士たちが整列している。

　第一席──ロータス・ボトム統括生徒会長、《聖女》グラン・マリア。

　その首に輝く勾まが玉たま、胸で炎に映える銅鏡、そして彼女が手にした剣こそ統括生徒会長の証あかしたる神器だ。代々の会長に継承されるそれを衆目に晒さらすのは、最高位の儀式のみ。

　薄化粧を施した儀礼の装束、旧時代の公く卿ぎように似た服をまとい、彼女の背丈よりなお高い黄金の聖杯に、彼女は手にした剣の切っ先を捧ささげ──火花がバチッ、と弾はじけた。

　ゴッ……!!

　たちまち聖火が燃え上がる。

　オレンジ色の光が擬似太陽光すらも圧倒する輝きを放ち、演習場を囲むマスコミおよび見守る一般生徒たちへ届くと……物理的な圧力すら感じる錬れん素そに、群衆が波打つ。

（あれは、ただの炎ではない。最深区画ロータス・ボトムの……破滅に抗あらがうため育てられ、精一杯生き続けた先達の、魔法騎士学園に身を捧げた先輩がたの、命の光だ）

　いささか遠い父兄席でその情景を見守りながら、白しろ銀がね冬とう真まは黙もく祷とうを捧げる。

「第二席。三宝を、これに」

「はい……」

　統括生徒会長の背後に、影法師のようにちょこんと、小さな姿が続いている。

　甲冑と騎士装束、儀礼用の仮面まで被かぶった騎士達たちの中で──。

　グラン・マリアと彼女だけが、その麗しい貌かおを晒していた。

　淡雪を思わせる銀の髪、薔ば薇ら色の頬ほお。

　緊張を窺うかがわせる立ち姿に無人機のカメラが焦点を合わせる。主たるグラン・マリアと、従たる第二席。打うち鮑あわび、勝かち栗ぐり、昆こん布ぶに酒しゆ盃はいを揃そろえた四方膳を捧げ持つ、少女の名は。

「白銀、雪ゆき奈な……!!」

　ざわり──群衆がどよめく。

　かの惨劇、《第13区画動乱》から二週間。沈黙を続けた統括生徒会が戦没者の慰霊と、改めて継戦の意志を誓う登校出陣式は、新たなる第二席のお披ひ露ろ目めの場でもあった。

「俺たち《ダイハチ》の面に泥を塗ったアイツが、第二席だと……!?」

「グラン・マリア様のお誘いを一度断ったくせに、なんて面の皮の厚い……!!」

「少し黙れ、お前ら。……先の動乱でのあの方の活躍、知らんわけではあるまい！」

　どよめきが強いのは、学園序列下位に属する生徒たちだ。

　その幾人かは以前雪ゆき奈なが起こした騒動の当事者であろう。だが、そんな声は歓呼のそれにかき消され、巨大な熱気が演習場に投影された主従の巨大ホログラフを揺るがせる。

「グラン・マリア!!　グラン・マリア!!」

「──救国の聖女、新たなる希望!!」

「次期会長──新たなる導きの乙女、雪奈!!」

　残る第三席から二十二席までは、《白はく蓮れん》と《黒こく蓮れん》が十騎ずつ、計二十騎。

　全員が錬れん素そ総量の差こそあれ、Ｓランク騎士。ひとりひとりが一軍に匹敵する主力兵器、その最高峰がこれほどの数揃そろうのは、最前線でも稀まれなことだ。

　彼らの仮面、そして全身を覆う装束は、展開した錬核武装を隠すためだ。姿を晒さらすのは大将のみ、その他の者は影となり、栄光の礎となることを身を以もつて示している。

（すべての才ある者が集う、学生時代ならではといったところだが……）

　雪奈の背後、ちょうど彼女を頂点とした三角形を描くように立つふたりの騎士は、それぞれ第三席と第四席。仮面と分厚い衣装に阻まれてその姿は不明ながら、白衣の主は当然、《白蓮》の統率者にあたる騎士団長、天てん上じよう院いん春はる斗とだろう。

「春斗さまが、仮面を……!?　まさか……降格されたとでも言うの!?」

「事実上、グラン・マリアは白しろ銀がね雪奈を後継者に指定した……学園政治が大きく動くぞ」

　この儀式は単なる虚礼ではない。

　厳格な序列、新体制の誇示という意味をもつ政治的な場だ。

　投影されたホログラフのグラン・マリアが、楚そ々そとした仕草で四方膳に手をつける。

　衆生のざわめきなどどこ吹く風だ。古式の礼法に則のつとりまずは鮑あわびを含み、盃さかずきを傾けた後、勝かち栗ぐりと昆こん布ぶで同様の所作を繰り返し──本物の酒で、ほのかに頬ほおを赤らめて。




『──わたくしは、無力でした』




　凛りんとした声が、あらゆる無人機に中継されて最深区画ロータス・ボトムすべてに響いた。

『先の《第13区画動乱》、あまりに無残なテロを防ぐこともできず、大勢の命を奪われ。かつその報復ともいえる戦いがまつろわぬ民を焼く、報復の輪が広がってゆく……』

　涙さえ浮かべながら、グラン・マリアは訴える。

『統括生徒会長として、わたくしグラン・マリアはあまりにも無力でありました。そして、まだ学生の身ゆえとすべてを軍の裁可に委ね、安穏とゆりかごの中でまどろんでいた己の油断を恥じ、今改めて誓います。──新生《ヘヴンリー・ロウズ》の、結成を！』

　おおっ……!!　と、群衆がざわめく中。

『この最深区画ロータス・ボトムは学生たちの修練の場であり、次代の騎士を育成する人類の命綱。故に、わたくしたちはわたくしたち自身の手で、より強力に人類のために戦う覚悟を決めるべきです。《ヘブンリー・ロウズ》は言葉ではなく、行動によってその意を示すでしょう！』

　ひとりひとりに語りかけるように、グラン・マリアの宣言は続き……！

『不退転の意志を示す、そのためならば学徒出陣とて辞しません。新たなる第二席、白しろ銀がね雪ゆき奈なさんは先の動乱で親友を亡くされ、その傷もいまだ癒いえぬうちに──最愛のお父上とすら別れ、あと三年間の思い出さえも捧ささげて、わたくしの意志に賛同してくれました！』

　その言葉の意味するところが知れ渡ると、多くの生徒、父兄に感激が走った。

　白銀雪奈、歴代最強のＳランクが入学式でグラン・マリアの誘いを断り、家族との時間を優先したことは知れ渡っており──何よりも大切なそれを捨てたという事実は。

「グラン・マリア!!　……グラン・マリア!!」

「ユ・キ・ナ!!　ユ・キ・ナ!!　ユ・キ・ナ!!」

　沸騰したように叫ぶ群衆に、軽く手を振って応える指導者。

　その傍かたわらで、困惑したように立つ雪奈の貌かおに、冬とう真まは娘の感情を察した。

（……怖いだろう、雪奈）

　あまりにも大勢の歓呼、大勢の期待、大勢の感情。

　べったりとまとわりつくようなヒトの意志。頂点に立てる者はそのすべてを背負って、障害にくじけることなく先頭を走り続けることができる、稀け有うな者だけなのだ。

（お前は、そうなのだろうか。……本当に、それを望むのか？　雪奈……）

　娘の願い、娘の祈り、娘の希望。

　そのどれでも冬真は叶かなえてやりたい。そのためならばこの命をかけてもいいとさえ思う。

（だが、それが本当にお前の意志ならば……だ）

　あの内気で、小動物のようになついてくる娘が。

　名も知れぬ無数の人を背負って戦う、そんなことに向いているようにはとても思えず。

『亡くなられた方々の無念を胸に──人類に、月桂樹ローリエの祝福を!!』

『出陣、総登校……開始、してください……』

　グラン・マリアの宣言に、どこかたどたどしく続く雪奈の声。

　そして隊列が動き出す。最前列はグラン・マリア、その背で彼女の裾をとる雪奈。

　続いて《白はく蓮れん》と《黒こく蓮れん》の騎士団長が二列を作り、雪奈を頂点に三角形を成す。

　残る魔法騎士が九騎と九騎、白と黒に別れて完璧な間隔を保たもって整列するや、足並みを揃そろえて歩き出す。前時代のマスゲームのような、一糸乱れぬ計算された所作だった。

　ザッ、ザッ……！

　軍靴が土を蹴る音が勇壮なリズムを刻み、盛大な歓呼に包まれながら──。

　学園の指導者たちは第一魔法騎士学園の玄関をくぐり、校舎へと吸い込まれていく。




『……支援者の方々、登校してください』




　冬とう真まが耳につけたインカムから、雪ゆき奈なの声が響く。

　Ｓランク魔法騎士達たちの登校に続き、《ヘヴンリー・ロウズ》に仕える非戦闘要員が続く。

　その先頭に立つは、真新しい執事服をまとった白しろ銀がね冬真。

　料理人、メイド、整備士などの裏方に勤める者たちが、今日ばかりは精一杯の礼服を身につけ、ガチガチに緊張した足取りで素そ朴ぼくに歩む──その姿さえ、群衆の好感を煽あおる。

『おお、裏方の方々まであのように……。グラン・マリアは本気で戦うおつもりか！』

『銃後の支えあってこその前線、それを示してくださるなんて。なんと奥ゆかしい……』

『待て、あの先頭に立っているのは何者だ？　やけに、若いが……』

　裏方はほとんどが引退した退役兵、それなりの年齢の者ばかりだ。

　その中で未いまだ若々しく、しかも先頭に立つ冬真の姿はそれなりに目立ち、首を傾かしげる者もちらほらと見えた。そんな生徒や父兄の中に、ふと知った顔をいくつか発見する。

「……雪奈ちゃん……」

「どうしたっスか、アレちん。なんだか、嬉うれしそうじゃないっスね？」

「黒くろ子こちゃん。うん……うん、だって、だって……！」

　整然と歩く冬真、その視界の端に見える少女達。

「雪奈ちゃんが、遠くへ行っちゃったみたいで……何だか、とっても……寂しいの」

　漏れ聞こえてくるアレイナと黒子、雪奈の友たる二人の会話に。

（……俺もだよ）

　言葉にすることなく頷うなずきながら、冬真は厳かに学園の玄関をくぐるのだった。
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「良かった、雪奈ちゃん！　……もう会えないのかと思ったよぉ……！」

「そんなこと……ない、ですよ？　放課後、少し仕事をするようになるだけですから」

　出陣登校式を終え、普段通りの学校生活が始まった最初の休み時間。

　座学を終えて早々、子犬のように駆け寄ってきたアレイナ・スクロヴェーニを迎えて、雪奈がしっとりと微笑ほほえむと、隣に立つ冬真の耳元に、影のようなものが囁ささやきかける。

「意外とサマになってたっスよ、セ[image: ][image: ]ンパイっ♪　何でも執事に就職なさったそうで、無職脱出おめでとうございます。これ、お祝いですのでー！」

「……ありがとう。だが主夫は立派な仕事だ、無職ではないと言わせてくれ」

　至近距離に接近しつつ、抱きつくでもキスするでもない絶妙な距離感。

　親身と親愛の境界線ギリギリのような位置に立ちながら囁ささやく黒黒黒くろみつ黒くろ子こに、雪ゆき奈なが言う。

「そうです。お父様は本気を出せば、何だってできるんです」

　……身内にかばってもらうと有り難いが、それはそれで情けない話だな。

　内心そんな風に感じつつも、執事服姿の冬とう真まは、ぴったりと胸に寄り添ってくる雪奈の髪をふわふわと撫なで、ふたりの学友に声をかける。

「《ヘヴンリー・ロウズ》に入ったとはいえ、身分は学生のままだからな。最優先は学業、その方向性にぶれはない。……今まで通り、雪奈と仲良くしてやってくれ」

「はい、もちろんですっ！　あの……雪奈ちゃん、さっそくなんですけど……！」

　ぎゅっと拳こぶしを握りしめ、勢い込んで少女は言う。

「今日の帰り、時間があったらご一緒しませんか？　仲良くなった猫さんがいて、その子を紹介したいんです。お母さんなんですけど、最近は子猫に触らせてくれるんですよ」

「……ねこ、ですか？」

「はい。雪奈ちゃん、猫さんはお好きですか？」

「好き、です。……とても、興味があります」

　おおお、と小さく唸うなりつつ、肉球をぷにぷにと握る仕草をする雪奈。今にも頷うなずきそうな彼女に、冬真は端末のスケジュール画面を開いて見せながら言った。

「雪奈。放課後は《ヘヴンリー・ロウズ》としての着任訓練がある。今後一週間ほどは、自由になる時間は自宅で過ごす食事や休憩以外ない。……どうする？」

　最後に持たせた含みは、雪奈が望むなら調整するよ、という冬真の誘いだ。

　第二席に就任早々訓練を休むのは少々世間体が良くないだろうが、そんなことは友人と健やかな時間を過ごす尊さに比べれば些さ末まつなこと。むしろ罪は自分が被かぶってもいい。

　そこまで考えての冬真の言葉を察したか、雪奈は数度まばたきし──。

「……ごめんなさい、アレイナさん。猫ちゃんには、とてもとても、会いたいですが……でも、雪奈には、やると決めたお仕事があるので……ずる休みは、できないです」

「あ！　……う、ううん。いいの。ごめんね、忙しいのに……」

「いえ。また今度、お休みの時に……誘ってください。楽しみにしていますので」

「う、うん！　また……今度ね！」

　残念そうに、それでも微笑ほほえみながら雪奈の手をとってみせるアレイナ。

　だが、その笑顔の曇りを冬真は見逃さなかった。

（……かなりの心理的ストレスを抱えているな。うまく抑制しているようだが……）

　アレイナ・スクロヴェーニは優しい……即すなわち、他者への共感能力が非情に高い人物だ。

　それは魔法騎士として優れた資質である。特に光聖クレリツク位階、他者のダメージを修復するにはその痛みに同調し、損傷の詳しい状態を察して適切な術式を使わねばならない。

　だが、その反面──他者の動向に大きく心理を揺さぶられる不安定な面もある。

（親しくなったばかりのセリカ嬢の喪失。その心理負担を埋めるべく友人との接触を図るも拒絶され、また、相手を憎むような短絡的な性格でもない……まずいな）

　彼女のそうした利他的、かつ自罰的な人格は一般的に見て『善い』人間と言える。

　だが責任を自分に求め、ストレスを溜ためこむ性格は、長期的に見れば爆弾を抱えるのと同じことだ。いつ爆発するかわからない、何らかの緩和策を講じる必要がある。

『聞こえているな、黒くろ子こ。今、《名無しネームレス》の秘匿回線でお前に話しかけている』

『っ……とととと!?　どしたんスかセンパイ、いきなり愛の囁ささやきって？　デートのお誘いならお受けしますけど、さすがにユッキーのママになるのは難しいかな～って☆』

　名もなき特殊部隊、《名無し》が扱う秘匿回線。

　手にした端末を介して心と心を直接繋つなぐそれは、魔法騎士学園に張り巡らされた対テロの監視式をもすり抜けて、まったく外部に証跡を見せず会話が可能だ。

『俺は今後、放課後および自由になる時間のほぼすべてを使って《ヘヴンリー・ロウズ》に詰めることになる。上層部の特務指令、雪ゆき奈なの警護は最優先事項だからな』

『パパりん的に考えてもトーゼンっスよね？　言わなくてもわかってるっスよ。ユッキーと遊べないのはちょっち寂しーですけど、まあアレちんとお互い慰め合うっスから』

『……無駄に卑ひ猥わいなイメージを送ってくるのはよせ。意識が乱れる』

　会話と同時に意識に挟みこまれてくるピンク色のイメージを無言で消しつつ言うと。

『あれあれー？　ちょっとは感じるもんがあるんスか、もしかしてロリコンとか!?』

『俺自身は何も感じないが、そちらのリアクションを探るような意識に問題がある。連絡は簡潔に済ませるべきだ。特に秘匿回線を使うような連絡はな。違うか？』

『……違わないっスけど、一番面白くない答えっスねー。ははは……』

　そのどこか枯れたような意識の切れ方に、冬とう真まは彼女のストレスを察した。

『アレイナ嬢だけかと思っていたが、そちらも心理的ダメージが大きいようだな』

『そりゃ、まあ。……普通に、それなりに、仲良かったっスからねー。ついでに言うなら、自分のミスが最悪の事態を招いたと思えば、責任ってヤツ？　感じますよ、やっぱり』

『なら、ミスを挽ばん回かいしろ。過去は取り返せない、だが……未来は、守れるはずだ』

　びくり、と黒子は背筋を伸ばす。

　野良猫が毛を逆立てるような反応を見せながら、真剣な眼まな差ざしが冬真に刺さった。

『どういうことっスか、また何か任務が？　参加させてもらえるんスか……!?』

『任務と言うよりは、要望に近いものだ。今後しばらくアレイナ・スクロヴェーニと行動を共にし、そのメンタルケアを行え。そして、ロンメル先輩に連絡を』

『……了解したっス。内容は？』

『情報支援要請だ。《ヘヴンリー・ロウズ》──統括生徒会長私設騎士団、公式非公式を問わず、あらゆる行動を洗い直せと。また、グラン・マリア自身の個人情報もだ』

「は……!?」

　思わず、といった様子で黒くろ子こは大きく声を上げ。

「え？　どうしたの、黒子ちゃん。いきなり大声出して」

「は……は、は、は、ハックション……っス！　いやあ、鼻がムズムズしちゃってー!!」

「そ、そうなんだ。あの、ティッシュ使う？　はい、ちーん……して？」

「いや自分でできるっスよアレちん。子供じゃないんだから、紙だけ頂きますね」

　アレイナが差し出したちり紙を使うふりをしながら、黒子の慌てた意志が冬とう真まに届く。

『それ意味わかってますか、センパイ!?　《名無しネームレス》の情報網を使うってことは──』

『《ヘヴンリー・ロウズ》に評議会への反逆容疑をかけるのと同じだ。いつも以上に機密保持には注意して行動するよう、ロンメル先輩には伝えてくれ』

　藪やぶを突つついて蛇へびを出す、というならまだマシだ。藪に蛇が存在したことは確かなのだから、不意に襲われるよりは先んじて対処できる分危険度は減る、だがしかし──。

『万が一嫌疑をかけたことが外部に漏れたら、最近の軍部不審に拍車がかかるっスよ……。ウッドマン准将、胃を悪くして顔色泥パックって評判なんスから』

『だが、根拠あってのことだ。放置してもおけん。グラン・マリアという人物に、雪ゆき奈なというカードを預けられるか……もう一度確認したい。これは絶対命令だ』




　人類の希望たる世界最強のＳランクを一人前の魔法騎士に育てあげるのみならず。

　彼女から一時も目を離さずに守り抜き──《大災厄ブラストダウン》を回避せよ！




　今期、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいから冬真に託された命令を思い返し、冬真は言う。

『評議会の特務命令を根拠としろ。ありとあらゆる情報を探れ。過去に苦しみ続けるより、未来を救うため行動しろ。できるな、黒黒黒くろみつ黒子。お前が《名無し》の一員なら』

『……了解しました。白しろ銀がね冬真上級曹長殿』

　最後の部分のみは、いつものおふざけを一切無くし、完全な軍人のそれにして。

　黒子は意志を伝え、何事もなかったかのように冬真から距離をとっていく。

「それじゃあアレちん、猫ちゃんはウチに紹介してくれるっスか？　帰りにマタタビとかキャットフードとか、なんでもいいからおみやげ買っていきますよー！」

「う、うん。……いいよ。ありがとうね、黒子ちゃん！」

　どこかほっとした様子のアレイナと黒子がその場を立ち去る。すると、その間隙を埋めるように、雪奈の小さな指が冬真の服、その裾をちょこんと軽くつまんだ。

「……寂しいか、雪奈？」

「いえ。そんなこと……ない、です。だって……」

　見え見えの強がり。そんな仕草がとても子供っぽく映ることも知らず。

「雪ゆき奈なは、オトナ……なんです、から。寂しくなんか……ない、ですよ……？」

　愛いとしい娘が辛かろうじて保たもった威厳を、冬とう真まはあえて尊重し口をつぐんだ。

　白しろ銀がね雪奈と冬真。父娘おやこの新しい学園生活は、こうして始まる。
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　居住ブロックの密集する住宅街、日が射さす表通りから少し外れた薄暗い路地裏。

　放課後、日照設定『夕方』となった最深区画ロータス・ボトム。

　誰にも知られずひっそりと存在する、ホラー映画の舞台じみた静寂の空間。

　そこに、唯一存在する『音』は。

「ふにゃあ～」

「ふおおおおお、何スか何スか、ゲロヤバ可愛かわいすぎないっスかこの子!?」

「でしょ!?　顔をこすこすしてるのがまた最高で……！」

　脳をとろかすような愛玩動物の鳴き声と、興奮する二人の少女の嬌きよう声せい。

　黒黒黒くろみつ黒くろ子こと、アレイナ・スクロヴェーニだ。

　二人は制服のスカートが汚れるのも気にならないとばかりに路地裏の地面に膝をつき、ダンボールで急造された屋根の下、戯れる毛玉のような親子猫を愛めでていた。

「この子がウワサの《運命の赤い糸》っスか？」

「う、運命って……そんな大それた話じゃないよ。雪奈ちゃんとお父さん……冬真さんに出会うきっかけだっただけで」

「迫るダイハチの悪漢たち──服を剥むかれ、今まさに純潔を散らされようとしていた少女の前に颯さつ爽そうと現れるイケメンパパ。……いやぁ～、恋のはじまりはいつも突然!!」

「ち、違うってば」

　ニヤニヤ顔でからかう黒子の胸を攻撃力の低い拳こぶしでポカポカ殴りながら反論する。

　放課後のそんな一場面は、花の女子学生ならではの微笑ほほえましいものだが──

「それに……今は、そんな気持ちになれないよ」

　──それはまやかしだと、彼女たちはもう知っている。どれだけ普段と変わらぬ日常を演じようとしても、前を向かなければと言い聞かせても、土台無理な話で。

「セリっちのこと、っスよね。やっぱ」

「わたしね、自分はどうしたらいいんだろうって、ずっと考えてたんだ」

「従軍するのが怖くなったとか？」

「ううん。──あ、えと、もちろん怖いよ？　あの日から、何度も夢に見るもん。セリカちゃんじゃなくて、わたしがああなっちゃう夢。苦しくて、つらくて……助けてって言っても、誰も来てくれないの」
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　胸の前で祈るように組み合わせた手が、震えてしまう。

　それは抗あらがえぬ恐怖の顕あらわれ。

　もちろんアレイナが特別臆病というわけではない。人間の、それも親しい人間の死を目の当たりにした年頃の少女が平常な精神を保たもてたとしたら、その方が異常だろう。

　しかしそれでも彼女は懸命に言葉を紡ぐ。

「怖い。怖いけど……雪ゆき奈なちゃんは《ヘヴンリー・ロウズ》に入って、人類に貢献しようとしてる。二度と悲しい想おもいをする人が出ちゃ駄目だって、頑張ってる」

「それは、選ばれた人間の仕事っスよ。比類なき力を持つ、Ｓランクの」

「わかってる。わかってるの。でもね──」

　アレイナはきょろきょろと辺りを見回した。

　その視線の動きにつられて、猫たちも親子そろって目を動かす。

　薄暗い路地裏に人の気配は当然なく、それを確かめたアレイナはそっと鼻の前で内緒のポーズを取りながらささやいた。

「──わたしにも、できること……あるかもって。最近、わかったの」

「成長しつつあるそのおっぱいでウチを癒いやすことっスか？」

「ち、違うよ……。あ、あのね、その……ビックリしないで聞いてね？」

「もったいぶらなくても大丈夫っスよ。アレちん驚かせるのは簡単だけど、その逆は逆に難易度高いっていうか──」




「死んだ人を生き返らせる方法が、あるかもしれないんだ。セリカちゃんと……もう一度、会えるかもしれない方法が」




「──はあ!?」

　声が出た。

　黒くろ子この表情から余裕が消し飛び、彼女はがしりとアレイナの華きや奢しやな肩をつかむ。

「まさか凶魔ネクロの禁きん呪じゆ詠えい唱しよう術じゆつ式しき──死体操作系の外げ法ほうに手を染める気じゃないっスよね!?　いくらダチでもそれだけは看過できねーっス!!」

「ちちち、違うよ。そのやり方だと、ただ遺体を操るだけで、生き返らせたとは言わないよ」

「他に何があるって言うんスか。失われた魂の復元方法は判明してない──あの先輩が、断言したんスよ？」

　白しろ銀がね冬とう真まは表向きＤランクの凡人だが、魔法式に関する知識と技量は超一流だ。

　あらゆる魔法理論について既知だろうし、己のアレンジで新しい便利な魔法さえ容易に創り出してしまえる。

　唯一可能性があるとすれば黒子が危惧した凶魔の魔法だが……それはただ歩く屍しかばねを産むだけの空虚な技であり、死者を冒ぼう涜とくする所業だとして十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいにより禁止とされた悪魔の禁呪だ。

「もちろん、いますぐやれるわけじゃないよ。でも、わたしの家──スクロヴェーニ聖堂の図書館サーバーにアクセスしていろいろ資料を探したら……見つけちゃったの」

「見つけたって、何をっスか？」

「たぶん、お父さんの研究データ。人を助けるために開発してる新しい魔法式の、種」

　アレイナがこっそり見せた携帯端末。スクロヴェーニ家の家族しか知らないパスワードでログインした画面。両親の身に何かあった時のために、研究を引き継げるように教えられたものだ。だけど普段は勝手に見てはいけないよと言いつけられてきた。

　父親は両親の言うことをしっかり聞く『いい子』であるアレイナを疑わず、彼女自身の生体認証をすればいつでもアクセスできる状態にしておいたのだろう。

　──ごめんなさい、悪い子になっちゃって。でも、どうしてもやりたいことがあるの。

　そんな懺ざん悔げを胸に秘めながら、アレイナは。

「まだ理論は完成してないけど……わたし、可能性を感じるの。どう、かな？」

「えーっと、いろいろ書いてありますけどつまり……錬れん素そに刻まれた地球そのものの記憶──その中から、死者本人の記憶を抽出し、綺き麗れいな状態を保たもった遺体に循環させる。術者の錬素と魔法干渉で、死者の身体からだに強制的に錬核武装を展開させるイメージってことっスかね？」

「うん。でも、ざっと読んだだけで理解できちゃうんだ。すごいなぁ」

　感動して潤んだ目を向けるアレイナに、まあ要約するのは得意っスからと鼻の下をこすりながら答えて黒くろ子こは続ける。

「錬核武装、錬素に刻まれた人の記憶、それこそが『魂』の正体だ……って仮説に基づいた理論スか。たしかに面白いっスけど、どう見てもまだ穴ありまくりってーか……」

「いいの。穴だらけでも。わたし、今ね、生体魔法や医療魔法をたくさん勉強してるんだ。学校の授業だけじゃなくて、自分でも。図書館データベースを使って」

「アレちん……でも、それは──」

　前人未到。歴代の魔法騎士が誰も到達できなかった魔法式。

　それを完成させるには、文字通り血のにじむ努力と荊いばらが敷き詰められた苦難の道を往ゆくことになるだろう。

「……もちろん、わかってるよ。一筋縄じゃいかないって。でもわたし、セリカちゃんのことを諦められない。……黒子ちゃんも、そうでしょ？」

「失敗を取り返せるなら、そりゃあね。──このこと、センパイや雪ゆき奈なちゃんは？」

「い、言ってない……あのっ、ふ、二人には……内緒にしてくれないかな……」

　細く消えゆく声に黒子は首をかしげる。

「なんでっスか？　理論の完成に力を貸してくれると思うんスけど」

「二人とも今は忙しい時期だし、それに……」

　少し言いよどんで、けれど勇気を振りしぼってアレイナは続ける。

「……恥ずかしいから。もし失敗して、無駄な努力になっちゃったら……」

「…………」

　恥ずかしい、と言葉にしてしまえば陳腐で幼稚な感情に聞こえるかもしれない。

　だがその奥に潜むのは、切実な──

　持たざる者だけが、弱者だけが持つ感情が潜んでいる。

　強い人達たちとは対等になれない自分。ただでさえ胸を絞めつけられるような劣等感があるのだ。たった一度の失敗でもすればたちまち彼らと肩を並べる権利を失うのではと考えても無理はない。──その感情を、黒子は知っている。

　偉大なる先輩達、《名無しネームレス》の末席にあり彼らの背中を見る彼女だからこそ。

「オッケ。マブダチ同士の約束っスよ？　何か困ったら、ウチが手伝ってあげますから」

　ないしょ、のポーズで指を立て、にひひと笑ってみせた。

　ぱあっ、と、アレイナに笑顔の花が咲く。

「ありがとう！　黒くろ子こちゃんって、すっごく優しいんだね！　……えへへっ」

「わわっ、暑いっスよ！　あんまりくっつかれると猫が嫉妬するってーの！」

　ぎゅー、と抱きしめるアレイナの身体からだを、まんざらでもなさそうな顔で押し返しながら。

（任務はアレちんのメンタルケア──命令違反じゃ、ないっスよね？）

　心の中でひっそりと、黒子は、ここにはいない冬とう真まに言い訳をした。





●メイド騎士団長ＶＳ最強執事




「では、行ってきます……です。お父様」

「ああ、行っておいで。終わったら、夕飯は雪ゆき奈なの好きなものを作ってあげよう」

「じゃあ──ん。……贅ぜい沢たくは、言わないです。雪奈はもう、大人、ですから。……では」

　口にしかけた甘えを飲み込むと、雪奈は小走りに自動ドアをくぐり抜け、立ち去っていく。

　その背中を寂しげに見送るのは、もちろん白しろ銀がね冬真である。

　統括生徒会管理ビルの前。強化ガラスの自動ドアの向こうには、統括生徒会役員および精鋭の《ヘヴンリー・ロウズ》が使う正面ロビーの煌きらびやかな装飾。そこからすっと横に視線を滑らせると、どこか無機質で事務的な裏口に続くスロープが窺うかがえる。

「裏方のための入口、か」

　当然といえば当然のシステムだ。

　建物の出入りを自由にすればするほど、招かれざる客に入り込まれるリスクは高まる。

　ほとんどの住民がＩＤで管理されているとはいえ、思想までは管理できない。

　十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいは、魔法騎士候補生である学生達たちと、彼らの往ゆく先である軍の人間達に対しては厳重な思想統制を徹底している。

　人類に月桂樹ローリエの祝福を──その合言葉とともに、地上奪還の共通の夢を抱かせることによって。

　だが、文民は違う。価値観は千差万別。各々が各々の生活環境の中で形成される、自然発生的な思想を彼らは抱くのだ。

　それはかつて魔法騎士学園にいた者であっても同じ。長く戦線を離れ市井に交われば、インクがにじむように周囲の人間と同じ価値観に染まってしまう。

　ゆえに。

（文民、特に、大人は危険だ。どんな思想に染まっているか、知れたものじゃない）

　統括生徒会は非戦闘要員として役員の父兄をはじめ大勢の文民を雇っている。もし彼らが最深区画ロータス・ボトムにおいて警備上重要な機密を握る《ヘヴンリー・ロウズ》の活動拠点を容易に歩き回れるとしたら──

（テロを起こしてくれと、頭を下げているも同じ）

　だからこその、この厳重な入場規制。

　入口、廊下、オフィスフロア──建物内ありとあらゆる場所の立ち入り可能なエリアが、《ヘヴンリー・ロウズ》と非戦闘要員とでくっきり分かたれた、小さなディストピア。

（危険思想を警戒、か。……面白い冗談だ）

　グラン・マリア。冬とう真まから見れば、彼女こそが本物の危険人物なのだが──

「立ち尽くして、どうされたのですか？」

「ん。……ああ、君か」

　突然、背後からかけられた声。

　振り向いた先にあったのは、《ヘヴンリー・ロウズ》の元二席──天てん上じよう院いん春はる斗との紳士的な微笑ほほえみだった。

「お久しぶりです、白しろ銀がねさん。──娘さんのこと、考えてくださり感謝の極みです」

「俺じゃない。雪ゆき奈な自身の意志だ」

　言ってから、ふと気づいて春斗の目を見て訊たずねる。

「君は、よかったのか？」

「……と、言いますと？」

「雪奈の入団と同時に降格したと聞いた。ナンバー２の立場は、惜しいだろうに」

　人間として当然の心理である。

　そう思っての冬真の言葉を、しかし春斗はいつもと変わらぬ爽やかな笑みで首を振る。

「とんでもない。地位など些さ末まつなことです」

「人は承認を求める生き物だ。足場を失えば、不安になるのが人情だと思うが」

「あなたは《ヘヴンリー・ロウズ》を勘違いされている。──我々は、グラン・マリア様の騎士。グラン・マリア様の抱く理想に共感し、グラン・マリア様の信じる平和を信奉し、グラン・マリア様が描く人類勝利の未来を夢想する……ただ、それだけ。その下で何番手だろうと、侍はべる事実に変わりはないのですから」

「旧時代では似た政治体制を、独裁、と呼んだそうだが。まさにそれだな」

「ははは、人聞きの悪い。あのお方ほど人を愛している人は、そうおられませんよ」

「真の聖女だ、とでも？」

「ええ。──僕達たち全員の希望の御旗。それが、グラン・マリア様なのです」

（即答、そして、僕達……か）

　つまりこれは春はる斗と個人の意見ではなく──。

　統括生徒会、《ヘヴンリー・ロウズ》……ひいては、最深区画ロータス・ボトムの学生達のほぼ総意だということだろう。

　この天てん上じよう院いん春斗とて最上級の血を引くと言ってもいい、学園最強の一角。

　強き者の意志に流されることなく、我が道を往ゆくだけの力も胆力も持ち合わせているはずだ、と、いうのに──

（一切の疑問を抱かず、信じ切っている。グラン・マリアに付き従う自分に、何の疑問も持ち合わせていない）

　ある意味では冬とう真まと同じかもしれない。

　力を持ちながらも、人類再生機構《凰おう花か》に、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいに従う名無しネームレスの男もまた、同じ穴の狢むじなかもしれない。

　しかし、違う。

　春斗は致命的に間違っている。

　冬真が信奉するのは、人類全体を支え生き延びさせるシステムであり、社会そのもの。

　だが目の前の爽やかな白騎士は、グラン・マリアという個人を崇拝してしまっている。

　たとえ彼女にどんな大義があろうとも、そんな偏った正義は承認できない──。

　──そんな不信を顔には出さず、冬真は父親らしい温厚な笑顔で応じる。

「では、雪ゆき奈なに悪感情はないと、信じてもいいんだね？」

「もちろんです。同じ主に剣を捧ささげると誓った騎士同士、互いに背中を預け合うべき仲間ですから」

「……それを聞いて、安心したよ」

　冬真は胸に手を当て、ホッとしたような表情を作ってみせた。

　そして、すっと右手を差し出すと。

「娘はまだ未熟だ。どうか、面倒を見てやってほしい」

「ええ。……困っていたら、きっと手助けしましょう」

　真っ白な歯を覗のぞかせ、童話の王子様めいた笑顔で冬真の手を取る春斗。

　こちらはお姫様か何かかと内心苦笑しながらも、固く握手を交わしつつ、冬真はひそかに思考する。

（元ナンバー２でさえ、これか。やはり──）




　──『裏』は、すべて聖女の腹の中……といったところか。





　　　　†






「人類再生機構における蛋たん白ぱく資源供給は、菌類由来の合成食がうち７割を占めている」

　黒地に金をあしらった改造軍服。

　袖そでを通さず肩にかけたそれをたなびかせ、壇上のメイドが言い放つ。

「残る２割は家畜の細胞を治癒式培養したものであり、いわゆる『天然』と称する食材はほぼすべてこれに該当する。されど残り１割こそ、Ｓランク騎士の食卓に載せるべき真の食材。貴殿らの口には生涯入らぬ、選ばれし者のみの特別栄養食である!!」

　頭には鋼鉄のホワイトブリム。

　一分の隙もなく着込んだエプロンドレスの上に改造軍服を羽織った人物は、統括生徒会本部ビル付属大食堂に集った『支援要員』を威圧するように言い放つ。

「当然、その調理においては細心の注意を必要とする。自然のままに育てられた家畜一頭、魚一匹の育成コストは貴殿らが想像する最も高い金額の、およそ数倍だからな！」

　……パシッ、パシッ!!

　威圧するように、手にした強化プラスチックの棒鞭むちが唸うなる。

　軍警察が暴徒鎮圧用に導入したもので、柔軟かつ強きよう靭じん。先端部をよくしならせて打てば、肉が爆はぜるほどの衝撃と苦痛を与える、残忍かつサディスティックな武器だ。

「今回用意したのは、過酷な環境でも生存でき、育成コストが安く大きく成長する優秀な遺伝子改良種──アメリカオオナマズの成魚だ。無駄なくこれを捌さばける者はいるか!?」

　ざわっ……と、居並ぶメイドたちが潮騒しおさいのようにざわめく。

（最初に無理難題を投げかけ、上位者を決定する──いわゆるマウンティングか）

　そうした人々の最前列に並びながら、執事服姿の冬とう真まは軍服メイドを観察する。

　列席している『支援要員』の多くは現グラン・マリア体制に仕えて長い者ばかりだ。

　研修の名目で、彼らの頭越しにトップに立った冬真を叩たたくつもりだろう。

「どうした？　……ン？　誰もいないのか、情けない!!」

　派手なヒールで床を踏み、軍人メイドは裂れつ帛ぱくの気合をこめる。

　バレリーナのように背が高く、ダンサーのようにしなやかな女だ。怒りをあらわにした顔は迫力があり、大勢の見習い娘たちが涙目になる。

「そ、そんな……!!」

「生のお魚なんて、はじめてで……あの、どうしたらいいのかすら……！」

　圧に負け、最前列に立つ数人がおずおずと声をあげた。

　メイドのすぐ傍そばに用意されているのは、黒くぬらぬらとした大ナマズ。まだ息があるらしく、ステンレスの調理台でびちびちと跳ねるソレは、彼女たちには異物でしかない。

（当然と言えば当然だな。……生き物を殺す経験など、めったにない）

　各家庭の管理ＡＩによって『生産』される植物以外、生命に触れる機会はほぼないのだ。

　知識として肉や魚が動物の一部と理解していても、それを解体し食用にできるまで加工するような知識など、ロストテクノロジーと化して久しい。

　たとえ専属の支援要員として長く雇われた者であってもそれは同じで、ベテランらしきメイド達たちも困惑の色を隠せぬまま、困ったようにナマズを見つめて動けずにいた。

「情けない限りだ。貴殿らのような軟弱なブタが、グラン・マリア様の銃後を担うとはな。まあ、無理もあるまい。無知無能は罪ではない、特に……！」

　鋼鉄のホワイトブリムの下で切れ長の瞳ひとみがギラリと刃やいばのように光り、

「娘を利用し、筆頭の座を得たような慮外者になど期待できるはずもない。登校出陣式で数多あまたの先達をさしおいて頂点に立つような横紙破りをしながら、恥ずかしいことだな？」

「……失礼いたします、教官殿」

　靴音をたてて一歩前へ踏み出す。ざわっ、と周囲がざわめき、見習いたちが退いた。

　自然にできた半円状の人垣。その中心に立つ黒い執事服の男に、壇上の軍人メイドはヒールの頂から蔑むような眼めで見下ろしてくる。

「それは、自分に対する非難と受け取ってよろしいのでしょうか？」

「ふん。それは貴殿に後ろめたいところがあるからであろうよ、筆頭執事殿」

　敵意に満ちた視線を受け止め、冬とう真まは澄んだ水面のように平然と返す。

「私は娘をこちらに預けるにあたり、最も間近で見守ることができる地位を望んだまで。筆頭執事という地位を自ら望んだ覚えはなく、不当人事には当たらないかと」

「それよ。人類の未来を担うグラン・マリアに、望みを言うことが傲慢なのだ。かの方はあまりにお優しく慈悲深いが故に、貴様のごとき者のわがままさえ叶かなえてしまわれる」

　ああ、とシェイクスピア劇の登場人物のように、嘆きに満ちたため息をこぼし──。

「──何よりも嘆かわしいのは、そんな貴殿が我が君、我が主たるグラン・マリアのお傍に侍はべり、身の回りのお世話すら任されるやも知れぬということだ！」

「それは、執事ですから一般的な業務かと思いますが。何が問題なのですか？」

「問題しかない！　本来ならおはようからおやすみまで、人類選よりすぐりの美少女たちをこの私のみがお世話するべき乙女の楽園に、男がっ……！　害虫がっ……！」

（……それが本音か。情報通りの人物らしいな、ソーニャ・サガレヴィッチ）

　調査依頼から半日もせぬうちに、冬真の端末にはロンメルからの第一報が届いていた。

　公になっている情報と、事前に収集してあった既知のものをまとめただけのレポート。

　だが要点は十分にまとまっており、軽く流し見ただけで《ヘヴンリー・ロウズ》に所属するまでの簡単なプロフィールは把握できた。

（スラヴ系、白はく麗れい種しゆの中でも少数派。旧ソ連、ロシア系の特殊な生活文化を残しており、非常に閉鎖的なコミュニティの中で生まれたＳランク騎士……）

　人類再生機構に所属する各民族の代表者会議が、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいである。

　評議員こそ選出しているものの、スラヴ系白麗種は過去の大戦の敗北責任をめぐり未いまだ内部で争っており、その立場は『どうでもいい野党の小勢力』に甘んじている。

（政局に影響を及ぼすでもなく、経済活動で優遇されるわけでもない弱小貧困勢力。だが、それだけにＳランク騎士たる彼女にかかる期待は大きい、はずだが……）

　事実、開示されているソーニャの能力値は非常に高い。

　雪ゆき奈なには及ばずとも、戦死したセリカは超える。貧困から成り上がり、グラン・マリアの腹心にして将来を担う幕僚のひとりにまで達した、『凍土のシンデレラ』が──

「……いいか、貴様!!　メイドたる者、ご奉仕の心を心臓に刻め。たとえ貴様の娘がこうぷりぷりちゅぱちゅぱしたい感じの超ナイスな美少女だったとしても、心を殺して平静に。常に平等、分け隔てなく、すべての方々にご奉仕せねばならんのだ。わかるか!!」

　──どうしてこうなったのだろう？　と冬とう真まは心底疑問に思う。

（記録によれば入学時は言動に目立つ点もなく、普通だったはずだが……）

　しかし、Ｓランクとして首席の座をグラン・マリアと争い、敗北。

　彼女と和解、《ヘヴンリー・ロウズ》に所属して以後、言動が支離滅裂になる。

　能力は間違いなく優秀だ。最深区画ロータス・ボトム内の軍警察を統括する『黒こく蓮れん』の騎士団長として、グラン・マリアの腹心のひとりとして実績を挙げ、学業をこなしつつ支援任務にも興味を持ち、自らメイド服を着て同僚たる騎士たちに『ご奉仕』するようになったという。

（……おかしい。途中からどうしようもなく逸脱している。何があったんだ……？）

　端末で観みた永遠の氷の如ごとき美び貌ぼうが、フリックした瞬間ハアハアと頬ほおを赤らめて、主君の使用済みシーツに頬ほお擦ずりしている変なメイドに替わったのを見て、冬真は心底思った。

（もし雪奈がこうなったら、親としてどうすればいいのか……）

　一応、ロンメルからの報告に原因とおぼしきものは追記されている、のだが。

『……真正ホンモノだ、ありゃあ』

　熟女好きと少女好き。

　ある意味対極に位置する存在だけに理解できるのか、考えたくもないが──。

　Ｓランク魔法騎士、光聖クレリツク位階のメイド騎士団長ソーニャ・サガレヴィッチは、その身も心もグラン・マリアに心酔し、性的な意味でも愛しているにちがいなかった。

（その原因も一応探っておいたほうがよさそうだな……。ありえないとは思うが、雪奈が影響されたりしたら問題だ。性の多様性は尊重するべきだとはいえ、あの言動は……）

　そこまで思考を巡らせるのにおよそ二秒。しかしその沈黙は、魔法騎士には長すぎた。

「おい、何を考えている。よそ見をするな！　馬ば鹿かにしているのか、貴様!!」

「いいえ、そのような意図はありません。大変失礼いたしました」

　激しい叱責に敬礼で返すと、「ほほう？」と意地悪げに軍人メイドはほくそ笑む。

「フン、従軍経験もないわりにいい受け答えだ。こんな小娘にまで敬語を使い、おもねることに何の痛つう痒ようも感じていないと見える。プライドのない大人は、気にくわんな」

「年齢、性別に関係なく、先任の方には敬意を払います。それを恥とは思いません」

「優等生的な答えだな。……ともあれ筆頭執事たる者、新任の者の中で抜きんでなければ話にならん。たとえグラン・マリア様の御ご推すい挙きよであろうともな！」

　……バシッ!!

　銀色に光る調理台を強く棒鞭むちで打ち、苛烈な音を立ててソーニャは言う。

「貴殿が、筆頭執事たる身分にふさわしいかテストさせてもらおうか。今後貴殿の部下となるメイド達たちの前で、その威厳を示すがいい。当然ながら……」

「失敗した場合は、筆頭の座から降格すると？」

「私にそこまでの人事権はない。が、不適格として報告を上げることになるだろうな」

　なるほど、と冬とう真まは思う。

（つまり、雪ゆき奈なから俺を引き離すための作戦か）

　恐らくグラン・マリア本人は何もしていない。

　プライベートな席で冬真への疑念を軽く一言漏らすだけで十分だ。

（囁ささやきひとつで、この忠義あふれるメイド騎士は動くだろう。──が、そうはいかん）

《ヘヴンリー・ロウズ》の足掛かりを失えば、雪奈がここで孤立することになる。

　潜入工作としては、過剰な行動は悪手だが……。

「テスト、謹んでお受けしましょう。何なりとお申し付けください、サガレヴィッチ卿きよう」

「素直だな。よかろう、ではひとつめの試験だが──この魚を捌さばき、料理を作ってみよ」

　調理台で未いまだにのたうつナマズを指すソーニャ。

「メニューの指定はしない。ただし、私は味にはうるさいぞ？　グラン・マリア様に献上できるレベルでないと判断したなら、容赦なく再学習を命じる！」

　あまりの無理難題に、遠巻きに成り行きを見守るメイド達が口々につぶやく。

「これはひどい……。実質、新人潰しではありませんか？」

「生の魚をさばくなんて、そんな技術がある方などまずいませんわ……！」

「生き物を……その、殺して、内臓や部位ごとに解体するなんて。恐ろしい……。家宰バトラーの自動調理にお任せすることすらできないだなんて、拷問のようです！」

　そんな控えめな非難を、ソーニャはフンと突っぱねる。

「これしきの課題、前線で戦う騎士たちの苦難に比べれば容易たやすいものだ。むしろこの身を削って人類に奉仕する我々は、明日の食事さえいつできなくなるか知れぬ身ぞ！」

「………！」

　非難の空気は、そのひとことで一変した。

　単純に冬とう真まへの同情を示していたメイドはその浅慮を恥じ、顔を赤らめて身を縮める。それほどまでに、Ｓランク魔法騎士にかける人々の期待は大きいのだ。

　──死ねと言われれば、即座に首をカッ切るほどの。

　覚悟ある者ばかりが集う、それが冬真が知る支援者たちだ。

「我々騎士にとって、日々の食事とはそれほど大切なものなのだ。筆頭執事となるからには当然、そうした料理の価値をわきまえていて当然。できぬとあらば……！」

「……この命を以もつて、詫わびましょう」

「なっ!?」

　あっさりと口にした冬真に、ソーニャの美しい眼めが見開かれる。

　蒼あおい瞳ひとみが丸くなり、人垣を抜けて壇上に登った男が、白手袋を脱いだ素手を軽く洗い、流し台で跳ねるナマズを顔色ひとつ変えずに掴つかみ、刃やいばを滑らせるのを見て──。

「──なっ、一刀で……!?」

「骨には関節部に隙があります。このアメリカオオナマズは非常に背骨が固い魚ですが、刃先の感触で脊椎の節目をさぐり、そこに包丁を入れれば断つのは容易い」

　スッ……。

　派手な音など立てず、合成樹脂のまな板に刃が触れた。

　青年の腕よりなお太いオオナマズの首がぬるりと斬れ、胴と離れた頭がぱくぱくと口を蠢うごめかせる。流れる血の色、鉄臭さと生臭さに新人メイドたちが悲鳴を上げる、が……！

「多少心配していましたが──あなたはフェアな人だ、サガレヴィッチ卿きよう」

「……何だと？」

「ナマズなどの淡水魚、特に泥ごと餌を呑のみこむ種類の魚はどうしても肉が泥臭い。が、清潔な水でしばらく飼育すれば泥臭さが抜けて風味がよくなる」

　そうした泥抜きをせず、これを料理しろと魚を出せば、どんなに知恵を振り絞り、技巧を凝らしてもまともな料理にはならないが──

「──この魚は泥抜きがされ、しかも丹念に洗ってある。……これは、フェアな勝負だ」

「と……当然だ。貴重な命をいただくというのに、そんな下策を使えるものか！」

「はい。故に、あなたはフェアな人だと申し上げました。あなたに認めて頂くため──少々、本気を出させて頂きます。幸い、普段は使えない食材も多くありますので」

　言葉を交わしながらも、冬真の手は止まらない。

　ゾリッ……！　生々しい音をたてながら背骨に沿って包丁が動き、分厚い身をさばく。

　三枚に切り分けた肉から泥臭さの原因となる皮を剥はぎ、白い肉質をあらわにする。刃やいばが滑るほど脂をまとい、そのジューシーな身は塩を振って焼くだけでも美う味まい。

「貴様……！　料理の心得があるな!?　それも旧時代の、調理法の……!!」

「十年前は、魔法騎士学校のカリキュラムに調理が含まれていましたから。騎士たる者、自分が口にするものは自分で得るのが鉄則です。近年は重視されない項目ですが」

　そう。食糧事情が大きく改善され、授業項目から調理が削除されたのは《名無しネームレス》発足以後なのだ。

　当然といえば当然。

　現在流通している錬れん素そを含まない、安全な合成食品──その開発と大量生産を可能としたのは、冬とう真まと、とある《名無し》構成員の研究成果によるものなのだから。

　もちろんその事実は公には伏せられ、軍の研究開発機関が発明したことになっているが。

「このアメリカオオナマズは旧時代、同じ学名の魚を遺伝子的に調整して作ったものです。排水からリサイクルされた有機物を食料に、短期間で大きく成長する」

　皮を剥いだ切り身が、戦士の盾のごとく大きい。

　フライパンなどで丸ごと焼けば、中まで火は通るまい。定番は串を打って焼く蒲かば焼やき、だが用意された調味料は基礎的なもので、蒲焼きに使うような甘あま辛からいタレがない。

（作ることもできるが……少し先方の意図から外れるか？）

　あえて用意された『課題』に乗り、冬真は分厚い肉をひと口サイズに切り分ける。

　他に用意された食材は野菜に果物、合成卵、小麦粉、パン粉……。

　恐らくこれを用意したソーニャの意図は、『ナマズのフライ』を作らせることだ。

（ナマズの調理法としては定番中の定番だ。臭みのある脂がフライにすることで抜けて、旨うまみだけが残ったジューシーかつ食べ応えのある一品となる。……しかし）

　それではだめだ。驚きが足りない。

　本当に、心から『美味い』と言わせるためには。

（虚を突く、驚き……サプライズが、必要だ！）

　必要な食材が用意されていることを確認。野菜、果物に酢、醤しよう油ゆなど、いずれも天然の極上品。ショウガに切り身を漬けこむ間、玉ねぎをはじめとする野菜を切ると……。

「フン。ナマズのフライに、サラダでも添えるつもりか？　当然すぎて面白くない献立だ。天然食材に慣れていない者ならともかく、我々魔法騎士は……むっ!?」

「どうかなさいましたか、サガレヴィッチ卿きよう」

「どうか、ではない。何をしている、細かく切った野菜を……？」

「はい。旧時代の和食、日本料理を再現しようかと思いまして。ご経験は？」

　手早く切りそろえた玉ねぎやセロリなどの野菜を袋に入れ、砂糖やしょうゆ、だし汁で作った漬けダレを加えて軽くもみこむ。その間に切り身に粉をまぶし、熱した油へ──。

　シャアアアアアッ………！

「うわぁ……！　お、おいしそう……！」

「あんなにグロテスクなものが、本当に食べ物になりましたわ……！」

「殿方が、あんなに手際よくお料理をつくるなんて。……なんて頼もしいの……素敵！」

　メイド達たちが、うっとりと冬とう真まの手際に見み惚ほれていた。

　一瞬たりとも淀よどまぬ手の動き。次にどう動くかを読み、食材や調味料を先んじて揃そろえる手際は、まさに熟練したプロフェッショナルのそれであった。

「き、貴様……!!」

　狐きつね色いろにカラリと揚がった魚を見て、ソーニャは震えた。

「旧時代の調理法に、なぜそれほど詳しい!?　専門の料理人でもそこまではいかんぞ！」

「……知人に、居住ユニットすら使わず、旧時代の洋館に住んでいる人物がいまして。今はそうでもありませんが、昔はひどく偏食で。口に合うものが手に入らなかったのです」

　学生時代、ヴェルミオーネ家を出たばかりのカチュアがそうだ。

　メイドの手料理に慣れた口に学園の食事は合わず、日に日にやつれていく同居人を見かねて、過去のデータベースを参照していくつか再現した料理の記憶。

（錬れん素その過剰摂取の害を知って以後、カチュアも自分も食べなくなったが）

　青春の味は、この舌と指で覚えている。




「ナマズの南蛮漬け──魚フライの野菜マリネ、柑かん橘きつ風です。ご賞味ください」

「ほう……!?」




　出来上がった料理の美しさと爽やかな香りに、場の人々がどよめいた。

「綺き麗れい……。揚げた白身のお魚に、たれのしみた玉ねぎがルビーのよう……！」

「仕上げに散らした柑橘類……かぼす？　すだち？　よくわからないけれど、その細かく切った皮の緑が、とてもいいアクセントになっているわね。美しいですわ！」

「なるほど。確かに見ためはなかなかだが……肝心なのは、味だ!!」

　訝いぶかしげにソーニャは小鉢にとられた料理を眺め、箸をとる。

　口元に器を寄せ、香りを確かめるように数度息をしてから、野菜と魚を口に運ぶと。

「……これ……!?　え？　なに、なんなの、この味……!?　ふぁあぁぁあああぁぁ!?」

　まず最初に現れたのは、驚き。

　端整な顔を歪ゆがめ、そっと唇くちびるを押さえるしぐさは──十代後半の娘らしい素直なものだ。

「果物の酸味がすごく爽やかで……。魚の油っこさや生臭さがまったくない。この漬けダレがしみこんだ衣ころもをいただくと、じゅわっと美味なる脂が……はあぁ……っ♪」

　次に来るのは、堪能。

　舌で弾はじけた味覚に酔ったように頬ほおを赤らめ、呆ぼう然ぜんと宙を眺める。

「近代にまで継承された調理法のほとんどは、『香り』という要素を軽視しています」

「か……かお、り……？」

「ええ。無理もありません、『香り』とは腹が満たされて初めて求めたくなる、一歩上の贅ぜい沢たくですから。食糧確保が最優先の今の時代では流行りません」

　しかし人間の嗅覚は未いまだ衰えず、旧時代の贅沢は体に刻まれたＤＮＡが覚えている。

（故に、『驚き』を与えるメニューとしてこれを選んだ。嗅覚を刺激する一品を）

　泥臭さと生臭さを工夫して消し、柑かん橘きつ類の果汁と皮を使った漬けダレを活用することで、極上の甘く爽やかな香りと魚フライのボリュームを同時に味わえる料理となる。

「この南蛮漬けという料理は、旧時代においてはごく一般的な家庭料理ですが──揚げた食材を酸味でマリネしてさっぱりと食べる料理は、現在はあまり見られませんね」

「ない……ああ、無い……！　これはっ……！　ワインが、いや、ウォトカが欲しくなる。いや、未成年だが……はわわわわ……。ああ、うん……ふわぁああぁぁあんっ♪」

　至福を一秒でも長く堪能しようとするかのように、彼女は震えながらそれを飲み込む。

　放心したように宙を見上げる顔はうっとりと蕩とろけ、口元は溺れたように濡ぬれていた。

（効こう果か覿てき面めんだな。……魔法騎士なら、誰でもかかるが）

　魔法騎士は錬れん素そに反応する。
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　錬れん素そが豊富に含まれたモノは、問答無用で美う味まく感じるのだ。それは身体構造の問題で、猫にマタタビを与えるような肉体的な反射に近い。だがそれを知らなければ──

（レシピの解説、簡単な説明だけで十分だ。情報たる錬素は励起し、これまで感じたことのない情報が、彼女の舌で炸さく裂れつする。……何ということのない、旧時代の家庭料理が）

　厳格な軍人メイドを溺れさせるほど、強烈な刺激に化けるのだ。

　行為としては旧時代の茶席やアフタヌーン・ティーでもてなすグラン・マリアと同じだ。

　しかし目の前で調理し、そのまま食べる未知の味というインパクトはそれにさえ勝る。

「あ、あの、ソーニャ様。わ、わたくしたちにもひとくち……！」

「もう我慢できませんわ、ひとくちだけでもいいので、くださいませ！」

「はっ!?　……馬ば鹿か者、やらん!!　これはＳランク騎士たる我々だけが食べられる特別食であって、秩序を守るためうかつに供するわけにはいかないわけでだな……！」

　取り分けられた小鉢どころか、料理がたっぷりと残った大皿ごと抱え込むソーニャに、えー!?と周囲から不満げな声が上がる。すると少しは恥ずかしくなったのか、

「……少し、取り乱した。なるほど、大言壮語するだけの実力はあるようだな！」

　取り繕うように言われ、あえて冬とう真まはそれに乗る。

「ここ十年ほど、専業主夫ですので。料理やひと通りの家事は、問題ありません」

「ほ、ほう……。いいだろう、ではその腕前、確かめさせてもらおう。次だ、次！」




　……第二試験、『汚れた部屋を掃除せよ！』




「我が統括生徒会は男所帯でな。上級騎士ならともかく、下級騎士の控室はこの通り、汚れ放題のありさまだ。ふふふ……思った以上にひどい有様だがな」

「……臭っ!?　ソーニャ様、このお部屋、何かが発酵した匂いがいたします！」

「こちらの洗濯物からですわ！　まあ、脱いだ下着が……きゃああっ、変な染みが！」

「おぞましい。……さ、触ることすら嫌になりますわ。思った以上に酷ひどすぎます！」

　汚れきった騎士控室。食事のカスに脱いだ下着、汚れた制服に汗の染み。

　ツンと男臭いスメル漂う中に割って入ったメイド達たちに言いたい放題言われ──。

「……そ、そこまで酷いっスかね……？　俺ら、普通っスよ……？」

「忙しくて……忙しいから、しかたない……しかたないんですよぉ……！」

　部屋の隅にいた下級構成員の騎士ふたりが、恥ずかしげに身を縮める中。

「──いい加減にしなさい」

　きっぱりとした、冬真の声が場の空気をシンと引き締めた。

「本来、掃除などという些さ事じは我々支援者がするべきこと。それを怠けた挙句、最深区画ロータス・ボトムの治安維持と将来の訓練に忙しい騎士の方々を非難するなど、恥ずかしくないのですか？」

「ふん。何をバカげたことを」

　メイド達たちがハッと気づく中、ひとりソーニャだけは勝ち誇るように。

「下位の者に支援など不要。尊敬を勝ち取り、傅かしずかれる立場となりたければ強くあれ！　弱者は誰も愛してなどくれぬ。醜い灰をかぶったままでは、な」

「そうでしょうか？　人の成長の形はそれぞれです。相応の環境でなくば、花を咲かせぬ草もある。強くあれと見守ることと、突き放すことはまったく別の話では？」

「偉そうに、教育者のようなことを言う。では、この者たちにふさわしい環境とやらを、今この場で作ってみせろ。そうだな、二……一時間以内にだ！」

「了解。ですが──」

　白い手袋をギュッ、と強く引き、指先に合わせながら。

「一時間は不要。30分あれば十分です」

「……ほざいたな、専業主夫。やれるものならやってみろ!!」

　端末のストップウォッチが起動し、カウントが開始され……！




　──そして、30分後。




「うおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?　シーツがふかふかっスよおおおお!?」

「いい、香り……。はぁ……安らぐぅ……人をダメにする柔らかさ……！」

「……わずか30分で、50人規模のロッカールームをすべて掃除した上、クッションやマットレスまで叩たたき直してのけた、だと？　……貴様、家事に魔法を応用しているな!?」

「Ｄランク、最低ランクの魔力とはいえ、家事に応用する程度の術式は組めますから」

　悪臭の原因となっている汚れの多くは皮脂、人間から分泌された老廃物である。

　少量の水を弱アルカリ性に転換、酸性の汚れを中和して拭い去ってしまえばいい。

「なお、術式を使用しない場合は少量の重曹で代用が可能です。一部の素材は擦こすることで傷つく恐れがありますが、油汚れやカビ取りなどには非常に有用かと」

「……何だ、そのわけのわからん知恵は。どこから得たと言うのだ!?」

「主夫ですから。当然かと」

　とはいえ、本来30分では床や家具の拭き掃除すらままなるまい。

　それを可能にしたのはすべて術式による補助だ。

　Ｄランク相当にまで出力を落としても、精妙なコントロールさえあれば洗濯物の乾燥を数秒で終え、流体操作で床のワックスを隅々にまで馴な染じませることも難しくない。

「そこまで微細なコントロールを……。低ランク故に小技に特化したということか？」

「いえ、自分の技術など付け焼刃に過ぎません。ただ、よい手本は身近にいましたから」

　術式の精密な制御はロンメルの得意技だ。本当の意味で低出力を技術と構成で補う彼の特殊性を間近で見ていれば、この程度の応用をこなすことは難しくない。

　──前線では、さんざんやってきたことだからな。

　この手の衛生式は銃後より、むしろ前線で必要とされるものだ。特に支援者のいない、下級騎士として偽装配属された部隊では、そうした生活改善は命を分ける。

「厳しい環境に身を置く以上、生活に必要なコストを最小限に抑える努力は必須ですよ。もしよろしければ、簡易な式を後ほどお教えしましょう」

「は、はい！　……ありがとうございます、執事殿！」

「助かります！　ううっ、これでむさくるしいロッカーともお別れかぁ……！　ヌルッとしたテーブルで食事しなくて済むなんて、夢のようっス！」

「ぬぬっ……!!」

　執事服にすがって泣く下級騎士の視線は、もはやお母さんを見る子供である。

　わっ、と見学していたメイドが祝福の拍手を贈る中、隅々まで点検していたソーニャは隙がまったく見み出いだせないのに苛いら立だち、「チッ！」と舌打ちした。

「仕方あるまい、合格だ。しかし、次の試験は簡単には攻略できんと知れ！」

「もう、試験と言う体裁の無理難題になっている気がするのですが」

「気のせいだ!!」




　──それから、およそ五時間後。




「……しつこい奴やつ。ひとつくらい失敗したらどうだ、可愛かわいげのないやつ……ふぉっ！」

「そのつもりです。それで、第七試練もクリアで問題ありませんか？」

「はふぅ……そ、そこだ、もう少し力を入れろ。はうっ……♪　おほっ、肩ぁ……♪」

「こちらですか。どこか、凝っている部分はありますか？」

「あ、右肩……そこそこそこ……はふぅ……ごろごろごろ……はぁ……極楽だな……！」

　第七試練、『疲れた騎士をお出迎えする癒いやしのマッサージ勝負』──冬とう真まの圧勝。

　第二試練でネタが尽きたのか、こじつけのような試練が続いている。

　今回の第七試練に至っては、『戦場から帰った騎士』という設定でベッドに横たわったソーニャと見習いメイド十数人に、整体マッサージの施術などするハメになっていた。

「……これはもう、試験と言うよりただの接待では？　サガレヴィッチ卿きよう」

「うるしゃい。続けろ。メイド二十人切りのゴールデンフィンガーを見せてみよ……！」

「そのような言い方をされますと非常に不本意ではありますが、そういうことでしたら」

「おほぅっ!?　腰が、腰の骨がコキッと……♪　痛っ……気持ちいいぃ……っ♪」

　息を荒らげ、耳まで赤くして恍こう惚こつとして横たわる軍人メイド。

　魔法騎士の誇りなど微み塵じんも残っていないふやけ具合に、冬真は軽く頭痛を覚えた。

（……途中から、明らかに便利屋を見る目になっていたしな）

　支援者、メイドとしての姿はあくまで仮のものだ。

　本来Ｓランク魔法騎士であるソーニャは奉仕を受ける身分であり、主人側の存在である。

　だから多少のわがままは黙って聞いていたのだが……。

「……サガレヴィッチ卿きよう。起きてください。サガ……起きろ!!」

「はっ!?　ね、ねふぇにゃど、おりゃにゅ……くっ、確かに気持ちいいマッサージだった、天国が見えた。しかし、貴様ごときのいやらしい指に私が屈するなどと思うなよ！」

「心底屈していたようにしか見えませんが……。あの、よだれが……」

「やかましい、黙れ！　余計なことを言うんじゃない！　シッシッ!!」

　七度の敗北を目の当たりにし、ずいぶん砕けたメイドの指摘を受けて口元を拭う。

　滴るよだれをしっかりと拭い、ソーニャはずれたホワイトブリムを直しながら──

「……フン。見事だ、白しろ銀がね冬とう真ま。お前の家事能力はまさに絶品、日頃美少女にご奉仕する立場の私だが、正直貴様はひとり自宅に飼っておきたいとさえ思ったぞ」

「それは、褒め言葉と思うべきなのか、単にものぐさなだけなのか、判断に迷いますね」

「褒めているのだと素直に喜べ。さて──冗談はこれまでだ」

　ベッドから起き上がり、メイド服の裾を整えた瞬間、空気が変わった。

「支援者、侍従、メイドに執事。それらは騎士が護まもるべき非戦闘員だ。されど、覚悟なき者には決して勤まらぬ役目でもある。主あるじを見み出いだした侍従の命は己であって己にあらず」

　──主の所モ有ノであるならば。

「我が主はグラン・マリア様。されど汝なんじの主は自身の娘、雪ゆき奈なであるな？」

「そうなります。……ならぬと申されますか、サガレヴィッチ卿」

「いいや？　かまわぬさ。されどその覚悟が本物か、それだけは試させてもらおうか」

　どこか抜けた仕草は鳴りを潜め、瞳ひとみの輝きは刃やいばの如ごとく──。

　そっと彼女はベッドに腰をおろし、どこか艶なまめかしい仕草で靴を脱いだ。

　ハイヒールのブーツからほのかに温ぬくもりを放つ素足が解き放たれるや、バレエの一幕のように高らかと掲げたその裏面に、透き通った錬れん素そが凝ってゆき……！

「──狂おしく踊れ。《童話舞姫グリム・シンデレラ》!!」

　黒と金を基調とした服が、パネルを裏返すように反転してゆく！

　それは錬核武装の発動。成立以後、人心を捉えて離さなかった民間伝承──小間使いの娘が魔法の力でチャンスを掴つかみ、栄光を掴む物語。グリム兄弟が記録した一節を媒介に、栄光を願う人の心が結晶したモノ。野心、欲望、ギラギラと輝く靴が刃と代わる！

　……カカッ!!

　爪つま先さき立だちのように立つその姿は、まさしく舞姫プリマ。

　三日月の刃輝く黄金の靴。無粋な靴底で大地を踏むのではなく、金の刃で斬りつけ空を滑って舞い踊る、優雅なるプリマドンナ。殺さつ戮りくのフィギュアスケーター。




「表に出るがいい、筆頭執事。──最終研修だ」




　芯が通ったようにピンと伸びた体幹、麗しい立ち姿で。

　Ｓランク魔法騎士ソーニャ・サガレヴィッチは艶然と笑み、戦場へと手招きした。





　　　　†






　統括生徒会本部ビル周辺に併設された緑地は、職員の憩いの場として開放されている。

　休憩時間ともなれば談笑の絶えない和やかな場所を、今、軍靴が蹂じゆう躙りんしていた。

　──ギャリィッ!!

　ガラスの靴をコンパスのように使って、宵闇に沈んだ緑地に円が刻まれる。

　汚れなき純白のドレスめいた錬核武装を身にまとい、空間を滑るように切り裂きながらその中心に立った人物は、完璧な爪つま先さき立だちでスッと姿勢を正し、一礼した。

「逃げず騒がず堂々とやってくるとは、大した度胸だな。筆頭執事殿？」

「研修なのでしょう？　ならば、とりたてて騒ぐことでもない。お受けするまでです」

「いい度胸だ。騎士たる者が錬核武装を身にまとう、その意味を知ってのことか？」

「ええ。奇矯な点はありますが、あなたの本質は正当の騎士。武人の招きとあらば」

　あたかも決まりきった芝居の台本を読むような、冬とう真まの落ち着いた言葉遣い。

「奇矯は余計だ。そう、当然。……武を以もつて、筆頭執事たる証あかしを立ててもらおうか！」

　対するソーニャの声には９割の自信、１割の焦りが混じっていた。

『よいですか、ソーニャ。……かの方は文民、私たちが守るべき側の存在です』

　あの日、白しろ銀がね父娘おやことの茶席を片付けるソーニャに、グラン・マリアはそう言った。

『雪ゆき奈なさんの心を安らかに保たもち、学業に専念させてくださればそれで十分。内務を任せたあなたには認めがたいかもしれませんが……戦力は、必要ないのですよ』

『は、ですが……！』

『よいのです。お客だと思い、何かと便宜を図って差し上げなさい。いいですね？』

　慈悲にあふれた言葉を聞き、カップを傾ける主の穏やかな笑顔を観みた時。

（許せん……!!）

　嫉妬の焔ほのおが、ソーニャ・サガレヴィッチの心臓を焼いた。

　軍警察を束ねる『黒こく蓮れん』の団長たる彼女の役目は、影である。

　汚れ仕事、と言い換えてもいい。内部の綱紀を粛しゆく正せいし、寛大なグラン・マリア政権下で油断すればすぐに緩む規律のタガを締める、その強烈なストレスに耐えるには。

（愛さねば、やっていられぬ）

　ぞくりと悪寒が走った。見知らぬ何かが、主の間近に侍はべる特権を侵す予感だ。

　許せるものか。認めるものか。グラン・マリア、側近たる雪ゆき奈な、その傍そばに侍る権利は。

「方々の影に侍る権利は……私のものだ。胡乱うろんな者を近づけるわけにはいかぬ」

「そうでしょうか？　騎士である以上、あなたは戦場でグラン・マリア様を護まもればいい。平時にメイドとして仕えるなど、学業の妨げですらあるはず」

「ならん。……なるほど、私は騎士だ。騎士であり、メイドだ。このふたつの在り方は、決して矛盾などせず両立する──他ならぬ、我が錬核武装によって!!」

　清純なる白きドレス、華やかな夢と希望の結晶をちりばめた美しき武装。

　その本質を、彼女の敵……白しろ銀がね冬とう真まは知らないのだ。

（童話『シンデレラ』は陳腐化し、化石となり果てた逸話や英雄譚たんとは違う。話者を変えて連綿と現代まで語り継がれ、なお生きる現役の『作品コンテンツ』……！）

　今もなお子供たちの夢を、希望を、さまざまな翻案やモチーフとした二次創作によって更新され続け、日に日に出力を増し続ける錬核武装こそ、《童話舞姫グリム・シンデレラ》だ。

（出力の差は圧倒的。普通に考えればただの一撃で勝負はつく。だが……）

　この私闘を挑む前、ソーニャは徹底的に白銀冬真のデータを調べ上げた。

　学生時代までさかのぼって調べたものの、結論は『Ｄランクの平凡な学生』というのみ。

　軍役不適格とされたのも、錬れん素そ総量の低さと病弱ゆえ、ということになっている。

　──が、それは明らかに矛盾する。

　軍警察のルートから入手した戦闘記録、『ダイハチ』の不良学生との交戦内容と。

（確かに、戦闘技術においてこの者には観みるべき点があると見た。また、娘たる白銀雪奈が茶会の席で語ったところによれば、この者は雪奈の師にあたる。つまり……）

　卓越した戦闘技術を持ちながら、それをあえて隠している可能性がある。

　結論、この男、白銀冬真は……油断ならない。

「なるほど。……シンデレラは小間使い、『仕える者』としての適性を持つ」

　警戒するソーニャの前で、執事を称する謎の男は鋭く分析する。

「自ら再現することで同調率を増し、出力を強化……。ただの悪ふざけではないようだ」

　その指摘は正しい。半分ほどはかわいい女の子に触れたい、身も心も捧ささげて尽くしたいと願うソーニャ自身の願望だが、実用的な意味としてはそのとおりだ。

（油断ならぬ。たとえ叱責を受けようとも、化けの皮を剥はいでやるぞ。狸たぬきめ……！）

　ステータスは貧弱、だが何かを隠した男がグラン・マリアの傍に近づきつつあるのだ。

　戦力を隠している、という計算が事実なら、公開されたデータはあてにならない。

　単純に考えれば相手はしょせんＤランク。ステータス差で叩たたき潰つぶすのが定石だ。

（しかし、それではまずい。まずは、この男の手の内を暴く……！）

　ジッと底知れぬ男の眼めを見つめているうち、じとりと少女のおとがいに汗がにじむ。

　背筋に氷を滑らせるような、ぞくぞくとする違和感。圧倒的に格上なのはこちらのはず、なのにまるで自分が、どうしようもなく無謀な挑戦をしているような気さえした。

「来い。突き、蹴り、武器を使おうとも構わん。私に一撃を入れてみろ」

　すくっと、湖畔に立つ鶴のようにソーニャは片腿ももを掲げる。

　一本足の爪つま先さき立だち。それは太古の侍が大上段に刃やいばを構えるのとほぼ同じ。

「私はこの通り、錬核武装をまとう身だ。非戦闘員たる貴様がどれほど強く打ってこようと傷ひとつ負うことはない。女子供と侮り拳こぶしが鈍るような軟弱者であれば……！」

　そして無謀なる騎士は、鶴の構えでほくそ笑む。

「二度と我が統括生徒会本部ビルの敷居は跨またげぬと思え。なるほど飯は美う味まい、掃除もできる、マッサージも上々。だが……戦場に、太鼓持ちの入る隙はない！」

「……承りました。これ以上の拒絶は、むしろ非礼というものでしょう」

　きゃあっ……！　成り行きを見守っていた、新人メイドたちの歓声が上がる。

　バサリと音をたてて、冬とう真まが羽織っていた上着を高く投げ捨てたのだ。現れたシャツの袖そでをまくり、意外なほどたくましい拳を固め、格闘の構えをみせる男に……！

（──かかったな。愚か者め）

　表情は微み塵じんも動かさず、ソーニャは高く足を掲げたまま、己が勝利を確信した。

　錬核武装、《童話舞姫グリム・シンデレラ》の本質は防衛にある。それも単なる守りではなく、攻勢の防御。逸話における灰かぶりの姫は継母と娘たちの迫害を受け……それを痛快に跳ね返す！

　童話『シンデレラ』は話者によってその側面を大きく変える。

　一般的な、夢あふれる少女の愛と希望の物語。

　そして彼女がまとう物語、それを語るはグリム兄弟。美しい夢として改変される以前の、最も残酷で、最も凄惨な復ふく讐しゆう劇としての側面を描いた『作品コンテンツ』！

（さあ、打て。蹴れ。刺せ、突け。私をいたぶり、傷つけ、苦しめるがいい……!!）

　吐息に熱いものが混じる。興奮に身が火照る。

　傷つけば傷つくほど、復讐の焔ほのおは燃えたぎる。受けたダメージを倍加して相手に返す。

（──固有絶技ロイヤルアーツ、解放。《報復舞踏リベンジプリマ》……!!）

　防御と回復に優れ、軍医として知られる光聖クレリツク位階。

　されど癒いやす技を知る者は、壊し技にも熟達する。自分の傷を即治療する自動再生式と、ダメージを受けるという『因果』をトリガーに発動する絶対反撃の多重詠唱術式。

　──攻撃を受けた瞬間身を沈め、靴底に仕込んだ黄金の刃で足を薙なぐ。

　狙うは爪先、足の指。末端に集中した威力は結界式をも貫通し、足を指ごと切り離す。

　それを発端に始まる連撃で全身を浅く斬り、ズタズタに引き裂いたしめくくりには。

（その眼、頂く……！）

　眼めを蹴り潰して止とどめを刺す、必殺連撃。なに、殺しはしない。

　後遺症も残さない。すぐ治療してやれば傷跡すら残るまい。ただ、恐怖をのぞいて──。

（二度と私に、グラン・マリアに逆らえぬよう……。鞭むちをくれてやるぞ、筆頭執事殿！）

　謎の男に対する、それは『躾しつけ』とでも言うべき戦術だ。

「なるほど……。これは、難しい」

　数学の難問を見せられた学生のように、冬とう真まは拳こぶしを構えたまま眉まゆをひそめた。

「１００ＧＢギガバイト級の高速多重詠唱。Ｓランク魔法騎士にしても高い水準の演算力で、特定の条件を満たすと即発動する伏せ札型に特化。防御式を攻撃的に運用する発想ですか」

「ほう。……他者の術式を、そこまで読むか。詠唱を口に出してすらいないのに」

　真剣な驚きと共に、ソーニャは言った。手がかりなき無言の詠唱を読むには、演算と共に構成されていく錬れん素そから完成形を読み取る必要がある。文字で言うには簡単だが。

「それは、数億のアルファベットからシェイクスピアの結末までを想像するようなもの。正確な結果を得られるとしたら、それは卓越した構築力の証あかし。只ただ者ものではないな……！」

「否定しないのですか？　読まれたカウンターは単なる棒立ちと変わらない。手を出さずに無視してしまえば、そちら側からの行動を強制できる」

　ガチガチに守りを固めて待ち受けている相手に攻撃する馬ば鹿かはいない。

　だがこの場合、それでもいいのだ。消極策に出てくるようなら、ソーニャは……。

「ならば不合格だな。臆病者に統括生徒会の席は開かぬ、家に帰って主夫に戻るがいい」

「退ひけば追放、進めば罠わなにかかる……。詰みというわけですか。なかなか」

「卑ひ怯きよう、とでも言うか？」

「いいや。……よく考えている。学生としては、上等だ」

「……ッ!?」

　ぞわりと、化け物の舌に背筋を舐なめ上げられたような悪寒が走った。

（まるで歴戦の上官のような物言いをする。Ｄランク風情が……っ!?）

　そんな反発心が空元気だと、ソーニャ自身が理解していた。

　これが無能な愚か者なら、自分が今置かれた状況を理解できまい。だが彼女は優秀で、敵を観察する術に優れており、相手と自分の力量の差をある程度計ることができた。

　そう。自然体で立ち、構える相手──白しろ銀がね冬真が放つ、術式の巨大さに！

「なっ……!?　な、な、な、な、なぁ……っ!?」

　ちょっと待て。ちょっと待て!!

　そんな言葉が喉のどを突いてしまいそうになるのを、強引に意志で抑え込む。

「勝負は一撃。認めて頂けるだけの出力を出せばいい……そうですね？」

「……そ、そうだ。そうなる、がっ……!!」

　常人にはわかるまい、計測機器にはかからない。

　後方でハラハラしながら勝負の行方を見守る新人メイドたちの表情が証明している。

　直じかに相対しているソーニャにしか伝わらない『殺気』とでもいうべきモノがある。

　無言で詠唱されるＴＢテラバイト単位の多重術式、その凄すさまじい構成の重さ。もし自分が同じ式を唱えたなら、丸一日演算を続けても数百分の一も進捗すまい。

　文字列があまりに重なり、黒く塗りつぶされて固まるほどの情報量。

　ひと回り、ふた回りどころではない。まるで相手がただの専業主夫どころか、正真正銘正体不明、言い表す言葉すら思いつかない高みにある存在なのだと……！

（……馬ば鹿かな、ありえない、ありえない、ありえない……っ!!）

《偽装術式オーバースペル》と呼ばれるものがある。

　他者に構成を読まれないよう、本来の詠唱に重ねて規模や属性を偽る術式。

　胞子獣ベノムスダーム戦では使用されず、軍警察をはじめとする騎士戦経験者しか知らない術だが……。

「貴様、騎士戦の経験者か!?　偽装術式を走らせて……ハッタリを……！」

「ええ、そうかもしれません。Ｄランクの底辺にこんな術式など唱えられるはずがない。実行不可能な構成だけを並べ立てて、ごまかしていると言うのが自然だ」

「……!!」

　あっさりと認められ、逆にプレッシャーがずしりとのしかかるのをソーニャは感じた。

　自分で言った。認めた。そうだ。嘘うそに違いない、浅はかな計略だ、自分をビビらせて、この勝負から降ろさせようとする卑劣な策略。その証拠にこの術式はデタラメで──。

（……違う!!　理解できない深度、密度、デタラメと言い切るには緻密すぎる!!）

　ハッタリでなければ、自分は死ぬ。

　ソーニャが構成した防御術は極めて強力なものだ。

　錬核武装固有の特性とあいまって、相手の攻撃を無効化しつつ同じダメージを叩たたき返し、さらに自分の攻撃を上乗せする『倍返し』のカウンター殺法。

　ダメージソースは相手の攻撃力そのもの。受け手の側がある程度調節してやれば、瀕死の重傷に追い込みつつ命まではとらない……といった器用なことも可能である。

（二倍、三倍までならいなせる自信がある。放出された錬れん素そを奪い、迎撃できる！）

　だが、それが十倍……いや、百倍となったら、どうなってしまうのだろう？

（ひっ……!?）

　ぞわり。尻の奥から骨盤と背骨に沿うように、冷たいモノが這はい上あがる。

　恐怖だ。ソーニャが、運命の出会いによって克服したはずの、秘められた心の傷。

　無言のまま手を上げ、頬ほおを張る分厚い掌てのひら。肥満した白はく麗れい種しゆの、豚のような父の貌かお。

　……震える少女に、さらに慈悲なく、容赦なく。

　大人の男が振り上げた、言葉のナイフが突き刺さる。

「錬核武装には『相性』がある。たとえば烈女として知られ、歴史や物語に記された者の遺物を核にした錬核武装は、同じような気性の人物──気の強い少女に適合する」

「何、がっ……言いたい、白しろ銀がね冬とう真ま!!」

「錬核武装は、所持者の心理や性質を映す、ということですよ。サガレヴィッチ卿きよう」

　恐怖を押し殺して立つソーニャに、平然と立ち尽くしたまま冬真がつぶやく。

「その錬核武装、童話を主にした《童話舞姫グリム・シンデレラ》をまとい、その意匠がドレスとなる以上、あなたは主人公たる姫の写しだ。そしてグリム版のシンデレラは──」

（……よせ！）

　制止の言葉は、ソーニャの喉のどからつかえたように出ることなく。

「『父親』が登場する物語でもある。ただし、父親は意地悪な継母ままははや娘に味方し、虐待を黙認した上で、王子のもとから逃げるシンデレラを追いつめることさえしてのける」

　それと適合するからには、すなわち──。

「サガレヴィッチ卿、あなたの心にも傷がある。それも父親に対する強烈な違和感、拒絶をもたらすような体験が。この理不尽な試験の理由は、それではないのですか？」

「やめろ……やめろ、やめろ!!　……やめてぇっ!!」

　相対する騎士以外見えない、術式構成による威圧。

　そして錬核武装からのプロファイリングは、ソーニャに隠されたトラウマを暴く。

「やめて……。違うの、パパ……。グラン・マリアに負けても……まだ、頑張るから……捨てないで、行かないで……ひとりにしないで、パパぁっ……!!」

「悪い子だ、ソーニャ」

「ひいっ!?」

　心の傷。復ふく讐しゆうの刃やいばは、敵に受けた仕打ちがおぞましければおぞましいほど鋭さを増す。

　されど、刃を握る腕が萎えてしまえばいかに鋭い刃も無力と化す。報復の錬核武装も、使い手の心に深々と残った傷をエグられた今となっては、力を発揮し得ない。

　ガタガタと小鹿のように足が震え、あれほどピンと立っていた体幹が崩れる。少女は、ゆっくりと迫る男の影に怯おびえて尻餅を突き、目尻に涙さえ浮かべていた。

「……いいもん。パパなんか、いなくても……グラン・マリアが……必要だって、私を、認めてくれたんだから!!　だから、怖くない、怖くない、怖く……な……」

「なるほど。……首席の座を争っての対決、敗北による家族との離別、そして登用……。あなたの愛、そして忠誠心の原点はそこだ。捨てられ、拾われた愛と憎しみの結末」

「よせ……やめろ!!　私を、私を、私をっ……暴くなぁ……!!」

　このままでは、壊される。

「いやあああぁぁああああぁぁぁぁぁぁぁぁ……っ!!」

　今まで築き上げたものが、グラン・マリアの忠臣、主を愛するメイド、ひとりの恋が。

　その根源から暴き出され、暴露され、何もかもすべてブチ壊される……!!

「ひぁっ……」

「……おや？」

　小さな、驚いたような声がした。

　地面にへたり込んだソーニャのお尻、芝生にほのかな湯気がたちのぼる。

　人肌の温かさと湿り気が芝生を濡ぬらし、透明な滴に腿ももを濡らしながら怯おびえて見つめる、そんな少女の上目遣いを見下ろして、男は心底驚き、失敗を悔やむように言った。

「まさかとは思ったが……。精神負荷に弱すぎる。この程度の圧をかけた程度でそれか？　直接攻撃が通じない格上相手の搦からめ手てとしては、普通の技術のはずだが……」

「ふ、ふつう……じゃない……!!　なに……それ。意味、わかんな……ひっ!!」

「……すみません、少しやりすぎました。幸い、見えてはいませんから」

「え……!?」

　ソーニャはまばたきし、今の状況を再認識する。

　いつのまにかＴＢテラバイト単位の巨大術式は消え、冬とう真まは心配そうに自分を助け起こしている。

　距離があったせいだろう、その姿を見守るメイド達たちは事態を理解できずにいた。

「あの……ソーニャ様、大丈夫なのかしら？」

「お倒れになったみたい……体調がお悪いのかな、筆頭執事殿が何かしたのかしら？」

「まさか、ただ立ってただけにしか見えないわ。何もしてないはずでしょ？」
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　そんなはずがあるか、と怒鳴りつけたい衝動に駆られる。

「……ひっ!!」

　だが、怯おびえきった唇くちびるはひきつって、喉のどから声が出てこない。

（こいつが……Ｄランクだと。いったい何の冗談だ!?）

　巨大術式を容易たやすく無言で詠唱してのける卓越した演算構成力。

　さらに術式を発動することなく、その圧倒的な情報量を覇気に使って脅しをかけ、彼女のまとう錬核武装を分析し、内面のトラウマまで暴き出して重圧をかけてくる洞察力。

　なるほど確かに、出力は必要あるまい。今も恐怖に凍っているが、ソーニャにわずかに残った冷静な部分が、Ｄランク相当でも可能な範囲だと判断している。

（可能なのと、実行できるのとでは、大違いだ……!!）

　技術的には可能、だが現実的ではない。

　そのはずなのに、その不可能を可能にした男は平然と、敗者であるはずの自分に跪ひざまずき、汚れた足を隠すように脱ぎ捨てた上着をかぶせると、丁寧に詫わびた。

「申し訳ありません、サガレヴィッチ卿きよう。あなたの心を抉えぐった非礼、お許しを」

「ひっ……非礼、どころではないわ、ばかものおっ……！　こ、こわかった。怖かったぞ。貴様、貴様、きしゃまあっ……いったい、なにものだあっ!!」

　涙目になった彼女の叫びに、白しろ銀がね冬とう真まは、謎の筆頭執事はふむ、と腕を組み。

「──ただの専業主夫、現執事。そして、娘を守りたいと願う、ただの父親です」

「ちち、おや……だと……？　そんな……そんな、嘘うそを……！」

「嘘ではありません。……あなたは認めがたいかもしれません。ですが、私は雪ゆき奈なを守り、そのためなら戦う覚悟がある。どうかそのことだけは、お認め頂きたいのです」

　心の傷に触れられ、豊かな胸を覆い隠しながら、メイド騎士は上目遣いに睨にらむ。

「わ、わかった……いいだろう。お前は、確かに、強い……。それは、間違いない」

「ありがとうございます。では、試験は合格ですね？」

「……念を押さずともいい。尻もちを突かされ、情けまでかけられて拒めるものか。ああ、恥ずかしい。騎士として、一生の恥だ……いっそ殺せ、殺してくれ……！」

　今すぐベッドにもぐりこんで泣きじゃくりたい気分に、ソーニャは耐える。

　まだこちらを見ている見習いメイドたちの目がある以上、恥の上塗りは避けたかった。

「ぐ、グラン・マリアに……この、ことは……報告するぞ。貴様が異様な、そう……異様としか言いようのない、化け物じみた達人であることは……!!」

「どうぞ。ですが、私は貴女あなたの敵ではない。少なくとも、まだ」

　その言葉に嘘はない。見極めている途中、そう感じた。

「まだ、か……。ならば、いずれ敵になるかもしれない、ということか？」

「娘を傷つける意図があるなら、すぐにでも。なければ、味方のままでいられる」

「……それは、助かるな。ははっ、ははははははは……！」

　ぐったりとした身体からだを芝生に預けながら、ソーニャは力なく笑った。





●命の洗濯を




「前線では男女で風呂に入る機会がとても多い。雪ゆき奈な、なぜかわかるか？」

「……ふみゅ。お父様以外の、男の人と……いっしょに、ですか？」

　統括生徒会本部ビルの一角には、男湯と女湯のみならず『混浴』の大浴場がある。

　浴槽とシャワールームのみの簡素な男湯や女湯と違い、打たせ湯や壷つぼ湯ゆといった特殊な浴槽、せり出したベランダから景色を一望できる露天風呂など娯楽色の強い設備が充実し、温水プール感覚で楽しめることもあって、訓練を終えた騎士のほぼ全員が利用していた。

「ああ。地上……廃都には『終末の雪』が降る。決して分解されない汚染物質がだ。任務から帰還した騎士は必ず風呂やシャワーで除染しなければ、大変なことになるからな」

「だから、みんなで、おふろ……」

　ぷくぷく、と困惑を表すように湯船に沈んで気泡をたてる雪奈。

　父娘おやこふたり、夜風の吹く露天風呂に並んで温まりつつ、父と娘は話し合っている。

　ガラス戸を隔てた向こうでは、雪奈と同じく訓練を終えた魔法騎士の少年少女が風呂を楽しむ声がする。ぺたりと貼って着用する水着は、きわどい部分だけを隠していた。

　錬核武装を与えられない兵士たちが着用する装甲服、その下着は皮膚に貼って着用する。

　汗を通しつつ剥はがれにくい特殊な品で、急所の保護のみを考えているせいか、皮膚の色が透けるほど薄い。

「……はずか、しいです。バスタオルを巻いても、やっぱり……」

「だろうな。当然だ。が……戦場では、それを気にするヒマがない」

　頻繁な出撃、寝る暇もない過酷なスケジュール、手て強ごわい敵につきまとう死の恐怖。

　術式や装甲で密閉されたまま戦い、汗だくになった身体からだはべとつき、毎日でも洗わねばストレスが溜たまる。かといって男女ごと、部隊ごとに分けて入ってなどいられない。

「防衛キャンプを建設しても、いつ襲撃されるかわからないからな。昔はそれでも、まだ風紀の乱れの原因になるからと、男女別の浴場が用意されていたらしいが」

「……そう、なんですね。どうして今は、だめになっちゃったのですか？」

「シンプルな話だ。防衛キャンプは面積の問題上、簡易浴場が男女別にできなくてな」

　結果、男女で時間を分けての交代制として運用していたものの……。

「帰還した女騎士が女性入浴時間まで待てない、と強引に男性入浴時間でも入ってきてな。一人そういう人物が現れた結果我も我もと続き、実質男が締め出される事態が起きた」

「少し、順番を待つだけ、なのに……です、か？」

「雪ゆき奈なは知らないだろう。ここでの訓練も、そう辛つらくはなかっただろうから」

　極度の緊張状態でフルに全力を発揮し続け、生命の危機という最大級のストレスに晒さらされた人間は、短時間でも疲労の極みに達する。勤務を終えれば、指一本動かせないほどに。

「それに女性は、男性より汗や汚れに敏感だからな。当初は男性側が譲歩して収まった」

「その……えっちな、こととか。起こらなかったのですか……？」

「性犯罪の発生率は極めて低かったな。男性は生理的に疲労状態でも生殖が可能だと言うが、それはまだ余裕がある状態だ。錬れん素そを使い切れば、物理的に不可能になる」

　女好きに定評があるロンメルまでもがそうだったのだ。

　まあ、周囲が同年代ばかりで、彼の趣味に合わなかったせいもあるだろうが。

「とはいえ後々トラブルになることは予想されたので、女性側から上申書が提出された」

　どんな内容かわかるか、と頭に手拭いを載せた冬とう真まが雪奈に訊きくと。

「ええと……。女性の使用時間を、早くするとか……ですか？」

「いいや。下着着用の上、混浴を正式に認めろという話になった。シャワーだけは男女別にして気になる場合はそちらを使い、湯船を使う場合は男女を問わず同じ風呂だ」

「……解決法が……とても、しんぷるです……」

「俺もそう思うが、意外とそれでうまく回ってな。最初は異性が嫌で男女別のシャワーを使っていた女騎士も、数か月もあれば羞恥心を無くして風呂でくつろぐ始末だ」

　まあ、カチュアのように頑固にシャワーしか使わない者もいるにはいたが。

　その思い出までは口に出さず、一瞬だけ会話が途切れた時。

「あらあら、とても詳しいのですね。……まるでその場にいらしたように」

　思いがけない方向からかけられた声に、冬とう真まは湯船の中から視線を送る。

　ほのかな湯煙をまとい、バスタオルをトーガのように巻きつけた少女がいた。

　湯船に浸つかる前に洗ったのだろう、濡ぬれ髪かみを軽くまとめた髪型は普段とずいぶん印象が違って見えたが、その所作の優雅さの前に、自然と背筋を伸ばすような威厳がある。

「グラン・マリア様。……貴女あなたも大浴場をお使いになるのですか？」

　敬意をこめた冬真の挨拶に、彼女はひらひらと掌てのひらを振った。

「ええ、もちろんです。部隊は家族、戦友は肉親も同然ですから。貴方あなたが今仰おつしやったように、将来は皆が同じ湯を使うようになるのです。慣れるなら早い方がいいでしょう？」

「そうらしいですね。自分はあくまで、出征した知人からの又聞きですが」

「ふふふ、そうですか。今伺ったお話は、まるで実体験のように聞こえましたが──」

　気のせいだったようですね、と微笑ほほえみつつ、グラン・マリアはそっと風呂に浸かる。

　白い素足が湯船を囲む岩を越え、透き通った湯に入ってくる。

　その透き通った湯に見事なプロポーションがありありと見え、雪ゆき奈なが感心して言った。

「……きれい、ですね。……その、出るところは、とても出て、きゅっと……」

「騎士の身は刀を鍛えるがごとく、打てば打つほど強くなるもの。雪奈さんも日々の訓練を欠かさなければ、三年ほどでわたくしと同じ……いえ、わたくし以上になれますよ」

「ほんとう……？　ないすばでぃー……の、オトナな人に、なれますか？」

「ええ、もちろん。そのための教育、そのための学園生活なのですから」

　雪奈が向ける憧れの視線は、尊敬すべき先達、年上の女性としてのものだ。

　発育のいい肢体、穏やかな物腰、どれも雪奈が手本とするにはふさわしいだろう。だが、不愉快なものを感じて、冬真はこほんと軽く咳せき払ばらいをし、

「雪奈。勤務初日だが……どうだった？」

「……んと」

　それきり雪奈は答えない。

　深く湯船に浸かり、ぷくぷくと気泡を吹く、すねたようなしぐさ。

（寂しいのだろう。これほど長く離れて過ごすのは、初めてだからな……）

　今日一日のこととはいえ、冬真がソーニャに『研修』を受けている間、雪奈は見知らぬ騎士たちと訓練を受けていた。カリキュラムそのものは余裕でも、不安はあるだろう。

（だが、本人が望まない限り、手は出せない）

　雪奈自身が自立を望んでいる以上、不安だろうと不満だろうと勝手に動いてはいけない。

　過干渉、雪奈のためと言いながら自分の寂しさを埋めるだけの独りよがりな行為になる。

（どうしたら慰められるのか、どうしたら力になれるのか……）

　そっと自分の二の腕に触れている雪奈の指を、そのままにすることだけが精一杯で。

「申し訳ありません、雪奈さん」

「……え？」

　父娘おやこの沈黙は、招かれざる聖女によって破られた。

「お父様やお友達との時間を奪ってしまい、たいへんお寂しいことでしょう。人生は一度、特に子供でいられる時間は短いのですから。謝っても謝りきれるものではありません」

「……いえ。雪ゆき奈なが、自分で、選んだことですから……」

「ええ。大人になりたいと、お父様やお友達を守れる騎士になりたいと……。その高潔な願い、想おもいを叶かなえるために支払う対価。辛つらいでしょうが、わたくしも力になりましょう」

「グラン・マリア様が……です、か？　そんな、いい、です……！」

「ふふ、遠慮なさらないでくださいな。さあ、髪を洗ってさしあげましょう。こちらへ」

「……いや、待った。雪奈の髪を洗うのは、俺が……！」

　思わず湯船から腰を上げかけると、グラン・マリアはころころと笑った。

「お父様に髪を洗ってもらっていたのですか？　本当に子供らしく、かわいいですね」

「か、かわいく、ない、です……！　お父様には、洗ってほしい……けど……！」

　子供っぽさと癒いやしの板挟みになり、困った様子の雪奈に。

「では、お試しということでわたくしが──いえ、わたくしがお教えしますから、ご自分で洗ってみてはいかがでしょうか？　ささやかながら、それも自立でしょう」

「……はい。それ、だったら……。わかりました」

「雪奈。……いいのか、それで？」

　湯船の中から見上げる冬とう真まに、娘は少しの迷いを見せてから。

「……いい、です。おとなに、なるために……ひとりで、洗えるように、なりたいです」

「そうか。……わかった。シャンプーハットはそこの洗あらい桶おけに用意してある。いつも通り、アヒルの形をしたスポンジと洗剤もだ。使ってみなさい」

「はい。……やります、お父様」

　ふんすふんす、と鼻息荒く、雪奈は桶と荷物を抱えて洗い場へ向かう。

「では、わたくしも。……失礼いたします、冬真様。いえ、今は便宜上わたくしの部下、ということになっておりますし……冬真さん、でよろしいでしょうか？」

「かまいません、グラン・マリア様。娘を、よろしく」

「はい、任されました。ふふふ……♪」

　微笑ほほえみながら去る少女。その後ろ姿を見送りつつ、冬真は鋭い眼めで彼女を睨にらむ。

（巧みな心理誘導。自立心を利用して、俺と雪奈の間隙を広げている）

　隠されている。善意によってびっしりと隙間なく、わからないように。

　だがその迷彩の奥、ドロドロとした不気味な何かを感じとり──熱い湯に浸つかりながら、冬真はぞくりとした、寒気のようなものを感じていた。





　　　　†






「まあ、とても柔らかい髪。まるで子羊のようですね。……ふかふか」

「ふかふか……。あの、グラン・マリア……さま。ひとりで洗いたい……です」

「ふふふ、一度だけ、一度だけですよ。シャンプーは二度しても問題ありませんから」

「そう……ですか？　お父様は、一回でした……」

「殿方はそうしたものですよ。けど、女性なのですから。きちんと磨けばきっとお父様も、見る目が変わるほど美しく、かわいらしくなりますよ。ふふふ……」

　しゃかしゃかしゃか、と手慣れた美容師のように、雪ゆき奈なの髪をグラン・マリアが洗う。

　その光景に同僚の騎士達たちは驚き、遠巻きに見守っていた。それまでの喧けん騒そうが嘘うそのように静まり返り、雪奈の「……ん」という心地よさげな声だけが大浴場に響いた。

「わたくしは、貴女あなたが好き」

「え……？」

「好きですよ、白しろ銀がね雪奈さん。──貴女は自分がおわかりではないのです。貴女は新時代の英雄になれる方。わたくしのような裏方ではなく、天に輝く星となる方」

　湯気にくもった鏡の中で、グラン・マリアの笑みは仏のごとく。

　穏やかに、それだからこそ伝わる重みのようなものを、雪奈は深く感じていた。

「……えと。グラン・マリア様は、統括生徒会長、です。雪奈より、ずっと……」

　大人で、優しく、文化的で、お父様がじっと見つめるほど美しくて。

「……ずっと、大人。それに、雪奈は、誰も……守れなかった、です……」

　命を落とした友達、セリカの顔を思い浮かべて雪奈は肩を落とす。

　友達の死は今なお彼女の深いところに楔くさびのごとく刺さり、心は血の涙を流し続けていた。

「ええ。……辛つらいでしょうね。けれど、その想おもいをぐっと呑のみ込み、耐えて見せないこと。それも大人の役目というものですよ、雪奈さん。貴女は、とてもよくできています」

「そう……？　あ、えと。そう、です、か……？」

「ふふふ、無理に敬語を使わなくてかまいませんよ。貴女はわたくしの妹のようなもの。次代の統括生徒会長に最も近く……だからこそ、期待しているのです」

　きめ細かな泡をシャワーでそっと流し、細かな髪一本一本まで梳すきながら。

「貴女が、この閉ざされた世界を救うことを。《ヘヴンリー・ロウズ》を率い、軍上層に入ったわたくしとふたり、人類を導くリーダーとなってくれることを……！」

「そんな。……むずかしい、です」

「もちろん、簡単ではありません。ですが、貴女ならそれができる。Ｓランク最強の錬れん素そを持って生まれた、究極の魔法騎士たる方にできねば……他の誰にも不可能でしょう」

　耳元でささやくグラン・マリアの声を聴いていると、なぜだか少しずつ眠くなる。

　眠ってはいけない、雪ゆき奈なは思う。だがそれでも幸せな気持ちは変わらず、まるで冬とう真まが傍そばにいるような温かさと、安心感を感じてしまい……。

（……お父様に、悪い。です）

　罪悪感から、そっとお風呂の椅子を蹴って離れようとするが。

「まあ、逃げてはいけません。もう少しで終わりますからね」

「あう……。自分で、やる。です」

「ええ、あと少し。もう少しだけ……ですから、ね？」

　お湯が泡を綺き麗れいに流し、指先がうなじに触れる。そのまま背中のラインをなぞりつつ、グラン・マリアのどこか熱を帯びたような声が、耳たぶの真横から届いた。

「訓練は辛つらいでしょう。ですが、それを越えた先にこそ本当の成長はあるのですよ」

「……くっつかれるのは、すこし、いやです。……恥ずかしい、ので」

「あらあら。でも、少しずつ慣れていかなくては。たとえば殿方と肌を合わせる時などは、このようなものではないのですよ。もっと強引なものなのですから」

「！　……そ、そう、なんですか？　その、そういうことが……？」

「ふふっ。指導者のプライベートは……秘密です♪」

　思わず振り返った雪奈の前で、しいっと指をたててみせるグラン・マリア。

　あえての子供っぽい仕草に親近感をそそられ、警戒が緩む。緊張に強こわ張ばっていた雪奈の頬ほおがほのかに緩み、笑顔のきざしが見え始めると、それを突くかのごとく。

「けれど、今のうちに慣れておけば……きっと、お父様もお喜びになりますよ？」

「そう、でしょうか……。あの、どうしたら、そういう……？」

「いずれ、おいおい、お教えしましょう。正しい知識を、世界に関する知られざる物事を、そしてヒトがヒトたる生き方を。それを知り、世界を正せば、お父様は救われます」

「？　どういう、こと……ですか？」

「いずれお話ししましょう。今はまず、綺麗な身体からだの洗い方、からですね♪」

「ひゃんっ……！」

　背中をつつっと撫なで上げられ、雪奈は子猫のように悲鳴をあげ。

　くすくすと笑うグラン・マリアを振り返り、怒ったように拳こぶしを振り上げるも……。

「……ふふ」

「あら、笑ってくださいましたね。ふふふふ……♪」

　笑い合いながら、雪奈は想おもう。

（頑張ります。お父様。セリカちゃん。……雪奈は、ここで）

　大人になって、強くなって。




（お父様と、みんなを──守るんですから）




　少女の秘めた思いは、口にされることなく。

　ただグラン・マリアだけが、彼女の傍そばで微笑ほほえんでいた。





●新生活、はじめました




　──ヒトはパンのみにて生きるにあらず。

　人類絶滅の危機に瀕ひんした現代。住居ブロックの自動農園と、人工精霊・『家宰バトラー』により各家庭での自給自足が可能となった新時代においても、その真理は変わらない。

　味気ないカードフードと紙を食はむようなサラダばかりでなく、たまには薫り高い本物のコーヒーを味わい、甘いケーキに舌鼓を打ち、血のしたたるステーキにかぶりつく。

　非合理的とも言える浪費を求め、それを提供することによって地域ストレスは軽減し、人類再生機構の管理態勢は絶滅の危機に瀕してなお、盤石を誇ってきたのである。

　そうした『遊び』の一環として最深区画ロータス・ボトム、商業地域にいくつか点在する飲食店。

　その中にある小さな喫茶店は、店主が自らの住居ユニットを改造、遺伝子アーカイブスから再生した本物のコーヒーを呑のませるという、知る人ぞ知るこだわりの名店だ。

「いらっしゃい。……そこね」

「了解」

　今日もドアをくぐった客に、商売っ気のかけらもない声音で店主が言う。

　入ってきたのは黒髪黒瞳、キッチリと皺しわひとつなく整えられた執事服の男、白しろ銀がね冬とう真ま。開店直後の喫茶店、香ばしいコーヒーのにおいを嗅ぎながら、奥のテーブル席につく。

「…………」

　落ち着いた内装、革張りのソファがゆったりと疲労の残る身体からだを受け止めてくれる。

　ひと息つき、席に備えつけられたタブレット端末をとり、軽く画面をフリックすると、電子配信される民間ニュースサイトの新着記事リストが現れ、タイトルを流し読み。

「知った名前がこうも増えると、何とも複雑だな……」

「親としちゃ、そうなるわな。──とんでもないアイドルだぜ。雪ゆき奈なちゃんは」

　かけらほどの気配も感じさせず、気づいた瞬間対面のソファが凹へこんでいた。

　空気のように自然に、その場にふらりと現れた男。着崩した軍服を洒落しやれたファッションのように着こなした白はく麗れい種しゆの男、ロンメル・スチュワートは皮肉げに唇くちびるを歪ゆがめる。

「《ヘヴンリー・ロウズ》の仕事なんざ基本、俺らと同じ便利屋さ。デカい事件がなきゃ夫婦喧げん嘩かの仲裁だの、地域チャリティに天然物の特別配給が欲しいだの、逃げた地域猫を探してくれだの、学校でいじめられただの、そんな話ばっか飛んでくる」

「ええ。そうした雑多な日常業務をこなすのも、仕事のうちです」

「ま、ウチはその点マシなほうだけどな？　──マスター、コーヒー頼むわ」

「了解」

　髭ひげ面づらの大男が淹いれるこだわりのコーヒーは、看板で謳うたっているような天然素材ではない。

　人工素材で極限まで本物に近いコクと薫りを追求、化学的に造った『コーヒー』を客に出していたことがきっかけで《名無しネームレス》に捕縛、司法取引で協力者となった諜ちよう報ほう員だ。

「……相変わらず変態的に美う味めぇな。ここまでやるなら素直に本物使えよ、ったく……」

　無言で出された褐色の液体を一口味わい、ロンメルは頬ほおをほころばせる。

「俺のコーヒーは、芸術だ。いつか、本物を超える」

「だいたい超えてると思うけどなあ。ま、ぼちぼちやってくれや、マスター」

「……了解。ごゆっくり」

　褐色の美女に例えられる『情熱のアロマ』。人類を狂わせ、かつて獲得に熱狂させた味も今は昔。本物の味を知る者はごくわずかとなり、この代用品を見抜ける者はいない。

　コップを磨きながら静かに頷うなずくマスターから目を離し、二人の男は向かい合う。

「学校内で会えりゃコソコソこの店で落ち合う必要もねえんだけどな、面倒くせえ」

「やむを得ません。現在、学園内には注目が集まっている。官製メディアなら統制は可能ですが、個人の目に触れて噂うわさされると、歯止めが効きませんから」

「人の口に戸は立てられぬ、ってか。まったく、何百年経たっても変わりやしねえ」

　軽く嘆きつつ、ロンメルは冬とう真まの持つ端末を覗のぞきこむ。

　表示された記事タイトルに共通する名前に軽くため息をつきながら──。

「《名無し》の日常業務なんざ裏仕事だ。こないだのカルト殲せん滅めつだの、偽コーヒー売りの変態バリスタだのをとっ捕まえても、表に名前が出ることはねえ、が」

　公的機関、それも《ヘヴンリー・ロウズ》となれば、話はまったく違ってくる。

「メディアの煽あおりようは、少々異常ですね。どこからか圧力が？」

「連絡を受けて調べたよ。シロだ。真っ白。報道各社、現場の記者に至るまで『善意』で動いてる。純粋なジャーナリストの使命感で、新時代のヒロインを紹介してるのさ」

　最悪に迷惑だけどな。そう言葉を切って、ロンメルは記事を叩くタツプ。

「『銀髪のジャンヌ・ダルク、白しろ銀がね雪ゆき奈な。その知られざる素顔に迫る』

　『白銀雪奈、大手柄。地域猫を虐待していた元帰還兵を制圧。友人と涙の抱擁』に。

　『友人とのひと時を密着取材！　ほっぺのアイスを舐なめたい最強美少女』……？」

「最後の記事を書いた記者には厳重なペナルティを与えたいのですが、許可を」

「……やめとけって、頼むから。ンなことで特殊工作なんぞやってらんねーよ」

　アレイナ、黒くろ子ことオープンカフェでお茶をしているひと時を切り取ったポートレート。頬ほおにクリームをつけて自然に微笑ほほえむ一枚についたコピーを睨にらむ冬とう真まをなだめ。

（とはいえ、こりゃあ問題だな……）

　情報戦に熟達したロンメルには、記事を流し読むだけでも違う事実が見えてくる。

　雪奈の《ヘヴンリー・ロウズ》入団からおよそ二週間。新ヒロインをめぐる報道は徐々に加速し、今やトップニュース５件のうち３件を雪奈関連の話題が占めている。

「昨日は最深区画ロータス・ボトム商業施設のビル火災を丸ごと鎮火、死傷者ゼロの快挙。訓練では同格のＳランク騎士を模擬戦トーナメントで総ナメ、二位の天てん上じよう院いん春はる斗とを破って優勝……」

　ふん、と華きや奢しやな腕に力こぶをつくってみせる体操服の雪奈。かわいい写真をめくると。

「次は退役兵グループホームを慰問、ボードゲームで無双……お前の趣味だろ、これ」

「電源不要の卓上ゲームは非常に優れたコミュニケーションツールですから。親子の会話には欠かせません。……結果、老人に気に入られたようですね」

「そんだけならまだ微笑ましい、で終わる話題なんだけどな。……やべえぞ、最近」

　軽くため息をつきながら、ロンメルは持参した封書を冬真に渡す。

　わざわざテーブルの下をくぐるように託されたそれを、開封すると──。

「人類再生機構の広報に乗る前の原データですか。……なるほど、これは」

「この閉鎖都市じゃ、ネットに上がった情報は全部サーバを経由して管理ＡＩが記録する。だから内緒話も通信経由じゃなく、こんな風に直接会わにゃいかんわけだが」

「そうした原データを解析して割り出した市民の反応、史上最も正確な市民調査だ。本人の許可を一切取っていないあたり、非常に違法性の強いものではありますが」

「プライバシー侵害とかの概念がまだ残ってたら真っ先に訴えられるわな。だが、問題はそこじゃねえ。現グラン・マリア体制の支持率が、ケタ違いに跳ね上がってる」

　それはデータが示す、絶対的なデジタルの指標だ。

「もともとグラン・マリアの支持率は高かったが、ありゃ高たか嶺ねの花はなって感じでなあ。クソ真面目で面おも白しろ味みのないデータばっか流してたから、つまんなかったのよ」

「それが、雪ゆき奈なの加入によって変わった。これは、まるで……」

「ああ。……一種のリアリティショーだよ、旧時代のな」

　それは旧時代、先進国で絶大な支持を得ていた人気ジャンルだ。

　たとえばカーショップやアンティークショップ、警察や軍隊など……。

　日常から少し離れた組織や職場に密着し、その日常や人間模様を見せる映像作品。

　タレントではない市民の生活を描くリアリティによって視聴者は親近感を抱き、彼らの人生に一喜一憂する。それは、現代閉鎖社会には存在しない娯楽だ。

「誰かいやがるぞ、仕掛け人が。雪奈ちゃんの生活を思いっきり演出して、魅力的に描くプロみてえなメディア担当がな。見ろよ、このあざとい写真選び。クソ可愛かわいいでやんの」

「……『黒こく蓮れん』のソーニャ・サガレヴィッチ。彼女の『仕事』ですよ」

「ほー……。ん!?　は？　……おいちょっと待て！」

　何気ないひとことに、ロンメルは思わず声をあげた。

「なんで知ってんだよ、お前。そこまで潜入調査で調べてたってのか!?」

「いえ、本人が自慢げに語ってくるので。当人としては仕事意識というより趣味の延長で、社会にどんな影響を与えるかなど一切まったく考えていないようです」

「マジかよ……。おお、ジーザス……。神なんざ信じてねえけど……！」

　この二週間、筆頭執事としてグラン・マリアの政務に同行し、あるいは雪奈や騎士団のサポートを行っていると、どうしても職務が近いソーニャとは話す機会も多い。

　あの『新人研修』で徹底的に上下関係を叩たたきこんだ結果、彼女はこちらが上と認識したのだろう。素直に言うことを聞くようになったのは助かるのだが……。

「……恐ろしいことに、裏はありません。彼女はただ『雪奈ちゃんカワユスハスハスハス、ああこの想おもいよ届け、全人類に届けー!!』と、衝動的に動いているだけです」

「わざわざ当人の声まで録音してんじゃねえよ……。いや、すっげえわかるけどよ」

　端末に録音したソーニャの声を再生しつつ言う冬とう真まに、ロンメルは頬ほお杖づえをついて言った。

「なら、そっちのルートで自粛させられねえのか？　このまま偶像化が進むとやべえぞ」

「個人的な提言は可能ですが、それ以上にグラン・マリアの許可と雪奈自身の希望があり、かつ上位の魔法騎士が注目を集めるのは当然、となると……」

「大義名分がねえか……。実害が出てねえ以上、強引に止めるわけにもいかねえし」

　オーバーアクションで肩をすくめ、ロンメルは深くソファに沈みながら続けた。

「こっちゃ『仕掛け人』の政治的な裏や正体を全力で探ってたんだぜ？　雪奈ちゃん関連の報道が始まって以来、《ヘヴンリー・ロウズ》の支持率は右肩上がりの急上昇だ」

　そして、それに比例するかのように、急激に低下している数字もある。

「ウッドマン准将が泣いてんだわ。あのおっさん、完璧に対メディア戦で負けちまってる。第13区画動乱とオールドジャンク制圧、両方で一気に市民の敵になっちまった」

　炎上、バッシングを恐れるあまり定型文から外れることのないコメント。さらには記者の囲み取材に対し、あまりのしつこさに辟へき易えきして声を荒らげたのが大失敗となった。

「普通にやってりゃ市民の理解は得られるはずだったが……。連中に洗脳された少年兵の存在について突っつかれた時、露骨にビビるんだもんな、あのおっさん……」

「何も隠していないのに、本当に何か隠していそうな態度でしたからね。最悪でした」

　思い切りどもりながら『げげげげ現在調査中だ！　散れ、記者ふぜいがっ！』などと、横柄に手を振るしぐさが報道された結果、一気に軍の支持率は低下した。

　さらに間の悪いことに、ネットワーク上にあふれた批判や感想に管理ＡＩが反応。自動的に非表示にしたことから、これは軍による『検閲』だとさらに波紋が広がり……。

「今や庶民の味方、市民の救世主《ヘヴンリー・ロウズ》。対する軍はコチコチ頭で若者を拒む、ステロタイプな老害にされちまった。……こりゃ、最悪だぞ」

「何らかの方法で、支持率を回復する必要がありますね。場合によっては……」

「ああ。俺らが動く必要があるだろうよ。ま、幸い地上に行きゃあ、高ランクの胞子獣ベノムスダームはゴロゴロしてる。こっちで討伐して手柄を譲ってやりゃあ……」

「ええ。ある程度、支持率の回復が見込めるでしょう。しかし」

　あまりに急激に落ち込む支持率のグラフ。

「軍上層部や、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいが、この数字をどこまで深刻に捉えるか……」

　単なる私兵集団、義勇兵、学生のお遊びでしかなかった《ヘヴンリー・ロウズ》の台頭を苦々しく思う老人たちが、どのような手段に出るのかを考えると、冷や汗がにじむ。

「……愚かな方法をとる可能性もある。注意してください」

「あいよ。あと、グラン・マリア関係の調査結果もさっきの封筒に入ってる。見とけよ、かなりやべえぞ。じっくり読んで、また感想を聞かせてくれや」

　冗談めかして言っているが、その眼めは本気だ。よほど重大な情報と判断した冬とう真まは、厳重に封筒を執事服の内ポケットに収めると、静かに席を立つ。

「了解。自分は行きますが、先輩はどうしますか？」

「んじゃ俺はせっかく出てきたんだし、ついでにメシでも食ってくよ。お前は？」

　話を一段落させ、端末のニュース画面をメニューに切り替えるロンメル。

　対する冬真は席を立ち、端末をパネルに滑らせて伝票を処理、会計を済ませつつ答える。

「魔法騎士学園へ戻ります。父兄同伴通学の制度上、あまり留守にはできませんから」

「決まりとはいえ面倒なこった。ちなみにお前もちょくちょく『番組』に見切れてんの、知ってるか？　メインの記事こそないものの、密ひそかにファンがついてんぞ」

「撮影者に注意しておきます。それは、非常に不本意だ」

「そうしてくれや。『見切れの王子』に『恐れ多くて映せないハンサム執事』様？」

「……きつく注意しておきます。ええ、それはもう」

　考えられ得る最悪クラスの異名にストレスを感じて、冬とう真まは眉まゆをひそめた。

（人間という奴やつは。……倒せば終わり、消せば終わりの胞子獣ベノムスダームなどより）

　厄介で、危険で、制御不能の……『怪物』だ。
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「ほんと、すごいことになっちゃったよね……」

　第一魔法騎士学園の教室。授業開始を待つささやかな小休止に、アレイナが嘆息し。

「……そう、ですか？　街で声をかけられることは、増えましたけど」

「広報記事に出まくってるっスからねー、雪ゆき奈なちゃん。それもえげつなく可愛かわいいショットばっかで、ここ最近教室移動で廊下を歩くと、隠いん蔽ぺい式がうざくてうざくて……」

「？　確かに、ついてきていますけど……あれは、隠おん密みつ行動の、練習では？」

「違うっスよストーカーっスよまたはその予備軍っスよ。学園史上ぶっちぎりの天才児にラブなレターまで送ってくるダンスィはいないっスけど、せめて見るだけは、って」

　中央に雪奈。左右を黒くろ子ことアレイナのふたりが並んで座る大教室の片隅は、ここ二週間ほどですっかり馴な染じんだ、彼女たちグループの特等席だ。

（そう、二週間……。たったの、二週間しか、経たってないんだよね……）

　あの『第13区画動乱』が決着し、友達になったばかりの少女の葬儀が行われてから。

　わずか二週間で、アレイナ・スクロヴェーニと友人たちの環境は、驚くほど変化した。

　──固有絶技ロイヤルアーツ、《女神の唄ゴスペルソング》。

　幸いと言うべきか、歌声に載せて錬れん素そを届け、超広範囲を治癒する回復術式の使用者は、いまだ特定されていない。しかし現場に雪奈と同じく自分がいたことが知られており。

（たまにだけど、先生やクラスメイトの視線が、おかしい気がする……）

　期待というか、奇妙な『熱』を感じるのだ。

　これまでは違った。ただの劣等生として微妙に見下され、良くも悪くも注目されず。

　内向的な性格のアレイナにとっては、それはそれで心落ち着くものだったが──今や、注目の的となった雪奈と一緒にいるだけで、周囲のすべてから特別視されてしまう。

　口に出されるわけではない。ただ眼めで、視線で、注目で、訴えかけるものがある。

（……期待、されてる……）

　無言のそれは、アレイナの心に、重圧となって静かにのしかかっていた。

（私は何も、変わってないのに……。セリカちゃんを助けることもできず、雪奈ちゃんのように自分から変わる勇気もなくて、ただ、ここに座ってる。なのに……！）

　周囲の眼が、扱いが、態度だけが着々と変化しているのだ。

　たとえばランチ。雪ゆき奈なと過ごすため、学食へ行くとする。生徒のざわめきが一瞬止まり、見知らぬ生徒たちがじっと見つめてヒソヒソ話して、ため息すらつくのだ。

（悪い話じゃ、ないと思います……。悪口とかじゃ、ないはずです。けど……でも）

　期待に満ちた目が、重かった。

「雪奈ちゃん、今日の放課後も仕事っスか？　やー、ほんと無理しちゃダメっスよ？」

「……はい。でも最近は、あまり自分では動かなくて済むので……けっこう、楽」

「あー、『白はく蓮れん』と『黒こく蓮れん』から部下を借りたって言ってましたねえ。Ｓランクの上級生、ウチらにとっちゃ先輩にあたる二年か三年ですけど……命令、しづらくありません？」

「え？　……べつに。学校と、仕事は、別……ですよ、ね？」

　きょとんと首を傾かしげる雪奈は、本心から言っている。

　いい意味で、空気を読まない。先輩後輩に対する遠慮も忖そん度たくもなく、上級生すら平気で上司として命令を下し、指揮する姿は連日の報道を通してアレイナも見ている。

（雪奈ちゃんは、気持ちや感情を伝えるのは得意じゃない。けど）

　父親に似たのだろう。それが合理的な命令や指示であるなら、テキパキと伝えられる。そのなすべきことを明確に指示し、ゲームの駒こまを動かすように部下を掌握できるのだ。

「今日の放課後は、Ｓランク騎士の連携訓練ですから……。最近は少しずつ、いっしょに、まとまって動ける感じになってきました。それまでは、合わせるのが大変で……」

「そりゃそうっスよね。ＧＢギガバイトどころかＴＢテラバイト領域まで楽々詠唱する雪奈ちゃんについてくの、旧時代で言うならファミリーカーでレース車についてくようなモンですから」

「……その例えは、わかりません。けど……ついてきてくれるので、うれしいですよ？」

　まるで友達と遊べるようになったばかりの、無む垢くな子供のように雪奈は笑う。

（痛い……）

　その純粋な笑顔に、ドキッと──心臓を刺された。

　白しろ銀がね雪奈にとって、アレイナ・スクロヴェーニは友達だ。その逆も当然で、アレイナは雪奈を心底必要としているし、今や彼女がいない学校生活など考えたくもない。

　そうなってしまえば自分はたちまち孤立し、今向けられている尊敬の念もまたたく間に消えて、うつむいたまま三年間を過ごすしかない。雪奈を介してつながっている黒くろ子こすら離れていくかもしれないと思うと、寂しさのあまり死んでしまいたくなる。

　けど、でも、きっと……。

（雪奈ちゃんにとって、わたしは……もう、いらないよね……？）

　それは、口に出せば友情が壊れかねない、禁断の疑問。

　類を見ない固有絶技ロイヤルアーツを持つとはいえ総合評価Ｅランクの底辺に過ぎないアレイナと、今の雪奈とでは生きるステージが完全に違う。Ｓランクのトップに立ち、将来的には学園の指導者となるグラン・マリアの後継者、その最有力候補なのだ。

（ダメだよ、わたし……。頑張らなきゃ、もっともっと、頑張らなくっちゃ……。セリカちゃんの目指した、誇り高い騎士に……わたしも……）

　雪ゆき奈なの友達として、アレイナの注目は増している。何度かメディアの密着取材で登場し、なぜかそういう時に限って姿を消す黒くろ子この分まで見られている気がした。

（けど、それはいつも……おこぼれ。できない子にも優しい、雪奈ちゃんの……）

　引き立て役にすらなれない、マスコット。雪奈のオマケとして微笑ほほえむだけの飾り物。

　そんな自分でいるのは、辛つらい。周囲がそれを望んでいるのがわかる程度には敏さといだけに、今のアレイナにとっては、どうしようもなく重いモノに包まれたように息苦しかった。

「……どうか、しましたか？　アレイナさん。なんだか、お疲れ……？」

「ひゃわっ!?　だ、大丈夫だよ、雪奈ちゃん。びっくりしたぁ……！」

「心配、です。……風邪とか、ひかないでくださいね。保健室……行きますか？」

「もうっ、大丈夫だよ。ありがとう、心配してくれて」

　手を握り、こちらを見上げてくる雪奈の優しさ。

　セリカを亡くしてから、そして父親たる冬とう真まと過ごす時間が減って以来、雪奈はボディタッチが増えた。手を握り、まるで誰かがいなくなることを恐れるように──。

「いえ。……大丈夫。みんなは、雪奈が……守りますから」

　盾となるかのように、前へ出るようになった親友の。

「……無理は、しないでね。絶対だよ。約束して？」

「はい。アレイナさんこそ……毎日、遅くまで訓練していると聞きましたよ」

「ふぇ!?　あ、く、黒子ちゃん！　内緒にしてって言ったのに～！」

「いいじゃないっスか、成果は誇らないとホメてもらえないっスよ？　適切にホメられてこそ人は伸びる!!　ホメられすぎはメンタル死にますけど、まあそれはそれとして！」

「も～。……いっつも、そうなんだから」

　嘘うそも本気もわからない、明るい友達。黒子のはぐらかすような喋しやべり方を聞いているうち、暴かれた怒りもうやむやになっていく。そういうところにも、アレイナは救われている。

（いくら練習しても、かなわないかもしれない。才能の差は──それくらい大きいから）

　ＳランクとＥランク。天才と凡人、決定的にお互いを別わかつ絶望のクレバス。

　だが、諦めない。アレイナ・スクロヴェーニは跳ぶ。たとえ奈落に続いているとしても、かけがえのない親友から離れずにいる、そのためにも……。

（頑張るよ、私。……セリカちゃんの分まで）

　喪うしなった友の思い出に、ついていくと誓ったから。

（それに……わたしだけが。わたしの力だけが──失ってしまったものを取り戻せる……奇跡を起こせるかも、しれないんだから……！）

　たとえ無力感に苛さいなまれるとしても、毎日続ける。誰もいなくなった学校で。

（今夜も放課後、自主練習しようっと）

　アレイナはひとり、親友との壁を越えるために跳び続けていた。
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「──そう。ありがと。また連絡するわ」

　短い挨拶と共に通話を切って、カチュア・ヴェルミオーネは深く椅子に体重を預けた。

　ギシッと軋きしむスプリング。第一魔法騎士学園、学園長室。姪めいセリカが在籍していた頃はほとんど戻ることのなかった部屋で、彼女は苦みを隠すことなく顔を曇らせていた。

「まさか、ここまで闇が深いなんてね……アイツが、アタシに投げるはずだわ」

　ここ二週間、彼女が執務室で熱心に取り組んできたのは学園長としての執務ではない。

　人類再生機構に属する旧家には、独自のつながりがある。

　名家名門と呼ばれる門閥や、縁戚関係に技術交流。積み重ねた歴史が古い家ほど優れた魔法騎士たる素質を宿し、上位の階級を占めるため自然と生まれた流れだ。

　そうしたルートを探るには、同じ《名無しネームレス》でも軍関連の情報に特化したロンメルより、旧家の現当主にあたりそうした人脈を持つカチュアが適任であり、事実結果は出ている。

（グラン・マリアも旧家の一員。そうだと信じて、自然に疑っていなかった……！）

　冬とう真まが得た情報……。彼女の拠点である統括生徒会本部ビル、屋上茶室。

　その建設にあたり提供された遺物、名家から献上された触媒の流れを調べたところ……。彼女が築いた独自のつながり、グラン・マリア閥とでも言うべき存在が明らかとなった。

（いつのまにここまで動いてたのよ。……十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの中枢、現役評議員の出身家にまで根を張ってるなんて、どんな裏工作やらかしたらここまで伸びるワケ!?）

　正直、丁寧にセットされた髪を乱して叫び出したくなる非常事態だ。

　詳細な報告書にまとめるにはまだ時間がかかる。しかし──

「トップは天てん上じよう院いんよね。継嗣の春はる斗とがナンバー３やってるくらいだし、そこまではいい。けど、父親の現当主まで、非公式に家宝やら何やらを提供してるってのは……」

　十二老頭評議会では最大派閥である、アジア系──。

　それも日本閥を、グラン・マリアは切り崩しにかかっている。金の流れ、遺物の流れ、執事として冬真がもてなした面々などの情報を総合すれば、そう結論する他ない。

「このままだと、卒業前に議決権の三分の一くらい握れるわ。本気かどうか知らないけど、そうなったらグラン・マリア自身が政策に関与するのと一緒──」

　そう思うと、カチュアは心底ぞっとする。

　グラン・マリアは次代の軍部を担うもの、言わば将来的な軍事指導者だ。

　それが将来を見越し、政治に動きを見せている。それだけでも、あまりに危険すぎて。

「軍事指導者が政治権力まで独占とか……。旧時代の独裁、まんまじゃない！」

　学生のうちに自派閥を立ち上げ、権力を握る老人たちに取り入り──さらに雪ゆき奈なの加入によって、これまで及んでいなかった範囲にまで、一気に勢力を及ぼすようになった。

　本来、《ヘヴンリー・ロウズ》は単なる学生の仲良しクラブだ。

　たまたまＳランク魔法騎士の人数が例年に比べて極端に多く、《奇跡の世代》と呼ばれた、現三年生──つまりグラン・マリアの世代だからこそできた、子供の騎士団。

　自警団としての警察的な面や、軍警察としての憲兵的な立場から責任はあっても、その中枢たるＳランク騎士たちの実力は拮きつ抗こうしており、突出したナンバー２がいない。

　白はく蓮れん、黒こく蓮れんの騎士団長は折り合いが悪く、その下に位置する騎士たちも天才集団だけに自我が強く、一筋縄でいかない、Ｓランクでなければ許されないような問題児ばかりで。

（──グラン・マリアという存在が卒業してしまえば自然に崩壊する一時的なモノ）

　そう上層部が結論づけ、それにより危険視する意見が却下されたのも当然と言える。

　しかし、今は違う。

「グラン・マリアが政治の象徴、君主なら──雪奈ちゃんが、剣となる」

　すべてのＳランクが束になってもかなわない絶対戦力が、グラン・マリアの配下となる。何よりすでに実戦を経験し、実績があるのだ。

（13区画動乱の被害から市民の不満を逸そらすため、上層部は雪奈ちゃんを英雄に祀まつり、セリカの犠牲を宣伝した。……単独でのステージ５胞子獣ベノムスダーム撃破は、圧倒的な功績！）

　我の強いＳランク騎士が、年とし端はもいかない雪奈に盲目的に従うことに納得するほどの。

　実際に討伐したのが冬とう真まであろうと、《名無しネームレス》の存在が公表されない以上、真実は決して明かされない。これにより、現在最深区画ロータス・ボトムで育成されている次代の主戦力、Ｓランク魔法騎士の全員が単一派閥に結託し、完全に統制された軍隊になりつつあるのだ。

「ほんと、やってくれるわ。『オールドジャンク制圧戦』だって、本来グラン・マリアが自分で手を汚さなきゃならなかったはず」

　こちらの動きは性急すぎただろうか。

《名無し》を中心とした軍部が一気にテロ組織壊滅に動くのを察知して、あの女は──。

「それを丸ごと手玉にとった。本来なら軍部の速やかな対策が賞賛される場面で、少年兵の問題を追及、記者を利用したメディア戦略でボロを出させたワケね……」

　結果、軍部──その代表たるウッドマン准将の失策もあって、本来上がるはずの支持率はすべてグラン・マリアに奪われ、英雄たる雪奈を手にしたその体制は完成した。

「悔しいけど、政治じゃ完敗だわ。違うステージでケリつけられちゃ、勝てない……！」

　冬真を筆頭に、結成以来人類再生機構を守り続けてきた特殊部隊、《名無し》。

　その戦力は掛け値なしに最強だ。雪奈を擁する《ヘヴンリー・ロウズ》を敵にしても、一切の私情を挟まなければ一時間で壊滅できる。が、その武力に意味はない。

（圧倒的な力を持つが故に、自分は歯車に──道具に徹する。あいつの、一線）

　本来、冬とう真まが望んでいれば、彼はグラン・マリア以上の地位を手にしていただろう。

　その圧倒的な力で人類の絶対指導者となり、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいはおろか、人類再生機構のすべてに君臨する独裁者、皇帝さえ望めた。が、彼はそうしなかったのだ。

『生まれつきの絶対者が指導者を兼ねる社会など、不健全だ』

　学生時代、その才能を知ったカチュアに、冬真はきっぱりと言った。

『俺という個人に依存した世界など、せいぜい百年もつかもたないかだろう。そんな短期的な成果のために、長らく続いた現体制を動かすリスクを負うのは不合理だ』

（アイツ自身の自己評価が低いのも、そうだけど……その考えは、理解できるわ）

　だからこそ白しろ銀がね冬真は物言わず、影に潜んで剣となった。

　人類守護の刃やいばとして、武器なき人のために戦うことを選んだのだ。

　グラン・マリアの行動はまさに真逆──貪欲に権力を求める『野心』を感じる。

「ちょっと、ロンメル。……今どこ、学園にいないの？」

『カチュアか。飯食いに出てるとこだ、冬真は今戻ってる途中。どした？』

　端末を取り出し、通話機能をフリックして連絡。

　もぐもぐと何かを噛かむ音が混じる男に、はあとため息をつきながら、カチュアは言った。

「グラン・マリア関係の調査、ある程度成果が上がったわ。彼女、ガチガチに政治工作をかけてるわよ。このままだと、評議会の議決権にまで手が届くかも」

『……マジかよ。思った以上にシャレになってねえな、すぐ戻る』

　ロンメルの声に緊張が滲にじみ、痛む眉み間けんを揉もむようにほぐしながらカチュアは続ける。

「もうひとつ質問、グラン・マリアの出自について、そっちの結果は出たの？」

『あー、冬真にはプリントアウトしたデータを渡したばっかだ。この通信は……』

「大丈夫、学園長室からよ。枝がついてる心配はない、口頭でいいから聞かせて」

『了解。……まず、結論から言うぜ』

　自分用の拠点として盗聴、その他の対策を済ませてある。

　その言葉に安心したらしく、ロンメルは少し小声になりつつも、得た情報を開示した。

『あの女、正体不明だ。七歳の頃にとある画家の養子になったってのが一番古い記録だが、それ以前の遺伝子記録や戸籍はなし。それこそ『管理外児童』かもしれねえ」

　人類再生機構の外側。管理されない放棄ブロックで生まれた、罪人の子──。

『それだけじゃねえぞ、養子にとった画家は三年前に死んでる。念のためにそっち関連の情報も当たってみたけど、当時の通信記録がちょいちょい出てきただけだ』

「内容は？　会話の記録は取れてるの？」

『なし。マスターデータまで消されてた上、かなり古い形式で復元できねえ。その画家は、十年ばかり前に地上──汚染された廃都に出て、いろいろと遺物を持ち帰ったらしい』

　が、その後の流れが杳ようとして知れないという。

『本来、地上から持ち込まれた遺物は軍が直接管理する。汚染物質のカケラでもあったら大問題だからな、俺らも雪ゆき奈なちゃんの時はとんでもなく面倒だったろ？』

「ええ。……書類を何通出したか知れたもんじゃないわ。もしかして……？」

『あー、そのまさかだ。当時、それ関係で出したくさい書類や通信データ、そのへんまで全部綺き麗れいさっぱり消えてるんだわ。単なる紛失じゃねえ、意図的な隠いん蔽ぺいだぜ』

「………！」

　それが意味するところを察して、カチュアが声をあげかけた、その時だった。

　──ズンッ!!

　猛烈な音をたてて、地面が揺れた。一瞬の浮遊感と共に、クッションの利いた椅子から宙に浮きあがったカチュアは、１メートルほどの高さから床に転がり落ちる。

「な……!?」

　怪け我がなどする魔法騎士ではない。だが今の震動、その意味を察して顔色が変わる。

　地面が揺れ続けている。ガタン！　ガタン！　ガタン！　と、建物はおろか周囲の世界、そのすべてが巨大なハンマーで上下から突き上げ、叩たたき潰つぶされているかのようだ。

（地震……!?　嘘うそっ、どういうこと!?）

　二秒、三秒、四秒、五秒。世界そのものが砕けるかと思えた揺れは巨大な校舎、そして人類が住まうささやかな地下世界すべてを蹂じゆう躙りんし、震度７クラスの衝撃を与えていた。

『──チュア!!　カチュア、無事か!!』

　握りしめた端末から、ロンメルの声が響いた。

「そっちこそ！　アンタ、無事!?　生きてるわよね!?」

『ああ、無事だ!!　だが例の連絡場所、喫茶店が潰れちまった。どうにか店主は脱出させたが、５メートル級の岩盤が天井から崩れて降ってきてる。……ちっ!!』

　ズシン、ズシン、ズシン……!!

　まるで砲弾か爆撃のような音。強烈な地震によりあちこちで発生した崩落が、商業地や居住区を襲っているのだ。カチュアは通話を保たもったまま窓に駆け寄り、カーテンを引く。

　シャッ、といつもなら小気味よく開くそれが引っかかる。見ると窓枠ごとレールが歪ゆがみ、酷ひどく引っかかるようになっていた。強引に力ずくで開け、外を見ると……！

「嘘……!!」

　──第一魔法騎士学園、学園長室から見下ろす最深区画ロータス・ボトムは。

　あちこちが燃えていた。瓦が礫れきの山があちこちに生まれ、丁寧に整えられていた箱庭の街が物理的にシェイクされ、かき混ぜられたように砕けている。

　子供の砂遊びの跡のようにうず高く積み上げられた岩盤の山が、天井から崩落した岩の塊であり、真下にあった学園の象徴たる大聖堂カテドラルの尖せん塔とうを瓦礫に変えている。

　もともと旧時代の建物を移築したものだ。構造的な弱点もあっただろう、完全に崩壊し、煙を噴き上げるその無残なありさまは、まさに──。

「……大災厄ブラストダウン……!?」

　冷たい汗がスーツの内側に流れていく。

　握りしめた端末の中、《名無しネームレス》の秘密回線に着信した情報がある。見る余裕さえなかったカチュアだが、もしそれを目にしていれば、その場に崩れていたかもしれない。





　──ステージ５胞子獣ベノムスダーム、突如地上に出現。

　　　地属性、超大規模破壊術式を詠唱。威力、震度７相当と推定。

　　　第一次防衛拠点を突破、人類再生機構・凰おう花かへと依然侵攻中──







　　　　†






　雷雲と噴煙をまとって這はう、進撃する活火山。

　推定、体高２８０メートル。熱煙を噴き上げ、無差別に火山弾をばら撒まきながらぬめる軌跡を残して這い進む巨大な影は、くり貫ぬいた岩盤を巻貝の如ごとく背負った軟体動物。

　いかなる古いにしえの神話に語られることもなき、絶望の獣けもの。汚染物質、崩壊した情報を死の雪に変えて突き進む生物要塞、深度５胞子獣──《絶ぜつ貝かい》であった。




「ばかな、ばかな、バカなっ……!!　どうなっている、何でいきなり、私が退役する前に、なんでこんなトンデモないことばっかり起きる、どぉぉしてだああああっ!?」

「か、閣下!!　落ち着いてください、ウッドマン准将閣下!!」

「これが落ち着いていられるか!!　それで、全体の被害状況は出たか、どうなった!?」

　先の混乱も冷めやらぬまま、ふたたび混乱の渦中に叩たたきこまれた統括生徒会本部ビル。

　軍部に割り当てられた最前線指揮所で、ウッドマン准将は小太りの頬ほお肉をぶるぶると震わせ、ともすれば途切れそうになる意識を辛かろうじて責任感と危機意識で繋つなぎとめていた。

「はっ……!!　震度７クラス、ＴＢテラバイトクラス極大破壊術式──《極震災テラン》の影響は大きく、被害は人類再生機構のほぼ全域に及びます。前線エンド、中核ミドル、最深ボトム、すべて……！」

「ですが、居住ブロックの被害は軽微。すべてこうした事態に備えたシェルター構造で、内部の対策も徹底されていますから、不幸中の幸いと言えるでしょう」

「そ、そうか……。それはよかった。市民が無事なのはいいことだ。で？」

「は。被害が大きいのは商業区画や魔法騎士学園の各所──それも移築された旧建築物は、耐震性に問題があるため倒壊や破損が相次いでおり、救助隊が急行しています！」

「また、先日の『第13区画動乱』で、隔壁や天井の補強に被害が出ました。そのせいか、最深区画ロータス・ボトムの天井が一部崩落しており、商業区などに数百人規模の犠牲が……！」

「っ！　……ただちに下敷きになった市民を救出しろ！　治癒術者を総動員、それとアレ、大地系だ!!　地霊に干渉して岩を退どかせる術者がいるだろう、集めろ！」

「はっ！　後方部隊だけでは足りず、《ヘヴンリー・ロウズ》に出動要請を……」

「……出したのか？」

「いえ。出す前に、グラン・マリアの指示で出動を。救助に当たっています」

「またか。出しゃばりおって、あの小娘めが……！　だが、正直助かるわい……！」

　初動が早ければ、それだけ救出できる人命が増える。越権行為の腹立たしさより、その素早い判断への賞賛が勝って、ふうとウッドマン准将は息をついた。

「にしてもステージ５が出現しただと!?　地上の防衛部隊は何をしていた、出現の兆候も何も出ておらんかったではないか。連中、居眠りでもしとったんではあるまいな!?」

「いえ、まったく何の兆候もなく、最前線防衛拠点……基地の眼前に出現したとか」

「そんな馬ば鹿かな話があるか！　寿す司し屋やの出前でもあるまいに、なぜ突然出るのだ!!」

「ですが、事実です。さらにＴＢテラバイト級極大術式詠唱を確認、防衛部隊がただちに出撃。詠唱を中断させるべく、現場の判断で即攻撃を加えましたが……」

「……結果は言われんでもわかるぞ。失敗したな？」

　この大被害を見れば、誰にでもわかることだった。

「は。……参加した、Ａランク騎士を含む防衛部隊は壊滅。ヤツは時速10キロで本部へ進撃中、極めて速度は遅いものの、分裂を繰り返し、数は増える一方です……！」

「母体は巻貝型の防御特化ですが、別れた子体は甲殻類、ヤドカリに近い性質で素早く、防衛部隊を次々に破ったばかりか……迅速な襲撃に、もはや抵抗できません」

「全滅は目前か。だが……！」

　ウッドマン准将の眼めには、未いまだ光が残っている。

　絶望しかける幕僚たち、彼らが知らない切り札があることを知っているからだ。

（あいつらがいる。──《名無しネームレス》が。人類最強の特殊部隊がな！）

　准将個人としては、軍を超える最強戦力の個人など複雑極まる。裏切られたらどうする、拗すねられたらどうする、もっと待遇を良くしないとヤバいのではないか、と日々眠れない。

　だがこんな時は、彼らに頼る他ないのだ。

　そして期待に応え続け、もうダメだという時でさえ、常に人類を救ってきた……！

（危機的状況だ、上層部もすぐ動くはず。出動命令さえ出れば消し去ってくれる！　調子に乗りおって、サザエの化け物が。壷つぼ焼きにして食ってやれんのが残念だわ！）

「ふふふふ……くっくっくっ……！」

　その痛快な勝利を妄想してニヤリと笑う准将に。

「……なんと、この状況で笑うとは。さすが、次期軍部を担うと目される准将閣下だ」

「豪胆極まりないな。先の動乱もあの方の指揮によって解決したと聞くし……」

「……しかし何をしていたのか間近にいた我々もよくわからんのだがな。今度もまた」

「ああ。何かしてくださるはずだ……！」

　期待の視線を心地よく浴びながら、ややや、となだめるように准将は手を振る。

「まあ待て。そろそろ上層部の通達があるはずだ。それによって事態は決着……来た！」

　前線区画ロータス・エンドの総司令所から届けられたばかりの指令書に、准将は飛びつく。

　慌ただしく封を切りながら、その脳内で内容を予測しながら。

（恐らく対応は従来通り──表向きは軍部主導での大討伐を発令、Ｓランクを中心にＡを揃そろえた特別討伐軍に対処に当たらせつつ、裏で《名無しネームレス》を動かすはず）

　彼らは名を偽り、姿を隠して討伐軍に参戦。軍が討伐できればよし、できなければ軍が撤退した後、観測網を抜けて独自に始末、残骸をあとかたもなく消す。

　そうなれば公式の記録には軍の功績が記され、以後同一の胞子獣ベノムスダームは出現しなくなる。

《名無し》の結成以降、高ステージ胞子獣の出現と共に行われてきたルーチンワークが今回もあるにちがいない。そう思い、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの刻印が記された命令書を開くと。

「……は？」

　その文面は、ウッドマン准将の常識的な判断とはまったく真逆で──。

「へ、へ、へ、へ……!?」

　衝撃に声が出ない。あまりのことに頭に血が上り、血管が千切れそうになる。

「《ヘヴンリー・ロウズ》にステージ５討伐の第一陣を任せる、だとおっ!?」

「は……!?」

　幕僚たちがざわめく。それほど、それはありえない命令だった。

　何度も何度も評議会の刻印を、十二個連なった評議員の署名を確認する。

　だが何度見てもそれは評議会の正式命令であり、人類再生機構の絶対指令だった！

「あ、ありえん……!!　ありえんぞ、何を考えておられるのだ!!」

《ヘヴンリー・ロウズ》は確かに人類史上初、Ｓランク騎士を二十人も集めた、奇跡の世代と呼ぶべき超精鋭部隊だ。

　だがそれはカタログスペックだけの話。充分な訓練も行わず、実戦経験すらない素人、それも学生である。そんな非戦闘員同然の子供たちを戦場に送るなど……！

「ありえん!!　ただちに回線を開け、わしが直接、命令の真偽を正す!!」

「は。こ、告知は……いかがなさいますか？」

「わしの責任で止める。こんな恥知らずな命令、断じて通すものか!!」

　怒りもあらわに、ウッドマン准将は評議会との回線がある特別端末へ向かい──。




　──《ヘヴンリー・ロウズ》出動命令が告知されたのは、その二時間後だった。





●早すぎる出征




　ＴＢテラバイト級地属性極大破壊術式──《極震災テラン》。

　まず通常の魔法戦では用いられない術式である。大地に走る錬れん素その流れ、有力な地脈に連なる場所でしか発動できず、複雑で難解な儀式の発動に要する錬素と時間も膨大だ。

　しかし、今挙げた条件は『人間』が発動するという前提のもとにある。

　胞子獣ベノムスダームはヒトの限界に縛られない。

　手足のごとく錬素を操り、核分裂に等しい錬素の縮退を超鈍足ながら移動しつつ行い、地脈から火山帯への接続、断層刺激といった超精密作業すら本能的にこなす。




　その胞子獣すら超長時間の詠唱を必要とする以上、

　極大破壊術式の威力たるや、まさに驚きよう愕がくする他なく──。




　第一次防衛ライン、簡易要塞キャンプ群壊滅。

　砕けた地面から噴出した火柱と溶岩により閉じ込められ、なお陸戦科第八〇二戦闘兵団はシェルター内で奮戦、防衛ラインを展開しているが状況は最悪、突破は時間の問題。

　第二次防衛ライン、人類再生機構地上橋きよう頭とう堡ほ、富ふ士じターミナルに致命的被害。

　人類再生機構の出口、兵員輸送の大動脈として確保され、開戦から現在に至るまで敵の侵入を阻み続けた地下交通の要、リニアエレベータ駅、富士ターミナル。

　地熱エネルギーを防衛機構の電力として使用したのが裏目に。

　富ふ士じ山さんを休火山化させていた多重封印魔法が破られ、溜たまり切った断層のズレが解消。震度７強の超震動とそれに伴う地滑りで駅内の通信・交通が寸断、指揮能力を喪失。

　人類再生機構・凰おう花か、前線より出撃したＡ級騎士編成駆逐部隊、壊滅。

　現在進撃中のステージ５、《絶ぜつ貝かい》の再詠唱完了しだい、さらなる大地震によって富士ターミナルを中心とした人類再生機構、旧中部方面戦線は完全壊滅。

　地下交通網が寸断、旧アジア日本、九州・中国・関西方面への進軍が不能となり、列島戦線は東西に分断され、戦争継続すら危ぶまれる致命的な打撃を受けると予想される。




『──以上、簡易ながらウチの情報担当が出した現状報告と被害予想レポートだ』

　端末から響くロンメル・スチュワートの声を、冬とう真まは崩壊した街を駆けながら聞く。

　最深区画ロータス・ボトムの被害は最も軽微だ。それでも天井の崩落、耐震性に欠ける旧建築物の倒壊、エレベータの故障や交通事故の多発、火災など現在も被害は続いており。

　折れた骨のように横たわる大聖堂の残骸。幾筋も立ち昇る黒煙。緊急出動した《ヘヴンリー・ロウズ》と憲兵隊、軍警察が市民の救助と回復にあたっている。

　そうした修羅場のただ中で、冬とう真まは娘、雪ゆき奈なのもとへ一目散に奔はしっていた。

『今回、出現したステージ５の進軍は死ぬほど遅おせぇ。ま、極大術式を走らせながら動ける時点で狂ってるけどな。おかげでまだ本体は、第一次防衛ラインを超えた程度だ』

　胞子獣ベノムスダームの本能的な演算速度、その構成スピードを計算に入れるとすれば。

『タイムリミットは２日。２日以内に《絶ぜつ貝かい》を処理できず、極大術式の再使用を許せば、今度こそ富ふ士じ山さんが火を噴くだろう。そうなりゃ、戦線はほぼ終わりだぜ』

「中部以西の地下通路が寸断された以上、各戦線との連絡や補給に甚大な被害が出ている。富士山の噴火とリニアエレベータ網の壊滅で、復旧が容易ではないと知れれば……」

『……各方面に駐屯してる防衛キャンプ内の士気が保たもてるとは思えねえ。最悪、メシやら空気やらを奪い合って、人類同士が殺し合うサバイバルに陥るだろうな』

「各キャンプの備蓄は、無補給でも半年はもつはずですが」

『最低限の使用で、な。極限状況の超ストレス環境は想定してねえ。その状態に陥る前に、地下連絡網を通じて人類再生機構に帰還、休暇賞与その他でローテーションだしな』

「それすらも失われ、希望が絶望に潰された時……人類は、自滅するわけだ」

　長い長い人類史の結末としてはあまりに間抜けな終わりに、冬真は苦く呟つぶやく。

「それで、軍上層部の見解は？　我々の即時出動許可を評議会に求めるだけでも……」

『……それが最悪だ。連中、トチ狂った動きに出やがった。まさかとは思うが、ハナから織り込み済みの行動だったんじゃねえかと疑いたくもなるぜ、畜生』

　兵隊らしい罵り言葉。口の悪いロンメルだが、それほど直接的に汚い言葉を使うことは少ない。そんな彼が余裕を無くしているのを感じ、冬真は襟えりを正す。

「聞かせてください、先輩。……何が起きているのですか？」

『結論から言うぞ。グラン・マリアだ、あのクソガキ……とんでもねえ狸たぬきだぜ』

　カチュアを通じて判明した、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいにすら届く旧家の派閥形成。高ランク魔法騎士を輩出してきた名家を片端から取り込んで、グラン・マリア閥は拡大していた。

　それこそ主あるじが気づかぬうちに勢力を拡大し、命を奪う癌がん細さい胞ぼうのごとく。

『あの女、前々から根回ししてやがった。万が一、地上戦線に大きな被害が出て、劣勢に立たされるようなことがあれば……Ｓランク魔法騎士二十名、即動員できるってな』

　それは《ヘヴンリー・ロウズ》所属メンバー……全員！

『最悪なことに、九州・関西方面でステージ３、４が数体出てた。軍の主力はそっち側を警戒してて、中部・関東はほぼガラ空き。守備担当部隊はすでに壊滅してる』

　即すなわち、現在人類再生機構が『公式に』保有する戦力で、ステージ５胞子獣に対抗し得るスペックを備えた存在は《ヘヴンリー・ロウズ》以外ないのだ。

「グラン・マリアが卒業しちまえば、今の構成メンバーもほとんど卒業。そのまま各戦線、各方面にバラバラに配属されて、Ｓランク二十人なんてドリームチームは組めねえ」

　旧時代に例えるなら、それは学生野球リーグの超一級スター選手だけを集めてチームを作るようなものだ。今やアーカイブスに映像のみ残る『甲こう子し園えん』も軽く行けるだろう。

　なるほど、プロに準じる実力があるかもしれない。だが──だからといって実戦の経験すらない者を、ただスペックが高いからといって投入すればどうなるか。

「無謀、極まる。……最悪、将来の人類再生を担う次世代Ｓランクが壊滅するぞ」

『ああ。だが、他に方法がないってことになってるのが最悪なんだ。俺たち《名無しネームレス》が公に存在しない以上、この大義名分は崩しようがねえ……！』

　反対ばかりするな、対案を出せ。そう言われてしまえば反対派は黙るしかない。

《名無し》の存在は公表できない。秩序を維持するためとはいえ、さまざまに手掛けた裏工作の中には常人が眉まゆをひそめる汚れ仕事も多々あり、何よりも……。

（俺の存在を、雪ゆき奈なと……Ｓランクという爆弾の存在を公にできるはずがない）

　高ランク胞子獣ベノムスダームの発生条件。戦いの中で散り、死亡した魔法騎士の骸むくろを媒介に出現するという事実は、辛かろうじて希望を繋つなぐ市民の戦意をくじくには十分すぎる。

（魔法騎士という偶像を崇拝し、希望を託すことで市民は辛うじて生きている。貴重な生存圏の３分の１を騎士育成に割くほどだ。だが、それが偽りだったなら）

　辛うじて維持できていた戦線は崩壊。政治不信、軍部不信が爆発し、どれほどの政治的混乱が生じるかさえわからない。そうなってしまえば、人類の破滅は間近だ。

「それで、例のステージ５。発生原因の特定は？」

『戦死、行方不明者の記録と照合、ほぼ掴つかめた。先週、中部戦線で行方不明になった第八〇二戦闘兵団所属、《隻眼巨人サイクロプス》こと地属性Ｓランク、スコット・サンズ、六十二歳』

　ロンメルの言葉と共に端末に送信されたプロフィールをざっと確認する。

　隻眼禿とく頭とう、身長２メートルを超えるマッチョな老人は、とうに退役年齢に達しているにもかかわらず戦場に在り続けた老将として、八〇二戦闘兵団の生ける伝説となっていた。

　近年は加齢によりＳランクから実質Ａランク程度にまで錬れん素そ総量は落ちており、大規模戦闘の殿軍しんがりを務めた末に戦死と報道された記憶は、冬とう真まにとっても新しい。

『最新の診断記録だと変異率16％。とんでもねえ鋼のメンタルで安定してて、たとえ戦死しても制御を失わない可能性が高いってんで無警戒だった。すまねえ』

「追跡は情報部の管轄ですし、責任を追及したところで時間の無駄です。上層部は？」

『ウッドマン准将は最後まで反対するそうだ。だが他のジジイどもは容認するだろうな。連中いわく、胞子獣討伐は望まない、詠唱の中断、これだけを狙うらしい』

　そうして極大術式発動を防ぎ、時間を稼いでいる間に地下交通網、特に軍の移動と輸送を担うリニアエレベータ網を再起動して、軍主力を呼び戻すという。

　そこまでを聞いた時点で、冬真はあたかも熟練の棋士が盤上に出現させた新手のごとく、グラン・マリアが描いた構想を読み取って、深い苦しみを吐き出すように言った。

「数字の、マジックか。上層部でも我々の存在を知っている高官は少数派だ。機密保持の観点からだが、知らない軍幹部を丸め込めば多数派が取れる……！」

『……そういうこった。まさか《騎士殺しの騎士》が実在して、軍の戦果の裏側で自分の手柄を譲ってました、全部茶番ですごめんなさい──とか、言えるわけねーよな』

《名無しネームレス》を知る現上層部が、政治的な切り札として利用していたのもまた事実なのだ。あくまで人類再生機構全体の秩序のためとはいえ、自作自演のマッチポンプに等しい。

『軍閥が生まれないように各方面に手柄を均等に配分したり、戦意が下がらないように、あえて手柄を譲って英雄を作って鼓舞したり。今の上層部は手を尽くしてる』

　だが、それは若手、《名無し》の存在や人類再生機構の現状をさほど詳細に把握しておらず、人類の勝利に希望を抱く、元『英雄』上がりの軍幹部の誕生を招き。

『それを知らない若手幹部が上を通さず、評議会に学徒動員案を持ち込みやがった。評議会も裏の事情を知らない議員は多い、そいつらは賛成するだろう』

　自分たちの延命のため、学生を。──未来を、犠牲にすると。

「つまり……《ヘヴンリー・ロウズ》に先陣を委ねるという命令は、覆せないと？」

『……すまん、としか言いようがねえ。その手の工作は俺の担当だってのにな』

「仕方がありません。そもそも、我々現場の人間が裏から政治的影響力を行使して社会を動かすなどあまりにも危険だ。あちらが一枚も二枚も上手だった、ということでしょう」

『ほんとにお前、他人を責めねえな。クールっつうか、何つーか……』

「自分にできないことを他人に求めるほど、鈍感にはなれませんから」

　答えながらも、冬とう真まの脳内ではさまざまな情報が渦巻いている。

　これまで《名無し》として勤めてきた時間の中で、ステージ５の出現は幾度かあった。

　そのたびに上層部は討伐軍を派兵。その編成や準備時間を利用して《名無し》を動かし、その戦力を可能な限り削そぐと共に、彼らの目に触れても問題ないよう『処理』を施す。

　そして到着した軍が作戦を開始。勝てばよし、できなければ撤退させ、再び《名無し》で始末すればいい。十四年前、雪ゆき奈なを発見したステージ５討伐ではカチュアを中心とした突撃編成で十分に胞子獣ベノムスダームを弱らせたため、軍の攻撃で致命傷を与えることができた。

　このマニュアル化した対応が意味するところは、つまり──。

（ここ十数年、軍は完全な状態のステージ５との交戦経験がないことを意味する）

　これまで出現したステージ５は一部を除いて海外、アジアや太平洋方面で出現した個体が迷い込んだものだ。超遠距離から存在を察知、迎撃することができた。

　しかし、今回は何もかも違う。奇襲のように防衛キャンプ群の間近で出現し、戸惑いも迷いもないままに即極大破壊術式を詠唱、しかも建造物破壊の最適解である地属性。

　計ったようなタイミングで、老齢とはいえＳランクに戦死者が出た上、メンタルが完全に安定して胞子獣化の兆候がほぼなかった人物が、今や《大災厄ブラストダウン》を引き起こしている。

（無駄がない。まったくない。無さすぎる……！）

　それはあたかも棋士が盤上の詰みをめざし、狙いすまして打った妙手のごとく……！

『一応、理屈に合ってねえわけじゃねえのが最悪だ。現状、まともにステージ５と戦やれるのはＳランクだけ。軍主力がいない以上、学徒とはいえ動員するしかねえってのもな』

「ええ。ですが、恐らく作戦の基本となるのは以前の討伐作戦による戦闘データ。つまり、一度我々が交戦し、軍主力とぶつけても問題ない程度に弱らせた個体のものだ」

『経験不足のガキに、前提から間違った情報に、楽観的な作戦で戦争やらせるのか……』

　敗北条件を片っ端から満たしたような展開に、冬とう真まは頭痛すら感じた。

　今ばかりは、社会の秩序のためにあえて地位を求めず、権限を政治に委ねた自分の考えが間違っていたのではないか、とさえ思ってしまう。

（雪ゆき奈な……!!）

　敗北が約束された作戦、《ヘヴンリー・ロウズ》の陣頭に立つは最強のＳランク。

　すなわち、冬真が最も愛する娘──白しろ銀がね雪奈、その人なのだから。

「自分はとにかく雪奈に会い、無事を確認します。先輩はその間《ヘヴンリー・ロウズ》の動向を探り、可能なら対ステージ５の作戦案の入手、成功率の検討をお願いします」

『了解。動かせる実戦メンバーには声をかけて即応体制をとる。うまいこと、ガキ連中がひと当たりしたあと退ひいてくれりゃ、手を出す余地もあるんだが……』

「そう誘導できるかどうか、試してみます。雪奈は敏さとい子ですから、ひと当たりした後はこちらに任せて撤退するよう諭すことも可能ではないか、と」

　素直な子だ。まっすぐな子でもあるため、八百長じみた談合は嫌うかもしれない。

　が、これまで自分の言うことを素直に聞いてきた実績から、冬真がそう判断すると。

『……悪い。そいつは、たぶんうまくいかねえぞ？』

　端末越しに聞こえた先輩の意外な答えに、驚いた。

「なぜです、先輩。そう判断するほど、俺に対する雪奈の信頼が揺らいでいると？」

『逆だ、逆。伊だ達てにお前と長くつきあってねえ、お前の考えはよくわかる。たとえばお前、ここは俺に任せろ、先に行けってカチュアや俺が敵に立ち向かってったらどうする？』

「先輩やカチュアに対処できる相手なら、自分が加わればより迅速に処理できます。そう判断し、撤退ではなく参加するかと。もちろん前後の状況にもよりますが」

『……そういうとこだぞ。雪奈ちゃんは、血がつながってなくてもお前の娘だろ？』

　はあ、と深々とため息をつきながら、ロンメル・スチュワートは嘆くように言った。

『お前や、短い間とはいえ一緒に働いた仲間を助けるために。自分が真っ先に戦いに行く。そう判断するに決まってるじゃねえか。だって、お前も、あの子もよ』

　──最強で、無敵なんだから。

『傷つかないモノが、負けないモノが戦うのが最も合理的だって、そう判断するはずだ。俺の予測が合ってるかどうかは、そっちで判断して結論を出せ。頼むぜ』

「…………！」

　その言葉に、答える言葉が出てこない。

　確かに、そう判断する。してしまうだろう。自分の教育は間違っていたのだろうか。

　誰よりも強い存在として生まれた以上、自らが戦うべきだ。そう結論した自分の考えを、最も間近で見ているのが雪ゆき奈なだ。ならば、同じ結論に達するのは当然のことで。

（……なんてことだ）

　これまでカチュアが、ロンメルが、間近にいた親しい人が自分を見て、時々驚くほどに痛ましそうな顔をするのを、不思議に思ったことが何度もある。

　死期が迫った病人を見るような、諦めと覚悟の表情。そうさせていたものが何なのか、はじめて冬とう真まは理解できた気がした。そう、この感情は、きっと……。

（愛したものが、大切なものが、死に急ごうとしているのに止められない。これは）

　──どうしようもない、恐怖だ。

　自己分析を終え、冬真は自らの手をじっと見る。

　執事服とセットで揃そろえた白い手袋ごしにわかるほどの指の震えが、内心を示していた。

　喪失の不安と、これから起きるかもしれない出来事への恐怖──。

（仲間みんなはずっと、これを味わっていたのか）

　それでいながら、ついてきてくれたのか……？

　思うだけで、胸が張り裂けそうになる。が、今は彼らに詫わびる暇すらない。

（雪奈……。早まるな、頼む。俺の話を、聞いてくれ……！）

　すがるように願いながら、冬真は瓦が礫れきにあふれた市街を駆け、きつく拳こぶしを握りしめた。
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「おい、無事か!?　大丈夫、救助が来たぞ。しっかり、しっかりしろ！」

「地属性の使い手は瓦礫を退どかせ！　まだ人が埋まっているかもしれない！」

「音響探査式、生命探査式を絶やすな。人命救助を最優先。急げ、急げ、急げ！」

《ヘヴンリー・ロウズ》はＳランク騎士二十名を中心とした組織である。加入にあたり最低条件こそあるものの、ＡランクからＣランクの下部構成員も多く在籍している。

　最深区画ロータス・ボトムの治安を預かる準警察組織である以上、ある意味当然だ。

　巨大な社会を維持するためには、優秀な個による処理能力では追いつかない。ほどほどに優れた凡人百人がいれば充分で、彼らは皆熱心に働いている。

「お爺じいさん、お怪け我がは大丈夫ですか？　今救護所で応急処置をしています、そちらへ！」

「おお……おお、助かりますわい。なんということじゃ、まるで世界の終わりじゃ！」

　瓦が礫れきの中を、ふらふらとさまよっていた老人に《ヘヴンリー・ロウズ》の制服を来た、少女騎士が声をかける。額からたらりと血を流しているのに拭いもせず、砂の城のように崩れた人類社会の残骸の中、老人は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいている。

「もう、おしまいなんじゃろうか。13区画のように、ここも滅びるのかのう……？」

「そんなことはありません！」

　きっぱりと、少女は言う。

「私たち、《ヘヴンリー・ロウズ》がいます。グラン・マリア様が指揮をとり、そして、我らが騎士団長が健在です。人類は、胞子獣ベノムスダームごときに負けません！」

「おお……。じゃが、噂うわさではステージ５が、とんでもない胞子獣が地上に出たとか……。いかに、グラン・マリア様とはいえ、この地の底からどうやって戦うのかね？」

「そ、それは……」

　少女が口ごもり、恥じ入るように軍帽を深く被かぶった、その時だった。

　ヴォンッ……。

　街頭のあちこちに設営された、公共放送用のビジョンに光が灯ともる。

　普段は通常電力のみで娯楽番組を放送しているが、緊急時には魔法式により一切の電力を必要とせず、人類再生機構全三層に情報を届ける現代の水晶玉。

　そこに移し出された人物に、老人と騎士は声をあげる。

「おお、あれは……！」

「グラン・マリア様!!」

　わずかにノイズの走る画像。色を失ったモノクロ、ノイズだらけの画質は、かなり強引に式を展開していることの証左。だがその声はそれでもなお、聞き惚れるほど美しい。

『人類再生機構、全市民のみなさまにお伝えいたします。本日11時58分、震度７強の地震が観測されました。残念ながら、これは自然現象ではありません。

　──本日未明、ステージ５胞子獣、コードネーム《絶ぜつ貝かい》が突如出現。第一防衛ラインたる中部方面軍防衛キャンプ群に侵入。ただちに軍は阻止行動を開始……』

　おお……と、荒れ果てた街路に座り込んでいた市民が声をあげる。

　それほど彼らは正確な情報に飢えていたのだ。食料より、水より、救援よりもなお──これからの未来を求めて、まるで餌をぶらさげられた獣けもののように映像を見上げる。

『されどＡランク騎士を中核とした防衛部隊は敗北。胞子獣は極大術式を解放しました。現在、富ふ士じターミナル駅の運行停止を含め、地上戦線に甚大な被害が出ております』

「そんな……！」

「中部戦線には、家族が従軍してるの！　どうなったの、無事なの!?」

「落ち着いてください、落ち着いて！　まだ発表は終わっていません、静粛に!!」

　声をあげかける市民を騎士が諌いさめる。辛かろうじてざわめきが落ち着いた時……。

『忌き憚たんなく申し上げましょう。状況は──極めて不利です』

　きっぱりと、希望すら断ち切るかのようにグラン・マリアは言った。

『《絶ぜつ貝かい》は極大破壊術式の再詠唱を行いつつ、時速10キロで富ふ士じターミナルへ侵攻中。三日以内に詠唱を中断させ、それを処理しないかぎり……

　極大術式の発動により富士火山帯が刺激を受け、封印式が破断。大噴火による地脈変動により、人類再生機構は致命的なダメージを受けるでしょう。また、地下エレベータ網の運行停止により各戦線の補給が寸断され、地上奪還の大義すら失われてしまう!!』

「おお……グラン・マリア様が……！」

「お泣きになっている。おいたわしや……グラン・マリア……!!」

　瓦が礫れきと化した大聖堂に立ち、指導者たる少女は麗しい頬ほおにとめどなく涙を流しながら、画面に向かって切々と訴える。その言葉は、瓦礫に沈む人びとの胸に強く訴えた。

『──それでよいのでしょうか。私たちにもできることが、あるのではないでしょうか。子供だから、未熟だからと守られるばかりではいられません。私たちは騎士、人類を守るために選ばれた戦士として、その役割を果たします。死力を尽くし、されどなお届かなかった英霊に感謝を捧ささげ、その犠牲に報いんがために、私は、《ヘヴンリー・ロウズ》所属Ｓランク魔法騎士、総勢二十騎──わたくしと雪ゆき奈なを含め二十二騎は──』

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお…………！

　自然、どよめきが昇る。それはよくよく耳を澄ませば、魔法式の発動が混じっている。

　人の心を鼓舞し、声をあげさせる単純な士気高揚術。だがこの場、最深区画ロータス・ボトム全域に走るそれに気づくほど敏さとい者は、ごくごく限られていた。

『──十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの要請を受け、学徒動員に応じ、戦場に行きます！　ステージ５を討伐し、人類を守り、皆さまの生命と安全を守るため、この命を捧げましょう！』

　涙ながらに訴える統括生徒会長。指導者たる彼女の凛りんとした様は、人々に訴える。

　このままでいいのか、と。すべての希望たる魔法騎士に、グラン・マリアに縋すがれ、と！

『わたくしと、わたくしの剣たる騎士達たちは、この命を懸けて戦場に赴きます。どうか……。見守ってください、この戦いを、人類の命運を賭けた一戦を。わたくしは隠しません！　戦いの模様をすべて公開し、最前線で散る命、騎士ひとりひとりの姿をお伝えします！』

　ざわ……ざわざわざわ……と、動揺が走る。

　最前線の模様を公開するなど、これまでの歴史上なかったことだ。帰還兵の口から断片的に語られる情報はあれど、本当の戦場を知る者は少ない。それが公開される、好奇心とそれ以上の高揚感、人類存亡を賭けた戦いを応援する、参加できるという想おもいが！

　──うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!

　人類再生機構全域を揺るがすかと思うほどの、市民の歓声に変わった。

「グラン・マリア！　グラン・マリア!!」

「わたしたちの母！　次代の指導者！　グラン・マリア!!」

　それは旧時代における、国家の威信をかけたスポーツに熱狂する国民に似ていた。

　リアルタイムで報道される『戦争』。逐一それが見られる、応援できる。

　その知らせは人々の不安を一気に払い、逆に熱狂に塗り潰す。呆ぼう然ぜんとしていた老人が、痛ましさに言葉をなくしていた少女騎士が、涙をこぼし声を嗄からして喝采する中！

『みなさま、ご安心ください。わたくしたちは必ず勝ちます。勝って、みなさまのもとへ戻るでしょう。わたくしと、わたくしの最も信頼する騎士。……英雄、二十騎！』

　……ザッ!!

　グラン・マリアの背後に、正装を身につけた騎士たちが並ぶ。

　あの出陣登校式と同じ、仮面を被かぶり、計算され尽くした序列で陣形を整える先頭には。

『さらに、人類史上最強の魔法騎士。オーバーＳランクたる白しろ銀がね雪ゆき奈なさんが参戦します。わたくしとわたくしの剣たちが、みなさまの応援を力に変えて──戦います！』

　言葉を溜ため、グッと歓声が静まる一瞬！

『──人類に月桂樹ローリエの祝福を!!』

　士気高揚の定型句が、全市民の胸に突き刺さる。大災害の悲嘆も苦しみも忘れ去り、人は熱狂のままに声をあげ、応援の言葉をただひたすらに叫び続ける。

『ユ・キ・ナ!!　ユ・キ・ナ!!　ユ・キ・ナ!!』

　画面に映し出された、緊張した面持ちの少女──白銀雪奈に届け、と。

　群衆の熱狂は、いつまでもいつまでも続いていた。
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「すまないが通してくれ。──グラン・マリアに、さもなくば雪奈に面会を！」

「申し訳ありません。今は重要な軍議中、たとえ筆頭執事であろうとお通しは……！」

「くっ……！」

　統括生徒会本部ビル。

　これもまた再現された旧建築ながら、耐震補強の成果か目立った影響はない。

　その周囲は動員されたとおぼしき魔法騎士学園生徒に囲まれ、文字通り蟻あり一匹這はい出る隙もないほど固められていた。執事はおろか、教師すら立ち入らせぬ徹底ぶりで。

（ことごとく、先手を打たれているな……！）

　いや、勝負にすらなっていない。政治の舞台に立たない限り、決して……！

　入り口を固める生徒、まだあどけない少年に阻まれ、強行突破することもできず、冬とう真まは苦しみのままに退いた。何としても作戦開始前に雪奈と接触しなければならない。

　グラン・マリアの全体演説、あれが鬼手だ。

　あの一手で群衆の熱狂的支持を得た彼女は、もはやその行動をまったく制限されない、フリーハンドを手に入れた。ロンメルの話では、緊急招集された十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいすら。

（合議制の悪いところが出たか……！）

　事情を知る一部議員と、知らない議員との間では足並みが揃そろわない。

　密ひそかに数を増やしていたグラン・マリア閥の議員による多数派工作によって議会は紛糾、何も決めることができぬまま、押し切られる形でグラン・マリア支援を決定した。

　これまで決して許されなかった最前線の公開、映像中継までも含めて……！

（俺の、《名無しネームレス》の存在を、知っているのか、いないのか……）

　グラン・マリアの真意は不明だが、極めて動きにくくなったのは確かだった。

　これまでのように影に潜んでステージ５を処理できない。圧倒的なスポットライトの中、影に潜むのが主体の特殊部隊が表に出れば、それは戦後に大きな禍根を残すだろう。

　つまりは、彼女の勝利を願う。祈る。あるいはせめて犠牲の少ない敗北を……？

（馬ば鹿かな。人類の敗北を祈るなど、決して許されるはずがない）

　混乱する思考の中、ギリッと奥歯を噛かみしめていると──。

「冬とう真まさんではありませんか？　あなたも、ここへいらしていたのですね」

「天てん上じよう院いん議長。それに……ＰＰＡのみなさん。なぜ、ここへ？」

　いつのまにか周囲に、大勢の群衆が現れていた。

　何かを決意したかのような真剣な面持ちで、正装した老若男女が群れをなし、未いまだ続く中継映像を端末で受信して見入りながら、手にしたものを高く掲げて。

「──ＰＰＡとしては、子供たちの動員に対して反対の声明を出すつもりでした」

　その先頭に立つのは、天上院明あき臣おみ。

《ヘヴンリー・ロウズ》白はく蓮れん騎士団長天上院春はる斗との父親にしてＰＰＡ会長、旧家の当主として、グラン・マリア閥の筆頭に近い、と目されている人物だ。

「ですが、この人類存亡の危機にそんなことは言っていられません。……せめて、少しでも力になれれば、と」

「なるほど。……立派なお考えです」

「はい。いつかは、と覚悟していましたが、まさか息子がこんなに早く出征するとは……。もしよければ冬真さんも、我々と一緒に祈りませんか。少しは気も紛れるでしょう」

　それはきっと善意の言葉なのだろう、と冬真は思った。

　この男は、陰謀に関わるタイプの人間ではない。純粋に息子を心配し、息子が仕える主、グラン・マリアを崇拝し、自分にできることをしているだけだ。

（無力を噛みしめて……気休めとわかっていながら、周囲とそれに耐えている）

　それは人類の、群れとしての強さを示す行動とも言えた。

　だが、冬真は違う。娘のために、人類のために、行動できる機会がある。だが彼らにはそれすらなく、無意味な祈りを捧ささげるしかない。

（……辛つらい話だ。できるだけ、息子さんも守ってやりたいが）

　皮肉にも、注目が集まれば集まるほど、人々が熱心に見守るほど──その可能性は減る。

　倒せないのなら、まだいい。被害の少ないまま撤退してもらえれば、それでいい。だが、もし万が一、公開された状態でステージ５を撃破してしまったら、どうなる？

（まずい。だが、今放送を止めれば、それこそ暴動だ……！）

　人類の希望となり、すべての注目が集まる今、うかつな妨害行為は藪やぶ蛇へびになる。

　……ピピッ。

「これは……？」

　端末が鳴る音に、画面を確認すると、ショートメッセージが着信していた。




『お父様。短時間ですが、軍議を抜け出せました。

　──出征する前に、少しだけ。お父様成分を、補充。したいです』

「雪ゆき奈な……！」




　同じく家族が出征しているのだろうＰＰＡの父兄に気づかれぬよう、それを隠すと。

　冬とう真まは密ひそかに群衆を離れ、統括生徒会本部ビルの裏手に向かう。そこも群衆によって隙なく取り囲まれていたが──誰の注意を惹ひくこともなく、一枚のドアが開いた。

（周囲の気配を消し、行動に注目を集めない『ボッチ式』……この構成は）

　見覚えのある洗練された式に注目すると、見慣れた三人組がそっと現れ、影のように群衆に紛れ込むと、待ち合わせ場所に指定された生垣の傍そば、冬真のもとへと進んでくる。

「──お父様！」

「雪奈！　……それに、黒くろ子ことアレイナも。無事だったか！」

　飛び込んできた雪奈をぎゅっと抱きしめた瞬間、涙があふれそうになった。

　胸が熱くなり、涙腺が刺激されるのを感じる。無事でいてくれた、声が聞けた、ただ、生きていてくれたことが嬉うれしくて、思わず強く娘を抱きしめてしまう。

「ぎゅーっと……してください、お父様。とっても、雪奈は、疲れました……」

「だろうな。いくらでもしてやるさ、それくらい……！」

「はっはっはー。親馬ば鹿かにファザコン、立場変わってもいっしょでいいっスねー♪」

「うん。……えっと、ごめんなさい。わたしたち、お邪魔じゃないでしょうか？」

　抱き合う父娘おやこの傍で、控えていた黒子とアレイナが言う。

「……感謝、です。端末で連絡して、軍議をおトイレだからと抜けてる間、お父様に会う、お手伝いに来てもらいました。黒子さん、こういうの得意なので……」

「うんうんっ♪　トモダチを頼ってくれて、ウチとしてもうれしーっスよ。まあアレちんは別に役に立ってなかったですけど、いてくれるだけで満足枠で」

「ひどい！　……これからすぐ、救護班のボランティアに行くもん！」

　少しむくれてみせるアレイナ。

　だがその顔色は悪く、冬とう真まの胸に抱きついた雪ゆき奈なを見て、迷うように唇くちびるを噛かんでいた。

　対照的に黒くろ子こはいつも通りだが、視線を交わした刹那に念話を交わすと。

（思うところがあるようだが……正直、助かった）

（いえいえ、いーんですよ♪　そのへんのサポも仕事のうちなので。でもヤバいっスよ今、統括生徒会ビルは内外の連絡ガン断ちなんで、さっきの通信がギリでした）

（雪奈に連絡を取ろうと、端末を介した通常通信から緊急用の非常回線まで試したが……やはり届いていなかったか。あちら側の作戦内容について、情報は？）

（無理っス。ユッキーから世間話の体で聞き出したとこだと、《ヘヴンリー・ロウズ》の中でも現時点で聞かされてるのは数人、ユッキーすら何も知らないくらいで）

（そうか。……助かった、ありがとう）

　ほんの一瞬の視線の交差、一秒にも満たないやりとりでそれだけの情報を得る。

　中核戦力たる雪奈にすら作戦を伝えていないのは、情報漏れに対する警戒だろう。雪奈を介して冬真に漏れることを警戒して先手を打っている。

　つまり、信用されていない。当然といえば当然だが……。

「お父様。……雪奈は、このまま、戦場に行きます」

「待て。この状況は……危険だ。ステージ５に関しては、軍上層部に対処の術すべがある」

　それは即すなわち、自分。《名無しネームレス》の行動という意味でだが。

「雪奈、お前に頼みたい。戦場では被害を最小限に抑え、自分と仲間の命を最優先しろ。可能なら適度に交戦したら撤退を。あとは、こちらで処理する」

「処理……お父様が、ですか……？」

「それは、言えない。……機密に属することだ。この場の皆を信頼しているが」

　口に出せないこともある。それは、規定された機密事項だ。

「頼む。特に、ステージ５との交戦内容を公にするのは、大きな混乱を招く可能性が高い。あのセリカ嬢が亡くなった時のような光景を、大勢の目に晒さらしたくない」

「……セリカちゃんの……！」

　深く心を傷つけられ、いまだ癒いえていないのだろう。アレイナが泣きそうな顔をする。

　胸の中、湯たんぽのようにぽかぽかと温かで柔らかい娘の身体からだが強こわ張ばるのを感じた。

「でも……だめです、お父様。言うことは聞けません」

「……どういうことだ、それは。雪奈、お前はいつも……」

「はい。お父様に、従ってきました。けど……。雪奈がそうして退ひいたら、きっと。あの時のように、お父様や、カチュアおばさまが……雪奈の分まで、傷つくから」

「！」

　それは、ロンメルの予言通り。

　誰かが傷つくよりも、自分が傷つくことを望む。

　無敵と最強の父娘おやこに共通する──受け継がれた、英雄の心だった。

「雪ゆき奈なは、子供じゃ……ない、です。だから、戦い……ます！」

「……待て。ろくな記録もない、情報もない、作戦も立てられない状況で何ができる？」

　声を荒らげはしない。だが、冬とう真まの声からは深い焦りが伝わってきた。

「詠唱を、止めます。極大術式の発動は最速で明日の夜ごろ……準備を整えて明朝出発、その後、お昼頃に交戦状態に入りますから、そこで止めれば……」

　極大破壊術式が止められる。そうなれば再詠唱にまた時間が必要となる。

　それこそ、《名無しネームレス》が密ひそかに処理する余裕も生まれる……！

「できるかぎり敵を弱らせて、部隊を撤退させて……。お父様のお手伝い、します。前に、お父様がしていたことのかわりに。今度は、雪奈が……したいから」

「…………」

　止めるのは簡単だ。だが、それを口にしてしまえば何かが終わると、冬真は感じていた。

　雪奈は真剣だ。自分にできることを最大限に考え、ここまでなら可能だと言っている。

　できる、やらせてほしいと告げている。彼女を信じているなら、任せられるなら任せてほしいと小さな身体からだが言っている。それは、あまりにも過酷な決断だった。

「やめろ。逃げろ。止やめてくれ。……今、俺はそう言いたくてたまらない」

「……わかります。お父様は、とてもとても、優しいですから……」

「そんな訳じゃない。あまりにも身勝手な理由だ。お前が傷つけば、俺の心が痛むからだ。お前が万が一にでも死んでしまえば、俺も死ぬほど辛つらいからだ。そう……」

　自分の心を守りたいという防衛本能が働いていることを、冬真は自己認識している。

「だが、それと同じくらい、成長したお前を信じたいという想おもいがある。お前ならできる、それだけの技術は伝えてある。お前なら決して負けない、雪奈は最強だと信じている」

「……はい！　お父様に教えてもらった、雪奈は」

　ぐっ、と力こぶをつくる真ま似ねをして、微笑ほほえみながら。

「さいきょー、です。あんな、でっかいサザエのお化けに、負けません」

　いつのまに、こんなに大きくなったのだろう？　小さな小さな子猫のような赤ん坊から、すくすくと育った娘の愛いとしい姿は、ただ守られる弱い存在ではなくなって。

「お前を、信じる。だが……決して無理はするな。頼んだぞ、雪奈」

「はい。……術式発動は、必ず止めてみせます。そのあとは……お父様に」

「俺という、個人ではない。人類を守る力が、必ずあれを『消す』だろう」

　それは絶対の事実。冬真という個人を超えた種の守護者が。

「安心しろ、雪ゆき奈な。絶対にお前は、人類は、守ってみせる。だから──生き残ってくれ」

「はい……！」

　そして互いに抱き合う父娘おやこの隣、三歩ほど離れた場所で。

「……本当に、行っちゃうの？　雪奈ちゃん……！」

「はい。行き……ます。大丈夫です。お父様分も、こうして、補充、できました……！」

　開いたばかりのつぼみのように清すが々すがしく笑む雪奈に、アレイナは顔をくしゃりと歪ゆがめた。

「そんな……そんなのって、ひどいよ。なんで、雪奈ちゃんばっかり……セリカちゃんも、いなくなっちゃったのに。どうして、どうして、わたしは……！」

　──ついていくことすら、できないのに。

「なんでわたしは、こんなに弱いの？　大好きな友達と、一緒に戦うこともできずに……ただ、見送って、助けてもらうだけなんて。そんなの、そんなの……あんまりだよ……」

「……アレっち。それは、ウチも同じっスよ。けど」

　守られる辛つらさを知るからこそ、と黒くろ子こは呟つぶやく。

「守ってくれる人を、困らせちゃいけないって思うっスよ。……わかってますよね？」

「うん。わかってる。けど、けど……雪奈ちゃん、泣かないじゃない！　だから……！」

　涙と鼻水、こみあげる感情でくしゃくしゃになった表情。

　だがそれは、決して醜くなどない。溢あふれる友情が形作った、尊いものだと冬とう真まは思った。

「だから、わたしが泣くの……！　だって、おかしいもん！　冬真さんなら、ステージ５も倒せるんだよね。なら、そうしてもらえばいいのにって、思っちゃうもん……！」

　セリカが変じた胞子獣ベノムスダームを一撃で倒したあの瞬間を、アレイナは見ていた。

　だからこそ知っている、その圧倒的な力を。八つ当たりに等しいとわかっている。でも、かけがえのない親友と二度と会えないかもしれない、そう思うだけで。

「ごめん。わがままだよね。何言ってるのか、わかんないよね。でも……でもおっ……」

　ぽたぽたと、アスファルトに涙がこぼれる。

「雪奈ちゃん、行かないでって……!!　死んじゃやだって、言いたいよぉ……!!」

　心底、友達を案じる言葉だった。大義のため、仕事のため、家族のため──。

　そんなさまざまなしがらみをすべて取り去れば出てくる、本当の本心だった。

「ありがとう。……アレイナ・スクロヴェーニ」

「ふぇ……？」

　泣きじゃくる少女の手をとって、冬真は言う。

「君は、俺のかわりに泣いてくれた。俺が言うべきことを、言ってくれた。だから、俺は礼を言う。そのわがままさは──そのまま、俺の心にもあることだから」

　けれど、と冬真は言葉を切り、わずかに屈かがんで彼女としっかり目を合わせる。

「それだけでもない。お互いを大事に思う、だからこそお互いのやりたいことを尊重する。俺は雪ゆき奈なの希望を叶かなえてやりたい。やりたいようにさせてやりたい。だから」
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　危険だとわかっていても、なお。

「戦わせる。だが、この命に替えても必ず雪奈は俺が守る。……約束だ。どうかな」

「やく、そく……？」

「ああ。この世で一番大切な娘に誓って、必ずこの誓約は果たそう」

　真剣な意志が伝わったのか、アレイナはとたんにしゅんと肩を落とし、涙をぬぐった。

「……待ってるから。絶対、帰ってきてね。雪奈ちゃん……！」

「はい。必ず……帰ります」

　短く、シンプルな答えに絶対の意志をこめて、雪奈は友に答える。

　うつむくアレイナの表情に、冬とう真まは覚えがあった。あれは、カチュアの貌かおだ。戦火の中、冬真についてこられない自分の無力を呪い、誰よりも熱心に努力するようになった。

　──兆しの顔が、成長の萌ほう芽がが、そこにあった。

（きっと、彼女は強くなる）

　友達を残し、自分だけが守られる悔しさに焦がれ、それに立ち向かう強さがあるから。

　弱いままでいられない、克己の心があるからこそ、きっとアレイナは──いつか、雪奈にとってのカチュアに、かけがえのない戦友になってくれると、確信していた。

（いい場面っスねー。ところでそろそろ隠いん蔽ぺい式が限界なんスけど!?）

（すまない、助かった。……後で詳細は伝えるが、留守を頼むぞ。黒くろ子こ）

　会話の間、周囲の群衆に音や姿が伝わらないように隠いん蔽ぺい式を展開している黒子の念話。

　意志を繋つなぎ心を通わせる短距離通信に、彼女の困惑が伝わってきた。

（へ？　てっきりウチも前線に出るのかと思ったっスけど、違うんスか？）

（ああ。……後方に戦力を残しておきたい。まだ、何かある可能性が高い）

（何かって、ブッソーっスね。了解しました。無事で戻ってください、センパイっ♪）

　ニッと白い歯を見せて親指をたてる黒子。励ましの仕草を受け入れて、冬とう真まは立つ。

「出発は明朝だな？　なら……今夜はお前の好きなものを作って、待っている」

「……今夜は、帰れないと思います。でも、お父様。すべてが終わったら……」

　少しためらいがちに、雪奈は冬真の耳元にささやいた。

「戦場から、帰ったら。……ずっといっしょに、寝てください。……いいですか？」

　大人びた仕草からの意外な言葉に、冬真はふふっと笑みをこぼす。

「いいとも。……成長したと思ったら、まだまだ子供だな、雪奈は」

「ぶー。……違います。雪ゆき奈なは、大人です」

　むくれる雪奈のふわふわとした髪を撫なでながら、冬真はそっと愛する娘を支える。

　しなやかな背中を軽く抱きながら見上げた空は、擬似太陽光が傾きかけた夕暮れ時で。そのどこか物悲しい風景を並んで眺めてから、四人はそれぞれの道に分かれて行った。





●陰謀の死都




　これは、《ヘヴンリー・ロウズ》配属が決定した直後の話。

　統括生徒会ビル屋上茶室。

　二週間以上が経過しながら、白しろ銀がね雪奈はその時の会話を、一切忘れられずにいた。




「──ご覧になったのでしょう？　ステージ５の誕生と、そして死を」

　和服の少女が、丁寧に茶を点たてながら。甘く甘く、ささやいてくる──。

「これは最重要機密。十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいと軍部の限られた者が独占してきた真実です。そう、ステージ５とは人間。それも最前線で力尽き、命果てた魔法騎士の成れの果て」

（セリカちゃん、みたいに……？）

　雪奈の大切な友達が、そうなったように。

「貴女あなたのお父様はそれを知りながら、ひた隠しにしておられました。正確な説明などは、未いまだ頂いていないのでしょう？　それはつまり、ある真実を隠しているからですよ」

「しん、じつ……？」

「ええ。とてもとても残酷な、あまりにも恐ろしいこと。知ってしまえば不安のあまり、これから穏やかに眠れる夜など一晩たりともなくなるでしょう。そんな事実を」

　──知る覚悟は、ありますか？

　こくり、と細い首が唾つばを呑のみ込んで小さく鳴ったのを、覚えている。

　夢の中、顔のぼやけたソレの言葉は甘い毒だ。耳を犯し、心にまで浸しみこむ音の毒。が、その凄すさまじい苦さが癖になり、理性は嫌だと叫んでも、感情がソレを求めてしまう。

「……おし、えて……くだ、さい。それは、何なの……ですか？」

「あなたのお父様は、無敵。オーバーＳランクたる貴女あなた以上の実力を持ちながら、公的な評価はＤランク。待遇も庶民と変わらない……これは明らかにおかしいでしょう？」

「……」

「そう。それには理由があるのですよ。かつて最前線で数多あまたの術式を開発、今も戦闘教本に伝わる伝説の術式記述者。そして最前線での従軍中、発生した高ステージ胞子獣ベノムスダームの討伐作戦すべてに参加しながら討伐記録、報告に一切名を記されなかった不遇の天才」

　記録から抹消された──《名無しネームレス》。

「最前線で最も必要とされるはずの存在を、十四年前後方に下げねばならなかった理由。人類の命運を賭けた大戦の戦略兵器となり得る『個人』を使えなくなった秘密……」

「……それ、は……？」

「簡単です。あの方が、────となった、その時に」

　にいっ、と。それまでの優しげな笑みが突如、唇くちびるのひきつれた不気味なモノになり。

「もはや、対処の方法が存在しないからですよ。だからこそそんなリスクは犯せなくなり、軍は前線からあの方を下げたのです。無敵の盾を砕く最強の矛が手に入るまで」

　矛盾、最も有名な中国の故事。

　あらゆる矛を防ぐ無敵の盾と、あらゆる盾を破る最強の矛。

　両者をぶつけたなら、何が起きるのか──？

「それは無限と無限の衝突。それは絶対なる虚無の到来か、それとも中和による平穏か。答えは出ておりませんが、上層部は後者の可能性に賭けたのでしょう。無敵の盾を隠し、最強の矛が育つまでの間、徹底して時間を稼ぐことにした……」

　その言葉は嘘うそである。

　その囁ささやきは毒である。

　すべては彼女にとって都合よく塗り固められたモノで、ありながら──。

（……上層部は、お父様を）

　人類を守ま護もり続けてきた無敵の盾を。

（処分させるために、雪ゆき奈なを育てさせたのですか……？）

　後継者たる最強の矛により、処分させようと企たくらんでいたと。

（雪奈は、知っています。雪奈はお父様の、本当の子供ではないということを……）

　汚染物質の中に埋もれていた保護ポッドの中にいた、と。

　素性は一切不明であり、手を尽くしたがわからなかった、と、説明を受けている。

　だが、そんなことがありえるだろうか？

（もし、お父様が、嘘うそを……雪ゆき奈なを想おもって、嘘をついているとしたら）

　上層部に与えられた刺客と理解しながら、その運命を受け入れていたとしたら。

　自分を殺す役目を担う縁もゆかりもない少女を、娘として愛情いっぱいに育てて──。

（お父様なら。……する。します……）

　誰よりも優しく、自分のことより他者を救うことを優先する、父の背中。

　娘たる雪奈を最上位に置いてはいるが、その優先順位における『自分自身』は驚くほど低い。人類の存続のため必要とあらば、自らの死すら厭いとわないのではないかと思う。

　だとしたら。お父様に自分を殺させるために育てさせたのだとしたら、それは。

（──許せない、です）

　お父様は、認めないだろう。

　強すぎるが故に、決して傲慢になれない人だから。

　愛する娘に殺されることを選ぶことに違和感すらない、そんな優しい人だから……！

（だから、だから、だから──）

　言葉が渦巻く。

「雪奈さん。貴女あなたが起たつしか──ないのですよ？」

　夕暮れの茶室。和服の裾から伸びた白い手が、雪奈のそれに重なり優しく撫なでる。

　細かく震える指先をそっとつまみ、桜色の爪にキスをする唇くちびる。ほんのわずか触れただけ、なのに温ぬくもりがいつまでも残るような気がして、彼女は勇気を得たのだ。

（絶対に、お父様は……殺させない）

　ずっとずっと、守ま護もられ続けていた。

　拾われた子で、血のつながらない娘で、そう聞いて育った幼年期。ほぼふたりきりでのシェルター暮らしの中で、どれほど大切にしてもらっただろう？




『いつか、本当の家族に……なりたい、です』

『ははは。今だって、本物だろう？』

『そういうことじゃありません……ぷう』




　本物の家族じゃない。その不安を紛らわすために、過剰に甘えに甘えてみた。けっして誰にも譲らないと、嫉妬してみせてもみた。二人の絆きずなを永遠のものにしたかったから。

　お父様と結婚したいと主張したこともある。

　あのときは笑って流されてしまったけれど、それは切実な願いだった。

　だって……結婚は他人同士が本当の家族になるための儀式だから。

　血のつながらない偽の父娘おやこ関係を、本物の絆きずなにする唯一の方法がそれだと思えたから。

　でも──もしも顔の見えない大人達たちが。

　人類再生機構の、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの汚い大人達が、自分とお父様の絆を掌てのひらの上で弄んでいたのだとしたら──




　──プシュッ!!




「……お父様を、助けなくちゃ……」




　冷たく狭く、棺ひつぎのように昏くらいタンクベッド。

　ぬくもりに包まれるような父のシーツではなく、カプセル状のそれに詰め込まれるように眠り、機械のごとく覚醒しながら、白しろ銀がね雪ゆき奈なは頭に残った夢の残ざん滓しを振り払う。

　薄暗い部屋にズラリと並ぶ仮眠用タンクベッド。そのほとんどは出撃を控えた騎士たちで埋まり、あたかも屍しかばねを並べた霊安室のように静かで重苦しい空気に満ちている。

　シャツ一枚だけを羽織ったラフな格好でペタペタと、この二週間ですっかり歩き慣れた統括生徒会ビルの廊下を歩く。ほぼ裸の妖精じみた美び貌ぼうに、行き交う職員が顔を背ける。

　見てはいけないものを見るような、神々しい何かを見たような反応だ。決して一線から踏み込もうとせず、慌てて服を着せるようなことはない、温ぬくもりのない距離。

「すぐに、取り戻せますから。……必ず、帰りますから」

　ふたりきりのシェルター、温かい部屋での日常を取り戻すために、雪奈は動く。

　シャツのポケットから端末を取り出し、通話を選択。数度のコールを待たず回線が接続、驚くほど温かい声がスピーカーから届くまで、五秒とかからなかった。

『雪奈か。……待っていた、そろそろ出撃だな？』

「はい。最後に、お父様の声が……聞きたくて。ご迷惑でしたか？」

『馬ば鹿かなことを。お前と話す以上に優先することなどないさ。朝食はもう食べたか？』

「いえ。これからです。……お父様のご飯が、食べたいです」

『そう言ってもらえると嬉うれしい。筆頭執事の職にあるというのに、お前に朝食を作ることすら許されないというのは、明らかに異常だ。もし……』

　心から自分を心配しているのが伝わるお父様の声に、雪奈はふふっと微笑ほほえんで。

「それは、雪奈がお願いしたんです」

『何？　どうしてだ、雪奈。俺が嫌いになったのか？　だとしたら非常につらいが』

「いえ、違います。だって」

　嫌いになどなるはずがない。その真逆だ。

　決戦を控え、父を間近に見てしまえば……せっかくの決意が、揺らいでしまうから。

「雪ゆき奈なはもう、子供じゃありませんから。ひとりでも……平気ですよ？」

　昨日『充電』したお父様の温ぬくもりだけをよすがに、雪奈は戦いに臨む。

『そうか。頼もしいが……少々、寂しい気もするな』

「はい。雪奈も、とっても……寂しい、です。帰ったら、また……」

　次の言葉を繋つなぐには勇気が必要で、何度も息を飲みながら、雪奈は言った。

「血まみれに、なっても……一緒に朝ご飯を食べて、くれますか？」

『朝だけじゃない。昼も、夜も。いくらでも食べてやるさ。──雪奈との、幸せな食卓のためだけに俺は料理の腕を磨いてきたんだから』

「戦争を経験したら……お父様の思う、いい子の雪奈じゃ、いられないかも、しれませんよ？」

『そんなことないさ。今までも、これからも。雪奈は俺の最高の娘だよ』

「……！　はい……！」

　その言葉に勇気を貰もらい、雪奈はひとことふたことさらに言葉を交わして通話を切る。

　もはや迷いはどこにもない。統括生徒会ビルのただ中、シャツを脱ぎ捨てながら錬れん素そを覚醒、出現した錬核武装に華きや奢しやな肢体を包みながら、雪奈は指令室のドアをくぐった。

「第二席、白しろ銀がね雪奈様、ご入来!!」

　控えていた小姓が声をあげる。ズラリと並んだ二十騎、仮面を被かぶって顔は見えないが、緊張と昂こう揚ようを窺うかがわせる熱気を放ちながら赤いカーペットを挟んで二列に立つ。

　黒こく蓮れんと白はく蓮れん、計十騎ずつ。最奥の３Ｄ画像が浮かぶ作戦台に肘ひじをつき、青白い光に照らされながら座すグラン・マリア、Ｓランクの頂点に立つ統括生徒会長が手招きする。




「いらっしゃいませ、雪奈さん。覚悟は、よろしいですか？」

「ええ。……起たちましょう、グラン・マリア」




　様、とは呼ばないことにして、雪奈は征ゆく。

　まだ見ぬ地上、地獄と化した汚染地帯へと──。





　　　　†






「……雪奈ちゃんからか？」

「ああ。語尾の掠かすれ方、会話のテンポの遅延から、起床後３分未満だろう」

「通話ひとつでそこまで筒抜けって、ホントあんたってナチュラルに怖いわね……！」

　統括生徒会ビルから離れた居住ブロック、白銀家のリビングルーム。

　普段は品のいいテーブルクロスが敷かれた食卓に、錆さびた緑の甲かつ冑ちゆうが鎮座していた。

「最前線でステージ５相手の遅延戦闘をやってる、第八〇二戦闘兵団の装甲服だ。こいつで一般兵に紛れ、隠いん蔽ぺい式を併用して戦場に潜り込む。いいな？」

「かまわないけど……。あー、ひっどい匂い。うんざりするわね、いつ嗅いでも……！」

　ロンメル・スチュワート、カチュア・ヴェルミオーネ。

　雪ゆき奈なを除けば最も親しく大切な戦友たちが、戦場の汚れもそのままな甲かつ冑ちゆうを身につける。股間の汚物パックの中身は清掃され、厳重に除染されているものの──。

　装甲と素肌の間を保護する緩衝材や下着に染みついた汗と吐と瀉しや物ぶつの臭においは消せない。

　炎と油に彩られた地上の最前線、その息吹を感じるように、ところどころ塗装の剥はげた装甲服は独特の雰囲気を放っていた。

「それで、先輩。評議会の作戦案は？」

「戦場の中継は止められねえ。世論が圧倒的に後押ししてる。だが、戦場と人類再生機構の間には距離があって、回線は不安定な無線だけだ。つまり」

「戦場のドサクサに紛れて切るってこと？」

「そういうこった。ただそれでも世論の反発は必至、ってことで最後の手段だな。まずはできるだけ穏便に、《ヘヴンリー・ロウズ》に手柄を立てさせる方向でいくらしい」

「いいの？　正直ここまで過激な活動をする相手に、これ以上の功績はヤバいわよ」

「わかっちゃいるが、他に収める方法がねえからな……。出現からまだ日が浅い、コアになってる『遺い骸がい』はまだ分解されてねえ、原型をとどめてるはずだ」

　暴走した錬れん素そにまみれ、胞子獣ベノムスダームと化した魔法騎士は情報の崩壊と共に分解される。

　一週間もすれば骨だけ、二週間ほどで原型をとどめなくなる。

《名無しネームレス》の対胞子獣、ステージ５討伐作戦の骨子はいかにして実戦部隊に気づかれることなく『遺骸』を消去、胞子獣発生の機密を保持するかにかかっていた。

「戦場のドサクサに紛れてコアをブチ抜く。そうすりゃ遺骸も処分できるし、適度に敵を弱らせられるから、ガキばっかでも討伐は難しくないさ。とにかく……！」

「雪奈ちゃんの戦闘は、最低限にするべきね。先乗りできないの？」

「エレベータの管理権が軍上層部、つーか《ヘヴンリー・ロウズ》に握られてる。地上に出るまでなら何とかなるが、そこからのこのこ歩いたんじゃ間に合わねえよ」

「あっちは公的なバックアップがある分、兵員輸送車でも何でも使える。抜かれるな」

　地上における移動手段は限られてくる。

　あちこちの遺跡に旧時代の車両が残されているが、長年整備されていない上に汚染物質の積もった道路は、ところどころ埋もれて寸断されている。

　最善は地下。地属性の術者が掘ったトンネルに簡易エレベータを通して交通網を繋つなぐ、それ以外ではドライバーが結界式を走らせて突進する装甲兵員輸送車がベストだ。

「飛翔盤ボードを出して突っ切るのはどうだろう」

「現場の制空権は完全にあちら側だ。ステージ３から４の大群に食われるか、対空術式でハエ叩たたきにされるか、どっちかだぜ。ま、死にやしねえだろうけど」

「却下。目立ちすぎるわ」

　終末の雪が降り注ぐ地上で、空を征ゆくのは難しい。

　飛行型の胞子獣ベノムスダーム、視界を塞ぐ汚染物質、さらに地上に在る胞子獣すら、並みの魔法騎士顔負けの精度で術を走らせ、弾幕を張って空の異物を叩き落とそうとするからだ。

　それをカバーするだけの技量こそ、竜騎ドラグナーの本懐だが──二人を同時に連れてとなると、熟練したカチュアといえど極めて難易度は高く、成功は難しい。

「と、なると……」

「計画通り、八〇二の予備兵投入に紛れて潜り込むのがベストだな」

「《ヘヴンリー・ロウズ》投入の準備砲撃と、先行偵察ね……ほぼ死ねって任務だわ」

「だが、ま、やってのけるさ。何度もやってきたことだしな？」

　ニヤリと笑うロンメル。その余裕ある仕草に救われつつ、冬とう真まは言う。

「ええ。ですが……先輩にはお願いがあります。カチュアにも」

　今しがたの通話において感じたこと、そして何より第六感が警鐘を鳴らしている。

「現場は俺ひとりで行きます。カチュアは学園、先輩は最深区画ロータス・ボトム全域に警戒態勢を取ってください。ここにいない《名無しネームレス》各員を指揮、何が起きても対応できるように」

　ただの勘、と言えば聞こえは悪いが、冬真のそれは未来予知に等しい精度を誇る警報だ。

　それが告げている。何かが起きるぞ、と。何かが危険だ、と。

「単独で戦場に行こうっての!?　いくらアンタでも、それは無謀すぎるわよ！」

「ああ。お前は錬れん素そを介した攻撃にゃ無敵だ、そいつはわかってる。だが……飯も食えば水も飲む、中身はただの人間だぜ。万が一にも孤立しちまったら、普通にやべえぞ」

　そう、バックアップなき単独行動は極めて危険だ。

　あらゆる錬素を抹消、魔法的な現象に一切影響を受けない冬真だが──皮肉にも魔法を介さぬ現象、たとえば純粋な事故や補給の途絶による飢餓、物理事象は防げない。

　皮肉にも冬真にとって、錬素の塊である胞子獣より、戦場と人類再生機構の距離こそが最大の脅威だ。作戦が成功したとしても、移動手段が乏しい中取り残されれば、帰還困難になって詰みかねない。だからこそ、戦友のバックアップが不可欠なのだが。

「それでも、必要です。俺たちは後手に回りすぎた。政治的解決を忌避し続けてきた結果、現場より上のステージで勝負を決められたらどうにもならない」

　それを後悔するわけではない。

　あくまで現場の人間として徹したい、というのは冬真自身が望んだ『制約』だ。

「遅すぎた。……そう言いたいの？」

「ええ。グラン・マリアは何かする。……が、我々にはそれを止められません」

「情けねー話だ。特殊部隊たって街のお巡りさんと変わんねえ。何かしでかすとわかっていながら、先手を取ることすらできやしねえんだからな……！」

「疑わしいというだけで、まだ何をする、したと明確ではない人間を弾圧するような──そんな政治体制よりは、ましでしょう。それは本物のディストピア、管理社会だ」

　人類再生機構は種の存続のため最大の努力をしている。だが、ある程度個人を尊重し、上位者の意志ではなく法によって物事を決める余地がある。それこそが。

「だからこそ、俺は現体制が憎めない。欠点は多くとも、まだここは人の暮らす場所だ」

　物資を配給に頼り、居住ブロックによる自給自足生活をしていても……。

　たまには贅ぜい沢たくができる社会。美う味まいものを食べ、遊びを楽しめるゆとりがある国。

　──旧時代における『普通』がいまだ生きている、この世界で。

「俺は雪ゆき奈なを育てたい、そう思いました。だからこそ、俺は人類再生機構を守りたい」

「すべては、娘のために、か。……その想おもい、通じてるとは限らねーぜ？」

　ロンメルはポケットからメントール結晶入りのパイプを出し、深く肺を満たしつつ言う。

「雪奈ちゃんの行動は、お前から離れてグラン・マリア寄りになろうとしてる感がある。最悪、取り込まれてる可能性すらある。その時お前はどうするんだ？」

「決まっているでしょう。親と子の方針が対立した時、普通の親子ならすることです」

　今まで起きなかった、必要のなかったこと。

「親子喧げん嘩かを、するだけですよ。そしてその上で、しっかりと決着をつけるまでだ」

「……呆あきれた。つまり、こういうことでしょ？」

　ジロリと冬とう真まを睨にらみ、カチュアはふて腐れたように言う。

「『親子喧嘩の邪魔するな』って。……大丈夫なんでしょうね？」

「父親との対決なんざ、最悪のストレスだ。結果、お前の目の前で胞子獣ベノムスダーム化して……人類ごと滅びるなんて結末もあり得るんだぜ。それでもか」

「それでも、です。もし、そうなったとしたら」

　親として、十四年を共に生きた『家族』として。

「俺にできることは、雪奈と共に死ぬことだ。その覚悟は、とうの昔にできている」

　淡々とした感情のない声。だが、その裏にある決意を、戦友たちは知っている。

　十四年間、この家族を見てきた。小さな赤ん坊を悪戦苦闘しながら育て、心を通わせて家族となり、仲睦むつまじく生きる裏で、いつでも家族と共に死ぬ覚悟をしていた、と。

「それに、俺は雪奈を信頼しています。打ち合わせ通りに詠唱式を止めるだけで撤退し、遺い骸がいの消去や隠いん蔽ぺいごと何もかもうまく終わる可能性もある」

「最後まで、それを信じるってか。か～……ったく、親馬ば鹿かも究極だな、おい！」

「まったくね。……けど」

　立ち上がった戦友たちに、冬真は無言で片手を挙げる。

　視線すら交わす必要なく、二人は彼の傍そばを通り抜けながら──。

「任せとけ、相棒。お前たち『家族』の帰る場所は、守ってみせる」

　ロンメルの掌てのひらが、冬とう真まのそれにタッチし高い音を立てる。

「こっちは任せなさい。雪ゆき奈なちゃんのこと……頼むわよ！」

　……パン！

　再び音。カチュアが不敵に笑い、痺しびれるほどの衝撃を残して手を打ってゆく。

　戦友たちを見送り、ひとり錆さびた装甲服を身につけながら。

「やれやれ。部屋が、ずいぶん広く感じるな……」

　雪奈がいない。ただそれだけで、住み慣れた居住ブロックがひどく寒々しい。

　きっと同じ想おもいをしているだろう、娘を想う。それが娘の選択ならば、尊重しよう。

　寂しさには耐えられる。が、もし何かの意図で操られ、利用されているとしたら？

　自立を望む尊い心につけこむ、悪魔がいたとしたら。




「──代償は、払わせる。必ずだ」




　深い決意と共に言ってから、冬真はたったひとり戦場に赴く。

　陰謀と殺さつ戮りくが交差する、地上の地獄へと。





●第八〇二戦闘兵団




　人類再生機構地上橋きよう頭とう堡ほ、富ふ士じターミナルより１２０キロ──。

　粉砕された簡易要塞キャンプ軍の瓦が礫れきをウネウネと肉が波打つ。

　不快な粘液を残して、要塞ほどもある陸生巻貝が進軍する。頻繁にマグマを噴き上げる火山を殻に背負い、理解不能な圧縮詠唱による魔法陣と呪言が光となって渦巻いていた。

「畜生、畜生、畜生、畜生、畜生!!」

　陸戦科第八〇二戦闘兵団、その残存部隊は通信式で口汚く罵りながら己を鼓舞する。

　極大術式による奇襲は一撃のもとに彼らの主力を壊滅せしめ、一週間前には部隊全員が『爺じいさん』と呼び慕っていたＳランク騎士、スコット・サンズが戦闘中に行方不明。

　辛かろうじて上層部との連絡が回復、指揮系統の混乱からは脱出できたものの、ドーム型の簡易シェルターに籠城したまま身動きが取れず、進軍も脱出もままならない。

「車両は全滅かヨ、クソッタレ！」

　南米系だろう、浅黒い肌にドレッドヘアの上等兵が罵る。

　緑の装甲服に風属性の結界式を展開、渦巻く風によって汚染物質から戦友を守り、気密の破れたシェルター内でもマスクなしでの活動を可能にしている。

　結界の外に吹ふ雪ぶく汚染物質の嵐を忌々しげに睨にらみながら、分厚いコンクリ壁を叩たたき割って作った射撃窓に収束具ライフルを突っ込み、ひたすら兵士は連射を続ける。

　──ジュワワワワワワッ!!

　訓練用に用いられるモノとはケタ違いの大口径攻弾術式収束具。

　壁にへばりつくようにして撃ち続ける兵士たち、彼らがいわば生ける弾倉、残弾だ。

　体内の保有錬れん素そをすべて呪弾に変えて撃ち尽くし、体内の老廃物や排はい泄せつ物ぶつまで錬素化し文字通りすべてを振り絞るまで、彼らは決して止まらない。

　弾はじける光、風、炎、あらゆる元素の砲弾がシャワーのように敵へ降り注ぎ、鮮やかな光を咲かせるが──そのほとんどが徒労だと、他ならぬ彼らが知っていた。

「逃げようったって逃げられねェ……。もう、おしまいカヨ。畜生……！」

「諦めるな。まだだ、まだやれる。Ｓランク騎士と後方待機の予備兵が来るはずだ！」

　そう言うのはシェルターの部隊指揮を引き継いだＢランク魔法騎士だ。

　身につけているのは装甲服ならぬ、戦国の武者を思わせる錬核武装。

　逸話もなく、ただ古くから伝わるだけの刀や甲かつ冑ちゆうの破は片へんを触媒とした『数打ち』の量産錬核武装《正まさ宗むね三さん式しき》、設計こそ古いが最新モデル。

　事実持ち主は経験不足ながら、戦意と希望に満ちた若者で──。

　上位者が根こそぎ戦死して大混乱に陥った第八〇二戦闘兵団が辛かろうじて秩序を取り戻したのは、彼の冷静な判断と的確な指示によるものだ。

「ハハハ……ッ！　笑っちまいますね、隊長。ステージ３、４、数えきれねえ!!」

「ステージ５から複製された劣化コピーとはいえ、アレだな。確かに、どうにもならん」

　ドレッドヘアの軍曹が乾いた笑いを上げ、正宗を着た隊長は仏頂面で答える。

　そう、『敵』にとって彼らの必死の抵抗など、せいぜい通り雨程度のものだ。

　あまりに巨大すぎるが故に間近に感じる、ステージ５胞子獣ベノムスダーム《絶ぜつ貝かい》──そこから分離、複製されて今なお殖え続ける、ヤドカリに似たステージ４、ゴカイに似たステージ３。

　正式名称は不明、未いまだ決定なし。前者は分厚い甲殻と地属結界式による結晶装甲により攻弾術式を無効化、異様に速い移動速度と質量を武器に突撃する『ハンマー』。

　後者は最悪。太さこそ人間と大差ないが、長さは５メートル以上。

　無数の足と肉質の襞ひだで地面や壁、天井を問わず這はい回り、わずかな隙間にも入り込んでシェルター内へ侵入しては兵士を襲う、おぞましい『掃除屋』が──。

　大地を埋め尽くす大波となって、押し寄せてくるのだ。

「ハハハッ、ダメだ……ダメだダメだ、まるで効いてねえ!!」

「落ち着け！　地属結界式なら風属が通る、大型収束具は風に回して『ハンマー』を狙え。その他属性は小型を使って『掃除屋』だ。できるかぎり近づけるな!!」

「やってますが、多すぎまさぁ!!」

　半球状のドームに、幾重にもウネウネと『掃除屋』が巻きつくのが見える。

　それは３分ほど前に兵員が保有錬れん素そを使い切り、『弾切れ』状態になったシェルターだ。

　胞子獣ベノムスダームを阻んでいた弾幕が失うせ、何十何百というアナコンダめいた肉紐ひもが壁の隙間や射撃サイトから潜り込み、中で『獲物』を漁あさる音が、通信式を通じて聞こえてくる。

『ぎゃああああああああああああ!!　ムシが、ムシが、ムシがあああ!!』

『嫌だぁ!!　死にたくない、死にたくない、死にたくないっ……!!』

『もはや、当方に防衛能力なし。……自爆します。人類に月桂樹ローリエの祝福を!!』

「──畜生っ!!」

　装甲服のレシーバーから届いた通信式に、軍曹が罵る。

　それと同時に胞子獣にたかられていたシェルターが内側から爆砕、強烈な炎属の錬素が散乱する汚染物質を焼却し、無害な黒い灰に変えながらメラメラと燃え尽きる。

　ボコッ、ボコボコッ……！

　焦げたクレーターの中から、雨後の筍たけのこのごとく生き残った『掃除屋』どもが現れ、食い残しの装甲服の残骸を無数の足にひっかけたまま、獲物を求めて進軍を始めた。

「シェルターひとつ玉砕させて、５分の足止めもままならんか……！」

「大元のステージ５を潰さない限り、どうにもなりませんわ。……頭数が減るのはこっちだけ、あっちは放っときゃいくらでも増える。ハッ……悪い冗談ですぜ」

「だな、軍曹。逃げたいか？」

　視覚強化の簡易式を展開、両手の親指と人差し指を構えて作った四角形で壁を透視し、外の状況を探っている隊長に、結界式を維持しつつ軍曹は肩をすくめた。

「逃げる場所なんざ、この星のどこにもありゃしないでしょう？」

「その通りだ。ああ、残念ながらその通りだよ、軍曹。誠に心苦しいが、命令だ」

　逃亡は許されない。ここから退けば、人類という種を守る壁はさらに減る。

　考えたくもないが第二防衛ライン、富ふ士じターミナルを抜かれればエレベータシャフトを通じ、人類再生機構まで一直線だ。それを許せば文字通り、人類は絶滅する。

　妥協はない。講和もない。対話もない。ただひたすら、生存のため削り合う。

　現代の戦場、地獄の泥沼の底の底で、乾いた笑いがこだまする──。

「隊長、あんたいくつです？」

「二十歳はたちだ。つい二年前学園を卒業したと思ったら、こんな有様だよ」

「俺の方がヒト回りも上ですか、若わけぇなあ。……生きてくださいよ、あんたは」

「残念だが、負け戦から生きて戻ればなぜ玉砕しなかったと罵られるのが日本閥だ。一緒に死ぬよ、軍曹。悪い上官のせいだと、地獄の閻えん魔まに伝えてくれてかまわない」

「ハッ！」

　唾つばを吐き捨てそうな渋さで、彫りの深い顔を歪ゆがめながら。

「クソッタレ、最悪のプロポーズだ。何より、ちょっと嬉うれしいのがハラ立つぜ！」

「そうだろう。それに、案外もう少し長生きできるかもしれないぞ？」

「ハ……？」

　思わぬ答えに軍曹が目を剥むく。

　すると隊長は軽く眼めを擦こすり、簡易式に映る外の光景を何度も見返して確認してから。

『──諸君、喜びたまえ。援軍だ!!』

「「「な…………!?」」」

　全部隊に伝わる広域で発した通信式に、凄すさまじい反応が巻き起こった。

　情報の真偽を確認する声、安あん堵どの絶叫、その他もろもろのあらゆる念が飛び交う中で、隊長は唖あ然ぜんとする軍曹をグイと掴つかみ、ドレッドヘアを握って射撃窓から外を見せる。

「あ……!?」

　声が上がる。唖然とした声だ。空中にポツンと白く光る何かが浮いている。

　隠いん蔽ぺいも何もない、剥き出しの飛行式で小さな何かが空を飛んでいる。当然、絶好の的として胞子獣ベノムスダームが群がり、それはあたかも卵子に群がる精子の如ごとく、円を描いて急接近する。

　──ギュドッ!!

　だが空を舞う白い輝きは、そんな有象無象に一いち瞥べつもくれず。

「あ……？」

　唖然とするほかなかった。

　あんぐりと口を開けて、軍曹が間抜けな声を上げる。

　Ｓランク騎士の戦闘を幾度も間近で見て来た精鋭が、戦闘慣れした戦闘兵団の勇者が、固唾かたずを飲んで見守る全員が同じ顔をしていた。だって、それは。

「白く咲けきて。──《玉ぎよく散さん三さん氷びよう・村雨むらさめ》」

　術式ですらない。

　正規の触媒を使用したとおぼしき単独顕現ユニークの錬核武装。その付属物とも言える二刀をただひと振りした瞬間、巻き起こった冷気の暴ぼう嵐らん、水属と風属の複合衝撃波が敵を襲う。

　瞬時に超音速に達し、空気を引き裂き雲を曳ひいて、極低温の波動が着弾する。ただ一撃、それだけで何百何千とうねるステージ３胞子獣、『掃除屋』どもが芯まで凍結した。

　ピシピシピシピシ……カキィッ！

（嘘うそだろ。無詠唱で、ただの通常攻撃で、あの攻撃範囲かよ!?）

　彼には知る由もない。その白い点、極限まで拡大すれば華きや奢しやな少女だと解わかったであろう人物が、その保有錬れん素そを全開にしたことは、今まで一度もなかったことを。

　──魔法騎士のランクにより、操る術式の規模は大ざっぱに計れる。

　Ｂランクなら戦闘級。その場の戦闘、勝敗を左右する規模と威力を詠唱と共に発揮する。

　Ａランクなら戦術級。その戦場の行く末を動かす、大規模な術式を発動できる。

　Ｓランクなら戦略級。配置された戦線全域にわたり、その存在が影響を及ぼす。短詠唱で大規模術式を発動し、極大術式さえ自在に使って、単独で戦線を支え得る。

　だが、今のそれは。ただ刀を振った、それだけで──！

「無詠唱で、戦術級の、破壊術式……!?」

　それはまるで、おもちゃ箱に子供を解き放ったかのようだ。

「邪魔、です。……気持ち悪い」

　嫌悪感と共に、白しろ銀がね雪ゆき奈なは双刀を振るう。

　そのたびに超極低温の疾風が、刃やいばとなって戦場を裂く。何百という攻弾術式を打ちこみ、弱点属性を選んで貫通し、ダメージを蓄積して潰すしかなかったステージ４が塵ちりのよう。

　10メートル近い巨大ヤドカリが木の葉のように舞い上がり、空中で凍結しては粉々に爆砕、汚染物質を含んだ終末の雪ならぬ、無害な霜となっておりてくる──。

『一度に全部、お片付け……します。巻き込まれないように……お願いします』

　戦場全体に響く通信式。あまりの出力に、隊長がとっさに耳から離したレシーバーが、スピーカーのように少女のか細い声を増幅し、その場の全員が聴いた。

　ギギギギギ……!!

　並々ならぬ強敵と判断したのか、それともただの本能か。

　戦場を埋め尽くす胞子獣ベノムスダームどもが隊列を組み、強烈な弾雨で空を狙う。対空砲火の雨の中、白い冷気のオーラで身を守る雪奈の全身に、魔法陣と呪言が現れては消える。

　──その構成を読み取って、隊長は叫ぶ。

「ＴＢテラバイト級……極大術式!!　余波が来るぞ、防衛体制!!」

「了解!!」

　咄とつ嗟さにベテラン兵たちが反応、一か所に固まって各自得意とする結界式を展開する。

　風が、炎が、結晶状の防壁が幾重にも部隊を守る中、雪奈は瞬時に極大式の詠唱を終え、過負荷に煙を挙げる魔法騎器デバイスを酷使しながら、その圧倒的な錬れん素そを具現化した。

「砕け散って。──《氷河爆砕コビユ・グラシエ》」

　術式の発動と共に、上空に巨大な積乱雲が誕生した。

　圧倒的な錬素の放出、だがその消費も少女の身に蓄えられたケタ外れの容量と比較して、１％にも満たないただの端数。それによって生み出された空を埋め尽くす黒雲に、

　ズ……ドォンッ!!

　直径十数メートルはあろうかという巨大な『氷山』が具現化し、戦場へ降り注ぐ。

　あたかも氷の絨じゆう毯たん爆撃。雹ひようやあられといった、空中の水蒸気が凝縮して凍結、降り注ぐ自然現象のエミュレート、摸も倣ほうと言うにはあまりにも規模が大きすぎる。

　氷山は実体にあらず、絶対零度に近しい超低温を凝縮させた、超絶大口径の攻弾術式。一度発動すれば戦場に延々と降り注ぎ、術者が解除するまで止まらない──。

「はは……ははははははは……！」

「これはまた、壮観だな。生き残れそうじゃないか、軍曹？」

　ヒュウウウゥ……と、甲高い音を立て、白い煙を噴きながら氷山が墜おちる。

　白いキノコ雲が立ち昇る。カチコチに凍りつき、これまで絶望的な脅威でしかなかった胞子獣ベノムスダームが見る見る消える異常な光景を笑うしかない軍曹に、隊長は話しかける。

「あんなん、ありえねえ……。同じＳでも、爺じいさんとはケタが違いすぎますぜ!?」

「自分も直接見るまでは信じられなかった。だが、あれが噂うわさのオーバーＳランクらしい。何でも今年入学したばかりの学生で、最深区画ロータス・ボトムに出現したステージ５を撃破したとか」

「ハァ……!?」

　成人どころか従軍すら前のヒヨッ子と知り、軍曹は我が目を疑う。

　だが言われてみれば確かに、豆粒ほどもない空中の影は、どう見ても幼い女の子で。

「隊長、俺ぁ……」

「どうしたね、軍曹」

「喜べばいいんですかね、生き残ったことに。それとも」

　子供を戦場に送るしかない、不ふ甲が斐いない自分に。

「怒りゃあいいんですかね。……どっちなんでしょう？」

「さあな。だが、ひとつだけ言えることがあるとしたら」

　す、と丁重に手を合わせ、隊長は空を舞う少女に深く礼をする。

「散った仲間の仇かたきを、あの子が討ってくれるらしい。──そのことに感謝しないか？」

「イエス、ボス。……そうしましょう」

　南方系の兵士は黒い唇くちびるから白い歯を見せて笑い、他の兵士たちもようやく状況を理解し、防壁の隙間や射撃窓から身を乗り出すや、手を振って歓声をあげる。




　オーバーＳランク、白しろ銀がね雪ゆき奈な──参戦。

　これにより戦争は、新たな局面に入ろうとしていた。





　　　　†






「……ステージ４、３の大群が鎧がい袖しゆう一いつ触しよくか。さすがだな、雪奈」

　凍結、無害化された胞子獣の破は片へんを踏みしめるたび、パリパリと音が鳴る。

　霜柱のような音だ。生存者だろう、シェルターの傍そばを通るたびに生き残りがあげる歓声が通信式ごしに響く中、白銀冬とう真まは分厚い装甲服越しでもそれを聞き逃さない。

　10メートルを超えるステージ４の残骸が芯まで凍り、完全に除染が成功しているのを確認して、魔法騎士としての雪奈の技量に、父親ながら感心し──。

「戦場全域に影響する全体除去、極大術式は効果範囲が広い分大ざっぱになりがちだが、急いでいる時こそ詳細の詰めを怠るな、と教えたが。……覚えていたらしい」

　こんな時ではあるが、誇らしげな想おもいに笑みがこぼれる。自分の教えを一言一句聞き逃さず、しかも完璧に実行してのけるなど、カチュアやロンメルですら不可能だった。

　彼らの理解力の問題ではない。冬とう真まの発想や技術を実行するにはスペックが足りない、シンプルにそれだけだ。恐らく全人類すべてを探したとしても。

（恐らく、雪ゆき奈な以外の誰もできまい）

　オーバーＳランクは伊だ達てではない。しかし、その強さこそが雪奈最大の弱点だった。

　あまりに巨大すぎる錬れん素そ容量、超大出力はコントロールが困難すぎる。

　周囲がノロノロ運転の軽自動車ばかりの中、ただひとり超音速ジェット機に乗って一緒に飛べとでも言うようなものだ。周囲に合わせれば超大出力という特性が殺され、微み塵じんも実力を発揮できない。そう、あの人類再生機構・凰おう花かのように──。

（シェルターは雪奈の檻おりだ。密閉された閉鎖空間では、超大出力が活いかせない）

　ちょっと斬りつければ戦術級、軽く集中しただけで極大術式が発動する雪奈にとって、それは大変なハンデであり──あの第13区画で、不覚を取った理由でもある。

（だが、戦場では違う）

　地球が、舞台だ。思う存分踊れる足場、どこまでも続く高い空。

　能力を制限することなく自由に舞うステージを得た雪奈は、まさに生き生きと空を飛び、クールな面差しにほんのひとさじの興奮を滲にじませて大規模破壊を繰り返している。

　苛烈な戦場の中にありながら、親として嬉うれしい。できれば超高画質で録画しておきたいところであるが、今不審な行動をとるわけにもいくまい。

（隠いん蔽ぺい式こそ走らせているが、戦場で油断はできんからな……）

　対胞子獣ベノムスダーム戦、それもベテランとなれば攻撃系の術式以上に、観測・探知系に習熟する。

　指揮官ならなおさらだ。自部隊のランクや戦力を正確に把握し、勝てる相手とのみ戦い危険を避けることこそ最重要。それだけに生き残りのシェルターからは無数の『眼め』が、観測系の術式が四方八方に広がっており、変装していても不審な行動が取りづらい。

（ロンメル先輩がいれば、根回しや隠蔽式の維持は任せられるんだがな……）

　ここにいない戦友をわずかに想う。大した負荷でなくとも、積もれば馬ば鹿かにならない。特にステージ５どころではない、超一級の敵と相対するなら負荷は軽いほどいい。

（だが、せめてあと三年。雪奈を実戦に出すには、せめてあと三年……欲しかった）

　痛恨の想いに、ヘルメットの中で唇くちびるを噛かむ。

（多感な時期に実戦、それも極大術式の連発は負担がかかりすぎる。意識に疲労や苦痛がなくとも、肉体は浸食されていく。今の時期の無む茶ちやは、十年は祟たたる）

　そうした諸条件を取り払い、戦力評価のみで考えるなら──ステージ５討伐は成功する。

　他のＳランク騎士の参加すら不要だ。その他全員を集めたより強い最強の『１』がいる以上、頭数だけ揃そろえても立ち回りの邪魔にこそなれど支援にならない。

（もし俺が《ヘヴンリー・ロウズ》の指揮官なら、ステージ５処理は雪ゆき奈な単独で実行する。残る戦力はステージ３～４の撃ち漏らしを片付けさせて実戦経験を積ませるが……）

　Ｓランクとはいえ実戦慣れしていない、雪奈クラスの規格外でもない、『普通の』者をぶっつけ本番でほぼ無傷のステージ５にぶつけるなど自殺行為だ。

　──だが、そこまでの判断は。

　冬とう真まはピースサインを作るように右手の指を二本立て、その隙間から世界を見る。

　無言のまま走らせた観測式が、遠方で交戦する影──雪奈を中心にしたＳランク騎士、十騎から成る部隊の様子を捉え、詳しい情報を伝えてくる。

（やはり、まだ早いか）

　観測式で拡大された映像に、錬核武装をまとった十騎を従える雪奈の勇姿が映る。

　編成は武傑ブレイド３、竜騎ドラグナー３の攻撃的編成を前衛に、光聖クレリツク２、俊影シヤドウ１、機巧マシーナリー１のサポート編成を後衛に据え、大将たる雪奈自身が陣頭に立つ、教科書的な手堅い編成──。

（……少ない……？）

　グラン・マリアは総勢二十名、《ヘヴンリー・ロウズ》全騎を投入すると宣言した。

　だがこの場にいるのは雪奈を含めて十一騎、およそ半数。

（半数を予備として温存したか？　あるいは別の目的に……）

　地上に潜む冬真の思考をよそに、雪奈の指揮のもと戦端が開かれつつあった。




「……竜騎隊、先陣、頼みます。──音速突撃！」

「イエス!!」

　短い応えと共に、龍騎たちは槍やりを掲げて曇天を貫く。

　魔法騎士の六位階中、最速かつ最高機動を誇るのが竜騎である。他の位階でも飛行式は使える者はいるが、その大半は速度が遅く、高度も取れない簡易的なものだ。

　専用の飛翔盤ボードを乗りこなし、波乗りのごとく雲と気流を滑ってゆく三騎。

　雪奈を除く、十騎がまとう錬核武装は、欧州系の旧家からグラン・マリアが触媒を入手、制服として配布した量産型の傑作、『白薔薇記章ヨークバツジ』である。

「《加速》!!」

「……《超加速》!!」

「《極大加速》──!!」

　三騎の竜騎が呼吸を揃え、三種の加速術式を同時並行詠唱。

　異なる種類の増幅式の掛け合わせは制御に難があるが、その効果は乗算される。制空権の確保された機動戦こそ彼らの本懐、三重乗算加速による突撃が執行される！

「《三重乗算》……」

「《超速突破》ッ!!」

　薔ば薇らの花弁を思わせる純白のフリルやマントを翻し、男女の竜騎ドラグナーが突撃する。

　英仏百年戦争後、赤薔薇を掲げるランカスター家と白薔薇を記すヨーク家の間で起きたイングランド内戦、薔薇戦争。その遺物を核とした錬核武装は凄すさまじい出力を叩たたき出した。
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　声はない。巻貝状のステージ５《絶ぜつ貝かい》は噴煙を吐き溶岩をたたえる大口を開け、触手をわなわなと揺らして苦痛を表現しながら、突撃により砕かれた殻から血を流す。

　いや、それは血ではない。赤く煮えたぎるそれは熔とけた金属、怪物が体内に蓄積した、極度の地属性錬れん素その塊だ。砕けた殻のヒビ割れからそれをこぼしつつ、胞子獣ベノムスダームは動く。

「術式解析、地属、火属、攻弾術式。対抗演算……《対抗術式》！」

「木もく剋こく土ど、土に対して風属優位──《嵐帝結界シルフオール》！」

「火には水、水剋火。《水聖霧壁ウエンデイフオール》!!」

　迅速な対応は演習の成果か。

　真っ先に機巧マシーナリーが敵の詠唱を解析、妨害術式で攻勢を撹かく乱らん、弱体化。

　守りに長たけた光聖クレリツク二騎が唱えた風属と水属の防壁が、くわっと開かれたステージ５の噴火口から放たれた極大の火か焔えん、無数の岩、地属の攻弾が混ざったそれを弾はじき飛ばす！

「くおおおおっ……！」

「があああああっ!!」

「こ、これが、本番……!?　強すぎっ……!!」

　防壁がきしみ、たわむ。極大術式の詠唱を止めぬまま放たれたとは思えぬ破壊力。

　嵐のように降りそそぐ火山弾、溶岩を帯のごとく放つ灼しやく熱ねつのビーム。巨大な剣のように空中を切り裂く火の元素を必死で防ぐ仲間たちの背で、残る武傑ブレイドが隙を窺うかがう。

「……今。ついてきて、ください」

「イエス!!」

　錬素が尽きたか、あるいはただの息継ぎか。ほんの一瞬、戦場を舐なめるように放たれた火の元素が緩んだ瞬間、雪ゆき奈なは双刀を構え──武傑の三騎がそれに続く！

「敵は、地属と火属の複合……です。雪奈の属性は、氷。火に優位、地に半減……中和。等倍、優位でも不利でも……ない。けど……かまいません……」

　無言の詠唱。過負荷をかけられた魔法騎器デバイスが白煙を上げる。胞子獣すら上回る超演算、ＴＢテラバイト領域の極大術式が走る中、明滅する呪言の文字列が吹雪のように吹き荒れる！

　放出される莫ばく大だいな錬素が形をつくる。

　そは氷、何トンあるか見当もつかぬ氷雪のハンマー……！

「……《極帝戦[image: ]アイスグランド》！」

　無言で術を解き放つ雪奈のかわりに、後方に控えた騎士のひとりが嘆息する。

　氷と打撃の双属性。かつての戦場で隆盛を極めた板金鎧よろいは、兵卒の戦せん槌ついに破られた。

　それと同じく、強固な殻で柔らかな錬れん素そを守る胞子獣ベノムスダームの守備を貫き、打撃による衝撃を浸透させて、詠唱中断を狙う。強力な中断スタン属性を誇る単撃極大魔法！

「着弾と同時に、合わせていくぞ!!」

「イエス!!」

　武傑ブレイド三騎が詠唱に入る。

　凍った雲を曳ひきながらゆっくりと、しかしその超質量にふさわしい速度でステージ５を襲う氷の槌つち、その弾着と同時に砕けた装甲の内部へ攻撃を加える、二段構えの布陣だ。

「…………！」

　双刀を掲げ、氷塊を投げ落とす姿勢のまま、雪ゆき奈ながほんの一瞬視線を周囲に滑らせる。

　その瞬間、地上で戦闘を観測していた冬とう真まは愛まな娘むすめの意図を察した。

（約束は、守ってくれたか。……雪奈）

　ニヤリと唇くちびるが自然に笑む。殲せん滅めつより術式中断を狙う術、何よりモーションが長く鈍重な極大魔法を選択したのは、冬真が戦況を観測していると信じてのことだ。

　そして、ありとあらゆる魔法騎士を超える超観測式。掲げた指の隙間に映る映像から、《絶ぜつ貝かい》の内部構造式と属性構成のすべてを解析し終えて、ついに彼は動いた。

「装甲離脱アーマーパージ。錬核武装、展開。──《無貌の凶輝ルクス・ニル・フアキエス》」

　抹殺されし闇を見よ。そは歴史に埋もれた影たちの足あ掻がき。

　緑の装甲服を脱ぎ捨てて、軍服と装甲に覆われた黒い右腕のみの姿となりながら、冬真は解析した《絶貝》の中核たる遺い骸がいに照準を合わせる。

　ピッ、と右手の指を二股に立て、スリングショットを構えるように巨剣を挟む。

　無慈悲な断罪の刃やいばは、在るだけで周囲の錬素を抹殺する。冬真の周囲を舞う終末の雪、実体化した汚染物質が渦巻くように消えゆく中、冬真は抹消の一撃を解き放つ！

（……せめて、俺だけは）

　核となったＳランク騎士、人生を戦場に捧ささげ、老いてなお戦った勇者の骸むくろに黙もく祷とうし。

「──《抹消弔鐘イレイズベル》」

　黒い剣、葬送の刃。固有絶技ロイヤルアーツ《抹消弔鐘》は極限まで凝縮された状態で射出され、黒き一瞬の閃せん光こうとなって、氷の鎚矛メイスが着弾する寸前に、胞子獣の巨体を貫通する……！

　──チュンッ!!

　コンマ１秒にも満たぬ刹那の一瞬。それを捉えたのは愛娘のみ。

　射出された黒剣は厳重な装甲も大地と炎の錬素も飲み干し喰くらい、核たる骸に着弾する。

「聖骸、埋葬。──執行、完了」

　巨体に比すれば針を通したような微細な穴。されどそれは死命の点、情報の核を消す。

　瞬間、脈動していた炎と大地の息吹が消え、炉心の火を落としたかのように巨獣の熱が衰えてゆく。守りの弱った瞬間、間髪入れずにゆっくりと、反属性の鎚矛メイスが下る！

　ガギィ……ンッ!!

　ガラスが砕けるような音がして、熱を失った殻が砕ける。

　微細な情報片として分解する活火山の奥、スライムのように粘る炎の肉を。

　ステージ５胞子獣ベノムスダーム《絶ぜつ貝かい》を構成する元素を文字通り叩たたき潰つぶし、急激に冷えて粘土状に淀よどんだ岩と泥のスープとなって潰れ──控えた武傑ブレイドたちの術式が止とどめを刺し。




　──おおおおおおおおおおおおおおおおっ!!




　固唾かたずを飲んで見守っていた兵士の歓声が、通信式を通して戦場を圧した。





　　　　†






「仕留めた、か。……思った以上だな、雪ゆき奈な」

　シェルターから飛び出し、抱き合って喝采を送る兵士たち。

　士官すら観測式を放棄して喜びに浸る隙を突き、隠いん蔽ぺい式を実行して潜みながら、冬とう真まは愛まな娘むすめの成長ぶりに、心底ほっとしつつ……思わぬ結果に驚きを隠せずにいた。

　ただ一言事前に打ち合わせただけで姿さえ見えぬ冬真と呼吸を合わせ、部下にはきちんと対大型戦の経験を積ませた。とどめの一撃すら譲ったのは余裕の表れだろう。

　しかし、疑念が湧く。脆もろい、あまりにもあのステージ５は、脆すぎる。

（核となった魔法騎士のメンタルが強かったにせよ、攻防一体の地属性であれは……異常だ）

《抹消弔鐘イレイズベル》の抹消範囲は距離と反比例する。遠距離からの狙撃じみた使い方では、核となる魔法騎士の遺い骸がいを消去するのが限界で、《絶貝》全体を抹消するには至らなかった。

　いくら雪奈が圧倒的な力を誇るオーバーＳランクとはいえ──あれしきの攻撃で実体を保たもてなくなるなど、単独で文明を滅ぼすとさえ言われたステージ５とは思えない。

　高ランク魔法騎士が死を迎えた時、胞子獣化する場合には条件がある。

　たとえば強い未練、感情のうねり。それが死後も強い念力となって錬れん素そに宿り、情報体として結実する。その心のあり方を元に錬素は地球の歴史から適合する生物や自然現象を検索、それらを組み合わせた形でステージ５として顕現させる。

　強い未練、理性で制御されない感情、心の傷、ストレス負荷。それこそが変異率であり、戦死し《絶貝》の核となったＳランク騎士は極めてその値が低かった。

（事前に目を通したプロファイリングによれば、典型的な武人肌。家族、親族は独立し、思い残すことはないと豪語していた。あとは人類のため華々しく散るのみ、と）

　無論、それは豪傑らしさの自己演出かもしれない。

　しかし低い変異率は、その言葉が嘘うそではないことを客観的に証明しているのだ。

　そんな状態でただ当たり前に戦死して──あれほど巨大な胞子獣ベノムスダームが、誕生するか？

（ひどくアンバランスで不安定な、そう。まるで）

《エデンの蛇へび》教主を思い出す。

　卓越した凶魔ネクロ位階の堕おちた騎士が、セリカ・ヴェルミオーネを殺した手口を。

（凶魔位階の、召喚術式による仮想顕現のような──……！）

　Ｓランク騎士を意図的に殺害し、その骸むくろを生いけ贄にえとして召喚術式を走らせたなら。

　セリカの時は彼女の絶望、未練、後悔が真なる超Ｓランク胞子獣として顕現させた。

　が、そうでない者を、未練なき武人を生贄としたなら、あれが産まれるのもわかる。

　嫌な予感がする。自分の仕事は、完璧だった。核たる騎士の骸を衆目に晒さらさず、全人類が注目する中、表舞台に立つ雪ゆき奈なに……《ヘヴンリー・ロウズ》に花を持たせた。

　──これまでなら、それでよかった。

　冷たいものが背筋を伝った瞬間、《名無しネームレス》の秘匿回線に着信が来る。

　承諾の意志確認を省略して回線が接続する。最上位の非常コード、どんな事態にも優先して情報を伝えねばならない時にのみ使われる、その相手は──

「カチュアか。こちらの処理は終わった、どうした。何が起きた？」

『やられたわ。……ハメられた！』

　距離とたゆたう汚染物質により、ノイズが混じる。

　荒い音質でも、彼女の焦りが伝わってきた。これまでにない、非常事態か。

『いい、よく聞いて。さっきの討伐映像はこっちにも流れた。最深区画ロータス・ボトムはお祭り騒ぎよ。《ヘヴンリー・ロウズ》は英雄になった。これ以上ないくらい……！』

　それは当初の予定、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいのシナリオ通り。

『けど、その後が最悪よ。やってくれやがったわ、あの聖女様……!!』

　わずかな読み込みを経て、端末に動画が再生される。

　粉雪舞う戦場、隻眼禿とく頭とうの巨漢。古代ギリシャの巨人伝説を触媒とした錬核武装は壊れ、傷つき、まさに満まん身しん創そう痍いとなり拘束された老人が、歯を食いしばり悶もだえ苦しむ。

『よせ、やめろ……!!　ぐぉおおおぉぉぉぉっ、がああああぁぁああぁああああ!!』

　囚とらわれた老将の周囲に魔法陣が展開。

　発動した術式が体内で結実し、喉のどの奥から湧いた血が唇くちびるからこぼれる。

　それでも数秒耐えたのは、巌いわおの如ごとき精神力の賜たま物ものだろう。

　皮膚に親指よりもなお太い血管が浮かび、風船のように指が膨らんで、弾はじける。咲いた鮮血の花が錬れん素そに還元され、血が溶岩に変わり、息が炎となってあふれてゆく。

『げぼ、ごぼぉっ……がああああっ!!　裏切者め、思い通りには、ならんぞ……!!』

　無事な左腕が辛かろうじて動き、全錬れん素そを凝縮した手刀が。

『人類に、月桂樹ローリエの──祝福をっ!!』

　自らの心臓を貫いた、刹那。炸さく裂れつした錬素が荒れ狂い、カメラが吹き飛ばされて消える。

　暗転した映像が即座に別視点に繋つながれ、戦場に倒れた巨漢の老人、その骸むくろが炎と溶岩に変わり、クルミのような灼しやく熱ねつした殻に包まれて巨大化していくのが映る。

　汚染物質を取り込み、急激に成長した。その姿は……！

「ステージ５、《絶ぜつ貝かい》……！」

　脆もろいのも当然だ。歩みが遅いのは、必然だ。

　武人は死に際し、自らの滅びと人類への祝福を願った。だからこそ容易たやすく倒された。人類によって倒されること、それがあの胞子獣ベノムスダームに記された《希望》だったが故に。

　雲を貫くほど巨大に顕現したステージ５の遠景と共に、映像は途切れ──。

「やはり、《エデンの蛇へび》……!!」

　この手口はまさに、あのカルト集団とまったく同じだ。

　Ｓランク騎士を媒介にステージ５を顕現させる、それは既出の手段。だがそれは、裏の事情を知る一部の者のみであって……何も判わからない、知らない市民には。

　これまで抱くことのなかった、疑惑という名の毒を撒まく──邪悪の種だ。

『これは、我々が戦地で入手した──実際の映像です』

　続いて映ったのは、演壇に立つグラン・マリア。

《ヘヴンリー・ロウズ》、残る十騎のＳランクを侍はべらせて、ざわめく群衆のただ中でマイクを握る。その囁ささやきは肉声のみならず、念となって隅々まで届いていた。

『わたくしは、誤解していました。人類の勝利を妨げる裏切者が誰なのかを。真なる黒幕が何か、既き得とく権けん益えきにしがみつき、権力を保たもつためなら手段を選ばぬ者がこの世にいることを！』

　若き指導者は涙をこぼし、髪を振り乱しながら訴える。

『《エデンの蛇》なるテロ集団の凶行、第13区画動乱の惨劇。もしあれが、仕組まれたものだったとしたら。危機感を煽あおり、支配を正当化し、市民を奴隷化するための自作自演、卑劣なる宣伝のための手段であったとしたら──それは、決して許されない罪です！』

　演壇を叩たたく。すると彼女の背中に無数の画像が、映像が浮かび上がる。

　見る者が見れば理解できる、それは《絶貝》とＳランク騎士スコット・サンズ、たった今無残に殺され、望まぬ怪物と化した老将の錬素属性を照合したものだ。

『第13区画動乱によって、尊い犠牲となったＳランク騎士、セリカ・ヴェルミオーネ。きっかけはその死に対し、我々統括生徒会が疑義を唱えたことでした』

　示される資料は、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいに宛てて統括生徒会名義で出された質問、要請状。

　それはすべて封鎖された第13区画内の調査を要求するものであり──そのすべてに、却下の赤印が押されたまま突き返されていた。

『あまりにも突然の胞子獣ベノムスダームの出現。それには原因があるのではないか？　そう考えた我々は、除染される前のステージ５汚染物質を入手。密ひそかに公式アーカイブに登録されたヴェルミオーネ家のそれと照合。その「炎」は細部まで一致しました！』

　おお、と群衆がうめく。

　その視線は徐々に熱を帯び、若き指導者に釘づけとなる。

『そして四十年もの軍役により、人類に奉仕を続けた老将スコット・サンズ！　彼の死と共に出現したステージ５、《絶ぜつ貝かい》のそれとも完全に一致。そして何よりもあの映像が、裏切者の中にあって良心ある方の協力で得られたこれが、証拠となるでしょう！』

　彼女が導く結論は、ひとつ。

『即すなわち、二例のステージ５が人為的に出現させられたもの……計画されたテロ事件であり、人類の存続をも揺るがす途方もない罪であることを。そして！』

　その黒幕、すべての犯人こそ……！

『統括生徒会の調査要請を黙殺し、現体制の維持と延命を図る者。厭えん戦せん気分を過激なテロによって払拭し、手て駒ごまとなったテロ組織に疑義が向くや、苛烈かつ性急な手段で、まるで我々の調査を恐れるかのように迅速に処分し、すべての証拠を消した者！』

「いや、そんな……！」

「まさか、ありえない……！　そうだろ、そうだよな!?」

　悲鳴同然の異議。だが、それ事体が揺らいでいることを示す、相あい槌づちのようなものだ。

　痛ましげにグラン・マリアは目を伏せ、群衆の前で大きく手を振る。

『信じたくありませんでした……！　信頼し、尊敬する方々が。我々人類の命運を握り、その老練な指導力で若者を助けてくれる賢者、民族の代表たる十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいが！』

　あふれる涙を指でぬぐい、そして彼女は糾弾する！

『──《エデンの蛇へび》の背後にあり、二体のステージ５を人為的に出現させたのだ、と。人類再生機構の現支配体制を継続するため、地上奪還の時を遅らせ、危機感を煽あおるために、若く未来あるＳランク騎士と、人類に奉仕し続けた英雄を犠牲にしたと!!』

　それは裏側を知る冬とう真まにとって、あまりに穴だらけの弾劾だった。

　相次ぐ脱走兵や逃亡者の存在、地域ストレスの増大など、水面下で高まる厭戦感情を、評議会が懸念していたのは事実である。しかし、それを払うためにテロを行うなど。

　しかもその手段がステージ５を出現させ、危機感を与えるなど……ありえない。

（窮地に陥ったからといって、人は結束などしない。それは歴史が証明している）

　終末の雪が降り、人類の絶滅が始まった時。

　生存の可能性を求めて人類再生機構に殺到した人々は、寸土を巡って争った。出身国、文化、宗教、民族の差によっていがみ合い、民族対立による血が流れた。

　それを終わらせ、人類を改めて種として結束させるため考案された支配体制こそ、今の十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かい。各民族の代表議員による合議制、迂う遠えんながら民意を反映する手段。

　犠牲を避けるために造られた支配システムを、犠牲を以もつて維持するなど──

（自分の足を喰くらうタコだ。根本的に、矛盾している）

　だが人々は気づかない。熱狂が冷静な判断を奪い、その眼めを曇らせている。

　いや──違う。人々は忘れているのだ。

　社会の成立過程は、その記憶は、風化していく。

　百年も過ぎれば、なぜそのような構造になっているのか、覚えている者などほぼ皆無だ。

　だからこの矛盾に誰も気づけない。明らかな欺ぎ瞞まんに疑問さえ抱けない。

『ご覧なさい。人類の剣、わたくしの右腕、白しろ銀がね雪ゆき奈なの勇姿を。勝利をもたらす聖女を。若き世代は巣立ちの時を迎え、もはや地上奪還は夢物語ではありません!!』

　グラン・マリアの背後に映る勝利の映像。たった今録とられたばかりの、ステージ５討伐。氷山の雨を降らせ、胞子獣ベノムスダームの軍団をほぼ単独で撃滅する少女の勇姿。

　その圧倒的な勝利、新しい英雄こそ……群衆に滴る、最後の毒！

　さらに追い打ちのように、画面に表示される、セリカ・ヴェルミオーネの遺影。

『雪奈は第13区画動乱で無二の親友、セリカを失いました。セリカは人類のために剣を振るおうと、志高く鍛錬を積んだ立派な騎士候補生。──その高潔な遺志を、雪奈は継ごうとしているのです』

　演出される。人々の心を揺り動かす、落涙必至のドラマが！

　そしてそのドラマを──

『しかし、セリカの育ての母である学園長、カチュア・ヴェルミオーネは彼女に本来継がせるべき錬核武装を継がせず、家長たる特権にしがみついていました。もしも錬核武装が彼女の手に渡っていたなら、テロリストの毒牙にかからずとも済んだかもしれないのに』

　──無駄なく、破綻なく、シームレスに現体制への反感へとつなげていく。

　すべての大人は悪だ、と。軍上層部は、十二老頭評議会は、古い体制は破壊せねばならぬと。猛毒のような強迫観念が最深区画ロータス・ボトムに染み渡る。

『同士、学生諸君。どうか、わたくしの願いを聞いてください。評議会の言うままにただ飼われ、操られるのをやめてください。自身の心のまま、赴くままに……！』

　──シャッ!!

　計算し尽くされたタイミングでスポットライトが当たり、演壇に立つグラン・マリアを照らすと、巨大な影が伸びて、その小さな姿を大きく見せてゆく。

『立ち上がりましょう。十二老頭評議会にＮＯを突きつけ、真実を正すのです。そして、真なる地上奪還の戦を、若者の主導で始めるのです。大丈夫、わたくしが……人類の英雄、至宝たる二十名のＳランクが、何より白銀雪奈がいれば、恐れるものはありま──』




　──ブツッ、と唐突に映像が途切れる。

　端末を確認。人類再生機構・凰おう花かとの通信途絶。

　それが意味するところは、想像するまでもなく──。




「……見えたぞ、女め狐ぎつね。お前の尻尾、本質が……！」




　そはグラン・マリアの本質。群集心理操作に特化した魔法技術者。

　嘘うそと真実でモザイクを描き、敵と味方を、正義と悪を、ありとあらゆる事象を逆転させ、口こう舌ぜつの刃やいばと毒を以もつて、剣では為なし得えぬ偉業悪行を成し遂げる！




「煽動者アジテーター……！」




　天上エデンの蛇へびの毒は、ゆっくりと効く。

　人類再生機構という巨人の中枢を、じわりじわりと──侵すのだ。





●回り始める猛毒




「──何かやるとは思ってたけど、ここまで大それた陰謀だったとはね」

　第一魔法騎士学園学園長室で、カチュア・ヴェルミオーネは明らかになった手筋を読む。

　グラン・マリアの計画はどこから始まっていたのか？

　過激派カルト《エデンの蛇》の枢要、第13区画動乱の実行者かそれに近い位置に本人がいることは間違いない。最初の手はセリカを殺害、胞子獣ベノムスダーム化しての都市汚染。

　対応策を打つタイミングの鈍さ。ＰＰＡから申請された父兄による巡回パトロールを名目に兵力を割き、監視の眼めを緩めて実行犯たちを支援、動けるようアシストしている。

《動乱》は、こちらの──人類再生機構の秩序を裏から守る部隊の存在を探るための、強烈な一手だったのではないか。対処されねばその混乱に乗じて上層部の無能を糾弾、自らが対処して地位を簒さん奪だつする。鎮圧されたなら、それを以て弾劾の材料とする。

　一石二鳥、勝ち確定。事態がどちらに動こうとも得をする布石。

（あの女狐は、徹底してそれを狙う。妖怪じみた手腕で……！）

　迅雷の動き、わずか一週間でエデンの蛇本部を強襲、壊滅させたこちらの動きすらも、あの女は利用している。すべての罪を人類再生機構の中枢、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいに押し付けるために管理外児童問題を持ち出し、市民に疑惑の種を植えつけた。

　そして雪ゆき奈なの《ヘヴンリー・ロウズ》入隊。これは入学式の直接勧誘、その後も続けて接触してきたことから、計画された一連の動きだったのだろう。いや、もしや。

「……第13区画動乱、そのものが。雪奈ちゃんを手に入れるための、罠わな……!?」

　良くも悪くも、白しろ銀がね雪奈の世界は狭かった。

　家族以外に、大切なものなどなかった。失って惜しいものなど限られていた。

　だが、友達を得て。学園生活を経て、思い出を手に入れて成長した雪奈には、あるのだ。守るべきものが、戦うべき理由が、亡くした戦友との誓いが、すべて一点に収束する。

「白銀雪奈を父離れさせるため、過度なストレスを与えることを目的としたテロ……！」

　だとしたら、その狙いは見事に的中したと言えるだろう。

　戦友を失い、世界の現実を知ったことで、雪奈は追い詰められた。親しい人間が消える、その記憶はカチュアにもある。出会って日の浅いセリカでさえあれほど嘆き悲しんだ。

　なら、もし、万が一──白銀冬とう真まを、父親を失うとしたら？

「守るためなら、雪奈ちゃんは何だってする。……してしまう」

　それは驚くほど父親とそっくりな、戦闘動機。

　父は娘のために、娘は父のために──正反対の陣営に、いつのまにか身を置いたのだ。

「それだけじゃない。何らかの魔法を働かせてる……恐らく精神操作系の、固有絶技ロイヤルアーツを」

　洗脳、支配的な能力はそう珍しくない。

　が、そのほとんどは認識を誤あやまらせて誘導したり、ちょっとしたミスを引き起こすものだ。創作における催眠術のように価値観を逆転させたり、性格を歪ゆがめるのは極めて難しい。

（けど、丁寧に段階を踏めばそれも可能になる。……結果が、これね）

　世論を動かし、議会工作で戦場の中継を呑のませた時点で始まっていた。

　ステージ５の出現条件、Ｓランク騎士から生じるという証拠たる『遺い骸がい』を消すため、《名無しネームレス》は動かざるを得ない。雪奈と冬真の連携により必要なくなったとはいえ、回線異常を装って中継を切る用意もしていたのだ、が……。

（中継の目的は、そもそも暴露じゃなかった。白銀雪奈というアイドルを、新たな英雄を全人類の注目のもとで華々しくデビューさせ、さらに冬真を現場へ向かわせた……！）

　これによりグラン・マリアは最大の敵を労せずして追放し。

　最強の駒こま、人類の英雄たる『白銀雪奈』を御旗に掲げることで──。

「戦争は、英雄を求める。民衆は英雄に熱狂し、その選択を英雄に委ねてしまう。崇拝、依存心をトリガーに人身を掌握する。洗脳、支配、いえ……そう、『熱狂』」

　熱く心を煽あおりたて、狂わせて望む方向へと誘導する固有絶技。

　それを以もつて、あの少女は今や最深区画ロータス・ボトム全域を掌握、独立勢力の長に成り上がったのだ！

「ええ。グラン・マリア様はご自身のそれを、《皇女の勅令エンプレス・オーダー》と呼んでいます」

「自覚はあるのね。人類の敵に成り下がったことも理解できてる？　──天てん上じよう院いん春はる斗と」

　学園長室の入り口から響いた声に、カチュアは答える。

　振り返るまでもない。カチュアの卓越した感覚は、この部屋を十と重え二十重はたえに囲む勢力を感知している。

　主力は彼、Ｓランク騎士にして白はく蓮れん騎士団の長、天てん上じよう院いん春はる斗と……だが！

「誤解しないでください、学園長先生。僕らは人類の敵ではありません。味方ですよ」

「この危急存亡の時に陰謀を巡らせ、テロで体制転覆を計るのが味方？」

　笑わせんじゃないわよ、と鼻白むカチュアに、美しい少年は。

「現体制が非効率であり、間違っている以上──誤あやまりを正すのは正義です。短期的な犠牲はあれど、十年後の勝利のためには今、起たつしかない。そういうことです」

「短期的な犠牲？　……言ってくれるわね。あの子を、セリカを……!!」

　すうっ……と、深く息を吸い込んで。

「あの子の命を犠牲にする正義なんて、アタシは絶対認めない!!」

　怒りの発露と共に、炎が渦巻く。理事長室の壁が瞬時に焦げ、窓がヒビ割れる。

　錬核武装の影がカチュアの掌てのひらに生じ、一触即発の気配が漂う中……！

「ええ、彼女のことは、とても残念でした。とても哀かなしい出来事でした。──ですが」

　コピー＆ペーストしたような、ピントの合わない完璧な笑顔で。

「だからこそ、成功させねばならない。敗者は歴史の中で悪となり、勝者は正義となる。たとえこの場で万の犠牲を払おうとも、僕らは決して怯ひるみません」

　ザッ……!!

　春斗の背後に、何十、何百という人間がいる。

　そこだけではない。理事長室がある建物を、職員が詰めている部屋を、ＰＰＡの会議室を、あらゆる大人たちの居場所につながる廊下に、武装した生徒たちがいた。

　今年入学したばかりの、まだまだあどけない少年少女。卒業間近ながっしりとした男に、女っぽさを見せるようになった女生徒。性別、年齢を問わぬ、それはグロテスクな。

「子供の、軍隊……!?」

　戦闘中継に見入っていた子供たち全員に刷りこまれた『熱狂』を触媒に認識を操る。

　上位者への服従、支配に疑念を抱くことなく忠実に従う──それは人類が生存のために犯した罪、おぞましく醜い悪あがきの中でも、最低のモノだ。

「ですが、目的は正しい。心をひとつに、想おもいをひとつにし、この難局を超えて生き残る。洗脳じゃない。これは、僕らが自分で選んだ──『信奉』です」

　天上院春斗は、自分を信じている。

　微み塵じんも疑っていない、心の底からグラン・マリアを、自分の正義を信じている。

　だからこそ揺るがず、動かず、変わらず……在り方そのものが、悍おぞましい。

（突破は、できる。けど……！）

　熱狂に囚とらわれ、心を支配されている少年少女。可愛かわいい生徒たちを虐殺して。

　十と重え二十重はたえの包囲網を突破し、屍しかばねの山を築くことになる。頼みの綱の冬とう真まは遠く戦場に在り、外部との接続が回線ごと落ちた今、連絡を取る手段さえない。




（冬真……ごめん）




　留守を任されながら、何もできずにいることへ。

　想おもい人に懺ざん悔げしながら、カチュア・ヴェルミオーネは動けずにいた──……。





　　　　†






　同日、同時刻。最深区画ロータス・ボトム、軍駐屯地──。




『侵入者、なおも増大!!　結界式を強引に解除して突っ込んできます!!』

「は、反撃……!!　反撃しろ、威嚇射撃と非致死性術式の使用を許可する!!」

『……できません!!』

　通信式から返ってきた絶叫に、ウッドマン准将は泣きそうな顔をした。

「かまわんからやれ!!　責任は……わ、ワシが、ワシが、わしが……とるっ!!」

『それでも、閣下。それでも、できません。だって、だって、敵は──』

　駐屯地の最奥、軍司令部には絶望的な報告が相次いでいた。

　結界式を乗り越え、敷地内に突入した敵勢力は次々と味方を拘束。今のところ死者こそ出ていないが、ほぼ駐屯軍の大半が無力化され、司令部を守る最後の警備も、今。

『──子供なんですよ!!　子供を撃つくらいなら、殺されたほうがマシです!!』

「馬ば鹿か者おおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　人間としてあまりに正しく、軍人としては間違った答えに、准将は叫ぶ。

「すべての責任はわしがとると言っておるだろうが!!　裁判にはわしが出る！　だいたい直接撃てなどと言っとらん、威嚇だ、威嚇！　それならできよう、早く……！」

『ひいっ……が、ひ、ぎゃあああああっ！』

「おい、返事をせんか！　警備室、おい！　おいっ！　……あああああああ……!!」

　警備室の通信が途絶し、ワックスで整えた髪を掻かき乱しながら准将が叫ぶ。

　場にいる参謀、上級士官たちも皆相応の位階、ランクを誇る魔法騎士たちだ。

　しかし、誰ひとり有効な対策を取れた者はいなかった。

　テロを経てさえここは安全、と。そう信じる危機感のない者ばかりだったから。

「……こうなれば、諸君に頼るしかない。何とか……何とか、してくれたまえ！」

「そうしたいところ、なんですがね」

　正規の軍服をまとい、学園の教師ではなく軍属としてこの場にやってきた男。

　ロンメル・スチュワートは魔法騎器デバイスを片手に、監視式ごしに城壁を乗り越えて侵入する子供たちの群れと、その中心に立つ人物を見つめて、心底渋い顔をした。

「撃ちますか。子供ごと、ブチ抜くことになりますが。──殺やれますよ」

「ば、馬ば鹿かを言うな!!　人類同士が殺し合う時代などとうに終わった！　だいたい子供、相手は子供だぞ！　第一から第十までの魔法騎士学園の、それに、それだけでなく──」

　ウッドマン准将は頬ほおを押さえ、絶叫する。

「──十歳以下の子供まで、いるんだぞ!?　いくら暴徒でも、殺せなどと、口が裂けても言えるものか!!」

「そうでしょうな。軍人としちゃ、俺もあなたも失格だ。けど」

　人間として、越えてはいけないものがある。

「……子供を迷わず撃て、と言えるクズよりは、人間としてマシだと思いたいですな」

「そりゃあ、そうだ。……子供はいかん、子供は。わしの子や孫も、あの中に混じっとるかもしれんのだぞ。なんなんだ、これは。なんなんだ、これはぁ……っ!!」

　グラン・マリアの演説から一時間もしないうちに、事態は起きた。

　第一から第十魔法騎士学園の全生徒が暴動を開始。中継に熱中し、煽動された結果か。駐留軍の騎士や職員を片端から拘束。中でも最悪の事態が駐留軍を襲った。

　──武装した幼児、幼年学級生徒による暴動。

　訓練用収束具ライフルや装備で武装した年齢ひとケタの児童が、大挙して襲ってきたのだ！

「ここが司令部か。──軍警察、黒こく蓮れん騎士団だ。貴官らを拘束する！」

「ほお？　ちったあ、話のできそうなガキが出てきたじゃねえか」

　ほとんど抵抗する間もなくドアが破られ、武装した子供たちが雪な崩だれ込む。

　その中心に立つのは、鋼鉄のホワイトブリムを煌きらめかせ、可か憐れんなる舞姫シンデレラの錬核武装をまといし少女──黒蓮の騎士団長、ソーニャ・サガレヴィッチだ。

「まさか、ここまで下げ衆すな真ま似ねをしやがるとはな。ガキ巻き込んで、戦争まがいの真似に利用しやがって。恥ずかしげもなく指導者面をしてやがる、てめえら……！」

「ふん。真実を隠し、上っ面だけ誤ご魔ま化かして子供達たちを搾取し続けている汚い大人に、何を言われてもかまうものか。私は軍警察として不正を取り締まるまで。何が悪い！」

「悪いだと？　……ああ、悪いよ。今、お前はその汚い大人と同じことをしてんだって、そんなことにも気づかねえ頭が最悪に悪いってんだ。このバカ野郎!!」

「なっ……黙れ。我々は間違ってなど、いない！」

　意外なほどに動揺を見せ、ソーニャが叫ぶ。

（……？　なんだコイツ。完全に洗脳されてる奴やつに比べて、反応が……）

　わずかな違和感にロンメルが眉まゆをひそめた直後。

　ソーニャの肩を細い手がつかむ。

「そう、貴女あなたは何も間違っていませんよ」

　涼やかな声。慈愛に満ちた、天上の女神がいるとしたらこんな声をしているだろう。

　清せい楚そなスカートをなびかせて前に出たグラン・マリアは、この戦禍にあっていっさいの敵意や悪意を感じさせぬ、善なる笑顔を浮かべていた。

「運命は、己で掴つかみとるもの。それが、たとえ子供であろうとも──」

　スカートの裾を子供たちがつまむに任せ、幼い少女を抱き上げながら。

「子供達たちの解放のために。これは聖戦ですよ、ソーニャ。……迷うことなどありません」

　グラン・マリアは、にこやかに笑む。

　その背後に立つＳランク騎士、全員が子供を抱いている。

　一見美しい光景。だが視点を変えれば、それは──人間の盾だ。

（胸に抱き上げて、急所を……内臓や重要器官をカバーさせていやがる、この女！）

　ロンメルが手をこまねいたのは、それが理由だ。彼が最も得意とする障壁抜き、防御を突破して騎士を仕留める転移弾は、ギリギリの際で転移して標的を貫く。

　が、その突破力が仇あだとなる。撃てばグラン・マリアを貫通した弾丸は周囲に侍はべる子供、最低でも五、六人はまとめて殺す。手加減はできない、非殺傷設定など存在しない。

（恨むぜ、畜生。この時ばっかりはな──）

　愛用の騎士殺し、古式の火薬銃の融通の利かなさが恨めしい。

「お嬢さん。いったい、あんた何がしたい？」

　この質問は時間稼ぎだ。答えが返ってくることなど期待していなかった。

「どこから来た、誰かもわからねえ。素性も怪しい、正体も知れねえガキが。絶滅危惧種の人類をさらに追い込むような反乱までやらかして……これからどうするんだ？」

「あら。……わたくしのことを、調べられたのですね？」

　ころころと人なつこく笑うあどけなさは、絵に描いたような善人のそれなのに。

「ええ、仰おつしやる通り。わたくしは素性を辿たどれば、本当の親も知れぬ身の上。ですが、だから。だからこそ──寄る辺なき子供たちに、絶望の戦場しかない子供たちに未来をあげたい」

　大人が子供を騙だまし、未来を奪う。

　選択肢を与えず、輝かしい未来を、生きる時間を搾取する──そんな悲しい社会構造を、終わらせ、変えるために。そのために、泥にまみれることも厭いとわない。

「駐屯軍司令官、ウッドマン准将閣下でいらっしゃいますね？」

「あ、ああ。そうだ。そうだが……何だ、何の用だ、統括生徒会長!!」

　悲鳴じみた声をあげる老人に、にこりと微笑ほほえみかけながら。

「この場を借りて宣言いたしましょう。わたくしはグラン・マリア、されど統括生徒会は名前を変えて再編され、わたくし自身も新たな役職に就くことになります」

「は？　何を言う、そんな勝手を認めるわけが……何でもない」

「なさけなーい」

「こわいんだ、おじさん。ふるえてるよ？　あはははは♪」

　無邪気な笑顔と共に向けられた銃口に、ウッドマン准将が口をつぐむ。

　そんな子供たちを撫なでながら、統括生徒会長ではなくなった少女は──。

「《ＥＯＣ》」

「は……？」

「Empress Of Children……《子供たちの女王》。最深区画ロータス・ボトムを独立、わたくしは、その首長となります」

　その聞き慣れない言葉に反応できたのは、ただひとり。

「……やっぱりな。あの映像を見た時から、確信はしてたが」

　ステージ５に変異する老将、あれは判明した《エデンの蛇へび》の教主と同じ手口。

　ロンメル・スチュワートは少女を睨にらむ。これはもはや子供ではない。そんな可愛かわいい存在ではない。美び貌ぼうと柔らかな物腰を武器に牙きばを隠し、人類を蝕むしばむ致死の毒どく蛇へび……！

「《エデンの蛇》。あんたが、蛇だったんだな。……グラン・マリア」

「まさか。それは十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいの方々による自作自演、子供たちの危機感を煽あおり、戦争に送らんとする卑劣なプロパガンダに過ぎません。わたくしはそれに対抗する立場です」

「とぼけなさんな。《エデンの蛇》本部から今てめえが名乗った肩書きが出てきた、その事実を他にどう説明するってんだ？　……こいつを外に伝えれば、てめえは」

「まあ、驚きました。ではそれを、どのように証明すると？」

　あくまで余裕の笑みを崩さぬまま、グラン・マリアは続ける。

「《エデンの蛇》本部は他ならぬみなさま──駐留軍の特殊部隊が壊滅させたはず。建物は焼失し、情報は一切ないと。そのように統括生徒会に回答なさいましたね？」

「……そ、それは……」

　ウッドマン准将が気まずげに顔を背ける。

　外部に情報を漏らさないための秘密主義。だがこの場合、それが仇あだとなった。

「さらに申し上げるなら……。子供たちの未来のため決起したわたくしの名誉を損ない、テロリストの汚名を着せるための卑劣な策謀。いつか名乗らんと秘めていたプライバシーまでも暴きたて、情報戦に利用しようとは……あまりに、卑ひ怯きようではありませんか？」

「そうだ！　そうだ！」

　眉まゆをひそめる指導者に、子供たちが同調する。

　言葉こそあどけない、だがその手の武器は人を殺すに十分な威力があるのだ。

「それに、ひとつ勘違いをなさっておいでですわ。素敵なおじさま」

「勘違い？　……説明してもらえるかい、ガキ大将」

　皮肉をこめたロンメルの返しに、くすくすと笑ってから。

「《ＥＯＣ》はひとりではありません。わたくしは知恵あれど、力が足りず。かの方には、力があれど知恵が足りない。故に、ひとりでは不完全。ふたり揃そろって、完全なのですよ」

「……ふた、り……？」

　そこまで聞いて、最悪の予感がロンメルに迅はしる。

「まさか、てめえ……あの子を。雪ゆき奈なちゃんを……!?」

「はい。彼女が最前線で胞子獣ベノムスダームを倒し──未来を拓ひらく聖女ジヤンヌ・ダルクなら」

　そして、と豊かな胸に手を当てながら、グラン・マリアはうっとりと陶酔して。

「さしずめ私は、民衆を志を以もつて導く旗手。オルレアンの聖女ジヤンヌ・ダルク」




　ふたりは、ひとり。

　力と知恵、ふたつが合わさって完全となり……！




「わたくしたちが合わさることで、救世主は。

　真なる《ＥＯＣ子供たちの女王》は誕生するのですよ──？」

[image: ]




　狂った結論に揺るぎない確信をこめて、《ＥＯＣ》グラン・マリアは言った。





　　　　†






「……トンでもないことになったっスねー。シャレにならんしょ、コレ……！」

「あわわわわ……あわわわわわわわわわ……!!」

「あー、アレちん動いちゃメーっスよ？　見つかったらもうＲ－18的なことにはたぶんならないと思うっスけど、婦女がつかない暴行はガチっぽいんで」

「う、うん。かくまってくれてありがとう、黒くろ子こちゃん……！」

　ロータス・ボトム第一魔法騎士学園──屋上。

　鍵かぎのかかる給水塔の上、配水パイプが複雑に絡み合った死角に潜み、黒子はアレイナと共に隠いん蔽ぺい式を実行、息をひそめて場の動きを見守っていた。

「この子たち、無事でよかった……。けど、雪ゆき奈なちゃん、大丈夫かな？」

「さあ、少なくともステージ５は倒してるっスから。そのあとどうなるか……」

　今や、最深区画ロータス・ボトムはグラン・マリアへの熱狂により赤く染まっていた。

　武装した暴徒が市街を巡回。子供たちの支配に反対する大人は見つけ次第逮捕される。中でも高ランク魔法騎士として通う学生の親族──ＰＰＡ関係者は根こそぎで、子供らを支配し、利用したという容疑のもと片端から捕えられている。

　アレイナは何を思ったか、耳の破れた地域猫を抱きかかえ、その子猫まで連れて学園内を逃げ惑っていて……偵察に出た黒子に発見、救助されたのだった。

「正直、戦力が足りなすぎっス。一人で反乱分子をサッソー排除、とかできるわけないし、というか全人口の何割とっ捕まえることになるんですかね、コレ」

「……たぶん、七割とか八割とか。それよりもっと上かも？」

「ですね。はー、最悪ッス。あの中継ガン見して、雪奈ちゃんスゲーって思った、だけ。ただそれだけの事象をトリガーにして根こそぎ精神誘導とか、初見殺しっスよ！」

　熱狂、崇拝、信仰──。

　そうしたものをトリガーに、映像を介して大多数に作用する精神操作、洗脳の固有絶技ロイヤルアーツ。黒子は見た映像、状況からグラン・マリアの起こした現象をそう分析していた。

「なら、わたしたちはどうしてかからなかったのかな。雪奈ちゃん、大好きなのに」

「そりゃだってトモダチっスから。スゲーとは思っても、崇拝とかしないっしょ？」

「あ、そっか。……そうだよね。だって、雪奈ちゃんの強いところ。弱いところ……わたしたち、どっちも知ってるもん。完璧だとか、救世主だとか、そんなこと絶対思えない」

　熱狂した市民が叫ぶような、神にも等しい天使や絶対の指導者などではなく。

「いいところも、ダメなところもある……友達だから。だから、こんなの、違います!!」

「解釈違い、っスね。旧時代だとフツーに殺し合いになることもあったらしいっスよ？」

「そうなんだ……。あの、黒くろ子こちゃん。もしかして、前から思ってたんだけど」

「ほえ？　告白ならノーっスよ、アレちん。ウチは女の子より年上好きなんで♪」

　茶ちや化かして答えた黒子の手を握り、あくまで真面目に。

　膝で猫がまどろんでいるが、その子たちを起こさないよう声をひそめて。

「たぶんだけど、黒子ちゃんは反乱を収めたいって考えてるよね？」

「……さあ。ウチひとりじゃ何度も言いますけど、どーしようもない事態っス」

　けど。

「このまま引き下がったんじゃ……セリっちに申し訳ないっスからね。最低でもひとアワ吹かせてやんないと、気がすまないですよ。……なんちゃって？」

　冗談めかした言い方でちろりと舌を出してみせる。だが、アレイナはかまわない。

「うん、わかるよ。悪いのが、どっちなのか。評議会なのか……グラン・マリア様なのか、よくわからないけど。でも、今のこんな状況は、絶対おかしいって思うから」

　だから、信じるなら──。

「評議会じゃなくて、黒子ちゃんを信じる。黒子ちゃんが信じる大人を信じて、わたしも戦う。……お願い。わたしも、仲間に入れて！」

「ツッコミ、無しっスか。……もう、シリアスなんだから。困るっスねー……！」

　わしわしと豊かな髪を乱しつつ、黒子は友達の眼めを見て言った。

「ウチらの組織は、名前がない。正体も言えません、けど言えるのは、センパイ……ユッキーのパパと一緒に、この街の平和を守るために動いてる。それだけっスよ」

「十分だよ。今の雪ゆき奈なちゃん、おかしい。利用されてるようにしか見えないもん！」

　あの別れのシーンからずっと、違和感が拭えなかった。誰よりも父親を愛する雪奈が、誰よりも娘を愛する父親が、あの相そう思し相そう愛あいの父娘おやこが、引き裂かれることなど──。

「正しいなんて、思えない。家族をないがしろにする政治とか、どんなにいいこと言っても間違ってます。絶対、絶対……おかしいって、伝えたいです!!」

「ハッ。……まったく、そのとーり。アレちん時々鋭いっスね～……ホント！」

　ニヤリと黒子は笑う。アレイナの膝で眠る猫のように、不敵に。

　が、すぐに困ったように頬ほおを掻かく。

「……ま、とはいえ何をすりゃいーのか全然わかってねーっスけど」

「それなんだけど、わたしにひとつ考えがあるんだけど……あの、言ってもいい？」

「マジっスか。新米なのにウチより発想力上とか、自信失なくすんスけど！」

「あのね……ごにょごにょ」

　黒子の耳に口を寄せて、小さな声で告げる。その内容に、黒子は思わず声をあげる。

「はあ!?　それ、マジで言ってるんスか!?」

「う、うん。でも、これしかないんじゃないかなって」

「英霊墓地カタコンベに忍び込んで、セリっちを生き返らせる……それ、この前言ってた蘇そ生せい魔法が使える前提っスよね？　あれ、まだ未完成なんじゃ──」

「でも、理論的にはもうできるはずなの。実験と検証が足りてないだけで」

「いやいやいやいや危険すぎっしょ！　未完成の術式は術者にどんな代償があるか……。せめて、もうちょい練り上げてから──」

「──そんな時間……ないよ。他のみんなは、雪ゆき奈なちゃんの強い姿とか、セリカちゃんの可哀かわい想そうな姿を見せられて、騙だまされてる」

　アレイナは知っている。生前、セリカがカチュアに抱いていた本物の親子愛を。

　カメのバース君に向けてはにかんでいたあの顔は、本物だ。

　カメのバース君を抱きしめて、セリカの告白を聴いたカチュアの泣き顔は、本物だ。

　グラン・マリアが言っていたような、打算にまみれた裏なんてありえない。

「こんなの……ひどいよ。セリカちゃんの想おもいが捻じ曲げられて、学園長先生が、襲撃されるなんて。だけど、もしも本人の口で、反論してもらえたら……!!」

「これ以上にない説得力……っスね。グラン・マリアの洗脳を打破する、きっかけになるかもしれねーっス……！」

　黒くろ子ことアレイナの瞳ひとみに希望の火が灯ともる。

「認可されてない魔法式に頼るとか、正直軍法会議モノのやらかしっスけど……少しでも可能性があるなら──賭けてみるのもアリっスね。センパイ達たちには内緒かなー、これ、絶対ダメって言われるし」

「失敗するかもしれない。だけど、わたしにできるのは、これぐらいしか、ないから」

　切実な願いとともにアレイナは深々と頭を下げて。

「お願い、黒子ちゃん。わたしを信じて……英霊墓地に、わたしを連れてって」




　黒黒黒くろみつ黒子、アレイナ・スクロヴェーニ。

　ふたりは挫くじけず、友達を──そして心に抱いた面影を信じて、動き出す。





●エピローグ




『[image: ][image: ]で、こっちの状況はこんなカンジっス。いつ戻ってこれます、センパイ？』

「……すぐには、難しいな。話し合いを済ませたら、ただちに戻る」

『ええ、そーしてくださいっス。お相手は、やっぱり……雪ゆき奈なちゃん、ですよね？」

　探るような黒くろ子この言葉に、ただひとり戦場に立ちながら、白しろ銀がね冬とう真まは短く答える。

「そうだ。……心配はいらない」

　わずかな声に秘めた決意を、黒黒黒くろみつ黒子は感じ取る。

　端末越しにもわかる、覚悟と緊張。その命に替えても成し遂げる、決意の証あかし。

「必ず、戻る。必ずだ。すまないがそれまで、仲間の支援を頼む」

『りょーかい、っス。……あの』

　ためらうように、こほんと軽く咳せき払ばらいして──。

『人類に、月桂樹ローリエの祝福を。待ってますから。……ふたりで、帰ってきてくださいね！』

　言葉遣いを正し、普段は決して言わない定型句まで使って激励し、黒子は通信を切る。

　軍服のポケットに端末をしまう。脱ぎ捨てた緑の装甲服に軽く敬礼を捧ささげ、今なお戦勝と新たな英雄の誕生に沸く戦場を、ひとり冬真は影のように歩きはじめた。

　隠いん蔽ぺい式はなしだ。たちまちその姿は警戒する《ヘヴンリー・ロウズ》、Ｓランク機巧マシーナリーの観測式に捉えられ──無言で伝達された警報を受けて、前衛三騎が立ちはだかる。

「……筆頭執事殿。装甲服もなしで、非戦闘員がなぜここに？」

「娘を迎えに来た。そう言えば、用件は伝わると思うが」

　いずれ劣らぬ白はく蓮れん騎士団、武傑ブレイドＳランクの精鋭。

　装備こそ共通規格、量産品の《白薔薇記章ヨークバツジ》ながら、その技量は実戦を経て経験を積み、自信を増している。歩み寄る男に、彼らはそれ以上警告することもなく。

「悪魔よ、去れ」

「……我らが、聖女に」

「近づけるな……!!」




「悪魔は、どちらだ」




　獅し子しのごとく咆ほえ、斬りかかった三騎の剣をたやすく避よける。

　な、と驚きよう愕がくに歪ゆがむ少年たちの顔。錬核武装で守られた鋼の拳こぶしを握り、斬撃で泳いだ身体からだに、冬真が反撃の拳を叩たたき込む。短い打撃音と共に、くの字にひとりの身体が曲がる。

「げぼぁ……っ!?」

「これ以上、子供に暴力を振るう気はない。……退ひけ」

「ッ、そんな訳にはっ……!!」

　反へ吐どを吐き、ひとりが倒れる。

　残るふたりは目の当たりにした冬とう真まの実力に目を剥むき、驚きよう愕がくしながらも剣を構えた。残るＳランク九名もまた並々ならぬ敵と感じ、地上に降りて支援の態勢をとる。

　一人が一軍に匹敵するＳランク魔法騎士。それが九名。

　たとえ経験不足の学生であろうと、人類が用意できる最高クラスの戦力と言えるだろう。並のステージ３、４ならば確実に撃滅できる超人たちが、碌ろくな武器もない男に震えていた。

（何だ……何なのだ、こいつは!?）

　只ただ者ものではないことは知っている。筆頭執事として短い間だが働いていたのだ。

　錬核武装をまとったソーニャを手玉にとったと噂うわさも聞いた。しかし、実際に目の当たりにすると、人づてに聞いたそれらの情報すべてが、まるで足りないと感じてしまう……！

「……ステージ５より、隙がない……だと……!?」

　必死で偵察、解析式を走らせていた機巧マシーナリーの少年が絶句する。

　一切の式に反応がない、まるでさっきはわざと監視に映ったかのように。

　まるでブラックホールでも観測しているようだ。答えのない白紙の解析式を前に、弱点も何も一切の情報が掴つかめないまま、指示を受けられない仲間たちが困惑していると。

「……そこまで、です。お父様に、かなうはずが……ありませんから」

「おお……！」

　もうひとつの、圧倒的な気配。

　ひらりと妖精のように舞い降りた少女に、彼らは一斉に跪ひざまずく。

　混こん沌とんの戦場の只ただ中なかにあって、異様なまでの統率。

　それを成し得る人物など、この場にはただ一人しか存在しない。

「雪ゆき奈な……」

　グラン・マリアの私兵たちを平ひれ伏ふさせた娘へと、冬真は手を差し伸べる。

「帰ろう。そこは、雪奈のいるべき場所じゃない」

「…………」

　冬真の手のひらをじっと見つめたまま、雪奈はピクリとも動かない。

　もともと感情表現が豊かな方ではない娘だが、いつにも増して心のうちが読みにくい。

「賢い雪奈ならわかるはずだ。……さあ、俺と一緒に帰ろう。そして朝ご飯を食べよう。アレイナ嬢や黒くろ子こやカチュアや先輩と、また緩やかな日常を過ごそう」

「…………」

　雪奈は心の優しい娘だと、冬真は心の底から信じている。グラン・マリアの始めた過激な革命運動を素直に支持するとは到底思えない。

　そんな冬真の想おもいを証明するかのように、雪奈の小さな手が、ゆっくりと伸ばされていく。

　ささやかな温ぬくもりがそっと触れる──寸前、動きが止まる。熱いミルクに触れた猫のように素早く腕を引っ込めると、胸の前できつく自分の手を握りしめ、弱々しく頭を振った。




「や、です。雪ゆき奈なは、帰りません」

「……ッ」




　それは冬とう真まにとって初めての経験。あれだけ甘えん坊だった娘の、初めての拒絶。

　奇くしくも入学式の日、《ヘヴンリー・ロウズ》へ勧誘せんと伸ばされたグラン・マリアの手を拒絶し、父との日常を選ぶと告げたときと同じ構図で。

　か細い声に確かな力を込めて、雪奈は言った。




「お父様は……騙だまされてる、です。だから、雪奈が助けます。邪魔、させません……！」





　　　　†






　──最初の記憶は、少しゴツゴツしたものに包まれる感触。

　背中をしっかりと支える頼もしい腕、どこか困ったように自分を見下ろす優しげな顔。

　力加減に悩んでいるのか、左右に揺れる動きには迷いが見られるのにやたら音程だけは正確な口笛が、今振り返ってみれば可お笑かしかった。

　それは、最初の風景。

　白しろ銀がね雪奈が見た、原初の風景。

　長い年月をかけても色あせることなく、いつまでもいつまでもまぶたの裏に浮かんでくる。

　幸せ、その言葉の意味を、自分は生まれたときから知っていた。

　優しいお父様が守ってくれて。ときどきやわらかなお胸のお姉さんがあやしてくれて。おひげがチクチクするおじさんのほっぺをひっぱってきゃっきゃと笑っていられる日々は、ただただ尊くて、いつまでも揺り止まらない籠の中のよう。

　お父様は、カチュアおばさまは、ロンメルおじさまは、──大好き。

　たくさん良くしてくれた。わがまま言ったり、甘えて生意気なことを言ってみせても、口では怒るけどその裏に確かな愛情を感じられた。

　──だけど。

　誰もが羨む幸せな子供……そう思うのに、それなのに、なんでだろう？




　何かがズレている。




　そんな感覚がねばねばした菌糸みたいに頭の隅にねばりついて離れない。

　ときどき、お父様はひどく哀かなしげな顔をする。カチュアおばさまも、ロンメルおじさまも、それは同じで。三人にしか伝わらない暗号で通じ合って、三人しか知らない過去を、思い返しているような。

　そういえば、カチュアおばさまはお父様のことを好きみたいだけど、でも義理のお母様のポジションに収まる気があるようにも、見えない。

　素直な感情がバレバレだからいろいろ漏れ出してしまっているけど、一定のラインから先には絶対に踏み込んでこないのは、見えない誰かに遠慮しているからだろうか？

　わからない。わからないことだらけ。

　ときどき周りの大人達たちが、名無しネームレスの誰かに見えてしまう。名前も顔も性格も変な趣味も妙なこだわりも化粧の癖も香水の銘柄も、全部全部、知ってるのに。

　七歳になったある日のこと、その奇妙な距離感に不安を覚えて、雪ゆき奈なは訊たずねた。

『お父様。……雪奈が大きくなったら、結婚、してくれますか？』

『はは。父親冥利に尽きるな』

　苦笑とともにどこかはぐらかした答えを返すお父様。

　少しむっとした。まじめに答えてください、とわがままを言おうと思った。

　……でも、やめた。

『結婚、か。……そんな人生も、あったんだろうか』

　──お父様の瞳ひとみの奥に、哀しげな光を見てしまったから。

　雪奈ではない、誰か。

　ここにはいない誰か。

　二度と会えない誰か。

　いつも強くて頼もしいお父様が見せた、初めての弱々しい姿に雪奈は言葉を呑のみ込むしかなかった。

　理解してしまったのだ。

　お父様は、誰かを愛している。

　でも、その女性はもう──すでにこの世にはいない。

　けっして過去を語ってはくれないけれど、お父様は深い哀しみをいくつも背負って生きているんだ。

　自暴自棄になってすべてを投げ出しても誰も責めたりしない境遇なのに、拾い子である自分に、こんなにも無償の愛を注いでくれる。

　なんて優しくて──哀しい人。

『雪ゆき奈なは、本物の家族になりたい……です』

　その言葉には続きがあった。




『お父様の苦しみを、代わってあげられるような大人になって……いつまでも傍そばで、癒いやしてあげたい、です。もしそれがお嫁さんの役割なら、結婚、してでも──』




　恋愛感情？と訊きかれても、よくわからない。

　己を殺して心を削り、家族として雪奈を愛してくれるお父様に、娘として恩返しをするために必要なら、お嫁さんにだってなってみせる──その無類の愛情を恋愛と呼びたいのなら、好きにすればいいと思う。ファザコンだと馬ば鹿かにすればいいと思う。

　他人の嘲り如ごときで消えてしまうような、安い想おもいではないのだから。




　そうして、何年も経たった今──

　お父様の正体不明の哀かなしみ、名前のない傷の正体、それを思いがけず知らされる。

　統括生徒会長、グラン・マリアによって。

『貴女あなたのお父様の秘密を教えて差し上げます──』




　輪唱する。

　頭の中で。

　グラン・マリアの声が。




　──哀しき運命を背負わされた無敵の男の物語。

　────無数の敵の血と、それと同じだけの味方の血で汚れた手。

　──────いつまでも、いつまでも、終わりなく剣を振り、返り血を浴びる。

　────かつては、愛する者をその手にかけさせられ────

　──そして今また、雪奈、貴女という最愛の娘と、殺し合わせようと──




　それこそが、十じゆう二に老ろう頭とう評ひよう議ぎ会かいのやり方。白しろ銀がね冬とう真まは人類の踏み台として、永遠に浪費され続けるだけの、名もなき防衛機関に過ぎないと判断され、利用されている。




　胸の中に溶けていく。

　長年の疑問に答えを出す、神託が。




　許さない。

　お父様はこんなにも傷つきながら、人類に奉仕しているのに。

　どうして。どうしてお父様にひどいことをするの？

　許さない。

　許さない。

　許さない。

　助けなくちゃ、お父様を。

　救わなくちゃ、人類から。




　それができるのは、世界最強の娘である、わたしだけだから──……。





　　　　†






「お父様は……騙だまされてる、です」

　ぼうっとした眼め。いつも以上に焦点のぼやけた眼の正体を、白しろ銀がね冬とう真まは知っている。

　それは少年兵の目だ。幾度もカルト宗教や違法軍事組織、テロリスト集団と戦った中で、洗脳式を受けた管理外児童、少年兵たちがガラス球のような眼で挑んできた。

　それに比べれば式のかかりは浅い。恐らく完全な洗脳ではない、思考の誘導、意識操作。何者かが望む方向に結論を出すよう誘導された、最強のＳランクがそこにいる。

「なぜ、そう思う？」

「だって、お父様は、最強なのに。雪ゆき奈なより、ずっとずっと……強いのに」

　存在を秘匿され、最低の任務を押し付けられ、歴史に名前を残すこともなく。

　賞賛されもせず、総合評価もＤ。くだらないＰＰＡでは軽蔑の眼を向けられている。

「本当なら……みんなみんな、お父様に、感謝すべき……です。よくやった、がんばったねって……ほめてあげる、べきだと、思うんです。雪奈は、間違って、ますか……？」

「ああ、間違っているな」

　たどたどしい言葉で訴える娘に、父親の貌かおで冬真は返す。

「それを、俺は望んでいない。俺は家族と、人類のために戦えればそれでいい。知らない誰かの剣となり、知られることなく戦う剣で十分だ。お前という存在が……愛いとしい家族が無事であれば、知らない誰かがくれる億の賞賛より、俺は嬉うれしい」

「でも……でも!!」

　キッと華きや奢しやな顎をこちらに向け、雪奈は言う。

「評議会は、お父様にも知らせず……セリカちゃんを、殺させたって。それだけじゃなく、雪奈を……胞子獣ベノムスダームになったお父様を殺すために、お父様に育てさせている、って」

「それを誰に聞いた？　……変な話を、吹き込まれたものだ」

「なら、嘘うそなのですか。間違って、いるのですか？」

「──前者は完全なデタラメだ。だが後者に限っては……間違っていないだろう。少なくとも、評議会の一部にそうした考えの人間はいるはずだ」

　だが、そんなことは知っている。

「くだらない誤解だ。だが、彼らの常識ではそう判断するしかないのも理解できる。そう信じる者たちは、的外れでも対策を立てているかぎり安心し、それ以上の干渉はしない」

「だから、いいって。……許すって、言うんですか？」

「恐怖は、理解できる。俺は耐えられる、だがあちらは耐えられない。──シンプルだ」

　白しろ銀がね冬とう真まは胞子獣ベノムスダームにならない。錬れん素そを蓄積することもなく、絶対的に消去する抹消体質。錬素の過剰摂取、オーバーロードにより発症する胞子獣化は原理的に起きえないのだ。

　だが──学者の説明を何度受けても、信じない輩やからはいる。これまでの常識に囚とらわれて、自分の尺度でしか判断できない老人が。そうした者を、冬真は憎まず哀れに思う。

「……だからこそ。奴やつらが安心できるメリットがあるから、俺はお前の家族になれた」

　素性も知れぬオーバーＳ、正体不明の拾い子を人類再生機構の一員にできたのだ。

「俺は、人の弱さを憎まない。ただ受け入れるだけだ。──雪ゆき奈なも、そうできないか？」

「……まだ、あります」

　真剣な面差しで、雪奈は冬真を正面から見つめる。

　敵意はない、敬意がある。愛がある。だが、それはそれとして──戦意がある。

「お父様は、辛つらいことばかりを味わってきたと。グラン・マリアに聞きました。カチュアおばさまのお姉さんを。昔の仲間を、友達を、たいせつな、ひとも……っ」

　言いながら、哀かなしくなってしまったのだろう。

　大粒の涙を浮かべて、えずくように雪奈は叫ぶ。

「みんなみんな、手にかけさせられて。哀しみを背負って、戦えば戦うほど……。セリカちゃんみたいに、暴走に近づいていくって。それも、嘘なんですか!?」

「ああ、嘘だ。俺は、セリカ嬢のようには決してならない」

　間髪入れずに答える。揺るぎない真実、だが思考を誘導された雪奈は、気づけない。

　むしろ変異の可能性は、雪奈にある。戦場ストレス、過度な術式使用による錬素活性化、身体からだが未熟な今の時期に、こうして戦場で武器をとっている一分ごとにリスクが増す。

（……だが、言えない）

　それを伝えてしまえば、その強烈なストレスが引き金になりかねないからだ。

　ただでさえ不安定化させられている精神に止とどめを刺すリスクは負えない。故に──。

「本当、ですか？」

「本当だ。……俺を信じろ、雪奈。グラン・マリアではなく」

　じっと雪奈を見つめ、冬真は自分でも卑ひ怯きようだと思う言葉を告げる。

「十四年、お前だけを見てきた俺を信じろ。大切な『娘』に、嘘うそなど絶対に言うものか」

「はい……雪ゆき奈なも、お父様が大切です。嘘だなんて、思いたくありません。だから──」

　言葉とは裏腹に雪奈の目には深い哀かなしみが滲にじむ。

　そして。

「──お父様は、何も悪くありません。ただ、騙されてるだけ……」




　シャキィッ……!!




「──お父様、言いましたよね？　何を選択し、どう生きるのか、それは次の時代の大人である雪奈たちが決めるべき……と。これが、雪奈の答えです」




　抜けば玉散る、氷の刃やいば──。

　滝たき沢ざわ馬ば琴きんが著し、かつて大正の弁士が剣劇で述べた言葉通り……それ以上の利剣。

　錬核武装、《玉ぎよく散さん三さん氷びよう・村雨むらさめ》の刃を抜き放ちながら、雪奈はその切っ先を、ピタリと最愛の父に向けて。




「たとえ悪い子でも、人類の敵でも──娘でいさせてくれますか？」

[image: ]




　花咲くように、微笑ほほえみかけた。
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『人類最強の赤ちゃん』





「手伝いに来てくれて助かる、カチュア。──非番だというのに、すまない」

「いいのよ。やっぱり拾った赤ちゃんの世話、難しい？　男ふたりじゃ無理かしらね」

「ノウハウの蓄積さえできれば可能だ。が、後方への移送は蹴られた」

「……は？」

　人類再生機構、最前線キャンプ。

　気密テントのエアカーテンをくぐるカチュアを迎えた冬真には、疲労の色が濃く。

「どういうことよ。赤ちゃんを最前線に置いとくとか、補給ルートが切れでもした!?」

「いや、そうした問題ではない。というより……上が『危険』と判断してな」

　──ズガンッ!!

　突如テントの奥から破砕音が響き、黒煙と爆風が吹きつける。

「げほっ、えほっ……！　よう、カチュア。助かった……！　後、頼む……！」

「ちょっ!?　どうしたのよ、敵襲……じゃ、ないわよね。何、これ。……何!?」

　慌てて奥へと飛び込んだカチュアが目撃したモノは、無残に荒れ果てた居住室だった。

　装甲服用の簡易トイレが袋に詰めて保管された山、哺乳瓶がなかったせいだろう。簡易コンロで大量のお湯を沸かし、ミルクを作った痕跡。汚れた布やティッシュの山──。

「錬核武装は１つ残して全損だ。量産型の正宗たあいえ、損耗報告書、何て書くよ？」

「……正直に『育児のため』と書いたら正気を疑われますね」

「ああ。ま、普通に戦闘中に破損、とでも書いとくか。……どうかしたか、カチュア？」

「どうもこうも、ないわよ!!　……赤ん坊が、なんで、錬核武装を展開してんの!?」

　ゴミの山でおとなしく座っている赤ちゃん。

　その身を包むは産着ならぬ、玉鋼の輝きをもつボディースーツ……！

「検査の結果、あの子の保有錬素量はケタ外れに多いことが判明した。恐らく現時点で、全人類の中でも最高の数値だ」

「は!?　ちょっ……見せなさい、結果！」

　医務官によって作られた報告書に、改ざんの余地はない。それどころか作った担当者が自らの正気を疑ったか、『最重要：後任者による再検査を求む』と記してある。

「わかったか？　この子は──０歳児の時点で、人類最強だ」

「ええ。わかったわよ。確かにこれじゃ、凰花に移送とか不可能よね……！」

　ステージ５胞子獣以上の保有錬素をもつ赤ん坊など、ランダムにスイッチが入る核爆弾だ。ぐずって泣いた瞬間人類が滅亡しかねないシロモノを、上は隔離すると決めたらしい。

「当面、ここで育てるしかない。今後については上でまた協議して連絡するそうだ」

「人類史の精髄を子供服がわりにして、ね……。もしかして、さっきの爆発……」

「ミルク飲ませてゲップさせたらあーなったんだよ。……首、もげるかと思ったぜ」

　心底疲れ切った面持ちでロンメルが言い、冬真は頷いた。

「幸い、俺の体質があれば暴走は抑えられますが……当分、目が離せませんね」

「そりゃ、そうでしょ。……ヘタしたら、夜泣きで滅びるわよ、人類」

　さすがにそんな終末は嫌だ、とカチュアはため息をつき。

「最前線基地を託児所がわりにするとか……上は納得してるの？」

「させた。……この子が無事に育てば、それこそ地上奪還すら夢ではない、と」

「建前な。この野郎、発見以来つきっきりで疲れてるってのに。……見ろよ、あの顔」

　ニヤリとロンメルが笑い、カチュアは釣られるように冬真を見る。

　いつもは一糸乱れぬ軍服が、よだれにまみれ皺だらけ。目元には見慣れぬ隈ができ、肩にはミルクをこぼしたとおぼしき染みが色濃くついている。が、それでも──。

「……ああ、そっか」

「どうかしたのか、カチュア。……納得したような顔だが」

「その通りよ。アンタ──もう『父親』になっちゃったのね？」

「ああ。当然だ」




　──これは、十四年前の物語。

　絶対無敵が、人類最強の『娘』を得て、父親になった刹那の記録であった。
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